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　　　第一話　娘は無慈悲な父の女王







「…………畜ちく生しようっ！」

　違い正まさ樹き現げん菜ざいは、絶望していた。

　世の無常さに嘆なげき、神の残ざん酷こくさに怒り、理ことわりの横おう暴ぼうさに涙なみだしていた。

　そして己おのれの無力さを呪のろい、なにより呪うことしか出来ない己自身を怨うらんだ。

　それが今となっては何の意味も為なさないことであると、わかってはいた。

　嘆こうが怒ろうが涙しようが呪おうが怨もうが、過ぎたことは過ぎてしまったことだ。

　壊こわれた物は直らない、死んだ者は生き返らない、失ったモノは戻ってこない。

　そんなことは十分にわかっていたけれど、そうでもしなければ自分を保てそうになかった。

　この身を蝕むしばむ絶望のあまり、どうにかなってしまいそうだった。

　突とつ然ぜんの災さい禍かに根こそぎ奪うばい去さられたものは、僕ぼくにとってそれほどに大切なものだったのだ。

　僕のこれまでの人生はもとより、これからの人生を含ふくめても、引ひき換かえに出来ないほどに。

　涙に濡ぬれる顔を上げ現実を直視すれば、そこには不在の表ひよう象しようたる空白がある。

　その空白が、喪そう失しつをこれでもかと浮うき彫ぼりにさせ、僕の心を容よう赦しやなく痛いたませ続つづける。

　それは、そこにあったものの大切さの証明であり、大切にした証しよう拠こだ。

　だからその傷きずは、いつか胸むねを張って誇ほこれるものになるのだろうしするべきなのだろう。

　しかし、その傷から血と共ともに流れ続ける痛みは、そう簡かん単たんに前を向かせてはくれない。

　痛みは現象としてしか存在しないがゆえに現在進行形であり、忘れることは出来ない。

　心しん臓ぞうを無数の針で串くし刺ざしにされているような痛みは、共に過ごした日々を蘇よみがえらせる。

　なにもすべてが嬉うれしいことや楽しいことばかりだったわけではない。

　辛つらいことも苦しいことも悲しいことも、当然のようにあった。

　それでも、そのすべてがかけがえのない、愛いとおしく輝かがやかしい思い出だったのだ。

　そのことがまた、よりいっそう傷を深く抉えぐり、僕を苛さいなむ。

　思い出の中で生きているという言葉が、どれほどに残酷な事実であるかを今いま更さらながらに知る。

　こんなことになることがわかっていたのなら、いっそ出で逢あわなければよかった。

　それが喪失したものへの裏うら切ぎりであるとはわかっていても、そう思わずにはいられない。

　いや、もう、そんなことすらもどうでもいいのか。

　もう、いないのだ、誰だれも、もう、無ないのだ、何も。

　それなら、このまま、倒れ、果て、朽くち、終わるのもいいだろう。

　天使か悪あく魔まか定さだかではない囁ささやきが、僕を優やさしく誘いざなう。

「いい加減に、立ち上がってください」

　そんな僕ぼくに、声がかけられた。

　呆あきれの色を隠かくすことのないその声は、叱しつ咤たするようにさらに言葉を続けた。

「いつまで、そのようにうな垂だれられているおつもりなのですか。いくらなんでも大おお袈げ裟さです。…………たかがアダルトゲームを全部捨てられたくらいで、みっともないです！」

　その、人の心など微み塵じんも感じられない冷血な言葉は、心ひしゃげた僕を立ち上がらせた。

　今まで悲ひ嘆たんに暮くれるばかりだった感情のすべてを、瞬しゆん間かん的てきに変へん換かんし圧あつ縮しゆくし爆ばく発はつさせる。

「捨てた張本人が言うなああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　すっかりすっからかんになった僕の部屋は、悲ひ痛つうな突つっ込こみがとてもよく響ひびいた。




　どうして何の罪つみもない僕がこんな目に遭あわなくてはいけないのか。

　抑おさえきれない憤いきどおりと共ともに振り返るのは、つい数十分前のことだった。





◆◆◆






「お帰りなさいませ」

　僕が学校から帰宅すると玄げん関かんに少女がいた。

　凜りんとした声と楚そ々そとした風ふ情ぜいの少女が、正座をし三つ指をつき頭を垂たれ、そこに控ひかえていた。

　…………なんでそんなものがこんなところにいるんだ？

　今現在、僕が一人暮ぐらし中の我わが家やにはありえない光景に自分の目と耳を疑うたがう。

　もしかして家を間違えたか、と咄とつ嗟さに脳のう裏りをよぎった不ふ吉きつな想像は、慌あわてて確認した内外の景色ですぐに否ひ定ていされた。そもそも鍵かぎがあるんだし、誤あやまって他人様宅の敷しき居いを跨またぐなんてことはよっぽどの偶ぐう然ぜんが重ならない限り起きるはずがない。でも、それは少女にしても同じはずだ。

　それじゃあ、この少女はいったい？

「どうなされたのですか」

　聞こえた声に思考から我われに帰れば、体を起こした少女がこちらを見ていた。

　こっちを仰あおぐその顔には、やっぱり見み覚おぼえはない。それなら少女の方もそうかといえば、この応対の様子を見る限りではどうやら違うらしい。ひょっとして僕が忘れているんだろうか。

「どうなされたのかは存じませんが、とりあえず中に入られてはいかがです。いつまでも玄関先に立っておられますと、ご近所や通行人の方々にいったい何事かと思われてしまいます。それに、もう春も半なかば過ぎとはいえ朝あさ晩ばんの空気は肌はだ寒さむいですから、あまり長いこと風に当たられていると風か邪ぜをひかれますよ。そうならないうちに、どうぞ中にお入りください」

　促うながし身を廊ろう下かの端はしに寄せ道を開くも、当然に僕は入りあぐねる。

「なぜお入りになられないのですか？」

「いやあんた誰だれだ！」

　あまりにも邪じや気きのない不ふ思し議ぎそうな顔での質問に、反射的に言葉が口をついて出た。

「そうでした、自じ己こ紹しよう介かいがまだでしたね。すみません、そのように大事なことを失念するなど、不ふ手て際ぎわどころではありませんでした。それでは、改めましてご挨あい拶さつをさせて頂きます」

　そう勝手に合が点てんすると、呆あつ気けにとられる僕ぼくをよそに、朗ろう々ろうと自己紹介を始めてしまった。

「お初にお目にかかります、違い正まさ樹き未み蕾らいと申します。まだまだ未み熟じゆくで何かと至いたらぬことも多い不束ふつつか者ものではございますが、ご迷めい惑わくをおかけしないよう、また健すこやかな生活を送る一助となれるよう、誠心誠意務つとめさせて頂きます。どうぞよろしくお願いいたします、お父様」

「オトウサマ？」

　オトウサマって、あのオトウサマなのか？　父親、親父おやじ、おとん、ダディ、ファーザー、ファーター、ペール、アチェッツ、フチン、のお父様なのか？　それが僕、だって？

「はい、お父様、違正樹現げん菜ざいです」

　自分の顔を指差し確認すれば、返ってきたのは断言と首しゆ肯こうと僕のフルネーム。

　なるほど、そう言われてよく見れば、目元や口元や鼻はな筋すじや耳形や髪かみ質しつや肌はだ艶つやや佇たたずまいや空気や雰ふん囲い気きや風格や気け配はいやオーラやスタンドが僕に似ていないこともなくは…………ねえよ！

「あんたにお父様と呼ばれる筋すじ合あいはない！」

　何を言っているんだこの少女は、と思う間もなく即そく座ざに少女が反論に口を開く。

「私がお父様をお父様とお呼び出来ないというのであれば、いったい他の何者がお父様をお父様とお呼び出来るというのですか。それとも、お父様というお呼びの仕方がお気に召めされなかったのですか。でしたら、すぐに別の呼こ称しようにさせて頂きます。そうですね、少し子供っぽいかもしれませんが、…………パ、パパ、ではいかがですか。や、やはり駄だ目めですか？」

「呼称の問題じゃない、関係の問題だ！」

「それでしたら問題はないではないですか」

　太陽は東から昇のぼる、と同じレベルの常じよう識しきを語るように戯たわけた主張を繰くり返かえす。

　その泰たい然ぜんとした態たい度どに、これは悪質なドッキリなんじゃないかという疑うたがいが鎌かま首くびをもたげた。けれども、この手の悪あく趣しゆ味みを好物とする身も心もソウルジェムも真っ黒な人間は幸さいわいにも今は遥はるか異国の空の下であるはずで、だとすればこの推すい理りは見当違いの的まと外はずれに終わりそうだった。

　それじゃあ、少女は本気でこんなことを言っているんだろうか。それとも何かしらの目的があって当事者にすぐ見破られるようなお粗そ末まつな噓うそをついているんだろうか。

　どちらにしろ、この場で取るべき行動だけは歴れき然ぜんとしていたのでそれに従った。

「あの、お父様？」

　突とつ然ぜんポケットを探さぐり出だした僕を訝いぶかる少女を尻しり目めに、指先の感触だけでスマートフォンを探り当てると、視線を憚はばかるように横を向きいっこうに手に馴な染じまないそれを慎しん重ちような手つきで操そう作さする。その指の軌き道どうを一いつ緒しよに追いかけていた少女が、最後の桁けたが入力されたところで声をあげた。

「０ゼロ…………、どこにおかけになろうとしているのですか！」

「どこって警けい察さつに決まってるだろ。不ふ審しん者しやが不ふ法ほう侵しん入にゆうしてるんだから、通報するのは当然だ」

　威い嚇かくの意味もこめて明らかにしたのだけれど、少女はそれに素直に憤ふん慨がいした。

「誰だれが不審者ですか！」

「あんただあんた！」

「ですから私はお父様の娘むすめであると言ってるではないですか」

「あのなあ、僕ぼくには娘だろうと息子だろうとそんなものはいないし、そんなものが出来るようなことに及んだこともなければ、そんなことに協力してくれる相手にも心当たりはない」

「それでも私はお父様の娘でありお父様は私のお父様なのです」

「あんた、僕の言っていることわかってるのか。僕は童どう貞ていだって言ってるんだよ」

「どっ、…………こ、このようなところで突とつ然ぜん何を言い出されるのですか！」

「あんたがしつこいからわかりやすく言ってやったんだろうが。だいたい、あんたみたいなデカい子供を僕がどうやって持てるっていうんだよ。それとも養子だとでもいうのか？」

　だいぶ昔だけれど、本人の知らぬところで養子縁えん組ぐみが為なされていたという事件は記き憶おくにある。

「いえ、私とお父様は血の繫つながった親子ですし、年ねん齢れいに関してはお父様と同じです」

「だったら、物理的にも生物的にもあんたの話はありえないだろ」

「確かにそう思えるかもしれませんが、これには深い事情があるのです」

「あるわけないだろそんなもの。僕には後ろめたいことはあってもそんな裏うら設せつ定ていはない」

「聞いて頂ければわかります」

　少女は頑がんとして譲ゆずらない。駄だ目めだ、これは僕の手には負おえない。さっさと助けを求めよう。

「とにかく、これ以上ここでわけのわからないことを言うなら通報するからな！」

「…………わかりました」

　何かを決心したようなヒヤリとする固い声が、少女の口から発せられた。

「要は私が不審者などではないということを証明すればよろしいのですね」

　その言葉に何らの疑ぎ問もんも異論も挟はさむ前に、それは最もつともわかりやすい形で実行に移された。

　少女は服を脱ぬいだ。

　……………………少女は服を脱いだ？

　…………………………………………少女は服を脱いだ!?

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおいっ！」

　なにやってんだ、この少女は！　いや、それよりも少女の暴ぼう挙きよを止めなくては！

　慌あわてて中に飛び込み、早くも下着姿の少女にも委い細さい構かまわず制止の手を伸のばした、けれど。

「────ひっ」

「っ!?」

　少女の怯おびえたような表情が不意にぐるりと回転し、天地がひっくり返った。

「ぐ、うっ」

　苦く悶もんと共ともに背せ中なかから床に落ち空気が抜ける。辛かろうじて呼吸をすると、肉が軋きしみ骨が歪ゆがむ痛いたみがのたうった。酸さん欠けつと衝しよう撃げきで薄うすれる意い識しきを浅い呼吸がもたらす痛みがなんとか繫つなぎとめる。

「す、すみません！　護ご身しん術じゆつの習性で体が反射的に動いてしまい！」

「反射的に投げ飛ばすってどんだけ達人…………」

　悶もだえること体感時間で長め、ようやく意識と苦く痛つうのボリュームが許きよ容よう範はん囲いに収まる。それでも残ったダメージに体は重く、閉まってしまった扉とびらに背中を預あずけて体の支えを得えた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

「…………ひ、ひとまず、は。っていうか、なに、考えてんだ、あんた…………」

　息も絶たえ絶だえに問とい質ただすと、全ぜん裸らという自分の格かつ好こうに今いま更さら気がついたのか、小さく悲ひ鳴めいをあげて顔を真っ赤にすると、両りよう腕うでをフルに使って最低限隠かくすべきところを隠した。

「こ、これは、ですから証明です！　私が不ふ審しん者しやなどではないと証明すると、い、言ったではないですか！　そ、そういうわけですので、ど、どうぞ、お気の済むまでご、ご覧らんください！」

「わ、ば、馬ば鹿かよせ、待て、待てって！」

　上下を隠していた両腕をパッと広げだしたので、痛みをおして急いで首を捻ひねり直視を避さける。

「な、なぜ顔を背そむけるのですか！　それでは、い、意味がないではないですか！　い、いったい誰だれのために恥はじを忍しのんでこのようなことをしているとお思いなのですか、お父様は！」
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「少なくとも僕ぼくは頼んじゃいないな！」

「わ、私だって好すき好このんでしているわけではありません！」

「なら何なのこの無む駄だな消しよう耗もう戦せん！　いいよ、わかった、わかりました、あんたは不ふ審しん者しやなんかじゃない！　だから服を着ろ、お願いだから僕ン家ちの玄げん関かんで素すっ裸ぱだかとかやめてくれ！」

「だ、駄だ目めです、きちんとご確認頂けるまでその言葉には従えません！」

「何そのわけのわからない頑がん固こさ！」

　ちらりと横目で様子を窺うかがう限りは、少女は言葉どおり動く気け配はいはなさそうだった。モジモジとやり場のない恥はずかしさに身をわずかによじらせつつも、隠かくすとこも隠さずに立っている。

　この分だと、本気でこのまま居い座すわるかもしれない。…………冗じよう談だんじゃない。

「わかった、見る、見るよ、見ればいいんだろ！」

　完全にカオスな状況と尾を引く痛いたみで、僕は半なかば自じ暴ぼう自じ棄きに答えた。

「そ、そうです、見ればいいのです」

　そう答える少女の声は、滅め茶ちや苦く茶ちや震ふるえていた。…………本当にいいのか。直視した瞬しゆん間かんに卒そつ倒とうしそうなほどの動どう揺ようっぷりだ。って、そんなことまで僕が心配してやる義理も義務もない。

「じゃあ、その、見るぞ」

「ど、どんとこい、です」

　頼りないどんとこいを頂いたところで、僕の意思が挫くじけないうちに顔を前に戻す。

「う、うう、ううう…………」

　真正面からの僕の視線に、少女は敏びん感かんに反応し身み悶もだえする。奥歯を食いしばり顔どころか全身を真っ赤にして羞しゆう恥ちに耐たえる姿を見ていると、なんだか倒とう錯さく的てきな気分になりそうだった。

　仕方がない、さっさと済ませてしまおう、と意い識しきの焦しよう点てんを目の前の少女へと戻す。

　羞恥も慢まん性せい化かし赤から桜さくら色いろに薄うすまった白い肌はだ。大きさもほどよく形も上品な胸むね。女性らしい艶なまめかしさを魅みせる腰こし。滑すべらかで肉感的な曲線を描く尻しり。一転偶ぐう像ぞうめいた細さへと流れる足。

　………………………これは。

　初めて直じかに目にする他人の女性の裸ら身しんに、いつのまにか僕の目は釘くぎ付づけになっていた。

　少女と同じように、顔が紅こう潮ちようし熱を帯おびていくのがわかる。知らずに吞のみ込こんだ唾つばがやたらと大きく耳に響ひびく。心しん臓ぞうは早はや鐘がねどころか乱らん暴ぼう乱調子にめったやたらとビートを刻きざむ。理性によってギチギチに縛しばり付つけられているはずの本能がその鎖くさりを引ひき千ち切ぎらんばかりに膨ふくれ上あがる。

「エロゲーと…………、同じだ」

『フュージョン』のと…………、同じだ！

　色調も質感も照度も形状も配置も、何から何まで、『フュージョン』のモデリングとそっくりそのまま同じだ！　さすが３Ｄ系エロゲーメーカーの雄ゆう、匠たくみの技わざだ！　もはや芸術だっ！

「あ、あの…………」

　あ、ヤベ、はっちゃけすぎた僕を、少女が不審そうな目で見ている。自じ重ちようしろ自重。

「も、もう十分だ。あんたが不ふ審しん者しやじゃないってことはよくわかった」

「そ、そうですか。ご理解頂けてなによりです」

「そうだ。だから、もう服は着て──」

「そ、それで！」

　僕ぼくの言葉を遮さえぎり、身を乗り出し気ぎ味みに少女が迫せまる。まるでここからが本題のように。

「ほ、他には！　他には何か、お、思うところはございませんでしたか！」

「ほっ、他に？　他にって、何が？」

「で、ですから、その……………………、い、いやらしい目で、見てしまった、とか」

「あ、ああ、そういうことなら安心していい。そんなことはちっともないから」

「ほ、本当に本当ですか」

「本当に本当だって」

　あんなに興こう奮ふんしておいて何を賢けん者じやぶって、と他人が聞けば思うかもしれないけれど、あれは技術力に対する純じゆん粋すいな称しよう賛さんであって、少女の全ぜん裸らに性的な意味で興奮をしていたわけじゃない。

　そもそも、僕は性せい癖へきとして、二次元の存在にしか欲情しないし、してこなかったのだ。

　だから、三次元の存在である少女の心配はまったくの杞き憂ゆうというわけだ。そもそも、押おし売うりのように見させたのは向こうなんだから、そんな疑うたがいをかけるなんて難なん癖くせにもほどがある。

「…………やはり、すでに手遅れでしたか。いえ、それは最初からわかっていたことではないですか。その上で行動を起こしたのですから、計画通りに動けば問題はありません」

「何をブツブツ言ってるのか知らないけれど、これで気は済んだだろ。とっとと服を着ろ。そしてさっさとウチから出て行け。嫌いやだっていうんなら、今度こそ警けい察さつに電話するからな」

「は、話が違います！　私は不審者などではないと証明したではないですか！」

「それはそっちが勝手に言い出したことだ。僕はそんな約束なんてしてない。それに、あんたまた別の意味で不審者だぞ。とにかく話は終わり。出て行くか連れて行かれるか、選んでくれ」

　示し威いとして、あの一いち撃げきでも落とさなかったスマートフォンを印いん籠ろうよろしく突つきつける。が。

「お父様がどうしても通報なさりたいというのであれば、私も無理にはお止めしません。ですが、その前にお父様は今一度、ご自分の置かれた状況を省かえりみられるとよろしいと思いますが」

　ここまでの慌あわてぶりが噓うそのように、ふてぶてしいまでの余裕の態たい度どでそう答えた。

　…………なんだ、この落ち着き払った様子は？　状況？　それがなんだってんだ？　特に気をつけるような危険なんてどこにもないぞ？　最初との違いといえば、扉とびらが閉まってしまったことと少女が全裸になったことくらいじゃないか？　……………………、って、それ駄だ目めだろ！

　少女の言葉の意味が氷柱つららとなって背せ筋すじに深々と突つき刺ささる。

　この状況、全裸の女性と扉を背にした男がいる状況、誰だれがどう見たって犯はん罪ざいの、それも性犯罪の匂においしかしない！　通報に駆かけつけた警官がまず署しよにご同行願うのは少女ではなく僕だ！

「お気づきになられましたか」

　冷静に述のべる少女は、どうやらこれも計算の内らしい。そりゃそうだ、そうでなきゃこんな『証明』方法をとるわけがない。くそっ、すべては初めから少女の手の上だったということか。

「ふん、そう上う手まくいくかな。この国の警けい察さつは優ゆう秀しゆうだ。すぐに僕ぼくの疑うたがいは晴れるさ」

「それはどちらでも構かまいません。問題は、周囲がそれをどう受け取るかです。通報を受け駆かけつけた警察がこの状況から現げん行こう犯はんとして逮たい捕ほないしは限りなく黒に近い重要参考人として任意同行を求めお父様を連れて行く、その一いち部ぶ始し終じゆうをご覧らんになったご近所の方々は、はたしてどう思われることですかね。耳じ目もくを集めてしまうことですから、騒さわぎにならなければいいのですが」

　その言葉の裏うらにある悪あく辣らつさに、思わず絶句する。

　もし少女の言うとおりに事が進めば、僕は世せ間けんには憎にくむべき性せい犯はん罪ざい者しやとして認にん識しきされる。そしてそれは僕が後のちに無実だとわかったとしても改められる可能性は低い認識だ。

　それどころか、その累るいが僕の家族にまで及ぶことは想像に難かたくない。

　つまり、少女は僕の社会的地位と違い正まさ樹き家けの世間体を人ひと質じちに取ったのだ。

「きっ、きったねえ！」

　僕の簡かん潔けつにして妥だ当とうな評価に、少女は回答の催さい促そくをこめた無言と視線で返した。

　もちろん、一時の汚お名めいとそれに伴ともなう偏へん見けんに耐たえ忍しのぶ覚かく悟ごと誤解を正して回る根気さえあれば、こんなふざけた脅きよう迫はくに屈する必要はない。けれども、僕はそのどちらも持ってはいなかった。

「…………わかった。警察に通報するのはひとまず止やめておいてやる」

「賢けん明めいなご判断に感かん謝しやいたします」

「…………。それで、あんたの目的はいったい何なんだ。こんな脅迫までして居い座すわろうとして。僕をお父様とか呼んでいることと関係あるのか。さっき、聞けばわかるとか言っていたけれど」

「はい。それはきちんとご説明させて頂きます。ですが、それは込み入った話であり長くなると思われます。このようなところでするのもなんですから、ひとまず中に上がりませんか」

　拒きよ否ひしたいところであるけれども、今の僕に拒否権はない。しかし、少女の先に上がれというジェスチャーに唯い々い諾だく々だくと従うのも癪しやくなので、一いつ矢し報むくいるべくすれ違い様ざまに言ってやった。

「…………服は着てくれよ」

　ボソリとした親切な忠告に遅れること一いつ拍ぱく、絹きぬを引ひき裂さくような悲ひ鳴めいが覆おおい被かぶさった。

　その悲鳴が隣となり近所に聞こえやしないかと肝きもを冷やしたのは、僕の自じ業ごう自じ得とくじゃないはずだ。




「粗そ茶ちやですが」

「ウチのお茶だ！」

「あの、礼れい儀ぎ上の口こう上じようなのですが」

　そんなこと僕だってわかっている。けれども、少女がこのお茶をその勝手の一切を僕に尋たずねることなく用意した事実を前にしては、なんらかの抗こう議ぎ声せい明めいを挙あげなければと思ったのだ。

　それどころか。

「勝手ながらお掃そう除じと、雨が降ふりそうでしたので洗せん濯たく物ものを取り込ませて頂きました」

　…………やっぱりどうなろうと追い出した方がよかったんじゃないか。

　一応、今なら大だい丈じよう夫ぶだろうけれど、下へ手たに反はん撃げきに出てさらなるしっぺ返しを喰くらうことは十分に考えられる。ここに至いたるまでの手て際ぎわを考えれば、いま少し様子見をするのが最さい善ぜんだろう。

「お茶はいかがです。お父様に合わせて温ぬるめに淹いれてありますよ」

　確かに僕ぼくは猫ねこ舌じただけれど、なぜ少女がそれを知っている。また一段と薄うすら寒さむくなる背せ筋すじとは対照的に、湯ゆ吞のみの触れた手のひらはじんわりと温かく、すぐにも口をつけられそうだった。

　…………緊きん張ちよう下かで散々怒ど鳴なったせいで、喉のどは渇かわいてるんだよな。

「毒、とか、睡すい眠みん薬やく、とか、入ってないだろうな？」

「お父様は私を何だと思われているのですか！」

　いやそれで言えば僕の懸け念ねんは正しいんじゃないだろうか。

「ご心配であるというのでしたら、私が毒見をさせて頂きます。貸してください」

　言うが早いか僕の手元から湯吞みを奪うばい勢いきおいよく傾ける。返された時には中身は半分だった。

「どうですか、これでお父様のご懸念は払ふつ拭しよくされたことだと思いますが」

　さすがにここまでされて僕も口をつけないと、また面倒くさいことになりそうだ。

「それじゃあ、…………いただきます」

「どうぞ、お召めし上あがりくださ…………、ま、待ってください！」

　湯吞みに手を伸のばしかけたところで、少女に制止された。

「そ、その、湯吞みを、百八十度ほど、回転させてから飲んで頂きたいのですが…………」

「回せって、茶さ道どうじゃないんだからどこから飲んだって同じだろ」

「ち、違います、大違いです、そうして頂かないと、その…………あっ」

　舌をさらりとほどよい苦にが味みが撫なでていき、普ふ段だん使いの茶葉と同じとは思えない数ランク上の味わいがあっという間に喉のどを潤うるおし胃に収まった。…………悔くやしいけれど感じちゃうおいしさだ。

　空からになった湯吞みを置くと、少女が顔を真っ赤にして怒っていることに気がついた。

「お、お父様はどうしてそうデリカシーがないのですか！」

「僕のプライバシーを侵しん害がいしている人間がよく言うな！　だいたい、たかがお茶の飲み方一つで、どうしてそこまで言われなくちゃいけないんだよ」

「た、たかがではありませんっ。あ、あれでは、か、かんせ────っ！」

　いきなり、少女の鼻から赤いものが一ひと筋すじ、直線を描いた。

「って鼻血!?　えっと、…………ほらティッシュ！　上は向くなよ、気き管かんが詰つまるぞ！」

「は、はい。…………お、お見苦しいところをお見せしてすみません」

　ティッシュの束たば越ごしにくぐもった声で謝あやまられる。鼻び粘ねん出血を強しいるほどの怒ど気きは、鼻血という醜しゆう態たいを見られた恥はずかしさからか、すっかり萎しぼみしおらしくなっていた。

「…………そ、それで、お味の方は、いかがでしたか」

「あ、味？　味って、お茶のか？　…………、それは、まあ、おいしかった」

　なんであれ少女に高評価を下すのは業ごう腹はらだったけれども、一応素直に答えておく。

「そうですか。では、おかわりなど──」

「それより、本題に入ってくれ。あんただって、僕ぼくと茶飲み話がしたかったわけじゃないだろ」

　僕の求めに応こたえるべく、少女は鼻元のティッシュをローテーブルの隅すみに押おしやった。

「わかりました。それでは、そうさせて頂きます。────まずは、これをご覧らんください」

　そう言うと少女は、首にかけていた何かを外はずし、僕の目の前に丁てい寧ねいに置いた。

　それは、着物や帯おびに使う高価そうな独特の生き地じに金糸や銀糸の文字や模様が散りばめられた、何の変へん哲てつもないお守りだった。そのへんの寺じ社しや仏ぶつ閣かくで適当なご利り益やくと共ともに売っていそうな普ふ通つうのものだ。しかし、実際は違う。そのお守りは、唯ゆい一いつ無む二にのもの、のはずだ。

「いや、なんで、これ──」

　どさくさでリビングの端はしっこに放りっぱなしになっていた通学鞄かばんを手た繰ぐり寄よせる。乱らん暴ぼうな扱いに握にぎりの部分で踊おどるそれを見つけ、結ゆわえられていた紐ひもを解とくとローテーブルの上に置いた。

　するとそこには二つ、唯一無二のはずのものが、双ふた子ごのように並んだ。

　一応、区別はつく。僕のと比べて少女のは汚れの痕こん跡せきや解ほつれの修しゆう繕ぜんがより多く見られる。しかし、それ以外はまったく同じだ。一いち卵らん性せい双そう生せい児じのように、デザインは同じだった。

「このお守りは、私が子供の時じ分ぶんにお父様からいただいたものです。その時のお話では、これはひいお祖ば母あ様さまにお父様がいただいたもので、世界にただ一つしかないものということでした」

　お守りの出自は少女の言うとおりだった。今は亡なき父方の祖母さんが僕のために設計から材料から作成から手がけたものだ。だから、唯一無二という言葉は伊だ達てでも酔すい狂きようでもない。

「…………どういうことだ？」

　少女はこれを僕からもらったと言ったけれども、もちろん僕がこれを少女に限らず誰だれかにあげた覚おぼえはない。それに、仮かりに誰かに譲ゆずったとしても同じものがもう一つあるのはおかしい。だとすれば、わざわざ僕のお守りをこっそりコピーしたとでもいうのだろうか。

　頭がまたもや混乱、それも理解不能ではなく論ろん理り矛む盾じゆんというやっかいな方の混乱だ。

　その混乱に鎮ちん静せい化かの筋すじ道みちを示してみせたのは、少女の放はなった言葉だった。

「私は、未来から来た、ということです」

　少女の言葉を咀そ嚼しやくし嚥えん下かし吸収するには、最初の混乱よりも長い時間が必要だった。そして、それが終わった時に出てきたのは、失笑にも似た感情だった。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい、そんなわけあるか。それなら、あんたは未来人だっていうのか？」

「現在のお父様からすればそういうことになります。お父様が馬鹿馬鹿しいとおっしゃられるお気持ちは十分に理解出来ますが、しかしそう考えればここまでの話に筋すじが通るはずです」

　確かにそうかもしれないけれども、少女の物語は説得力という点においてなお物証を欠いていた。話の整合性と困こん難なんではあるけれども複ふく製せい出来るお守りでは、現実とＳＦの溝みぞはまだ埋うまらない。かといって、それを反証として主張したところで少女が素直に頷うなずくとも思えない。

　なら、僕ぼくが自分の正しさを通すためには、少女が物証として真っ先に提出したこのお守りが僕のものと同一であるというその主張を確固たる証しよう拠こで以もつて打うち砕くだかなければならない。

「これの中、見せてもらっていいか。物が物だから気は進まないかもしれないけれど」

「いえ、お父様が必要だとおっしゃられるのであれば、構かまいません」

　許可を得えたところで、少女のお守りを開かい封ふうする。

　絞しぼり口ぐちから人差し指と中指に挟はさまれ引っ張り出されてきたのは、油あぶら紙がみに包まれた物体と。

「…………なんだ？」

　小さく折りたたまれた折り紙が出てきた。

　これは僕が目当てとしていたものではないんだけれど、とりあえず確認してみるか？

「えっと、なに…………、『おとうさまがもっとおうちにいてくれますように』？」

「こ、これは関係ありません！」

　ここまでのふてぶてしいまでの不敵さが噓うそのように、少女が僕の手元から紙を搔かっ攫さらう。そしてそのまま、綺き麗れいにたたみ直し手の中へと隠かくしてしまった。…………何なんだ？

　まあいい、とにかく今はこっちの方だ。

　お守りから出てきたのは、木ミ乃イ伊ラのように梱こん包ぽうされた長方形の物だ。

　その見み覚おぼえのある姿に、旗はた色いろが悪くなるのを感じる。これも、同じなのだ。

　まさか、中身までもコピーしたというのか。そんな馬ば鹿かな。いや、とにかく確認しよう。

　包装を破かないように慎しん重ちような手つきで解といていくと、中身がすぐに露あらわになる。

　木目も鮮やかな木き札ふだ、────それがお守りの正体だった。

「…………」

　鼓こ動どうが一ひと際きわ大きくなる。

　それもまた、僕の持つお守りに秘ひされている物と同様だった。

　本物の木札の表には、流りゆう麗れいな筆ひつ致ちで文字が書かれていたはずだ。と言っても、祖ば母あさんはとりわけ仏門を叩たたいたわけでも鳥とり居いをくぐったわけでもないから、そこに刻きざまれているのはごく普ふ通つうの文もん言ごん、孫の健けん康こうと幸福を願う、ありふれた普ふ遍へんの祈いのりがこめられているのだ。

　なぜそんなことを僕が知っているのかというと、昔好こう奇き心しんで封を破った時に、ささやかな罪ざい悪あく感かんと共ともにお目にかかっているからだ。まあ、だからこそ今ここで活用出来るのだけれど。

　そこまで、一いつ緒しよなのか…………？

　確認することが恐ろしくすらなってきて、はたと手が止まる。しかし、そうしていても埒らちが明あかない。一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよを挟んで、覚かく悟ごを決めてエイヤと木札をひっくり返し表を明らかにする。

　はたして、そこに書かれていたのは、────僕のものと同じではなかった。

　そこに刻まれた文言は一緒だ。違ったのは、その対象が少女であることと、そして。

「…………僕の字、だな」

　間違えようのない、ミミズののたくった筆ひつ致ちが、そこに踊おどっていることだった。

　…………マジかよ。




　結論から言って、マジだった。

　本当であると認めざるをえないような状況だった。

　波は濤とう押おし寄よせる崖がけの上に追おい詰つめられた二時間サスペンスの犯人のように往おう生じよう際ぎわ悪く、他にも色々と質問をしたけれども（最後の方は違い正まさ樹き現げん菜ざいカルトクイズの様相だった）、返ってくる答えの悉ことごとくは、少女の主張を補強はしても反証はもとより疑ぎ念ねんや曖あい昧まいの余地すらなかった。

　そしてついに思いつく質問の種が尽つきた僕ぼくは、少女の主張を認めるしかなかった。

「…………どうやら、あんた──」

「未み蕾らい、で構かまいません。お父様からはそう呼ばれていましたので」

「──未蕾の言うことを認めるしかないみたいだ」

「おわかり頂けたようでなによりです」

　そう落ち着き払った声で答える未蕾には、ホッとしたような緩ゆるみが見えた。

　しかし、こんなものがあるなら玄げん関かん先さきで全ぜん裸らになるよりも先にこれを示すべきだったんじゃないか。と思ったけれども蒸むし返かえすのも気まずいので黙だまっておくことにした。代わりに、湧わきようのない実感を求めるように、その証しよう拠こであるはずの娘むすめの顔をマジマジと見てしまった。

「あ、あの、私の顔に何かついていますか。あ、まだ血が？」

「いや、そうじゃない。ただ、僕には全然似てないんだなと思って」

「そ、そうですか…………」

「まあ、似てなくてよかったな。僕の顔なんて格かつ好こう良くも面白くもないし」

「い、いえ、そんなことは。私は嫌きらいではありません、その、愛あい嬌きようがあって」

「愛嬌ねえ。何にしろ僕に似てたらそんな可愛かわいくならなかっただろうなあ」

「かっ、可愛い、私、可愛いですかっ!?」

　いきなり身を乗り出さんばかりの勢いきおいで詰つめ寄よる未蕾に気け圧おされてコクコクと頷うなずいた。

　僕にだって三次元の女性に対する美び醜しゆうの価か値ち観かんは何なに様さまだけれども一いつ丁ちよう前まえにはある。それに従えば、そしておそらく世せ間けん一いつ般ぱんの基準で言っても、未蕾は可愛い部類であるといえた。

「か、可愛い、お父様が、可愛い…………、わ、私、お父様に似ていなくてよかったです！」

「あ、そう…………。しかし、そうなると、その功こう績せきは僕の伴はん侶りよさんのものなんだろうな」

　遺い伝でん子しの元を想像すると、ますます未来の僕がわからなくなる。

「気になられますか、お父様のお相手がどのような方であるか」

「そりゃあねえ。僕が宗しゆう旨し替がえしておまけに落とせた人だからなあ。僕の方は元より、相手の方はいったいどんな事情があったんだろうな。この僕と結ばれようだなんてさ。さすがに罰ばつゲームなんて残ざん酷こくな高校生のノリじゃないだろうけれど、何か陰いん謀ぼうの匂においはするな」

「ありません！　普ふ通つうの結けつ婚こんです！　なぜそうご自分を卑ひ下げなさるのですか！」

「自じ虐ぎやくでも卑下でもなく妥だ当とう評価だろ。自分が陰いん謀ぼうに組み込まれると考えている分、過大評価な気さえする。いや真ま面じ目めな話、僕ぼくは自分が女の子に好かれるような要素があるとは思えない」

　第一、趣しゆ味みの時点で一いつ般ぱん的てきにはマイナス入るから、イケメンでもない限り弾はじかれるだろう。

「そ、そんなことはありません、お父様にも異性から見て魅み力りよく的てきな点はあります」

「例たとえば？」

「た、例えば、ですか？　そうですね、お父様は、や、優やさしい、です」

「それって、特に何もない時に使う評価だぜ。それに、家族に優しいのは当たり前だろ」

「ええと、それでは、その………………………………、い、言えませんそのようなこと！」

「な、僕の言ったとおりだろ？」

　そんな僕の結婚なんて、信じればファンタジー疑うたがえばミステリー、という感じである。

「あ、う、そういう意味ではないのですが…………、そうまでおっしゃられるのであれば、お相手の方に関して、馴なれ初そめからお話ししますが。いえ、そのことに限らず、家族の近況なり何なり、お父様がお尋たずねになりたいことがあれば私の知りうる限りお答えしますが」

「いいのか？　そういうのってマズいんじゃないか？」

「今のところは未来のことを過去において話すのに特に制限は設もうけられておりませんが」

「そうなのか？　ＳＦなんかだとそういうのって禁きん則そく事じ項こうがお約束なんだけれどな」

　未来人である未み蕾らい本人がいいと言うんだから問題はないんだろうか。

「さしあたりお父様がお気になさる必要はございません。いかがです、何かございますか？」

「お尋たずねになりたいこと、ねえ。…………うーん、そうだな、ウチの連中は元気にしてる？」

「家族ということでしたら、皆みな様さま息そく災さいです。ひいお祖じ父い様さま方がたもひいお祖ば母あ様さまもお元気ですよ」

「そう。それなら、もう特に訊ききたいことはないかな」

「ない、のですか？　お相手の方についてはよろしいのですか？」

「いや気になるけれど、そういうのって知っちゃうと、僕みたいな肝きもの小さい人間は何をするにもその未来をいちいち気にしそうでさ。その未来を選ぶことが正しいのかとか最さい善ぜんなのかとか、いつも比ひ較かくするのって正直面倒くさいじゃん。だったら知らない方が煩わずらわしくなくて楽だろ。幸さいわい、家族は皆元気みたいだし、なら他に取り立てて訊きたいようなことはないよ」

「わかりました。そういうお考えでしたら、私も不必要に未来のことは口にはいたしません。…………ですが、その、これから私はここに来た目的を話すつもりなのですが、その際さい、どうしても一部、未来について触れなければ説明出来ない部分があるのですが、構かまいませんか？」

「まあ、そんな大事なことを話すのに必要なんだったら駄だ目めとは言えないし、いいよ」

　そこで一息入れて、未蕾にお茶を淹いれてもらった。さっきおかわりを断られた反動か、どこか嬉うれしそうに注そそいでくれたお茶を今度は素直に飲む。現金なことに一いつ杯ぱい目めよりおいしかった。

「それで、未蕾は何のために僕のところに来たんだ？　僕に関わることなのか？　まさか物もの見み遊ゆ山さんの観かん光こうじゃないだろうし、ましてや両親の半はん生せいを観かん察さつ日記にしてこいなんて宿題が出たわけでもないだろ？　そもそもどうやって来たんだ？　タイムマシンってやつなのか？」

　あんなことを言っておきながら質問攻ぜめなのだから、たいがい僕ぼくも適当なものである。

「時間移動に関しては、そのようなものを用もちいました。もっとも正式名めい称しようはもう少し物々しく堅かた苦くるしいものでしたし、そう気軽に使えるほどに普ふ及きゆうしているものではありませんが。私は、強引ながらカネとコネで融ゆう通ずうを利きかせて頂き、使用させて頂きました」

　カネとコネって、ウチの娘むすめはいったい何者なんだ。

「そこまでのことをしたからには、よっぽどの目的があるんだよな？」

　僕の繰くり返かえしの問いに未み蕾らいはひとつ頷うなずき。

「私がここに来た目的、それは、……………………、人類の未来を救うため、です」

　…………………………………………………………………………………………………………。

「そ、そうか、それは大変な目的、いや重要な使命だな」

「やはり信じては頂けませんか」

「い、いや、信じるぞ、うん、信じる」

「お気き遣づかいは無用です。お顔を見れば、お父様がどう思われているかわかります」

　僕を見る瞳ひとみは、言葉に違たがわず真実を射い抜ぬく輝かがやきを宿していた。その観察眼の前には、いかなる巧こう舌ぜつも騙だましおおせないとすぐに悟さとり、僕はさっさと白しら旗はたを掲かかげて首を縦たてに振った。

「いや、まあ、な。自分の娘が噓うそをついてる、なんて思いたくはないけれど、いきなり何の説明もなくそんな突とつ拍ぴよう子しもない話をされて頭から鵜う吞のみに出来るほど、僕も素直じゃなくてな」

「それでは、お父様にご理解頂けるよう、ご説明させて頂きます」

　本題に入るからか、未蕾が姿し勢せいを正し、それにつられて僕も正座をし背せ筋すじを伸のばした。

　僕が落ち着くのを確認すると、ゆっくりと未蕾が口を開いた。

「今現在、私の時代の人類は、衰すい亡ぼうの途上にあります」

「…………衰亡？　滅亡とか存亡とか、そういうもっと切せつ迫ぱく感かんのある状態じゃなくて？」

「はい。その終わりは黙もく示し録ろくのごとく突とつ然ぜん人類に降ふりかかったわけではありません。過去に芽め吹ぶき現代に枝葉を伸ばし未来に花開く、真ま綿わたで首を絞しめるように緩かん慢まんな終わりなのです」

「いまいち漠ばく然ぜんとしてて要よう領りようを得えないけれど…………それで？」

「その終わりの発ほつ端たんにして原因となったのは、《ＥＲＯエロ─ＧＥゲ》と呼ばれるとあるツールでした」

　なんだかとても親近感の湧わく名前である。もちろん僕の想像とは違うんだろう。

「そのツールは、初めはごく一部の人々の個人的な趣しゆ味みを満足させるために生み出されたものでした。そのため、当初は身内ともいえる少数の中でひっそりと流行しているだけのものでした。ですが、その性能と機き能のうはおよそ万ばん人にんが求めるところを為なすものでもあり、たちまち本来の想定の枠わくを外はずれ様々な人々に使用されるようになりました。その普ふ及きゆうの勢いきおいは凄すさまじく、間に紆う余よ曲きよく折せつを挟はさむものの、わずか数年で世界を席せつ巻けんしました。それどころか、ついには日常に入り込み社会に根を張り文化に巣す食くい、人にとって在あって当然で無なくてはならない存在という地位を占しめるに至いたってしまったのです。そしてそれこそが、衰すい亡ぼうの引き金でした」

「ここまでの話だと、そんな物ぶつ騒そうな話に繫つながるようには思えないけれど…………。危ないものじゃないんだろ？　そんなもんが普ふ及きゆうするほど人の心は荒すさんじゃいないと思いたいし」

「そのとおりです。そのツール自体には、何らの危険性もありませんでした。それどころか、たとえ悪意を以もつて用もちいたとしても、子供の悪戯いたずらほども害を及ぼすものではありません」

「そんなものが、なんで人類を衰亡させるんだよ。まさか、ツールには隠かくされた命令が仕込まれていて、ツールが世界中に広まったら人間に反乱を起こすようセットされている、とか？」

　それこそＳＦな僕ぼくの想像を、未み蕾らいは首を動かすだけで否ひ定ていした。

「ツールの使用者の中に、ある種の人々が見られるようになったのです。いえ、本当は初期より存在したものの使用者の総数そのものが少ないため見み逃のがされていただけかもしれませんが、とにかくその頃ころになって初めてその種の人々が観かん測そくされ始め、そして増加しつつあるのです」

「ある種？　その種？」

「ツールを使用することに入れ込むあまり、現実の生活を蔑ないがしろにしてしまう人々です」

「あー、なるほど」

　要するに、（スラングな意味での）廃はい人じん、というヤツだ。そういう手合いはいつの世にもどのようなジャンルにも存在するものである。僕だって他人のことを偉えらそうに言える身分ではない。月末の金土日あたりはたいてい寝しん食しよくも忘れてただひたすらにクリックするべし、だ。

「まあ、確かにそういうのは僕の時代にもいて、少なからず問題視されたりもするけれど、それだって精せい々ぜいが社会問題ってところだぞ。実じつ態たいに至っちゃニュースや週刊誌がどこそこのお得なランチ情報や誰だれそれの熱愛報道の合間にジャーナリズムぶって上うわっ面つらを喧けん伝でんするくらいのもんだぜ。もちろん社会的関心と問題の深しん刻こく度どが必ずしも比例するわけじゃないけれど、それにしたって人類の衰亡なんていうのは、いささか話が大おお袈げ裟さすぎるんじゃないのか？」

「それには二つほど理由があります。一つは、今述のべたようにツールが世界的に普及し使用者の総数が膨ぼう大だいな人数であること。単純な計算ですが、割合としては微び小しようなものでも、分母が大きいほど分子も大きくなりますからね。自然、該がい当とうする人々はけして少なからぬ数なのです」

「もう一つは？」

「もう一つはツールそのものにあります。ツールが直接的に害を為なさないことは事実なのですが、これがツールに入れ込むようになると話がまた変わってきます。本来なら無害どころか有用とされていたはずのツールの性能や機き能のうが、間接的に人類に悪あく影えい響きようを及ぼすようになるのです。そしてそれは、他の物事で発生した場合に比べて、確実に深刻な被害をもたらすのです」

「ふうん…………で、そのツールって言うのは、結局何なんだ？」

「最初にお教えしたはずです。ごく一部の人々の個人的な趣しゆ味みを満足させるためのものだと」

「そんな抽ちゆう象しよう的てきな言い方でわかるか。もっと具体的にどんなものなのか教えてくれよ」

　そう求めると、明らかに未み蕾らいは拒きよ否ひしたいような空気で目を僕ぼくから少しずらした。

「そこまでお父様がお知りになる必要はございますか」

「僕が理解出来るよう説明してくれるんだろ？」

「そうは言いましたが…………、そうですね、そのツールは、具体的に言うと、人間の持つある欲望を叶かなえるためのものです。その欲望というのは、人間いえ動物であれば誰だれしもが持っているものであり、同時に存在するためにはけして欠かすことの出来ないものでもあります」

「全然具体的じゃないだろ、それじゃあ。欲望って言ったけれど、それはどんな欲望なんだよ。欲望って一言で言っても色々あるだろ、煩ぼん悩のうなら百八、マズローなら五段階だっけ？」

「それは、ですね、ええと、その、ですから、あの、なんといいますか、…………」

　…………おかしい。ここまで立て板に水と説明をしてきた未蕾が、急に口ごもり始めたぞ。まさか、本当に噓うそをついているのか？　それとも、何か隠かくしたい事情でもあるのか？

　自然、濃こくなってしまう疑うたがいの眼まな差ざしをジッと未蕾に向けると、その視線の追つい及きゆうから逃げるように、未蕾が体を落ち着かなげにソワソワとしだした。それでも無言で待つことしばし。

「…………ぃょく」

「なに？　なんだって？」

「…………せぃょく」

「悪い、声が小さくてよく聞こえないんだけれど、もう少し大きな声で言ってくれないか？」

　そう素直に注文したら、嚙かみつかんばかりの強きよう烈れつな視線で僕をひと睨にらみし。

「…………性欲です！」

「せ、性欲？」

「そうです！　性欲です！　性欲なのです！」

「わ、わかった、わかったから、落ち着け、どうどう！」

　顔を最大限に真っ赤にし連呼する未蕾を、手でなだめる。肺はいの空気をすべて使い果たした未蕾は、ブルリと体を震ふるわせて排はい熱ねつした。こちらをキッと睨む目は、心なしか潤うるんでいる。

「えっと、その、性欲って、あの性欲？」

「他にどのような意味があるというのですか！　と、とにかく、その意味です！」

「…………うん？　待てよ、それじゃあそのツール、《ＥＲＯ─ＧＥ》っていうのは──」

「《Ｅｒｏｔｉｃａｌｌｙ・Ｒｅｌａｔｉｏｎａｌ・Ｏｍｎｉ─Ｇｒｅｅｄｙ・Ｅｍｕｌａｔｏｒ》、全性的関係願望再現機、つまりは……………………ア、アダルトゲーム、ですっ！」

「ア、アダルトゲームぅ!?」

　親近感も何も、そのまんまじゃないか。それに、なにその辞じ書しよ引いて無理矢理それらしい単語並べてみました、みたいなネーミング。…………まあ、そういうの、嫌きらいじゃないぜ？

「って、ことは、だぞ？　人類はエロ──アダルトゲームによって滅ほろぶっていうのか？」

「端たん的てきに述のべればそういうことになります。ツールにのめり込むということは、その、つまり、そういうことを他者と行う必要も意思もなくなるわけです。そうなれば必然、それにより生まれるものも生まれなくなるわけですから、総人口に少なからぬ影えい響きようを与えます。加えて、そのような人々は増加の一いつ途とを辿たどっていますから、そこに負の連れん鎖さを生み、人類は加速度をつけて減っていきます。そうなれば現在の社会や文明の悉ことごとくは破は綻たんをきたすのは目に見えています。自然現象ですのでさすがに絶滅することはないと思いますが、もはやそこにかつての隆りゆう盛せいは見る影もない。…………いかがです、これが予想されうる人類衰すい亡ぼうへのシナリオです。私の言葉が杞き憂ゆうでもましてや妄もう言げんなどではないことはおわかり頂けましたか」

「っていうか、そんなことで滅ほろぶんなら滅んじゃっていいよ！」

　これが事実だとしたらあまりにも間の抜けた理由だ。つまり、アダルトゲームにハマるあまり喪も化かした人間が増ぞう殖しよくしたせいで種が衰退する、というのだ。せめて第六文明人を見習えよ。

「なっ、なんてことをおっしゃるのですか、お父様がその元げん凶きようなのですよ！」

「は？　僕ぼくっ？　なんで僕が!?」

「お父様がそのツールを開発なさるからです！」

　なるほど、道理でネーミングセンスに同調するものがあるはずだ。などと納得している場合ではない。いきなり悪の張本人呼ばわりされて戸と惑まどいつつも、身に覚おぼえがないことに反論する。

「いや、そんなの無理に決まってるだろ。僕にそんな大たい層そうなモノ、作れるわけないっての」

　それは過去に参照すれば、トーマスとかグラハムとかウィルバーとオーヴィルとかジョンとかニコラとかフレデリックとトムとかスティーブとかビルとか、そういう以後の歴史にハッキリと金文字で刻きざみ込こまれるような、新しいフォーマットを創造したのと同義だ。

　そして、僕にそんな才能がないことは長い付き合いで良くわかっている。知能は中ちゆう堅けん、身長は中ちゆう背ぜい、体重は中肉、容よう姿しは中級、家格は中流、声こわ音ねは中音、立場は中立、主義は中ちゆう庸よう、好物は中ちゆう華か…………ではないけれども、どこまで行っても『中』という字とお友達なのだ。

　凡ぼん庸ようの見本市、平均の教科書、普ふ通つうの金きん字じ塔とう、そう言いい換かえてもいいだろう。

「なにもお父様が今すぐに作られると言っているわけではありません。それに、正確に言えばお父様は開発者ではなく発案者、統とう括かつ者しや、責任者、であり、悪意をこめれば首しゆ謀ぼう者しやです。ですから、今現在のお父様の能力の高こう低てい巧こう稚ちはさして問題ございません。また、お父様はこういったものにまったくの無関係というわけでもないはずです。しらばっくれられても無む駄だです」

「無関係じゃないって…………、確かに、小こ遣づかい稼かせぎにちょっとしたゲームなんかは作ってるけれど、それだって無料配布の開発ツールを使ってるだけで、特にプログラムに精せい通つうしている、ってわけじゃないぞ。むしろ道具が便利な分、必要ないからその辺は全然勉強してないし」

　昨さつ今こん、開発ツールの進歩は目め覚ざましく、一昔前のように特別な知ち識しきも特とく殊しゆな機き材ざいも必要なく、簡かん単たんなものなら使い方さえ覚えれば手軽にプログラムを組めるのだ。もちろん生せい業ぎようとなると話は別だけれど、日々の生活に多少の潤うるおいを、というくらいならそれでも十分なのだ。

　たかだか素人しろうとに毛の生はえた程てい度どの作品でなぜそれが可能かというと、『近年急きゆう激げきに高性能化を果たした携けい帯たい端たん末まつによる余よ暇かの消費方法の選せん択たく肢しの増加と、それに伴ともなう新しん規き開かい拓たく層そうであるところの最ライトユーザー獲かく得とくのためのゲーム業界の戦略』といった講こう義ぎを一席ぶつ必要がある。

　そんなのは面白くもないし面倒くさいので省略して、まあとにかくそういうことなのだ。

「能力の如何いかんはともかく、それも要因の一つです。ですが、それよりももっと重要なことがあるはずです。あのツールをあのツール足たらしめる、その方向性を決定するような要因が」

「決定するような要因？　…………って言われても、皆かい目もく見当もつかないんだけれど」

「ですから、お父様が、そういったものをご趣しゆ味みになさっている、ということです！」

「そういったもの、って、アダルトゲームのことか？」

「そうです。その件についてはすでに調べはついていますから、言いい逃のがれは出来ません！」

　ぐあ、親バレならぬ子バレしてんのかよ。未来の僕ぼくの危き機き管かん理り意い識しきはどうなってるんだ。家族不在の今だって様々な不意の襲しゆう撃げきに備そなえてちゃんと隠いん蔽ぺい工作はしているというのに。

「それでも何か申し開きがあるということでしたら、聞いて差し上げないこともありませんが」

「いや、そんなものはない。うん、僕の趣味がアダルトゲームだってことは認めるよ」

「あっさりとお認めにならないでください！　恥はずかしくはないのですか！」

　恥ずかしいに決まってる。何なに気げない風に見えるかもしれないけれど、内心は羞しゆう恥ち心しんがのた打ち回っている。こんなの、エロゲーを実じつ践せん的てきに使用しているのを家人に目撃されて以来のスクランブルだ。あのときの目撃者の冷と嘲ちようと失と苦が絶妙にブレンドされた笑いは忘れられない。

「でも、ゲームが作れてアダルトゲームを嗜たしなんでいるから容よう疑ぎ者しや、なんて牽けん強きよう付ふ会かいもいいところだろ。まあ、ひとまずそれは横に措おいておくとして、僕にも隠かくされた才能があってそういうものを作れたとしよう。けど、それが世界中に広まるなんて、冗じよう談だんもいいところだぞ」

「私もそう思いたいのは山々ですが、これは事実なのです」

「いやだってアダルトゲーム、一歩この国を出たらＨＥＮＴＡＩＧＡＭＥだぜ？　そんなもの、どうやったら世界で認められるっていうんだよ。さすがにそれはＣＯＯＬじゃないよな」

　これが我わが国くにの文化ですと輸出するには、常じよう識しき的てきに考えてだいぶ抵てい抗こうがあるだろう。

「普ふ及きゆうするにしても越えなきゃいけない壁かべが無数にあるだろ。年ねん齢れいに性せい別べつに性せい癖へきに倫りん理りに道徳に法律に宗教に環かん境きように人種に国こつ境きように慣かん習しゆうに偏へん見けんに思想に、他にも色々と。だいたい、この国でだってろくに市民権を得えちゃいないし、単純な販売本数や市場規き模ぼもささやかなもんだぜ。もっと間ま口ぐちの広いコンシューマーだって、どれだけ売れてもこの国の人口の一割、一千万本には届かないし、世界で見ても同じ割合の八億本どころか、一番売れたゲームでようやく八千万本。そんな状態で、どうやって世界を席せつ巻けんするって言うんだよ。到とう底てい不可能だと思うんだけれど」

「それはツールに対するお父様の認識が間違っているからです。アダルトゲームとは言いましたが、私の時代でのツールはゲームではなく、電話や自動車と同じであると考えてください」

「って言われてもなあ。現状しか知らない僕にとっては、難しい話だよ。そのツールに実際に触れてみるなりなんなりすれば、少しは理解も追いつくと思うんだけれど…………」

　見たところ未み蕾らいは着きの身み着きのままと言ってもいいくらいに他に何も持っていないし、そもそも未蕾はそのツールを危険視しているのだから持っているはずもない、と思ったのだけれど。

「…………では、体験されてみますか」

　そう提案してきた未蕾の顔は苦にが虫むしを口いっぱいに頰ほお張ばったように渋じゆう面めんだった。

「体験って、…………出来るの？」

「はい。私としては気は進みませんが、お父様に得とく心しんして頂くためならば仕方ありません」

「その方が話は早いけれど…………、でも、体験出来るってことは、その、じゃあ」

「っ、ち、違います！　おかしな誤解をなさらないでください！　そのツールは、私の時代の端たん末まつにはすべて最初から搭とう載さいされてしまっているのです！　ですから、それは私が自みずからの意思で使用を目的に入手したわけではありません！　わかりましたか！」

「う、うん、わかった」

　よっぽど勘かん違ちがいされたくなかったのか、もの凄すごい剣けん幕まくだ。

　僕ぼくの了解に一つ鼻を鳴らしてから、未蕾は懐ふところに手を突つっ込こみ何やら取り出して置いた。

　それは細長い円柱の形状をしていて、大きさも形も意い匠しようもちょうど巻まき物もののようだった。その円柱の腹はらの真ん中にくっついている小さな輪わを引っ張ると、するすると輪にくっついてシートが引っ張り出された。巻物というよりは食品用ラップフィルムの方が近いかもしれない。

「それが《ＥＲＯ─ＧＥ》なのか？」

「いえ、これは多目的多た機き能のう端末です。この時代で言えばパソコンですね。見た目はこんなに小さいですが、演えん算ざん能力はこの時代のスパコン《極ごく》に勝まさるとも劣おとらないものです」

「それは凄いな…………、まさに科学は日につ進しん月げつ歩ぽってやつか」

　未蕾は、その端末をランチョンマットのようにローテーブルに広げると、今度は円柱の円の中央部分にある芯しんのような出っ張りを押おした。どうやらそれがスイッチだったようだ。

「うお、なんか浮かび上がった！」

　シートの上にロゴマークのようなものが立体的に映うつし出だされた。あたかもそこに存在するかのように浮かび上がるそれに触れてみると、それを反映してロゴが凹へこんだり回転したりする。

　おおっ、とその不ふ思し議ぎさに夢む中ちゆうになっていると、不意にロゴが消えて、そして。

【やあ、僕の可愛かわいい未ら──】

「ふぎゃああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　奇き声せいと共ともに未蕾がシートをぐしゃりと潰つぶした。

「お、おい、どうしたんだよ、なにか問題でもあったのか？」

「っ、は、はい、問題です大問題ですっ！」

「そ、そうか？　僕には、なんだかどこかで見たことある姿がどこかで聞いたことのある声で絶対に言わないようなことを言っていたようにしか見えなかったんだけれど…………」

「それが問題──、いえ、それはお父様の気のせいです。ともかく、コンシェルジュのアバターのカスタムを解かい除じよし忘れていただけ…………、ではなく、起動時にプログラム同士がかち合って不具合が発生しただけだと思われますので、少し手を加えれば問題は解消できます」

「どちらかって言うと未み蕾らいの様子の方がよっぽど不具合ぽかったけれどな」

「すぐに直しますので、申し訳ありませんがそこで少々お待ちください」

　言うが早いかそそくさと部屋の隅すみへと移動し背せを向け、そこで振り返り。

「いくらお父様とはいえ、未来の技術をみだりに過去の人間の目に触れさせるわけにはいきませんので、このような体勢で失礼いたします。ついでに耳も塞ふさいで頂けますか」

「あ、ああ、わかった」

　未来のことを話したり未来のものを使用させるのはいいのにそれは駄だ目めなんだろうか。

　未蕾が再び振り返り指でＯＫサインを作るのを確認し、耳を押おさえていた手を放はなす。

「お、お待たせいたしました、それでは再起動をかけさせて頂きます」

　もうスイッチは入れていたのか、またロゴが現れアニメーションしてそれも消えて。

【はいはい、マスター、今行きますねえ】

　シートの上には小さな女性が姿を現した。未蕾の丁てい寧ねいさで固まったそれとは違い、優ゆう雅がさに彩いろどられたお辞じ儀ぎをする女性。その顔が上げられた瞬しゆん間かん、僕ぼくの中はこの台詞せりふで埋うめつくされた。

「スイッチオンで女め神がみキターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーッ！」

　そのプリティでキュアキュアな姿に僕はハートキャッチされた。スイートなスマイルにマックスハートがドキドキでスプラッシュスターしたフレッシュさがイエスにゴーゴーと以下略。
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　な、何を言っているのかわからないかもしれないけれど、たぶん言葉にするとますます意味不明なこと請うけ合あいというか引くことしきりだと思う。いや駄だ目めだこの思いの丈たけは叫さけばずにはいられない。なので、この後ページ数にして二ページは読み飛ばした方がいい。忠告はした。

「いやあああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ何コレ誰だれコレどこから来たのコレどうなってんのコレまさか本当に女め神がみさまなのそれとも天使ちゃんなのマジ天使じゃんなのいやもうそんなこといいやどうでもいいやとにかくいいやこの素晴らしさの前にはすべては塵ちり芥あくたのごとき無意味さだよ美という言葉はこのためにあった言葉なんだよだってそうだろうそうとしか言いようがないだろうエンジェルリングもくっきり鮮あざやかに輝かがやくまるで月の光を上質の絹きぬ糸いとに閉じ込め束たばねた様なキューティクルがバリバリ利きいたふんわりウェービーなその銀色の髪かみとか純じゆん粋すいや純じゆん潔けつや純真や無む垢くといったこの世のあらゆる穢けがれから最もつとも縁えん遠どおく隔かく絶ぜつしたところにある無形の概がい念ねんを抽ちゆう出しゆつし精せい練れんし色いろ化かした白という属ぞく性せいで染め上げられた透すき通とおるようなその肌はだとかすべての生命の母である始まりの海の深さを思わせる緑と無限に広がるすべての可能性を示し唆さする宇宙の果てなさを感じさせる漆しつ黒こくが絶妙に混ざり合い生み出された深ふか碧みどりをさらにそれを還かえるべきところである地球の形状である球状に象かたどったその瞳ひとみとか人間が最も美しいと感じる図形であるところの三角形を完全完かん璧ぺきな内角比という調和でもって形作りさらにそれを四つ重ねても崩くずれることのないまさに黄おう金ごん比ひとしかいいようのないバランスで盛もり上あげたその鼻とか冷たい夜の守しゆ護ご者しやにして陰いん性せいや女性性を象しよう形けいするとされる月の中でも一番その性格が強調される三日月の形をとりながらもそこに薄うすい紅べに色いろという暖だん色しよく系けいを配色することにより陽よう性せいや男性性という奔ほん放ぽうかつ快活なエッセンスを取り入れるさながら太たい極きよく図ずのようなバランスのとれた印象を刻きざむその唇くちびるとか単なる集しゆう音おん装そう置ちとしての機き能のうのみを追求したわけではないどこかおとぎ話の登場人物を思わせるような幼おさな心ごころの遊び心を盛り込まれたその耳とか豊ほう満まんで良形という現実的なまでの直ちよく截せつな肉感的要素を持ちながらも物理法則や生物機能を完かん膚ぷなきまでに無効化する幻げん想そうという衣ころもで包むことにより現実をも凌りよう駕がする理想を夢ゆめ見みさせるその胸むねとか同じくファンタジーという土台リアルには到とう底てい不可能なルールをそれこそ土台にしたからこそなし得える女性としてのスマートさに加えて単体での芸術性と上部との対比によって生み出されるカタルシス的なアンバランスさを描えがき出だすその腰こしとか第二のクライマックスといっても過か言ごんではないくらいにこれまた均きん整せいと品性が絡からみ合あいせめぎ合い見事なハーモニーを奏かなでているその尻しりとか終わりに向けて徐々に興こう奮ふんからリラックスへと見る者を誘いざなっていく淡たん白ぱくでいてそれでもなおピリッと締しめるところは締めるちらりと覗のぞくその脚あしとか言わずもがなの鎖さ骨こつとかもうこれは荘そう厳ごんな交こう響きよう曲きよくで壮大な抒じよ情じよう詩しで緻ち密みつなフルコースで前ぜん人じん未み到とうにして空くう前ぜん絶ぜつ後ごの神の造形いやさっきも言ったとおり女神の化け身しんだまさかそんなものに生きている間に出で逢あうことが出来るとは生きててよかった生まれてよかった父さん母さんありがとうすべての生きとし生けるものにありがとうこの世界にありがとうちくしょうどうしてだろう悲しくもないのに涙なみだが出て来るよついでによだれも出てきてるよああもうこの心の奥おく底そこからこみ上げて来る狂くるおしいまでのどうしようもない衝しよう動どうはどうすればいいんだとりあえず叫さけんでみるか声にして発散してみるかよしそうだなそうしようそれがいいよしじゃあいくぞせーの、ユニバアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァスッ！」

「お父様、お父様っ、お父様っ！　お、と、う、さ、まっ！　うう、すみません！」

　グルンッ！

「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！」

　画面暗転。




「────はっ、ぼ、僕ぼくはいったい？」

　僕は誰だれ？　ここはどこ？　人生って何？　何のために生まれて何のために生きるのか？　と危あやうく答えの出ない疑ぎ問もんにまで足を踏ふみ入いれかけたところで、記き憶おくがおぼろげに戻り始める。

　それでも、なぜ意い識しきが飛んでローテーブルに突つっ伏ぷしていたのかはわからなかった。

「…………わ、私の時との反応の違いは何なのですかっ。それはもちろん承しよう知ちしていますよ。お父様がそういう方であるということはっ。ですが、それにしたって違いすぎますっ。私は、は、肌はだまで、いえそれ以上までをも晒さらしたというのにっ。まったく、何なのですか！」

　未み蕾らいはなぜか開いた手に目を落としながら憤ふん懣まんやるかたなしといった顔で呟つぶやきを零こぼしている。

「いったい何が…………」

　途切れた記憶に小首を傾かしげていると、すぐ隣となりから笑い声がした。

【うふふふ、すみません、マスターったらちょっとヤキモチを焼いちゃってるんです】

「ヤキモチっていうか単純に怒ってるだけにしか見えないけれど…………誰!?」

　突とつ然ぜん割り込んできた第三の声にその主ぬしを求めれば、ローテーブルの上にその姿はあった。

【どうも初めまして、マスターの端たん末まつでコンシェルジュをやらせてもらってます、ＨＡＬ─２００１／ＴｙｐｅＭＡＩＤ／３ｒｄＣｕｓｔｏｍ・Ｖｅｒ．９０００、永遠の十八歳さい以上です。気軽に、ハルちゃん、と呼んでください。これからどうぞよろしくお願いしますね、現げん菜ざい様】

　広げられた巻まき物もの、未蕾の端たん末まつのシートに、小さな女性が立っていた。

　言葉どおりそのサイズは小さく、小人かフィギュアといった大きさだ。そして何より、その造ぞう詣けいから話し方から声せい質しつから、僕の趣しゆ味みに剛ごう速そつ球きゆうでド真ん中のストライクだった。惚ほれた。

「スイッチ────ぐっ」

【どうしました、そんなしかめっ面つらで？】

「いえ、叫さけぼうとしたらなぜか急に頭が…………、それよりその────ハルさん」

【あらあら、そんな堅かた苦くるしい他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方じゃなくて、ちゃん付けでいいですよ？】

「いや、それはちょっと…………。それで、その、ハルさんはいったい誰、…………誰って言うんですかね、この場合。とにかく誰、です？　コンシェルジュ、とか言ってましたけれど」

「自己判断・自立思考・自動学習、その三つの性質と擬ぎ似じ人格を搭とう載さいした端たん末まつ管かん理り用ようのコミュニケーション型インターフェイス式ベーシックオペレーティングシステムです」

　いつの間にか復活した未み蕾らいが割り込むように言葉を並べ立てた。その羅ら列れつは複ふく雑ざつな方ほう程てい式しきめいていて混乱しそうになったけれども、なんとか理解の内に収めた。

　っていうか、こうして見ていればなんとなく肌はだで実感できる。

【まあまあ、説明しようと思ったのにとられちゃいました。それじゃあ代わりに蛇だ足そくして、その技術は《ＥＲＯ─ＧＥ》の技術から流用したものなんですよ。つまり、現げん菜ざい様はワタシの生みの親といっても過か言ごんじゃないんですね。うふふふ、ワタシもパパと呼んでもいいですか？】

「なっ、何を言っているのですか、そのようなこと駄だ目めに決まっていますっ」

「パ、パパ…………」

「お父様もまんざらではない顔をしないでください！」

「いやだって…………、って、ハルさん、僕ぼくのこと違い正まさ樹き現菜だってわかるんですか？」

【もちろんです。現菜様の骨格は変わっていませんし、マスターから話も聞いてますから】

　その上で僕を生みの親ということは、本当に僕が《ＥＲＯ─ＧＥ》を作ったというのか。

　……………………僕ＳＵＧＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ！

　前後左右上下どこから見ても破は綻たんを見せない立体映像、平面の立体化という中ちゆう途と半はん端ぱさゆえに難しい表現を難なくこなす空間描びよう画が、瞬まばたきの一つからすらも生物の息いき遣づかいを感じさせるほどに生なま々なましさのある滑すべらかな人体描写、外見的変化を加味して個人を判別出来る画像認にん識しき、発言者をしっかりと特定することの出来る音声入力、発言内容を文ぶん脈みやくに即そくした形で正確に理解する言語解かい釈しやく、不自然な接続もアクセントもなく的確に発音する音声出力、すべてを齟そ齬ごも遅ち延えんもなく同期させ架か空くうのはずの個をあたかもそこに存在するかのように見せる統とう合ごう能力、それらを安定して下支え出来るほどの馬力を持つ演えん算ざん装そう置ち、そしてなにより、本当に人と接しているかのような当とう意い即そく妙みような受け答えを可能にするロジカルかつファジーな思考回路。

　技術を流用したハルさんでさえ、これだけの、現時点では高度な技術があれこれと詰つめ込こまれているのだ。それじゃあ《ＥＲＯ─ＧＥ》は、はたしてどんなことになるというのか。

「そうだ、《ＥＲＯ─ＧＥ》を体験させてくれるんだったよな、さっさとやろう、ほら早く！」

「…………自分で提案しておきながらなんですが、お父様のこの食いつきようが嫌いやです！」

【まあまあ、言い出した以上はやらなきゃ筋すじが通らないでしょう。ちゃちゃっとやりますよ。それでは現菜様、まずはその出っ張りを引っ張ってください。もちろん、優やさしく、ですよ？】

「この軸じくの部分ですか？　…………うお、なんかずるりと伸のびた」

【そしたら、次はその出っ張りの先せん端たん部分を回してください】

「回す…………、わっ、針が飛び出した」

　小指の爪つめほどの長さの極ごく細ぼその針が十数本、先端の金属部からにょきりと生はえた。

【それでは、その針を首くび筋すじに刺さしてくれれば、準備はＯＫです】

「首くび筋すじに刺さすって、あの、ゲームなんですよね？」

【《ＥＲＯ─ＧＥ》は投とう影えい仮か想そう型がたのゲームなんです。モニターなんかの外部装そう置ちじゃなくて、脳のうに直接ゲームを描えがき出だすんですね。わかりやすく言えば、ゲームの中に入り込む感じです。そのチューブは、端たん末まつ内ないで構こう築ちくされた五感再現情報を送信したり、その逆に脳から発信された電気信号を送信するためのコードになってます。うふふふ、未来っぽいでしょう？】

「確かに、わかりやすく未来っぽいですね。でも、僕ぼくが言うのもなんですが、その活用方法がアダルトゲームっていうのも、なんていうか技術の無む駄だ使づかいの気もしますけれど」

【最初は他にも色々なジャンルで導どう入にゆうされたんですけど、物が物なだけに問題もたくさん発生しましてね。萎い縮しゆくして自じ粛しゆくを重ねているうちに徐々に淘とう汰たされていっちゃったんです】

　まあ、売り上げランキング上位に名を連つらねるようなジャンルを体験出来るとすれば、それは剣けん吞のんならざる体験じゃないだろうし、そこにまったく問題が発生しないとも思えない。

「それで、これを首筋に刺せばいいんでしたね。っつ……………………痛いたっ、くない？」

　予想していた鋭するどさは感じられず、それどころかうなじに異物がある違和感すらもなかった。これで肩かた越ごしに端末へと伸びるチューブが見えなければ気がつきもしないだろう。

【医い療りよう用ようの無む痛つう針ですからね。───生体接続開始、情報送信確認、反応受信確認、身しん体たい検けん査さ完了、仮想構成展開、準備工程終了、っと。マスター、いつでもいけます。あ、その前に、設定の方はどうします？　デモプレイ用に簡かん略りやく化かしたレシピならすぐに設定出来ますけど】

「そうですね、それで構かまいません」

【ではでは、そのように。…………よし、設定完了。それではコントロールはマスターに】

　ハルさんのいるシートの上に、新あらたに赤と緑のボタンが浮かび上がった。

　スタートとストップがラベルされたスイッチを前に、不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で。

「いいですか、念を押おしておきますが、これは私の話が真実であると理解して頂くための証明の一いつ環かんであり、けしてお父様にこのツールを使用して頂くことを本意としているわけではありません。ですから、著いちじるしく度を越した行為が見られれば、例たとえ体験の途中であろうとも、強制的に終了させて頂きますので、それについては予あらかじめご了承ください」

「わかったけれど、著しく度を越した行為って、例えばどんなのだ？」

「き、決まってます、ふしだらな行為や淫みだらな行為です」

「それ、アダルトゲーム相手じゃ無理じゃないか？　…………って、そこまで出来るのか？」

【もちろんです。ちゃんと最後までお相手しますよ？】

「ほ、ほう…………」

　僕、ワクワクしてきたぞ、と思ったら、抜かりなく未み蕾らいが予防線を張った。

「お断りしておきますが、そこまでは体験して頂きません」

「そんなっ！　途中までなんて、それじゃあ生なま殺ごろしじゃないか！」

「文句がおありでしたら、お止やめになられても結けつ構こうです」

「待った、わかった、節せつ度どを守って正しく体験させて頂きます。だから、お願いします！」

「そのようなことで謙へりくだらないでください！」

　完全に主しゆ客かく転てん倒とうだった。しかし、これはきっと土ど下げ座ざをしてでもプレイする価値はあるはずだ。さすがに未み蕾らいの話は盛もりすぎだろうけれど、未来のアダルトゲームというだけでも興きよう味みは湧わいてくるし、内容を聞く限りではかなり未知の体験が出来そうじゃないか。

「…………では、一度、目を閉じてください」

【開けたままだと、仮か想そうの視覚情報を脳のう内ないに投影する時に実際の視覚情報と混線しちゃいますからね。あ、耳や鼻はそのままでいいですよ。視覚以外は適てき当とうに辻つじ褄つまを合わせますから】

　言われるまま、期待の新作エロゲーをインストールしている時にも通じる高こう揚よう感かんに胸むねを高たか鳴ならせつつ、瞼まぶたを閉じる。閉へい鎖さした視界の中、変化の兆きざしを感じ取ろうと耳を欹そばだてていると。

「はい、もう目を開けてもいいですよ」

　驚おどろくほど至し近きんからハルさんの声がささやかな香こう気きと共ともに僕ぼくの耳じ朶だを叩たたく。

　言われたとおり目を開けると、目の前にハルさんが、１／１サイズでたたずんでいた。

「う、おえっ!?」

　突とつ然ぜんのことに思わず後ずさりしようとしたら、手のひらと尻しりの下に柔らかい弾だん力りよくと手触り。

　絨じゆう毯たんに胡坐あぐらをかいていたはずの下半身は上品そうなソファに沈しずみ、まったく見知らぬ天井と壁かべと床に取り囲まれていた。落ち着いた色調でまとめられた空間は、高級なサロンを思わせた。

「うふふふ、ビックリしました？」

「は、はい、そりゃ、その、想像以上というか…………、ワープでもさせられた気分です」

　現実ではないはずなのに、これ以上無ないくらいの現実感が全身を取り巻いている。

「本当にこれ、ゲーム…………なんですか？」

「ワタシがここにこうしていることが何よりの証しよう拠こじゃないですか？」

　見せつけるような大おお仰ぎような所しよ作さで、ハルさんが僕の横に座る。重みでソファがわずかに沈み、再び良い香りが鼻先を掠かすめていった。それに吞のみ込こんだ生なま唾つばは、現実と同じ味わいだ。

　その姿をぼうっと見ていると、ハルさんも僕を覗のぞき込こむようにこちらを見てきた。

　…………ヤバい、胸の高鳴りがさっきまでの比じゃない。浮きそうなくらいにドキドキする。

「い、いや、それにしてもリアルですね。画も音も味も匂においも、そのまま────ひっ」

「触覚も、リアルですよ？」

　悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべたハルさんが、僕の手を取る。そのまま、腑ふ抜ぬけた僕の手をそっと自分の頰ほおに添そえた。少しひんやりとした人ひと肌はだの感触が熱を帯おびた手のひらを冷やす。

「もちろん、こっちの方も──」

　緩かん慢まんな動作で、頰から下へと、繫つながれた手が降りていく。絹きぬの手触りが指先の航こう跡せきを残して頰から顎あご、顎から喉のど、喉から鎖さ骨こつ、と滑すべっていく。そして、動きは胸の手前で止まった。

　こっちの方、というのは、つまりその先、おっぱい、だろう。

　それを理解して、反射的に一ひと際きわ大きな唾つばの塊かたまりをごくりと吞のみ下くだした。

「うふふふ、気になりますか？」

　僕ぼくも立りつ派ぱに性欲を有する雄おすだ。気にならないわけがない。見たいし触りたいし揉もみたいし吸いたい。しかし、その欲望を素直に本人にぶつけるには、まだまだ僕は青い心の小心者だった。

　かといってここで手を引っ込めるには辛しん抱ぼうが足たらず、イエスともノーとも言葉にならない返答を口の中で弄もてあそんでいると、ハルさんは僕の思いを忖そん度たくしてくれたのか、ゆっくりとした動作で手を該がい当とう箇か所しよへと導みちびいていく。調子よく、それをなされるがままにしていると。

〝ヴィーヨンヴィーヨンヴィーヨンヴィーヨンヴィーヨンヴィーヨンヴィーヨンヴィーヨン〟

　けたたましいブザー音。それと共ともに周囲の風景に《警けい告こく》の文字が無数に躍おどる。

「な、なんだ、これ？」

「あらあら、マスターが怒っちゃったみたいです」

　悪戯いたずらがバレた子供のようにペロッととても可愛かわいらしく舌を出し、胸むな元もとまで惜おしくも残り一センチに迫せまっていた手をそっと離はなす。するとブザー音は消え室内はまき戻すように元に戻った。

「怒られちゃったって、…………、み、見られてるんですか、これ!?」

「はい。外部からですけど、きっと目を皿のようにして見張ってますよ？」

　そう言われればそうである。逐ちく一いち監かん視ししてなきゃ強制終了なんて出来ないだろう。

　しかしそうなると、あのやりとりは全部未み蕾らいに筒つつ抜ぬけだったわけで、家か人じんとのスクランブルとはまた違うけれど、これはこれで汗かん顔がんの至いたりだ。まあ、未蕾の反応は異なるけれども。

「でも、この程てい度どで警告が出るなんて、どんだけ頭固いんですかね…………」

「まあまあ、マスターの立場を鑑かんがみれば、過度に潔けつ癖ぺきになるのもわかりますけどね」

　しかし、これはちょっと困ったことになった。おっぱいを触ろうとしただけでイエローカードが出るようでは、これ以上のことには及べない。ハルさんとこうして話をしているだけで楽しいは楽しいのだけれど、それで満足出来るほど僕はウブでもプラトニックでもない。

　ましてや相手は、僕の理想の化け身しん、極ごく上じようの据すえ膳ぜんであり、それを前にしてこのまま指を咥くわえて見ているなんて、金をドブに捨てるような愚おろかな行為だ。何かないだろうか。一見して普ふ通つうの行為だけれども想像力のフィルターをかければあら不ふ思し議ぎ、エロく見えるような行為が。

　…………ん、待てよ、指を咥えて…………、そうか！　ピカラット！

「あの、お願いがあるんですけれど…………、指を、舐なめてもらえないですか？　ひゃんっ！」

「ほうふぇふは？」

　唐とう突とつな僕のお願いを不ふ審しんに思うことなくハルさんが指先を口に含ふくんだ。心ここ地ちよい温度と適度な湿しめり気けに人差し指と中指を包まれて、僕の口からはしたない声が飛び出してしまった。

「うふふふ、可愛らしい声です」

　ハルさんはささやかな嗜し虐ぎやくを瞳ひとみの奥おくで躍らせながら、口の中から指を引き抜く。

　唾に濡ぬれてテラテラと照る指を、今度は撫なでるように舌先を這はわせる。そのひと舐めで背せ筋すじをゾクリと快感の電気信号が走り抜け、ふた舐なめであっさりと脳のう芯しんが蕩とろけてしまった。

「あらあら、すっかり夢ゆめ見み心ごこ地ちみたいですね」

　一転、舌で弄もてあそんでいた指を一気に頰ほお張ばる。再び人ひと肌はだの温ぬくい温度に包まれた指を、今度は口で飴あめ玉だまでも転ころがすようにねぶり甘あま嚙がみをする。皮ひ膚ふの薄うすい指の腹はらをなぞるに至いたっては、こそばゆいとはまた違う、歯がゆさに近い気持ちよさがほどよい危あやうさでチリチリと焼く。

　それにまた、技なのか素すなのか、舐める音がとてもエロい。れろれろとかちゅぱちゅぱとかじゅぽじゅぽとかちろちろとか、およそフィクションの中でしか耳にしえない淫いん靡びな水音（その音も実際はこうして作られているらしいけれど）が、僕ぼくの意い識しきを聴ちよう覚かくの面から幻げん惑わくした。

　こ、これは、想像以上、いや期待以上の結果だ！　指を舐められたことはあるけれど、それとは比べ物にならないほどの官かん能のう的てきな刺し激げき！　一見したところ他人からはただ指を舐められているようにしか見えないというのに！　恐るべし、ハルさんの指チュパ！

「ほらほら、気持ち良いなら、我が慢まんしないで遠えん慮りよなく声を出しちゃっていいんですよ？」

「いや、でも、くぅ、ん、だ、だめ、そこ、敏びん感かんになって、くひゃあんっ」

「ここですか？　それともここ？　ここもいいんじゃないですか？　これはどうです？」

「く、あう、ふ、ひ、んっ、ふぅ、ひぎぃんっ、ら、らめ、そこ、らめえっ、れすぅっ」

「うふふふ、すっごい熱くて、硬かたいです」

　時に苛か烈れつに時に緩かん慢まんに、あるいは烈れつ火かのごとくあるいは流水のごとく、およそ人の持つすべての快楽のツボはこの二本の指に詰つまっているのかと思うほどに、あらゆる快楽が指先から押おし寄よせ僕を吞のみ込こんでいく。声は、もう抑おさえきれないほどに昂たかぶっていた。

「うふふふ、それじゃあこれでおしまいです」

　ベロリと広げられたピンク色の健けん康こう的てきな舌が、指の付け根から爪つめの先までを健けん全ぜんに舐め上げていく。それだけで、僕の快感と快楽を司つかさどる部分に、壊こわれんばかりの負ふ荷かが雪な崩だれ込こむ。

　羞しゆう恥ち心しんなど軽がると越えるその情報量は、僕に艶つやめいた悦えつ楽らくの産うぶ声ごえをあげさせた。

「エクストリイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ




《管かん理り者しや権けん限げんによりシステムを強制終了します》




ィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィムッ！」

　これ無理もう無理たぶん無理！　理性や自制心じゃ我が慢まん出来ない！　がっつき過ぎだとドン引きされようともこれだから童どう貞ていはと蔑さげすまれようとも、ここでいかなきゃ男が腐くさる！

　自身を突つき上あげる衝しよう動どうに体のコントロールを明け渡し、本能のままに飛びかかった。

「──へ？　きゃあっ！」

　攻せめられるのには弱いのか、さっきまでの積せつ極きよく性せいとは対照的にウブな悲ひ鳴めいがより愛いとしさをそそる。両りよう腕うでいっぱいに抱かかえ込こんだ質量に、理想を思う存分に満まん喫きつすべく触覚を研とぎ澄すます。

「あ、あう、お、おとう、おとうさまぁっ！」

　…………まあ、なんだか外見からくる予想に比べて、全体的に少しばかり小こ柄がらで硬かたくボリューム不足な気もするけれど、そこはリアルとファンタジーの実際差というやつなんだろう。

「や、あ、の、お、お顔、お顔が、ち、近いですっ」

【状態の確認に気を取られていたとはいえ、マスターの反射をかいくぐるとはやりますね】

「の、暢のん気きにそんなことを言っている暇ひまがあったら、どうなってるのか確認してください！　強制終了とはいえ、手順としてはきちんと段取りを踏ふんだはずです。それが、なぜ、こんな」

【全感覚器官の接続はちゃんと切れてますから、こちらに問題はないですね】

「で、では、なぜっ、うひゃあうっ」

　後うしろ髪がみを指で梳すくと束たばねた絹きぬ糸いとに指を通したかのようなさらりとした極ごく上じようの手触り。その心ここ地ちよさに、いつレッドカードを出されてもおかしくないことを忘れて、つい遊んでしまう。

【単純に刺し激げきが強すぎて、それが抜けきってないだけでしょうね。マスター、大だい丈じよう夫ぶですか？】

「だ、大丈夫、です、わ、私のことよりも早くお父様を正気に戻してください、んっ」

　髪と戯たわむれていた指先を移動させれば、磁じ器きのような滑すべらかな肌はだがまた異なる感触で楽しませる。爪つま先さきでくすぐると、そこが弱点なのか大おお袈げ裟さなほどに腕うでの中の体が震ふるえた。

「ひゃ、だ、だめ、です、そこ、くすぐら、ないで、ください、よ、よわいん、ですうっ」

【あらあら、やっぱり親子ですね、悶もだえ方かたが現げん菜ざい様とそっくりです】

「みょ、妙なところで感心していない、で、えっ、な、なんとか、して、くださいっ」

【さっきのように、自分で止めないんですか？】

「し、したくとも、この体勢では無理、み、みみ、耳も駄だ目め、だめ、で、すぅっ」

【わかりました、ちょっとばかり乱らん暴ぼうになっちゃいますけど、ワタシがなんとかしましょう】

「お、お願いしまあっ、す」

【はいはい、ちょっと待ってくださいね、痛つう覚かく信号を覚かく醒せいレベルに合わせて】

　…………前ぜん戯ぎはこのくらいにして、そろそろ、次に進んでもいいだろうか。

「ハ、ハル、早く、してください、わ、私の、私の唇くちびるが、お、お父様に──」

【いいじゃないですか、そのくらい。昔はよく現菜様とだってしてたでしょう】

「あ、あれとは意味も年ねん齢れいも場所も違います！　つべこべ言わず、早くしてくださいっ！」

【はいはい、今やりますよっと。ポチッとな】

「ひぎいっ！」

　な、なんだ？　今、首くび筋すじを一いつ瞬しゆん、電気が走ったような痛いたみが刺さしたけれど…………。

　得え体たいの知れない痛みに現実に引き戻される。良くも悪くも鈍どん磨ましかかっていた認にん識しき能力が、霧きりが晴れるように僕ぼくの意識の輪りん郭かくに沿そった大きさで戻ってきた。…………あれ？

「未み蕾らい、何してんだ？」

　もはやデフォルトとなった真っ赤な未蕾の顔に、鼻血が殊こと更さらに濃こい紅べにをひいた。




「ごめんなさいっ！」

　鼻血を処しよ理りする未み蕾らいの代わりにハルさんから事の次し第だいを伺うかがった僕ぼくは、速すみやかに土ど下げ座ざした。いやもうこれは謝あやまるしかない。実の父親に迫せまられるなんて、エロゲーだったら大たい概がい陵りよう辱じよくモノだ。

「…………まあ、心しん神しん喪そう失しつ状じよう態たいであったわけですから、今回は大目に見ないこともないですが」

「本当にごめん！　我われを失っていたとはいえ、未蕾に抱きつくなんてどうかしてた！」

「どっ、どうかしてたとはどういう意味ですか」

「いやだって、子供の頃ころならともかくこの歳としの、それもつい数十分前に面めん識しきを持ったばかりの娘むすめに抱きつくなんて、そう言われても仕方がない。未蕾だって正直気持ち悪かっただろ？」

「そ、それは、…………そのとおりです、心に傷きずを負おいかねないほどの気持ち悪さでした！」

　そこまで嫌きらわれていると思うと予想どおりでもダメージは入るが、そこは我が慢まん。

「こんなこと言っても言い訳に聞こえるだろうしそれで未蕾の心の傷が癒いやされるとも思えないけれど、僕は未蕾にいやらしい気持ちを抱いたわけでも疚やましい行いを企たくらんだわけでもないんだ。僕がそういうことをしたかったのはハルさんであって、間違っても生なま身みの女性の、しかも娘である未蕾なんかにそんな気持ちは欠片かけらも抱かないし行いに及ぼうなんて塵ちり芥あくたほども考えない。これは誓ちかって、噓うそ偽いつわりなく心からの言葉だ。どうか、それだけは、わかって欲しい」

「よくわかりました！」

　僕の誠心誠意の弁べん解かいに未蕾は良い返事。よかった、わかってくれた…………はずなんだけれど、おかしいな、謝る前よりもその顔が険けわしい気がするのは僕の気のせいだろうか。

「本当に本当だからな、未蕾なんて例たとえ裸はだかで立っててもマネキンいや木と同じだからな！」

「それもよくわかっております！　…………うう」

　そういやその証明は玄げん関かんでもう済んでるんだっけか。

【それで、どうでしたか、ワタシの具合は？】

　なぜか複ふく雑ざつな表情でため息をついて黙だまりこむ未蕾に代わりハルさんが感想を尋たずねてくる。

「いやもうあれはヤバいです！　指を舐なめられただけであんな快感なんて、本番になったらもう死ぬんじゃないかってくらいで！　３Ｄ対応ヘッドマウントディスプレイとバイノーラル録ろく音おんとＵＳＢ連動式大人の筒つつがスクラム組んでも、あれの足元にも及ばないでしょうね！」

【そうでしょう。その点に関しては人後に落ちないと自負してますから。さっきは省はぶかせてもらいましたけど、どんなマニアックな要望にも応こたえられるよう、各種設定は微びに入いり細さいを穿うがつ多た彩さいで豊富かつ痒かゆいところにも手が届く親切さで用意してます。相手の容よう姿しや体型は実在と架か空くうと二次元と三次元とを問わずにあらゆる注文に応えます。画像さえあれば、ほらこのように】

「ハ、ハル！」

　そのスペックを誇こ示じするように、ハルさんは一言ごとにその声や姿を変えて見せる。そして最後に未蕾の姿をとった。確かに、その顔は未蕾が声をあげるほど本人と瓜うり二ふたつであった。

【内面の部分においても性格はもちろんのこと声せい質しつや口く調ちようや言語や方言や癖くせ、趣しゆ味みや血液型や生年月日など表に出ない部分まで決めることが出来ます。キャラクター部分だけでなく、シチュエーションやストーリーも自由自在ですし、そういったのが煩わずらわしいという方にも、自分にピッタリな設定を診しん断だんする機き能のうも搭とう載さいしてます。さらには、そうして作り上げた自分だけの設定を公開して他人に導どう入にゆうしてもらうことも、またその逆も可能です。人の数だけ楽しみ方があるということですね。おまけに、データ通信量や電気代以外、追加料金は基本ないですし】

　惜おしむらくは僕ぼくが童どう貞ていなので実際との比ひ較かく評価出来ないことだけれど、アダルトメディアにおいてあまりそこは重要ではない。どれだけ、簡かん便べんに、自分の欲望を満みたせるか、それこそが肝かん要ようなのである。したい時にしたいだけしたいことを出来る、それこそが価値なのである。

　加えて、《ＥＲＯ─ＧＥ》の与える刺し激げきはセルフでのそれを確実に上回っているのだ。

　簡便と快楽、両者を兼かね備そなえたそのツールは間違いなく究きゆう極きよくの一人夜のお供ともだ。

「道理で、人類が夢む中ちゆうになるわけだ…………」

　自分の理想が限りなく現実に近い形で簡単に手に入るとしたら、これになびかない人間はいまい。もしいるとすれば、それはもはや欲望を持たない解げ脱だつ者しやか、すべての願望が満たされているリア充じゆうだ。そして解脱者は下界にはいないしリア充は爆ばく発はつしているので、実質いない。

　つまり、人類は生まれながらにして《ＥＲＯ─ＧＥ》にのめり込む資し質しつを有しているのだ！

「どうです、ご理解して頂けましたか。私の危き惧ぐがけして杞き憂ゆうではないということが」

　いや、さすがにそこまではどうだろう…………、という言葉はひとまず吞のみ込こんだ。

　確かに、《ＥＲＯ─ＧＥ》の破は壊かい力りよくがとんでもないことは認めるしその魅み力りよくに取り込まれる人間が出てきてしまうだろうところもわかる。しかしそこから先、そのせいで生せい殖しよく活動が減退し子孫が減少していき終しまいには人類が衰すい亡ぼうする、という話が理解出来るかといえば難しい。

　人口減少で想像されるのはこの国の未来だけれども、世界に目を向ければ、総人口が数年後には九十億人十数年後には百億人に達しようかという大だい過か密みつ時代がこれから来ると言われているのだ。そこにきて、さらに未来、遙はるか遠くの子々孫々に思いを馳はせるのは至し難なんの業わざだ。

　といったところを訴うつたえたところで未蕾には伝わらないだろうから、とりあえず先を促うながす。

「それで、未蕾はその衰亡の未来から人類を救うために、この時代に何をしに来たんだ？」

　玄げん関かんから始まった突とつ拍ぴよう子しもない話の終着点は、あっさりと呆あつ気けなく、開示された。

「私がこの時代に来た目的は、────お父様に更こう生せいして頂くため、です」

「…………更生？　って、真まっ当とうな人間になる、とかいう意味の更生？」

「辞じ書しよ的てきには違いますが、感覚としてはその更生です」

「いやなんで僕がそんなこと？　それが未来とどう関係するんだ？」

「お父様がツールを作られた発想の原点がそのご趣しゆ味みにあるのは明白です。であれば、お父様に更生して頂きあのようなご趣味から足を洗って頂けば、元げん凶きようであるツールは生み出されることはなくなり、予期される最悪の事じ態たいは回かい避ひすることが出来ます」

　こちらを真まっ直すぐに捉とらえるその目は、無言で僕ぼくの了りよう承しようを迫せまって見えた。

「じょ、冗じよう談だんじゃない、なんで僕がそんなことをしなくちゃいけないんだよ！」

「ですからそれは、人類を衰すい亡ぼうの未来から救うために──」

「だから、要は《ＥＲＯ─ＧＥ》を流行させなければいいんだろ。なら他にいくらでも方法はあるじゃないか。生産を禁止するとか使用に制限をかけるとか、いくらでも考えられるだろ」

「ツールは人々の生活に根付いていますし、また予見する未来に対しての危き機き感かんもまだ希き薄はくです。ですから、禁止にしろ制限にしろ、強きよう硬こうな手段に訴うつたえれば反発を受けることは必ひつ至しです。それに、仮かりにツールを駆く除じよしたところで、それほどまでに普ふ及きゆうしてしまったものを完全に根絶することは現実問題、不可能です。であれば、生み出させないのが最さい善ぜんの方ほう策さくです」

「それはわかるけれど、それって僕が一番割りを食うことになるんじゃないのか？」

「当然、私のしようとしていることが罪ざい罰ばつの天てん秤びんにおいて公正さを欠いていることはわかっています。ですが、大事を前に個人の事情に配はい慮りよし手をこまねいては最悪の結末を招まねいてしまいます。それとも、まさかお父様は本気で人類など滅ほろんでしまってもいいと、お考えなのですか？」

「いや、あれは言葉の綾あやっていうか勢いきおいであって、そうまでは言わないけれどさ…………」

「ではなぜご快かい諾だく頂けないのですか」

　それはひとえに僕と未み蕾らいの間にある切せつ迫ぱく感かんの温度差だ。

　これが今日明日の自分や家族や友人の生命に関わるというのなら、どんなことでも一も二もなく行動に移しただろう。けれども事は、遙はるか未来の人類の話、あまりにも想像の埒らち外がいだ。

　そんなものを前にして、自分の生きがいを放ほう棄き出来る犠ぎ牲せい的てき精せい神しんの持ち主がはたしてどれほどいるのか。少なくとも僕は出来ないし、人間の大半はそうであるはずだ。そうでないというのなら、とっくに人類は地球環かん境きようのために文明を石器時代にまで巻き戻しているだろう。

　とはいえ、そんな理り屈くつで未蕾が納得して断念するわけがないし、させていい問題でもない。未来人である未蕾が危き惧ぐし要求する以上、そこに問題と解決がある可能性は排はい除じよ出来ない。

　かといって僕一人が犠牲になるのは…………、と大たい儀ぎと感情の間の板いた挟ばさみで堂どう々どう巡めぐりする僕。

　イエスともノーとも決めかねる僕が思いついたのは、疑ぎ問もん点てんを列れつ挙きよしそこに不備があればそれを指し摘てきすることで僕の判断に依よらず要求を退しりぞけようという、姑こ息そくな手段であった。

　わずかな沈ちん黙もくのうちに、考えられうる問題を搾しぼり出だして。

「そもそも過」

「過去を改変することに問題がないのかということでしたら、過去に遡そ行こうすることと同様に問題はありません。仮かりにあったとしても、人類を衰亡から救うためには不ふ可か避ひの必要悪です」

「いやでも簡」

「簡かん単たんに事が運ばないであろうことは、私も十分に承しよう知ちしています。一いつ朝ちよう一いつ夕せきに目的が達成されるとも考えていませんし、長期に渡るであろうことは覚かく悟ごの上です。ですから、挨あい拶さつの時にも述のべましたとおり、それまでの間、お父様の元に滞たい在ざいさせて頂きます。そもそもそれを見越して、長く滞たい在ざいしても問題の少ないであろうこの時代のお父様の元に来たのです」

「けれどさ生」

「生活費、私の滞在にかかる諸しよ経けい費ひにつきましては問題ありません。試算では、お父様に更こう生せいして頂ければご趣しゆ味みにかかっていた分の経費が浮きますから、それで十分にまかなえると出ました。もちろん、お父様だけにご負ふ担たんを強しいるだけではなく、私も協力いたします。さしあたり、家事全ぜん般ぱんは私にお任せください。現在の生活水すい準じゆんを下げることなく二人が生活出来るよう、努つとめさせて頂きます。ご安心ください、その程てい度どの能力はあると自負しております」

　僕ぼくが考えつくような問題点などとっくに予よ測そく済ずみで、すべて瑕か疵しなく答えられてしまった。

「未来の僕は？　未来の僕の相あい方かたさんは？　何も言わないわけないよな、普ふ通つう」

　いくら滞在先が昔の自分の所でも、まだタイムマシンが普ふ及きゆうしていないのに過去に行くなんて言われたら心配するだろうし、それどころかその目的を聞けば止めようとするだろう。

　初めて遮さえぎられることなく訊きけた問いに、未み蕾らいは思い出すように視線を斜ななめに外はずし。

「…………特に何も言われませんでした。ですよね、ハル」

【はいはい、そうですね、何も言われませんでしたね】

「いくらなんでも放ほう任にんすぎやしないか、それは！」

　それとも、そんなことが出来るはずがないと高たかを括くくっているのか。あるいは、そんなことは出来ないとわかっているのか。まさか、未来を変えることを良しとしたわけじゃないよな。

　しかしいずれにしろ、僕が拒きよ否ひの弓に番つがえる反論の矢は早々に尽つきてしまった。

「他に何かご質問はございますか」

　その問いに答えられる言葉は無なく、しかし首を横に振ることも出来ずに沈ちん黙もくしていると、はあ、と未蕾が深いため息をついた。態たい度どから僕の内心はしっかり見抜かれていたらしく。

「どうやら、お父様にはまだ事の重大さをご理解頂けてはいないようですね…………。まあ、いいです。お父様がどうであろうとも、私のやるべきことに変わりはありません。それでは、そういうことですので、どうぞよろしくお願いいたします、お父様」

「そういうことって、ちょっと待ってくれ、勝手に話を進めるなよ！」

　立ち止まったところで僕には是ぜ非ひの優ゆう劣れつがつけられないのでどうしようもないのだけれど、だからといって、このまま流れでなし崩くずし的に決められていいというのともまた違う。

「進めたのではありません、終わりにしたのです。このまま話を続けたところで平行線のようですので、それならば不毛な討とう議ぎは省はぶくのが賢けん明めいではないですか。お父様のご意向がどうあれ、私がお父様の元に滞在するということはもはや動かせない決定事じ項こうなのですから」

「だから勝手に決定するなって！」

「ではお父様は、私にこの時代で野の垂たれ死じにしろと、そうおっしゃるのですか」

「なんでそう極きよく端たんな話になるんだよ…………。駄だ目めなら帰ればいいだろ、未来に」

「帰れません」

「…………え？」

　未み蕾らいの発言に耳を疑うたがうことは二度三度とすでにあったけれども、今度もまた同じように呆ぼけた返答とも尽つかぬ声を返してしまった。きょとんとしているだろう僕ぼくに、嚙かんで含ふくめるように。

「私は、元の時じ間かん軸じくに、戻ることが出来ない、そう言ったのです」

　ここにきて最大級の問題発言を爆ばく発はつさせた。

「なにやってんだああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　不ふ退たい転てんなの!?　違い正まさ樹き未蕾、なの!?

　狼ろう狽ばいする僕とは対照的に、本人は慌あわてず騒さわがず冷れい静せい沈ちん着ちやくにお茶を淹いれなおしている。

「そう慌てないでください。どうぞお茶でも飲んで落ち着いてください」

「お茶なんて暢のん気きに飲んでる場合じゃないだろ、馬ば鹿か！」

「ば、馬鹿とはなんですか」

「馬鹿に決まってんだろ！　戻れないってことは、未来に、自分の元居た場所には帰れないってことだろ！　人類のためだか未来のためだかしらないけれど、そんなもののために趣しゆ味みどころか自分の人生を捨てるなんて、そんなの馬鹿がすることだ！　未蕾は自じ己こ犠ぎ牲せいに酔よってんのかもしれないけれど、周まわりの人間のことを考えろよ！　いくら未来の僕が何も言わなくたって、それは心配するに決まってんだろ！　今の僕だってこうして心配してんだからさ！　ああもう、そんなことより、本当に戻る方法はないのかよ！　ハルさんは何か知らないですか!?」

【生あい憎にく、現状では戻る手段はないですね】

「くそっ、どうすんだよ、このままじゃ、更こう生せいどころかここで一生暮くらすことになるぞ！」

「こ、ここで、一生、暮らす、お父様と、ど、同どう棲せい…………」

「だから固まってる場合じゃないってばよ！」

　まさかそうなることを予想していなかったわけでもあるまいに、フリーズする未蕾。時間移動について一番知ち悉しつしている未蕾がそれでは困るので、肩かたを揺ゆさぶって呼び戻した。

「あ、はい、その、そういうわけではないのです」

「そういうわけではない、ってそれじゃあどういうわけなんだ？」

「今すぐには帰れない戻ることができない、ということでして、永久に不可能というわけではありません。…………すみません、私の言葉足たらずでお父様を騒さわがせてしまいまして」

「え、あ、いや、そうなのか？」

「はい。先ほど言いましたカネとコネのカネ、この場合は、単純に時間遡そ行こうにかかる費用という意味ですが、それが足りないのです。私では、行きにかかる費用を捻ねん出しゆつするのが精せい一いつ杯ぱいで」

「つまり、財さい布ふの中身を全部ぶち込んだ片かた道みち切きつ符ぷで電車に飛び乗ったわけだ…………。うん？　いやでもそれって、帰れる保ほ障しようにはなってないんじゃないか？　結局、同じじゃないか？」

　大昔の銀行預金ならともかく、今は黙だまっていても金が増える世の中ではない。未蕾がこちらに来てしまった以上、その使用料を稼かせぐ手段は皆かい無むだし、時間移動はまだ普ふ及きゆうしていない技術なんだから経済の原理として、子供の小こ遣づかいやアルバイトで払える値段とも思えない。

　そもそも、どうやって払うというんだろう。

「ちなみに、その費用っていうのは、いくらくらいになるんだ？」

【そうですね、マスターの場合はこのくらいかかりましたかね】

「ぶっ！　こ、このくらいって、これこの一帯なら一いつ軒けん家やが建つぞ！」

　い、いや、時間移動なんだからそれくらいが相場としては妥だ当とうなのか？

「こ、こんな金額、未み蕾らいはどうやって稼かせいだんだよ？」

「ちょっとした株かぶ取引で、堅けん実じつな値動きの株を売買するように組んだプログラムを走らせていただけです。そのプログラムはそのままにしてこちらに来ましたから、またしばらくすれば私の口座にお金が貯たまり始はじめるはずです。そして、その金額がもう一度の時間移動を行う費用に達した時、私を戻すように向こうにはお願いしてあります。当然、向こうには私の目的を説明してはいませんから、私の目的の達成や首しゆ尾びの如何いかんに関わらず、戻ることになります」

「一応訊きいておくけれど、どのくらいの期間で十分な金額になりそうなんだ？」

「そうですね、その利益が悉ことごとく予よ測そく幅はばの最低値であったとしても、だいたい二年です。リアルタイムで修正出来るわけではないので、世界的な恐きよう慌こうに見み舞まわれればまた変わりますが」

　全自動資本主義というか恐るべき黄おう金ごん律りつというか。ギャンブルともいえる株で確実に利益が出せるなんて、これは錬れん金きん術じゆつ師しの異い名みようを持つ故祖ば母あさんの血が隔かく世せい遺い伝でんしたんだろうか。

「…………っていうかさ、そもそも往復にかかる費用を貯めてから来ればよかったんじゃ？」

「そ、それは、更こう生せいして頂くのなら一分一秒でも早い方がいいと思ったからです」

　…………過去を改変するのに早いとか遅いとかあるのか？　あるいは、僕ぼくを納得させるための噓うそなのかもしれない。しかし、僕に未蕾を強制的に帰らせる手段がない以上、そして後は野となれ山となれと未蕾を放り出すことが出来ない以上、いずれにしろ結論は変えられない。

「とりあえず、戻る算段はついてるんだな。それなら、ひとまずは安心した」

「…………やはり、ご迷めい惑わくでしたか」

「まあ、そうなったら迷惑どころの問題じゃないよな、と思うことも否ひ定ていはしないけれど、僕が安心したっていうのは単純な意味でだよ。いくら未来の僕が何も言わなかったって言っても、自分の娘むすめが戻らないなんてことになったらそういうわけにもいかないだろうしな」

「…………そうですかね」

「そうに決まってんだろ」

　伏ふし目めがちに疑うたがうような視線の未蕾に答えてから、与えられた情報を整理した結果。

　どうやら、またもや僕には選せん択たく権けんはないらしいということがわかった。いや、心を鬼おににして、この時代に僕以外にツテもアテもないだろう未蕾が路ろ頭とうに迷うことにも委い細さい構かまわず放り出せば万ばん事じ元通りだろうけれど、それが出来れば事は玄げん関かんの時点でとっくに片かた付づいている。

　それに、何をするつもりなのか知らないけれど更こう生せいといっても、出来ることはたかが知れているはずだ。まさか洗せん脳のうなんてするわけがないし、二年という一応のタイムリミットもある。

　要は、それまで僕ぼくは己おのれの信念を貫つらぬき通とおせばいいだけの、簡かん単たんな話だ。

　…………それでも二年は長いんだけれども、そこは親しん戚せきの子を預あずかるくらいに考えればいいというか考えるしかないだろう。とにかく、追い出せない以上、そう腹はらを括くくるしかない。

　そんなふうに考えて、一いつ切さい合がつ財さいをそこに放り込み、結論だけを吐はき出だした。

「わかった」

　僕の短い返答に、未み蕾らいは緊きん張ちようで強こわ張ばらせた顔を変えることなく固まらせていた。しかしそれもすぐ、向けられた言葉の意味を理解するに至いたると、雪ゆき解どけのようにゆるゆると表情は緩ゆるみ始はじめた。そして最後には、パッと、驚おどろきと喜びが入り混じった笑顔を咲さかせた。

「は、はいっ！　あっ、ありがとうございます！」

　ここまで追い込んでおいてありがとうもないもんだ、と皮肉の一つも言いたいところだったけれども、未蕾にとっては綱つな渡わたりだったのではないかと思うと、それは吞のみ込こんでしまった。

　そう、これは未蕾にとっても一いちか八ばちかの賭かけじゃないか。いくら証しよう拠こを揃そろえ理り屈くつを整え選せん択たくを縛しばっても、僕が感情的に否ひ定ていしてしまえばすべては水すい泡ほうに帰きすことになる。

『ふざけるな、出て行け』、その一言で未蕾は本当にこの時代で野の垂たれ死じにする可能性だって十分にあったのだ。そういう意味では、未蕾はすでに十分に自分の人生を懸かけてしまっている。この上さらに皮肉を言うのはいささか大人おとな気げないし言ったところで何が変わるわけでもない。

　しかし、そこまでするからにはやっぱり未蕾の話はもっと切せつ迫ぱく感かんを持って受け止めた方がいいんだろうか。…………いやいや、それでもない、エロゲーに人類が滅ほろぼされるなんてない。

「お父様」

　なおしつこくこびりつく葛かつ藤とうにささやかな煩はん悶もんをしていると、未蕾に呼ばれた。

　体の位置を移動させ、間にローテーブルを挟はさむことなく僕に正対する未蕾は、最初に玄げん関かんで僕を出で迎むかえた時と同じように姿し勢せいを正して座っていた。そして、僕の意い識しきがそちらに向くと。

「あの、それでは、不束ふつつか者ものではございますが、よろしくお願いいたします」

「うん、まあ、よろしく」

　過か剰じようなまでの礼れい節せつに、むず痒がゆさをこらえながら、下げた未蕾の後頭部に応こたえた。

　僕らしい冴さえない応答でも未蕾は満足したようで、上げた顔は微び笑しようだった。初めて見たとも言えるその心情を透すかした不意打ちに、つい目を逸そらし視界の中心から外はずしてしまった。

「でもあれだ、よろしくって言っても、ウチで暮くらすことに関してだけだぞ。更こう生せい云うん々ぬんについては、急なことでもあるし、もう少しよく話を聞いてから後日に、ってことで…………な？」

　繰くり返かえすけれども、僕だって未蕾の話がまったくの噓うそだとは思っていない。ただ、この場で判断するには情報も足たりず確証も至らず、さらに失敗ないしは誤答だった場合の損そん害がいが著いちじるしく大きいため、慎しん重ちように事を運ぶべきだ、とそういう論理的な思考によるものである。

　それに、ここまで立て続けに降ふりかかってきた出来事を処しよ理りするのに僕ぼくの頭は手て一いつ杯ぱいで、この上さらに重要事のイエスノーを正常に判断するのは、少しばかりオーバーワークだった。

「…………わかりました。お父様にご協力頂くのはひとまず断念することにいたします」

　せっかくの微び笑しようをわずかに不服で曇くもらせながらも、幸さいわい未み蕾らいはそう受け入れてくれた。

　それに対して口で礼を言うのもおかしな気がしたので、軽く頭を下げて代だい弁べんした。

「それでは話もまとまりましたところで、お父様、着替えられてはいかがですか」

「ん…………、そうだな、そうさせてもらうか」

　帰宅からこっち、ずっと話をしていたので格かつ好こうは制服のままだ。

　未蕾に勧すすめられるに従い、着替えのために部屋に戻ることにする。リビングから廊ろう下かに出てドアを閉めたところで、鼻から盛せい大だいに空気を吐はき出だし肩かたの荷にをいくつか降おろした。

　こうして一人になると、リビングでの出来事が白はく昼ちゆう夢むであったかのような気がしてくる。もちろん、振り返ってドアに嵌はめられたガラスから覗のぞく向こうにはしっかりと未蕾がいるけれど。

　それにしても、また同じ疑ぎ問もんになるけれども、未蕾はいったいどうやって僕ぼくを更こう生せいさせるつもりだったんだろう。そんな疑問は、思考の片かた隅すみに乗せる必要すらもなかった。なぜなら。

　すぐに、その実例を目まの当あたりにすることになったからだった。

　たどり着いた自室の扉とびらの向こう。

　────────────────────────そこには惨さん劇げきが広がっていた。
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　その悉ことごとくが消失していた。

　ソフト本体であるディスクはもちろんのこと、外箱も段ボール地の内箱もそうではない内外一体型のパッケージも申し訳程てい度どの分量の説明書もアンケート用紙もファンクラブ入会用紙もディスクチェック解かい除じよ用ようの登とう録ろくＩＤとパスワードが記き載さいされた用紙も美少女ゲームアワード投とう票ひよう用紙も初回特とく典てんデジタル資料集もオリジナルサウンドトラックもＨなボイスドラマＣＤもデスクトップアクセサリ集も、ハードディスク内の総そう量りようにしてウンテラバイトを超こえるゲームデータも数千に及ぶセーブデータも、すべてがこの世から消失してしまっていた。

　彼女たちが存在したことを示すのは、もはや僕の思い出しかなかった。

「ゆい、ゆかり、あや、かな、りえ、あき、ようこ、めぐみ、のりこ、みのり、あみ、はるか、ゆか、りな、あい、あやこ、ちわ、まみこ、なな、かな、りょう、まあや、えみり、えみ、あおり、りょうこ、まい、みなこ、さとみ、かおり、しずか、あさみ、あやひ、ほうこ、あやな、たらこ、わさび、…………、他にも、みんな、ごめん、僕が、不ふ甲が斐いないばっかりにっ！」

　まるで僕の薄はく情じようを咎とがめるかのように枯かれ果はてた涙なみだが、恨うらめしい。

「まったく、いつまでそのように項うな垂だれているおつもりですかっ」

【まあまあ、現げん菜ざい様は大切なものを失ったばかりなんですから、しばらくそっとしておいてあげましょう。マスターの気持ちもわかりますけど、そうやいのやいの言っては可哀かわい想そうですよ】

「なにが可哀想なものですか、…………たかがアダルトゲームを捨てられたくらいで大おお袈げ裟さです。どうせ、購こう入にゆうし直そうと思えば、またいくらでも購入することは出来るではないですか」

【残念ながら、この時代はそう簡かん単たんにはいかないんですよ。データのダウンロード販売体制も整ってきたとはいえ、まだＣＤ─ＲＯＭやＤＶＤ─ＲＯＭ、ＭＬＤ─ＲＯＭなんかがメインの媒ばい体たいですからね。市場に在庫があれば買えますけど、この手のものはよっぽどのヒット作を除のぞいてあっという間に市場から、下へ手たすればメーカーごと消えちゃいますから。それに、初回版や限定版になるとオークションや中古店でも希き少しようでしょうし、現菜様は新品至上主義みたいですから、原状回復はほぼ絶望的と言っていいでしょうね。もっとも、マスターにとってはそっちの方が都つ合ごうがいいというか願ったり叶かなったりといったところでしょうけど】

「それはそうですが…………、正直、お父様がここまで落ち込まれるとは思いもしませんでした…………。ま、まさか、ずっとこのままということはありません…………よね？」

【さあさあ、どうでしょう。ペイパーカットにキャビネッセンスを奪うばわれたも同然ですからね】

　全身を包つつむ虚きよ脱だつ感かんは底なし沼のごとく僕ぼくを蝕むしばみ、立ち上がろうという気力や生きようという意志すらも吸い取っていく。未み蕾らいへの反発から一度は燃え上がった感情の火も、花火の儚はかないきらめきを見せただけで、とっくに絶望の深い闇やみの中へ飲み込まれてしまっていた。

「どうでしょうって、それでは困ります！　お父様っ、お父様っ！　うう、駄だ目めです、ピクリとも動きません…………。ど、どうします、どうすれば正しよう気きを取り戻して頂けますか。そ、そうです、先ほどのように衝しよう撃げきを与えれば、我われに帰って頂けるのでは」

【さっきとはまた状況が違いますから、それはあんまりオススメしませんよ】

「それではどうしろというのですか。このまま放っておけとでもいうのですか」

【別に直接生死に関わるわけじゃないですから、それが一番じゃないですか】

「ですが万が一、立ち直られなかったら…………」

【さすがにそこまではと思いますけど。まあまあ、マスターが心配ということなら、なんとか出来ないでもないですよ。どうします、どうにかしろと言われればどうにかしますよ？】

「どうにか出来るのですか、この状態のお父様を」

【あらあら、マスターはワタシの性能の本質を、真しん骨こつ頂ちようを忘れちゃいましたか？　ワタシが世界に普ふ及きゆうした要因が、アダルトゲームとしての優ゆう秀しゆうさだけにあったわけじゃないことを？】

「そう言われればそうでしたね。…………わかりました、それではお願いします」

【了解です。…………あ、そうでした、こちらに意い識しきを戻すことは出来ますけど、そこから先はワタシではどうにも出来ませんから、マスターの方でどうにかしてくださいね？】

「ど、どうにか？　どうにかって、どうすれば…………、あ、ま、待って、待ってくださいっ」

【シーッ。これからデリケートな作業に入りますから、ちょっと静かにしてくださいね】

「い、いえ、あの、でも──」

　色いろ褪あせた世界からは急速に現実感が失われていった。まるで幽ゆう体たい離り脱だつでもしているかのように、すべての物事が薄うすい膜まくを隔へだてた別世界の出来事として鈍どん化かして感じられた。時の流れさえも死し滅めつしたそこでは、僕ぼくは閉じた環わの中でただ無力感に膝ひざを抱かかえるしかなかった。

【現げん菜ざい様】

　僕が閉じこもったメビウスの輪わを解とくように、優やさしさと労いたわりに満みちた声が入り込んできた。その声に動かされて顔を上げると、そこには声と同種の感情を宿した女性が立っていた。

「…………ハルさん」

　絞しぼり出だしたその声に瑞みず々みずしさはなく、枯かれ葉はが擦こすれるような音が言葉に乗っただけだった。

　そんな、精せいも根こんも命すらも尽つき果はてた僕を抱きとめるように、ハルさんが静かに首を振る。

【いいですよ、何も言わなくても。泣きたいだけ泣いてください。悲しみたいだけ悲しんでください。傷きずついただけ傷ついてください。小さくてもよければ、ワタシの胸むねも貸しますから】

　ハルさんの温かい言葉に、絶望の底で固定されていたはずの感情が再び揺ゆさぶられる。死滅したはずの涙なみだが目の奥おくで滾こん々こんと湧わき出だしてくるのを感じる。そして、言葉もまた、こみ上げる。

「…………僕は、何も出来なかった。大切なものを、彼女たちを、守ることも、助けることも、救うことも、出来なかったっ。それどころか、別れを告つげることも、最期を看み取とることすらも、出来なかったっ！　いや、彼女たちがこんな目に遭あってることに、気づきもしなかったっ！　何も出来なかったより、もっと悪い、何もしなかったんですっ。僕はっ、最悪だっ…………」

【それは誰だれからも責せめられるものじゃありません。現菜様が言ってることは、現菜様の能力の範はん疇ちゆうを超こえたことですから、それを自分の無力だと感じるのは、後こう悔かいを通り越して傲ごう慢まんです。現菜様は、最さい善ぜんではなくても当然の選せん択たくをしていました。それはワタシが保ほ障しようします】

「…………ありがとう、ございます。でも、違うんです、そういうことじゃ、ないんです。最善とか当然とか関係なくて、ましてや誰に責められるとか誰が許してくれるとかいう問題でもなくて、ただ、自分が何もしなかったというその事実が、僕にとってはもう罪つみなんです」

【だから、このまま終わろうと言うんですか。そうすることが、犯おかした罪に対する贖つぐないであると思っているんですか。いえ、贖いきれない罪に対する罰ばつであると考えているんですか】

「…………そこまでは思いつきも考えつきも、しませんでした。僕はただ、もう何をする気も起きないだけです。自分に対する恨うらみも怒りも憎にくしみもある、でも、それは僕が動く動どう機きには、ならないんです。そのすべてを自分に叩たたきつけたところで、もうどうにもならないんです。直ることも戻ることも帰ることもない。なら、ここで終わろうと続けようと、同じことです」

　あるいは、自身への怨えん嗟さを抱えたまま終わるというのは、最もつとも相応ふさわしい罰なのかもしれない。

　そう考えたら、僕が沈しずみ込こもうとしている絶望が心ここ地ちのよいものに思えてきた。もちろんそんなはずはないのだけれど、少なくとも抵てい抗こうしようなどという気はどこかに行ってしまった。

　それでも、ハルさんは僕を見切ることも見捨てることもなく、呼びかけ続ける。

【そんなことをして、彼女たちが喜ぶと思いますか】

「…………やめてください、そんな手て垢あかのついた説教。彼女たちは、もうこの世界からは永遠に失われてしまったんです。喜びもしなければ悲しみもしない、出来ないんです」

【だからこそ訊きいているんです】

「…………どういう、意味、ですか」

　僕ぼくの力ない問いかけに、真まっ直すぐな瞳ひとみで、ハルさんは答える。

【大切なものとは、何をもってして大切なものと言うんでしょう。初めから大切なものなんてこの世にはありません。それを大切にし続けたからこそ、それは大切なものになるんじゃないですか。では、大切にするとはどういうことでしょう。それを愛めで守り助け想おもい労いたわり育はぐくむことが大切にするということですか。でも、それだと形あるものしか大切に出来ないことになりますよね。なら、それが無なくなってしまったら、もうそれは大切なものではない、ということになるんですか。壊こわれたら死んだら失われたら、もうそれは大切なものなんかではなく他の有う象ぞう無む象ぞうの十じつ把ぱ一ひと絡からげと同じもの、ということになるんですか。────彼女たちも、また】

「…………違うっ、彼女たちは、それでも変わらない、大切なもの、だっ」

【違うというのなら、なんで現げん菜ざい様はここでそうしているんですか。本当は現菜様もわかっているんでしょう。形が無くても大切に出来るものがあることを、大切に出来るということを】

「…………っ」

【それがなんであるか、わざわざ口にするような野や暮ぼはしません。その代わり、ここで最初の質問に帰らせてもらいます。ここでこのまま終わることは、彼女たちの喜ぶことですか。現菜様ならわかるはずです。何よりも誰だれよりも彼女たちを愛した現菜様になら、どうすることが彼女たちを大切にすることかわかるはずです。それでもなお、このままでいいと言うんですか】

　…………そうだ。形が失われても遺のこされるものはある。

　それはきっと、僕の中の彼女たち、自分の中の大切なものだ。何かを大切にする中で、自分の内に写うつし取とられ積つみ上あげられ組み立てられていく、形の無いもう一つの大切なものだ。

　僕が彼女たちを大切なものだと胸むねを張って言うためには、その僕の中の彼女たちも大切にし続けなければならない。そして、それを大切にするということは、ここで終わることじゃない。

【彼女たちはどんな苦く難なんが立たち塞ふさがっても幸せになることを諦あきらめなかったはずです。彼女たちはどんな辛しん苦くを前にしても希望を捨てなかったはずです。彼女たちはどんな絶望に襲おそわれても未来に向かって歩き続けたはずです。それこそが、現菜様が愛した彼女たちの輝かがやきです】

　ハルさんの言葉が起き爆ばく剤ざいになったのか、涙なみだの海で錆さびようとしていた想おもい出でが氾はん濫らんを起こし、脳のう裏りに溢あふれ出でる。そこを流れていく情景は、すべて彼女たちの笑顔で満みたされていた。

　そうだ、彼女たちは皆、いつだってハッピーエンドを求め欲し望み祈いのっていた。

　そして、いかなる障しよう害がいも乗り越え最後にはその幸福な終わりを叶かなえていった。

　それなら、そんな彼女たちを大切にしようというのなら、僕はここでは終われない。

　ここで終わることなんて、出来ない。

「…………僕ぼくは、馬ば鹿かだっ」

　そのことを傍はたから諭さとされるまで気がつけないなんて！

　後こう悔かいと羞しゆう恥ち、そしてそれらを塗ぬり潰つぶす自分への怒りが怒ど涛とうとなって吹き出す。それは心中だけには収まりきらず、無む意い識しきのうちに振り上げた頭を、壁かべの角かどに向かって振り下ろした。

「おっ、お父様っ、な、何をっ!?」

　頭ず蓋がい骨こつを通る鈍にぶい音と脳のうにまで響ひびく鋭するどい痛いたみ、ついでに驚おどろき戸と惑まどう未み蕾らいの声。

　それらが、靄もやがかかっていた僕の意識をきれいに拭ぬぐい覚かく醒せいさせてくれた。

「どうも、ご心配をおかけしました」

　焦しよう点てんを取り戻した視界に映うつるハルさんは、優やさしげに微笑ほほえんだままだった。

【いえいえ、ワタシは出来ることをやっただけです】

「それでも、ありがとうございます」

　きっとハルさんがいてくれなかったら、僕は道を踏ふみ外はずしていた、自身の手で自分の大切にしていたものを踏みにじるという愚ぐ挙きよに及ぶところだったのだから、感かん謝しやしてもしきれない。

　けれども、ハルさんのさっぱりした顔はそれ以上の礼は不要と物語っていたから、伝えられずに余ってしまった感謝の念は、そっと心の奥おく底そこにしまっておくことにした。

「お父様、血がっ…………」
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　四よつん這ばいから立ち上がろうとしたところを、近寄ってきた未み蕾らいに額ひたいを押おさえられた。

　リビングから持ってきたのかティッシュで傷きず口ぐちを拭ぬぐい、そのまま前まえ髪がみを上げ確認する。

「傷は、肌はだ表面を擦かすっただけのようですね…………」

　それでも念のためか、すぐには離はなれずに視線を額周辺に左右させていると。

「その、……………………すみませんでした」

　…………うん？　謝あやまってるのか？　でも何に謝ってるんだ？

　突とつ然ぜんの謝しや罪ざいに僕ぼくがきょとんとしていると、未蕾がこちらを一いつ瞬しゆん盗ぬすみ見みた。

「…………お父様の所有物を本人の断りもなく処しよ分ぶんしたことです。いくらモノがあのようなものであるとはいえ、お父様の所有物を勝手に処分することは、いささか度を越した行為でした」

　甚はなはだ不本意ですが、と但ただし書がきがついてそうな口調で言う。

「ですが、勘かん違ちがいしないでください、お父様のご趣しゆ味みを容認したわけではありません」

　未蕾の本意としてはそっちなんだろう。けれども、僕の落ち込みを察して（あれは察さなくてもわかっただろうけれど）、わざわざ向こうから歩あゆみ寄よって一応の謝罪までしてくれたのだ。

　なんとも、いい娘むすめに育ってくれたじゃないか。

「…………しかし、どちらに非ひがあるかと言えば、やはり私にあると言うべきです。ですから、重ねて謝罪しますし、もし償つぐないを求められるのならば、おとなしくそれに従います」

　娘にまで気を遣つかわせて意に染まぬ配はい慮りよまでさせておいて、仮かりにも親である僕がいつまでもヘソを曲げているというのも、さすがにみっともなさ過ぎるというものだろう。

「いや、その謝罪だけで十分だよ」

「あの、ですが、大切なものではなかったのですか」

「そうだな。大切なものだったし今でも大切なものだよ。だからこそ、もういいよって言ってるんだ。そのことで未蕾を責せめても、きっと彼女たちは喜ばないだろうからな…………」

「なっ、なんなのですか、この変わりようはっ。先ほどまで取とり乱みだしていた人間と同一人物とは思えませんっ。…………ま、まあ、あのままよりは、よほどいい、いえ、だいぶいいですが」

「変化なんかじゃないよ、これは。言うなれば、そう、成長…………だな」

【過去の悲ひ劇げきを乗り越えて成長する…………、これぞ王道ですね】

「た、確かに雰ふん囲い気きが変わられた気がしますが、しかし、このような形で…………？」

「大切なものを一つ失ったんだ。せめて成長の一つでもしなきゃ、僕は彼女たちに顔向け出来ないよ。今はまだ未蕾にはわからないかもしれないけれど、いつかそれがわかる時が来るだろう。いや、そんな経験もせずに成長するのが一番なんだろうけれどな…………」

「…………本来なら傾けい聴ちように値あたいすることなのでしょうが、素直に頷うなずきかねるものがあります」

「大事なのは、何から学んだかじゃない、何を学んだかだよ」

　いったい何が不満なのか、未蕾は頭を抱かかえて悩みだした。

「まあ、実じつ際さい問題として、これから一いつ緒しよに短くない時間を過ごそうってんだから、こんな初しよっ端ばなの険けん悪あくをいつまでも引きずってるのは、精神的に僕ぼくにも未み蕾らいにもよくはないだろ」

「それはわかりますしお父様の心こころ遣づかいも理解出来ますし感かん謝しやもしますが、これでは、なんというか、私の心が気持ち悪いのです。お父様一人に痛いたみを強しいたようで、すっきりしません」

「いいって言ってんのに…………、わかった、そこまで言うんなら一つ言いつけようか」

「は、はい、わかりました。お父様がおっしゃられるのであれば、どのようなことでも。…………ど、どのようなことでもと言っても、公こう序じよ良りよう俗ぞくや倫りん理り道どう徳とくに反することはだ、駄だ目めですよ」

「そんなこと頼むか。僕が頼みたいのは、夕ゆう飯はんのことだ。今日の夕飯を作ってくれ」

　僕の提示した償つぐないの内容に、呆あつ気けにとられ、次ついで拍ひよう子し抜ぬけした顔をする未蕾。

「そのようなことでよろしいのですか？　いえ、そもそも命令などされずとも、家事の一切は元より私が預あずかるつもりでしたので、それではあまり言いつける意味もありませんが」

「じゃあ追加で、今日のおいしい夕飯を作ってくれ」

　まあ、これぐらいが適当な罰ばつならぬ罰ゲームといったところだろう。

「わかりました、それでは腕うでによりをかけておいしいものを作らせて頂きます」

　そう勢いきおいよく宣せん言げんすると、参さん謀ぼう役やくにハルさんを携たずさえてさっさとリビングへと戻ってしまった。

　…………そういえば、ウチの冷れい蔵ぞう庫こには卵と調味料しかないことを言い忘れていた。

　やれやれ、とため息をつきながら、予想される抗こう議ぎに答えるために自分もまたリビングへと戻るべく腰こしを上げる。そして歩き出すその前に、今一度、開あけ放はなった部屋に視線を向ける。

　がらんとした室内の風景に、沸わき上あがりこみ上げる感情を押おし殺ころし、口を歪ゆがめて押おし潰つぶされた下へ手たくそな笑えみを作った。そして、それを保ったまま、誰だれにでもなく一人、問う。

「これで、いいんだよな」

　答えは当然なく、代わりに風もないのにカーテンがふわりと揺ゆれた。

　それに背せ中なかを押された気がして、心の中で静かに想おもいを呟つぶやいた。

　そして部屋の扉とびらを閉め、僕を待つミライへと、その一歩を踏ふみ出だした。













　　　第二話　彼の祈りはすべて無視







「おはようございます」

　夢ゆめと現うつつが混在し意い識しきと無意識が混こん濁だくする静せい寂じやくの凪なぎ、そこに音が落ちる。

　音は世界の表ひよう層そうに波は紋もんを作り、そのささやかな振しん動どうは反射という形で曖あい昧まい模も糊ことしていた彼ひ我がの境きよう界かいを浮うき彫ぼりにしていく。それに伴ともない、バラバラのジグソーパズルを手て探さぐりで埋うめていくように自じ己この輪りん郭かくを感覚が鎧よろい、その刺し激げきへの反応として、『僕ぼく』が緩ゆるやかに浮上していく。

「そろそろお目め覚ざめになってください。外はいい天気ですよ」

　音に続き光が、安あん寧ねいの一いち隅ぐうを担になう暗くら闇やみから僕を追い出そうと視界を灼やく。その容よう赦しやのない純白の火ひ炙あぶりから逃げるために、懐ふところに蟠わだかまる温かな暗がりに向かってもぞもぞと移動する。

「起きてくださいと言っているのに、なぜ布ふ団とんに潜もぐられるのですか」

　いかなる音も、僕を匿かくまう厚みの前には減げん耗もうを禁じえない。穏おだやかになった聴ちよう覚かくは、取り戻した視覚の安らぎとより強固になった触覚の和なごみと手を取り、再び原初のまどろみへと僕を導みちびく。

　しかし、それは始まりの零れい地ち点てんへとたどり着く前に、破られた。

「…………失礼しますっ」

　今度は、僕がたゆたう世界もろとも奪うばい去さられた。上半身の皮を剝はがれたような刺激的な冷たさが襲おそい、一秒前の落差から寝ね耳みみに直接冷ひや水みずを流し込まれたような乱らん暴ぼうさが打ちのめす。

　無理矢理に半はん覚かく醒せいを強しいられると、そうでなかった時よりも自分が身を置いていた場所が貴き重ちようなものだということが骨身に染しみて理解出来、意志を持った動きで別べつ離りを拒きよ否ひしてしまう。

　自分を囲かこう質量を求めて指先が宙をかき、無む駄だとわかった腕うではそのまま瞼まぶたの上で蓋ふたとなった。

「これでも起きられないとは、見上げたものというべきですね、まったく。…………そ、それにしても、こうしてじっくりと見ると、やはりお若いですがお父様です。お顔立ちもほとんど変わらず、無防備な寝顔なんてそのまま…………、い、いけません、私は起こしに来たのです」

　グラグラと世界が、天が啼なき地が吼ほえるがごとく震ふるえる。

　その執しつ拗ような振動の前に、ついに頑がん強きような睡すい魔まの砦とりでも落城の瀬せ戸と際ぎわに追い込まれていた。

「起きてください、…………お、お寝ね坊ぼうさんな王子様はキスで起こしますよ、なんて──」

「う、…………ん？　…………なに？　…………あさ？　…………なう？」

「ぎみゃああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　絹きぬを引ひき裂さくというか耳を劈つんざくような悲ひ鳴めいが、眠ねむ気けで茹ゆだった脳のう味み噌そにねじ込まれた。

　極ごく太ぶとの音の棍こん棒ぼうに唐から竹たけされて、今度こそようやくに意識のチューンが此し岸がんにジャストする。

「────なっ、なんだあっ!?」

　飛び起きた鼻先には、見知らぬ少女の顔が引きつった笑えみと真っ赤な色で彩いろどられている。

　寝ね覚ざめに直面したわけのわからぬ光景に一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし、そのわずかで浚さらった記き憶おくが一致した。

　そこまでを最さい優ゆう先せんで思い出したところで現状把は握あくにと周囲へ首を巡めぐらせば、眩まばゆく差し込む朝日に照らし出されているのは見み慣なれた（正確に言えば大きく違うけれども）僕ぼくの部屋だ。

　どうやら推すい察さつするに、未み蕾らいは僕を起こしに来た…………んだろう、たぶん。でも。

「なっ、なぜ起きられるのですかっ」

「…………いや、起こしに来たんじゃないのか？」

「そっ、そうですっ、起こしに来たのですっ、ですがなぜ今起きられるのですかっ」

「…………ご不満なら僕は寝るけれど。まだ眠ねむいし。大体今何時だよ。うわ八時半？」

　ここ一年ほど休日の寝ぼけ眼まなこではお目にかかったことのない針の位置だ。

「…………ヤバい。寝よう。おやすみなさい」

「駄だ目めです、あんな恥はずかしい思いをしてまで起こしたのですから起きてくださいっ」

「…………恥ずかしい思い？」

「なんでもありませんっ、とにかく起きる！」

「…………えー。早起きしたところで三さん文もん、三文なんて実じつ際さい、はした金だぞ？」

「早起きは三文の徳の徳は損そん得とくの得ではなく道どう徳とくの徳です。それに、そういう問題でもありません。健けん全ぜんなる精神は健全なる肉体から、健全なる肉体は健全なる生活からです。早起きは健全な生活のための第一歩です。そもそも、もはやこの時間では早起きとは言えません」

「…………って言っても、本当に僕は眠いんだよ。何も、自じ堕だ落らくで寝たいとか言ってるんじゃないんだぜ。ほら、これからのことを色々と考えてたら、なかなか寝付けなくってさ」

「そうでしたか…………、ですが、それとこれとはまた話は別です。規き則そく正しい生活というのは、そのようなことに左右されないからこそ規則正しいのです。さあ、起きてください」

　実力行使のつもりか、引ひき剝はがそうと布ふ団とんに手をかける。…………それはちょっと不ま味ずい。

「そ、そういや、未蕾こそ昨日は眠れたのか？」

「へ？　わ、私ですか？　…………も、もちろんです、ぐっすりと眠ることが出来ました」

「そうか？　そのわりに、なんか顔色が冴さえないようにも見えるんだけれど？」

　近づいて見上げれば、どことなく肌はだが荒あれてるし目の下にはクマが薄うっすらと見える。

　まあ、クマと寝不足に直接的な因いん果が関係はないんだけれど、それでも元気潑はつ剌らつと言うにはちょっと遠い。それも当然か。いくら覚かく悟ごを決めたとしても、枕まくらを高くして眠れるわけがない。

　緊きん急きゆう回かい避ひのために差さし挟はさんだ話題だったけれども、意外と的まとを射いていたのかもしれない。

「大だい丈じよう夫ぶです、ご心配には及びません」

「疲つかれってのは案外と自分じゃわからないもんだぞ。ましてや未蕾は時間遡そ行こうなんていう得え体たいの知れないことをやらかしてるんだし。ここは大事をとって休んだ方がいいんじゃないか？」

「心配してくださるのは嬉うれしいですが、下心が透すけています。私の休息にかこつけてご自分は休日を怠たい惰だに過ごそうという魂こん胆たんですね。そうは行きません、無理にでも起きて頂きます」

「いや、丸っきりそういうわけでもないんだけれど…………、って、ちょっと待って、起きる、本当に起きるから、布ふ団とん引っ張るなって、ほ、ほら、朝の男の子って色々とデリケートだし！」

「口先で煙けむに撒まこうとしてもそうはいきません。とにかく、是ぜが非ひでも起きてもらいます！」

　一身上の都合で必死に抵てい抗こうする僕ぼくの声に、もはや未み蕾らいは耳を貸さず布団を引っ張る。こっちも力の限りに引っ張り返したけれど、地面に足をつけている未蕾とベッドに腰こし掛かけたままの僕ではかけられる力に大きく差が出る。結果、僕の防寒の砦とりでは哀あわれ剝はぎ取とられてしまった。

「あ…………っ」

　その間かん隙げきにすかさず春の朝の寒気が滑すべり込こんでくる。

　急きゆう激げきな温度変化に晒さらされた体がぶるりと震ふるえた。

　いや、震えたのは寒さのためだけではなかったのかもしれない。いやいや、極きよく論ろんすれば、震えたことに寒さなどまったく関係なかっただろう。僕を一いつ瞬しゆんにして鳥とり肌はだ立たせたのはそんな外的な要因などではなく、内部的な、眼がん前ぜんに予期される破は滅めつの未来への恐きよう怖ふからだった。

　バタンと軽い音を立てて、引き剝がす布団の勢いきおいに巻かれたそれがベッドから床に放り出された。それこそが正しく、予期される未来と今ここにある現在を繫つなぐ悪あく夢むの種子だった。

「これは…………？」

　それを目め敏ざとく見つけた未蕾が腰をかがめてゆっくりと拾い上げる。

　この時点で、早くも僕は己おのれの失しつ態たいを認めざるをえなかった。

　僕はこの事態を予期していた。ならば、今の一瞬に未蕾に先んじてそれを回収することが出来たはずだ。その一いち縷るのチャンスを、僕は恐怖に縛しばられて見み逃のがしてしまったのだ。恐怖が生物の根源に根ざすものとはいえ、それに支配されて勝しよう機きすら見逃すのは愚おろかとしか言えなかった。

　しかし、後こう悔かいは先に立たずである。

　時間制限付きの選せん択たく肢しを誤あやまった僕は、予期したとおりの未来へと突つき進すすんでいた。

「お父様…………？」

　拾い上げたそれをためつすがめつ検あらためる未蕾の声は、まるで絶ぜつ対たい零れい度どが音となったかのような恐ろしい響ひびきを有していた。恐怖は想像などよりもはるかに禍まが々まがしい冷たさを伴ともなっていた。

「これはいったい何ですか…………？」

　表面上は疑ぎ問もんの体ていを成なしながらも、その奥おく底そこでは断だん頭とう台だいの刃やいばがごとき鋭するどさが仄ほの見みえる。

　その迫力に、いつも朝っぱらから元気なはずの僕の分身もすっかりしおしおのぱーである。

　いや、待て、気をしっかり持て僕。僕は何も、法律的にも倫りん理り的てきにも道徳的にも、悪いことをしていないはずではないか。それなら、僕は未蕾に対して胸むねを張って堂どう々どうと答えるべきだ。恐れる必要などどこにある、いや例たとえ恐ろしくとも立ち向かうべきなのではないか。

　そうだ、僕はそのためにここにいるのだ！

「これが何かだって…………、愚ぐ問もんだな。いいか、これは！」

　この、あられもない姿の可愛かわいらしい美少女たちが多数配されポップな字体で『Ｌｉｎｋ　Ａ　Ｌｉ（ｎ）ｎｅ～リンネで繫つながるキミと僕ぼく～』と打たれたＡ４サイズのカラフルな箱は！

「アダルトゲームだ！」

「だ！　ではございません！」

　スロースターターな僕が朝のなけなしの活力を以もつて言葉に乗せた覇は気きは、それを圧あつ倒とう的てきに上回る未み蕾らいの覇気にかき消されてしまった。っていうか、怒ど気きも増し増しで乗っていた。

　その強きよう烈れつさに危あやうく気を失いかけたけれど、なんとか意い識しきを保ち未蕾に対する。

「何だよ、そっちがこれは何だっていうから答えたんじゃないか」

「私が訊きいているのはそういうことではございません、なぜこのようなものがここにあるのかと訊いているのです。この類たぐいのものは、昨日すべて悉ことごとく私が処しよ分ぶんしたはずです。それがなぜ」

「それは…………、ほら、実は一個だけ見落としているものがあったんだよ」

「そんなはずはありません。この家にはハルを使ってくまなく走そう査さをかけましたから、見落としなどありえません。つまり、今現在この家にこのようなものがあるはずがないのです」

「くそっ、ハルさんの仕事じゃケチのつけようがないじゃないか！」

「どうやら納得して頂けたようですね。では改めて、これはどうされたのです？」

「いや、それは、その、季き節せつ外はずれのサンタクロースさんがね？」

「このようなものをプレゼントするサンタクロースがどこにいますか！　だいたい、お父様はおいくつだと思っているのです！　ましてや、ご自分がプレゼントをもらえるような善ぜん良りような人間だとでも！　お父様など、サンタクロースが来たとしても黒い方のサンタクロースです！　ふざけるのも大たい概がいにして、さっさと白状してください。でないと…………」

　未蕾が握にぎった箱にギリギリと圧力をかけていく。

　美少女たちの表情が苦く痛つうに歪ゆがむ様さまを見るのは、さすがに耐たえられなかった。

「わ、わかった、わかったよ、言うよ、言いますよ、だからやめてあげて！」

「そうですか。では、どうぞ」

「これは、ですね。…………買ってきました」

「購こう入にゆうしてきた？　いつだと言うのです。そのような時間はなかったはずですが」

「えっと、…………昨日の夜に」

「どういうことです？　昨さく晩ばんは家を出た気け配はいなどありませんでしたが」

「窓まど、…………から抜け出しまして深夜販売に並んで」

　エロゲーはコンシューマーと違って基本金曜日発売なんだけれど、このソフトは大作ということで（タイトル的にはとてもそうは思えないかもしれないけれど）日曜日販売だったのだ。

　もちろん僕も以前から予約をして楽しみにしていたのだけれど、僕ともあろう者が昨晩のドタバタでうっかり忘れてしまっていた。しかし、これも日ひ頃ごろの行いかあるいは僕を哀あわれに思った神様の思おぼし召めしか、日付が変わる少し前にこのことを偶ぐう然ぜんにも思い出したのだ。

　そうなればやることは決まっている。

　未み蕾らいに気づかれないようにこっそりと窓まどから抜け出し、購こう入にゆうして来たのだ。

　気分はさながら某ぼう国こくの情じよう報ほう部ぶ諜ちよう報ほう員いんか特とく殊しゆ工こう作さく員いん。けれどもその甲か斐いあって無事に目的の品を手に帰宅した時の達成感は普ふ通つうの購入では得えがたいものがあった。そして万全のコンディションでプレイするべく、ひとまずは寝ねようとソフトを抱いたまま布ふ団とんへと入ったわけだ。

「どうしてそう無む駄だな行動力はお持ちなのですか…………」

　呆あきれるようにため息をつかれた。

　こうなるだろうからあまり言いたくはなかったのだ。おまけに、きっとこれでこの手はもう使えなくなる。また一歩、僕ぼくの平へい穏おんへの回帰が遠のいてしまった。…………畜ちく生しよう。

「い、いや、考えごとしてたって言うのは本当だよ。…………十二時前に終わっただけで。もういいだろ、これで全部話したよ。だからそれを返してくれ。さ、はい」

　多大な犠ぎ牲せいと引ひき換かえに手に入れた箱を取り返そうと伸のばした手は、寸前で遠ざけられた。

「駄だ目めです」

「な、なんでさ！　僕のだろ、それは！」

「お父様は私が昨日述のべたことを覚おぼえておられないのですか。言ったはずです、私の目的はお父様に更こう生せいして頂くことであると。ですから、これはお返し出来ません」

「ちょっと待って、そのことについてはまた後日って言ったはずだろ！　それに、昨日は謝あやまってたじゃないか、すみませんでしたって！　あの謝しや罪ざいは噓うそだったって言うのかよ！」

「あれはお父様の所有物を勝手に処しよ分ぶんしたことに関してです。また更生については確かに保留とされましたが、謝罪の後にお父様の趣しゆ味みを容認したわけではないと言いました時に、お父様は特に異い議ぎを唱となえられませんでした。であれば、少なくともこのようなものが私の手に渡った際さいの処しよ遇ぐうに関しては両者において認にん識しきを共有するものであり、お父様にもご理解頂けているものと看み做なせるはずです。その上でお父様は愚ぐ挙きよに及び今回のような結果となったのですから、今現在私の手にあるこれがどうなろうとお父様には文句をいう権利はございません」

「そんな！　それを取り上げられたら、それじゃあ僕はこの気分をどうやって晴らせばいいって言うんだよ！　ただでさえ、ハルさんのせいでいつにも増して悶もん々もんとしてるってのに！」

「そ、そんなこと知りません。とにかく、私の目の黒いうちは所持も使用も許しません」

「それはいくらなんでも横おう暴ぼうだ！」

「なるほど、私が横暴ですか、そうですか…………。私は返すことは出来ないと言っただけであって、最終的にこれをどう処分するかまではまだ決めてはいなかったのですが…………」

「え、そうなの？」

「はい。昨日のようなこともありましたし、さすがに一いち律りつ廃はい棄きでは厳きびしすぎるかとも考えまして一いち時じ預あずかり程てい度どに収めようかとも思いましたが、お父様がそうおっしゃられるのであれば、ご要望どおりに横暴をもってこれを取とり扱あつかうべきなのですかね。どう思われますか？」

「わ、待った、早まるな、落ち着け、僕ぼくが悪かった、言い過ぎた、謝あやまります、ごめんなさい」

　たとえ返へん却きやくが二年後になる一いち時じ預あずかりにしろ、廃はい棄きされるよりは百倍もマシだ。それにこの世から消されてしまったらもうどうしようもないけれど、囚とらわれの身であるなら後でいくらでも助けられる芽があるというものだ。なのでここはおとなしく下した手てに出るのが最さい善ぜんである。

「だからそれを捨てないでくれ！　代わりにほら、僕が何でも言うこと聞くから！　お願い！」

　速すみやかに土ど下げ座ざをした。

「…………なるほど、何でも言うことを聞く、ですか」

　僕の懇こん願がんに、考え込むように視線を伏ふせる未み蕾らい。

　…………やっぱり何でもは言い過ぎだったか？　エロゲーを嫌けん悪おしている未蕾のことだ、僕の言げん質ちをとったのをいいことに、かぐや姫もかくやの無む理り難なん題だいを吹っかけて僕に音ねをあげさせ、合法的にエロゲーを始末するつもりなのかもしれない。

　いや、そんなことはさせない。もうあんな、昨日のような光景を見るのはたくさんだ。向こうが例たとえどんなに不可能な要求をしてこようとも、僕は必ず守り抜いてみせる。

　決意も新あらたに腹はらを括くくるのと未蕾が視線を上げるのは同時だった。

「決まりました、お願い事」

「そうか。それで？　僕に何をさせようって言うんだ」

　未蕾は、どこか顔色を窺うかがうような目つきで僕の質問に答えた。

「一緒に買い物に行って欲しいです」

「買い物？」

「はい。一時的な事とはいえ、こちらに長期に渡り滞たい在ざいすることになりますから、衣服や日用品など、揃そろえておいた方がいい物が多々あります。そういった物を今のうちに買い揃えておきたいと思うのですが、お父様にはそれに付き合って頂きたいのです。いかがですか？」

「あー、そっか、そういうものね。そこまでは気が回らなかったな」

「もちろん居候いそうろうの身ですから贅ぜい沢たくは言いません。必要最低限のものだけで結けつ構こうです」

「わかった。そういうことならお安い御ご用ようだ。あとで駅前の大型スーパーにでも行って──」

　いや、待てよ、これは上う手まく立ち回れば…………。

　一いつ瞬しゆんにして僕の悪あく魔まの頭ず脳のうが働き、即そく座ざに綿めん密みつなシナリオを編あみ上あげた。

「──と思ったけれど、せっかくの休みなんだし、近所じゃなくてもう少し足を伸のばして大きいところに行ってみようか。未蕾だってどうせ買うなら自分の趣しゆ味みに合ったものがいいだろ？」

「え？　あ、それはそうですが…………、節せつ約やくしなければなりませんし」

「だったら今日の費用は僕のポケットマネーから出すよ。それなら遠えん慮りよなく選べるだろ」

「…………どういう風の吹き回しですか？」

「心外だな。自分の娘むすめに優やさしくするのはそんなにおかしなことなのか？」

「い、いえ、そういうわけではありませんが、そのいきなりなので…………」

「まあ白状しちゃえば、ご機き嫌げんとりの賄わい賂ろってところかな。だから気にしなくていいよ」

「そうですか。わかりました、そういうことでしたら、お言葉に甘あまえさせて頂きます」




　というわけで僕ぼくたちがやってきたのは、竜りゆう厨ずだ。

　首長が居きよを構かまえる庁ちよう舎しやを筆ひつ頭とうに官かん庁ちよう街がいである緑りよく戌じゆつ、サラリーマンが昼夜を問わず鎬しのぎを削けずる戦場の企き業ぎよう街である大たい羊よう、それらに次つぐ第三の都市、老舗しにせに新しん興こうにメジャーにマイナーにと大小様々な店てん舗ぽが軒のきを連つらねる周辺経済のターミナルとなっているのが、この竜厨である。

　単純な街まちとしての規き模ぼは前述の二都市を上回っており、今もなお開発途中の地区もある。

　商業的な観かん点てんから見れば近きん隣りんの地域の中でも頭一つ図ず抜ぬけており、わざわざ他地域から越えつ境きようしてまで買い物に来る人も少なくない、一大商業都市。ここに無ないのは銃じゆうと女と薬クスリだけ、という格言があるのではないかと思うほどに、多種多様にして数あま多た雑ざつ多たな物が取とり扱あつかわれている。

　なにせ、アダルト方面に関しても万ばん事じ抜かりないというのだから。

　そんな竜厨の玄げん関かん口ぐちである駅に、僕と未み蕾らいは降り立ったのだった。

「凄すごい人ごみですね。うかうかしているとさらわれてしまいそうです」

「今日は日曜日だからな、遠くからも来てるんだろ。おのぼりさんじゃないんだから、あんまりキョロキョロしてると迷まい子ごになるぞ。はぐれないように僕の後をついて来てくれよ」

　やっぱり昔の街並みというものは珍めずらしいのか、未蕾はやたらと周囲に目や気をとられている。それに注意を促うながしつつ、目的地を心持ち早足で目め指ざす。四方から流れ込んでくる人でごった返す構こう内ないを直線的に横断して、駅に直結したファッションビルの中へと逃げ込むように入った。

　途と端たん、視覚には鮮あざやかな色彩が咲さき嗅きゆう覚かくには華はなやかな芳ほう香こうが舞まう、オシャレに満みち満みちた空間に包まれた。僕にとっては完全にアウェイであり、一歩を踏ふみ出だすにも気き後おくれしそうである。

　おまけに、連れである未蕾は前にも言ったとおり僕に似ず見た目がいいので、すれ違う人の十人に七人くらいは目を止めるのだ。それがまた、僕にとって居い心ごこ地ちが悪いことこの上ない。

　さらに加えて雑ざつ踏とうに当あてられた僕は、早くも少し帰りたくなっていた。しかし、計画のためにはここで尻尾しつぽを巻まいて逃げるわけにはいかない。心の中でこっそりと気合を入れ直した。

「た、大変な混こん雑ざつでした。おかげでせっかくセットした髪かみが崩くずれてしまいました…………」

「まあ、あそこが人が一番交まじわるところだからな。こうやって建物の中に入れば少しは楽だろ」

　そうは言ったけれど、外と大して違いはないように思えた。人の数こそ減ったものの、狭せばまった道みち幅はばでほぼ相そう殺さいだ。今こうして一息つけているのは、端はしに設置されたナンバーロック式のロッカーを盾たてに流れから外はずれたからであって、中心部の密度にあまり変化は見られない。

「よし、それじゃあ行こうか────って、言った傍そばからもういないし…………」

　早くも人波に紛まぎれてしまった未蕾の頭をなんとか探し出し、その手を摑つかむ。

「ひうっ────、お、お父様でしたか」

　ビクリと肩かたを震ふるわせた未蕾が振り向く。その口からでた『お父様』という単語を、通りすがりの何人かが聞きき咎とがめ不ふ思し議ぎそうな顔をしていく。僕ぼくも、それは外では止やめて名前で呼ぶのがいいんじゃないかと言ったのだけれど、未み蕾らいがそんな失礼は出来ないと譲ゆずらなかったのだ。

　まあ、それはともかく。

「でしたか、じゃないっての。ちゃんとついてこないと本格的に迷まい子ごになるぞ。僕もこんなところ来るのは初めてだから、そうなったら放送で呼び出してもらうことになるからな」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです」

「全然大丈夫じゃなかっただろ。あんまり危なそうなら、手つないだまま行くぞ」

「え、あ────、はうっ」

「ここで鼻血って、未蕾まで当てられたか？　えっと、どこかにベンチは？」

「し、心配いりません、すぐに止まりますので、このまま行ってください。どこに向かわれているのかは知りませんが、落ち着くにしても目的地に着いてからの方が良いとも思いますし」

「そうか？　そっちがそう言うんならそうさせてもらうけれど」

「は、はい、お願いします。…………で、ですが、やはり不ふ慣なれな土地でその上この混こん雑ざつではまたお父様が私を見失われてしまうかもしれませんので、手はこのままがいいと思われます」

「さりげなく僕に責任を負おわせているのは気になるけれども、じゃあ手はつないだままで」

　この歳としの男女が手をつなぐとか、また余計に周囲の注目を集めそうだけれども仕方がない。まあ、知り合いに見られるわけでもないんだし、旅の恥はじは搔かき捨すてということにしておこう。

　しかし、誰だれかと手をつないで歩くなんていつ以来だろうか、なんて昔に浸ひたっているうちに。

「よし、着いた。ここなら未蕾が気に入るものがあると思う」

「あると思う────って、なぜお父様が私の趣しゆ味みやこの店の傾向を把は握あくされているのです！」

「え？　…………あ」

　僕がバスガイドさんよろしく堂どう々どうと紹しよう介かいしたのは、様々な色の布地が所ところ狭せましと舞まい踊おどる男だん子し禁きん制せいの花はな園ぞの、ランジェリーショップだった。…………しまった、これでは僕は変へん態たいではないか。

「い、いや、これはだな、そういうことじゃなくて」

　慌あわてて弁べん明めいする僕に、苦笑交まじりに未蕾は頷うなずき。

「大おお方かた、事前にハルにデータを集めさせて、とりあえずその店名と場所だけ覚おぼえられた、といったところですね。そうでなければ初めて来た場所を案内出来るはずがありませんから」

「ご名答だよ」

　今回の計画を遂すい行こうするにあたり、立ち寄る店てん舗ぽやその順路を出来るだけ絞しぼり込こんでおきたかったので、未蕾が朝食を用意している間にその目を盗ぬすんでハルさんに助力を頼んだのだ。

　さすが未蕾のコンシェルジュを務つとめているだけのことはあって、ハルさんは即そく座ざに未蕾の趣味や嗜し好こうを加味したオススメの店のリストとスケジュールまで弾はじき出だしてくれた。その虎とらの巻まきをありがたくスマートフォンに落とし込み、僕はこの場に臨のぞんでいるというわけだった。

　ちなみに、ハルさんは残念ながらウチで留る守す番ばんである。あまり人目につくようなところに出て行くと面倒なことになる恐れもあるし、かといって一日中、目と口を塞ふさがれ手足縛しばられ閉じ込められと窮きゆう屈くつな思いをするのも気が進まない、というのが辞じ退たいの理由だった。

　そういうことならと、ハルさんの意を酌くみ僕ぼくは涙なみだを飲んだわけである。

「やれやれ、即そつ興きようで考えたとはいえ、まさかこんなにあっさりと種が割れるとは思わなかったぜ。残念だな、もうちょっとエスコートして見み栄え張りたかったのに、格かつ好こうつかないなこれじゃ」

「いえ、わざわざのお気き遣づかい、ありがとうございます。自分で贅ぜい沢たくはいいと言った手前、まさかこのような専門的なところに連れてきて頂けるとは思いませんでした。嬉うれしい、です」

「そう、喜んでくれたならなによりだ」

　ふう、ひとまず作戦は成功と言ったところか。ハルさんに感かん謝しやだな。

「では、お父様の計はからいを無む駄だにしないためにもしっかりと選ばせて頂きます」

「勝手はわかるか？」

「問題ありません。見たところ、電車と同じでそれほど変わってはいないようですから」

「徒と手しゆ空くう拳けんで改かい札さつに突つっ込こんでいって盛せい大だいに止められていたのは誰だれだっけ？」

「あ、あれは、パスカードを持っているつもりでいつものように通ってしまっただけです。ここではそのようなヘマは致いたしません。実物展示型の店てん舗ぽは私の時代にもたくさんありますから」

「わかった、それじゃあ、僕はその辺をウロウロしてるから────、ってあの、手」

「お、お父様も一いつ緒しよに来てください」

「は？　いやいや、何を言ってんだ？　何で僕も行くのさ？　勝手はわかるんだろ？」

「と、当然、選んで頂くためです。お父様にお金を出して頂くわけですから、私の一存で決定するわけにはいきません。きちんとお父様の承しよう認にんも得えた上で購こう入にゆうしなければ」

「い、いいよ、そんなの！　値段さえ考こう慮りよしてくれればどんなのを買ったって構かまわないって！　僕はその辺で待ってるから、未み蕾らいが一人で行って自分の好きなヤツを選べばいいから！」

「それではまたお父様がはぐれてしまうことも考えられます。さ、さあ、行きますよ」

「嫌いやだよ！　っていうかこれ何の罰ばつゲームだよ！」

「お父様、周まわりの方の迷惑になりますから少しお静かにして頂けますか」

「だったら連れて行こうとするなよ！」

　これじゃあ僕の緻ち密みつな計画に狂くるいが生じるじゃないか！

　しかし、僕の抵てい抗こうも虚むなしく、どこにそんな力があったのか驚きよう異いの握あく力りよくで僕の身み柄がらをガッチリホールド、引っ張るようにして店へと向かう。そうなってしまえば、周囲の目もある手前、僕は抵抗を止やめるしかなかった。絞こう首しゆ台だいに連行される囚しゆう人じんの気持ちで、僕は歩を進める。

　未蕾に続いて僕が店内に足を踏ふみ入いれると、それに気がついた女性客の視線がすぐに飛んできた。しかしそれも一いつ瞬しゆんのことで、特に見み咎とがめる様子もなくすぐに自分の作業へと戻っていく。

　たぶん、連れ立って下着を買いに来るバカップルだとでも思われたんだろうなあ。

　それは不本意な評価だったけれども、それで無用な火ひの粉こを払えるなら着るべき濡ぬれ衣ぎぬだ。

「あまり店内をしげしげと見回さないでください。お店の方に不ふ審しんに思われますよ」

「…………自分の足でも見てろってか」

　この店は下着の形状によってある程てい度ど区画分けされているらしく、店内をザッと一いち瞥べつした未み蕾らいは、自分の目的の区画に向かって迷うことなく歩き出した。もちろん僕ぼくもその後に続く。

　道中、お客さんや店員さんとすれ違うたびに、愛あい想そか隠いん蔽ぺいかどちらともつかない会え釈しやくをしてしまった。なんとも気き不ま味ずい気分の中、色彩の迷宮を先せん陣じん切っていた未蕾が急に止まった。

「お父様はここで少々お待ちください。私はこの中から目ぼしいものを選別して参まいりますので」

　そう一方的に告つげ、再び陳ちん列れつ棚だなへと潜もぐっていく。その背せを見送る僕が取り残されたのは、試着室の前だった。客層を意い識しきしてか、開いたカーテンの中はゆったりとした清せい潔けつな空間だ。

「いや、待っててくれって、ここ、僕が一人でいるには結けつ構こうな針のむしろだぞ？」

　幸さいわい、三つある試着室のどれも使われていないから変質者には間違われないだろうけれど。

　それでも、心なしかペアの時よりもお客さんからの不審の視線も店員さんからの警けい戒かいの視線も強い気がする。それらをシャットダウンするため、試着室の壁かべに寄りかかり目を閉じた。

　ざわざわとした内外の空気に鼓こ膜まくをくすぐられながら待つことしばし。

　早足で近づいてきた足音が僕の寄りかかっていた試着室に入りカーテンの閉まる音がした。

「お、お待たせしました」

　試着室から聞こえてきた声は、未蕾のものだった。

「あ、うん。どう、気に入ったのはあった？」

「は、はい、おかげさまで何点か良い物を見つけることが出来ました」

「そう。ここまで足を運んだ甲か斐いがあったようでなによりだ」

「そ、それでですね、絞しぼりはしたのですが、それでもまだ数が少し多いのです。私ではこれ以上選べそうにはないので、つきましてはお父様に最終判断をして頂きたいのですが」

「いいけど、最終判断って、何をすればいいんだ？」

「じ、実際に私が候こう補ほを身につけた姿を見て頂き、判断をして頂きます」

「そんなこと出来るわけないだろ!?」

　僕の心の底からの突つっ込こみに、バッと耳じ目もくが集まってしまった。慌あわてて愛想笑い。

「な、なぜですか。私の、は、裸はだかなど何でもないとおっしゃってたではないですか」

「今はそこが問題じゃなくてルールとかマナーとかモラルの問題だ。そんなことしたらお店に怒られるっての。未蕾の時代はそれはＯＫなのかもしれないけれど、この時代はＮＧだよ」

「わ、私の時代だって同じです。私がそのような姿を見せるのはお父様だけです」

「僕にも見せんなよ、そんな大事なもん。とにかく、自分で選ぶこと。もしアドバイスが欲しいっていうんなら、店員さん呼んできてやるよ。その方が僕よりよっぽど頼もしいだろ」

「それでは意味がないです…………、わかりました、それでは代わりに質問に答えてください」

「まあ、それくらいならいいけれど」

「では、お父様のお好きな色は何です」

「黒、灰色、暗あん灰かい色しよく」

「それは存じておりますが、もっとこう明るい色はないのですか」

「それなら、赤、青、白」

「次です、お父様は柄がらと無む地じはどちらがお好みですか」

「どちらかといえば、無地」

「最後、前と後ろではどちらがいいですか」

「…………えっと、後ろ？」

「わかりました、ありがとうございます」

「これでいいのか？　って、なあ、この質問の意い図とがわからないんだけれど？」

　まさか僕ぼくの好みを下着選びに反映しているとでもいうんだろうか。もちろん、僕の好みの対たい極きよくをチョイスするという形で。いや、さすがにそんなことまではしないか。だとすると質問の意味がいよいよわからないけれど、こういう時に参考にしている占うらないでもあるんだろうか。

「…………ということは、これとこれは候こう補ほから外はずした方がいいようですね。これとこれはどちらにするか…………。色だけで言えばこちらの方が相応ふさわしい気もしますが、上を着た時のシルエットから考えるとこちらの方が形が綺き麗れいに見え見み栄ばえがしますし…………」

「あの、未み蕾らい？」

　呼びかけてみるも反応はない。どうやら長考に閉じこもってしまったようだ。

　こうなると僕はただ黙だまって待つことしか出来ない。周囲へのアピールもこめて軽く肩かたをすくめて、視線を店外に飛ばしながら待つ。雑音に同期した人の動きをぼんやりと眺めていると。

「ぶっ」

　見知った顔をエスカレーターの流れに見つけて思わず吹き出す。

　折おり悪あしく、その顔がこちらを向きかけたので、首を捻ねじ切きらんばかりの勢いきおいでそっぽを向く。

　だ、大だい丈じよう夫ぶだよな、見られてないよな、見られたとしても見間違いだと思うよな！

　神に祈いのる勢いでこのバッドエンカウントが通り過ぎてくれることを期待する。

　しかし、日ひ頃ごろの行いのせいか、そんな僕の願いは無情にも手た折おられた。

「なあ、サッキーやろ！」

　素人しろうとが聞いてもわかるインチキ丸出しの方言で人目も憚はばからず迷めい惑わくも顧かえりみず、声がかけられた。

　他人のフリをしようか、とも考えたけれども、相手を上う手まく騙だましとおせる自信はなかった。それに、ここでゴチャゴチャやっている間に未蕾が顔を出せば、話はまたややこしくなる。

　この場はさっさと認めて適当にあしらってしまうのがいいだろう、と少しヤケクソで。

「ど、どうもです」

　顔を隠かくすために背そむけていた体を声の方へと戻すと、そこにはよく知った女性の顔があった。

　否いや良ら思し惟い乃の、僕の師し匠しようにしてお世話になっている人である。

「やっぱサッキーやん！　奇き遇ぐうやんなこないなところで！　よっしゃ再会を祝しゆくしてハグや！」

「ちょ、思し惟い乃のさん、場所考えて！」

　男女分わけ隔へだてのないスキンシップをモットーとする思惟乃さんが抱きついてこようとするのを寸すんでのところで止める。突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやにまたぞろ僕ぼくへと注目が集まってしまっている。特に、未み蕾らいと来ていることを知っている店員さんなんかは、僕を見る目に若じやつ干かんの軽けい蔑べつまで入っている。

　今は耐たえろ。とにかくこの場を大たい過かなく凌しのぐことだけを考えるんだ。

「い、いやでも本当に奇遇ですね、どうしたんです、こんなところに。このビル、趣しゆ味み的てきにも業ぎよう務む的にも思惟乃さんのテリトリーじゃないでしょう。それとも手を広げでもしたんですか？」

　思惟乃さんは、アダルトなＤＶＤやゲームや漫まん画がや同人ソフトや同人誌やグッズなどを扱あつかう店の店長兼けんオーナーだ。駅前の大通りから道を一本奥おくに入ったところという一等地にそれらが頭の天てつ辺ぺんから爪つめの先さきまで詰つまった二棟とう十階建だて空くう中ちゆう回かい廊ろう付きのビルがその住処すみかである。

　その形状と内容のダブルミーニングでＨビルと通つう称しようされるそのビルにこの緑りよく戌じゆつ市しやその近辺に住む男性でお世話になったことがない人はいないだろう。もちろん僕も常じよう連れんさんだ。

「ちゃうちゃう、うちは友達の結けつ婚こん祝いわいを探しに来ただけや」

「こんなところで探してるってことは、その友達はカタギの方なんですか？」

「せやな。不動産絡がらみで知りあってんけど、見るからにお嬢じよう様さまな子や。それよかどうした言うたらサッキーの方やで。自分こそなんでこないなところにいるん？」

「えっと、まあ、色々とありまして、ですね…………」

　まずい思惟乃さんの目が好こう奇き心しんで爛らん々らんと輝かがやいている。

「あ、サッキーまさかデートなん？　そこの試着室にお相手いるん？」

「僕は宗しゆう旨し変がえなんてしてませんよ。僕の恋人はモニターの向こうです」

　どうにかしてこの場を凌がなければ、と頭をフル回転させて考えていると。

「あの、お父様、よろしいですか…………？」

　馬ば鹿か、なんでこのタイミングで声をかけるんだよ！

「なんや試着室ン中から声が聞こえてんけど、サッキーのツレやよね？　でもお父様て？」

「そ、そうですか？　どこか他から聞こえたんじゃないですか？」

　心の冷ひや汗あせをダラダラと流しながら思惟乃さんに気がつかれないようにカーテンを引っ張り苦言を呈ていする。それに応こたえるように、やや強めの引っ張り返し。たぶんわかってくれたはずだ。

「うち、耳はいいねん。一キロ先で落ちた針の音まで聞こえんねん」

「ピクシーですか。それじゃあ、あれだ、僕の声がそう聞こえたんじゃないですか」

「いやサッキーあない女の子みたいな声やないやん」

「甘あまいですね、僕の中の人がちょろっと本気を出せば、男だろうと女だろうと楽勝ですよ！」

「なに言ってん、サッキーの声もろパンピーやん」

　いや、これでも昔はエンジェルボイスだの魔ま声せい年ねんトーキーだの言われてたんだけれど。声変わりしてからこの様ざまである。そういや、妹さんが今の仕打ちになったのもその頃ころだったっけ。

「まあ、それはそれとしてですね、誰だれと来てるかって言うのは、その…………」

　うやむやに誤ご魔ま化かし、また言葉を濁にごす。すると、そこから何を読み取ったのか。

「────はっ、も、もしかして、あまり他人に知られたくないことだったん!?」

　ワケアリと察したらしい。本当ならそう察されることすらも避さけたいことだったんだけれど、こうなってはしょうがない。首を縦たてに振ると、パンと両の手のひらを合わせて頭を下げる。

「ごめんなサッキー！　うちその辺の機き微びが大おお雑ざつ把ぱっていうかデリカシーがないねん！　気になったことは訊きかな思ったことは言わなあかん性しよう分ぶんやねん！　自分でも抑おさえな直さな思ってんやけど、どうにも堪こらえ性しようがない、考える前に口から出てってしまうねん！　堪かん忍にんな！」

「それはよくわかってますけれど」

「そや、お詫わびのしるしに、保存用にストックしとったもん、どれでもサッキーにあげたるわ！」

「今の状況でその申し出は喉のどから手が出るほどありがたいんですけれどね。でも、思し惟い乃のさんのコレクションって、『淫いん』とか『痴ち』とか『辱じよく』とか『凌りよう』とか『隷れい』とか『鬼おに』とか『姦かん』とか『畜ちく』とか『性せい』とか『奴ど』とか『牝めす』とか入ってるやつばっかじゃないですか」

　思惟乃さんの趣しゆ味み性せい癖へきは主おもにそっち方面なのだ。フェイバリットは何かと聞いたら、『スタジオ・クライン』の『断だん望ぼう～若い芽め吹ぶきの惨さん禍か』と答えられた。そのジャンルでは名めい刹さつである。

「なんや自分、今いま更さら泣きゲーとかラブコメしか出来へんなんてカマトトぶるつもりか。そないなこと言うても手遅れやで。サッキーはもうとっくにうちの色に染まってるんやからな」

「それは否ひ定てい出来ることじゃないですけれどね、さすがに思惟乃さんのレベルまではまだまだですよ。なので、せっかくの魅み力りよく的てきなお話ですけれど、今回は丁てい重ちように辞じ退たいさせて頂きます」

「そか？　まあ、サッキーがそない言うならうちはかまへんけど…………」

　申し訳なさそうな思惟乃さんの顔に、僕ぼくの勘かんが働いた。

「そうだ、それなら、また後で思惟乃さんに頼みたいことがあるんですけれど…………」

「なに！　何でも言ってぇな、うちとサッキーの仲やん！　どんなことでもお安い御ご用ようや！」

「よかった、それじゃあすぐにメールしますね。ちょっと口で説明するのは大変なんで」

「わかった、どんなことでも大船に乗ったつもりで任せとき！」

「頼りにしてます」

「よし！　それじゃあうちはまた余計なこと詮せん索さくする前に退たい散さんさせてもらうわ！　今度はこないお互いに珍めずらしいとこじゃなくお店の方で会おな！　ちゅうわけで、バーイな！」

「あ、はい、また…………って、もういないか」

　やって来た時と同じように、突とつ風ぷう熱ねつ風ぷう疾しつ風ぷうのように去って行ってしまった。

　ふう、ひとまずはなんとか凌しのぐことが出来たか。

「あの、どうかされたのですか…………？」

　試着室の中から事じ態たいを飲み込めていない未み蕾らいが暢のん気きに尋たずねてきた。

「あー、えっと、とりあえずトイレ行ってきていいか？」




「そうでしたか、お知り合いと偶ぐう然ぜん遭そう遇ぐうされてしまったのですか」

　あの店が入っていたビルを出て次の目的地へ向かいがてら、未み蕾らいに事情を説明した。

「そう。いや、まったく嫌いやな汗あせかいたよ。あんなところで知り合いに出会うんだもんな」

「それはすみませんでした、外の様子がよくわからなかったもので」

「まあ、あれは運が悪かっただけだから、そこまで気にしなくていいよ」

「そう言って頂けると助かります。しかし、それなら親しん戚せきだとでも言って適てき当とうに噓うそをついてしまえばよかったのではないですか？　それとも家族関係まで把は握あくされているのですか？」

「そっか、その手があったか。焦あせってて思いつかなかった。後でその線でフォローしとこう」

　それにしてももう少しディティールを詰つめる必要はあるけれども。

「ところで、あの声の方はどなたなのです？　親しげでしたが」

「あの人は、否いや良ら思し惟い乃のさんって言って、まあ、僕ぼくの…………趣しゆ味み上の知り合い？」

　そう口にした途と端たん、申し訳なさそうにしていた未蕾の目がキッと締しまった。それも納得出来る話で、僕の趣味を嫌けん悪おすべきものとしている未蕾からしてみれば同志というだけで敵だろう。

「あの声が番外メンバーにして影の立たて役やく者しや、『桃色密林セクシヤルジヤングル』の否良思惟乃…………。要よう警けい戒かいです」

　呟つぶやく音は低く、よくは聞き取れなかった。

「それで、その方に頼みたいことというのは何なのですか？」

「…………人の話に聞き耳立ててたのかよ」

「き、聞きたくて聞いたわけではありません、あの位置では耳に入ってしまうのです」

　なるほど、そこに思惟乃さんの素す性じようを知り、僕がエロゲー絡がらみの依い頼らいをしたのではないかと警戒しているのだろう。だとすれば、当たらずといえども遠からずの勘かんだといえよう。

「どうなのです、私に言えないようなやましいことを頼んだのではないですか？」

「違うって。っていうか、どちらかって言うと反対のことだよ。予約してたソフトの予約を取り消してくれるように頼もうと思ってるんだよ。今け朝さもそうだけれど、どうせ買ったって未蕾に没ぼつ収しゆうされちゃうんだろ。だったら、さっさと取り消した方が未練がなくていいと思ってさ。メールで伝えようとしたのは、予約してるソフトが結けつ構こうあるからその方が楽だからだよ」

「なるほど、そうでしたか。それは賢けん明めいな判断ですね」

「それはどうも。…………で、それはそれとして、手の方はそろそろいいんじゃないか？」

　ビルを出てからもまだ、僕と未蕾は手をつないだままだった。これが人も多く広いといっても屋外ほどではない建物の中のことならともかく、今は外で歩道も十分に取られている。手を離はなしたところで故こ意いに隠かくれようとしない限り互いを見失うようなことはないだろう。

　僕の提案に、未蕾は一いつ瞬しゆんつながれた僕の右手と自分の左手に目を落として。

「ま、まだです、この世の中、突とつ然ぜん何が起こるかわかりませんから、このままで」

「何が起こるっていうんだよ、こんな平和な街まち中なかで…………」

「そ、それはわかりませんが、万が一ということもございます。それとも、お父様はこの不ふ慣なれな土地で唯ゆい一いつ頼るしかない縁えんを手て放ばなせとおっしゃられるような冷れい血けつ漢かんなのですか」

「手を離はなそうとしただけでそこまで言われるのかよ。わかったよ、このままでいい」

　口にこそしないものの、未み蕾らいも心細いのかもしれない。

　僕ぼくの結論に満足したように、つないだ手の圧あつ迫ぱくがわずかに強くなった。

　連動してか、買ったばかりの下着がすべて収められた右手の紙かみ袋ぶくろの握にぎりが少し歪ゆがんだ。

「それで、次はどこに行かれるのです？」

「それは着いてからのお楽しみ、なんて言ってみたいところだけれど、僕もよくわかってない。まあ、分類としてはさっきの店の次の項こう目もくにあるから、たぶん洋服の店だろうけれど」

　もうネタバレしているのでスマートフォンは隠かくさず空あいている方の手に構かまえて歩く。

　道中も、ビルの中と同じように、いやそれよりも盛さかんに未蕾は物もの珍めずらしげに視線をめぐらす。

「さっき、電車や店だとそんなに変わってないって言ってたけれど、やっぱり珍しいのか？」

「そうですね。同じ国で同じ文化である以上、それほど大きな変化があるわけではありませんが、技術によって変化した部分については異なる部分がありますね。例たとえば、建物の装そう飾しよくや店てん舗ぽの宣せん伝でんなどが私の時代に比べてよく言えば賑にぎやか、悪く言えば鬱うつ陶とうしいですね」

「へえ、そうなんだ」

「はい。私の時代はこの時代よりも拡かく張ちよう現実のシステムが発達していますから、装飾や宣伝はそちらの方がメインですね。それだと比ひ較かくしてお金もかかりませんし情報も詰つめ込こめますし建築関係の法律にも引っかかりません。ですから建物自体はもっと簡かん素そでノッペリしています」

「ふうん…………、それはなんとも僕からしてみるとゾッとしない話だなあ」

　もちろん違うんだろうけれど、僕の想像に浮かぶ街は灰色の箱が並ぶゴーストタウンだ。

　対照的に色彩豊かな現在の街を、すっかり観かん光こう気分の未蕾の言葉に相あい槌づちを打ったり質問に答えたり解説を加えたりしながら歩いているうちに、第二の目的地に到着していた。

「さて、ここは洋服屋さんみたいだな。さっきよりは入はいり易やすそうで安心したよ」

「私たちは客なのですから普ふ通つうにしていればいいのです」

「それが難しいんだって…………」

　ここもまた、未蕾に先せん陣じんを託たくし先に中に入らせた。

　外見との調和を優ゆう先せんしてか、入り口は自動ドアではなく、女性には少しばかり重く分ぶ厚あついカウベルのついたガラス扉とびら。それを開けると広がる店内は天井が高めに取られており、容量を優先した店の広さからくる窮きゆう屈くつさを補おぎなっていた。控ひかえめなデザインの空くう気き清せい浄じよう器きが数台ある。

　すれ違い様ざまにちらりと見えた値ね札ふだに、財さい布ふの中身を数え直しリミットを心中に設もうけた。

　扱あつかっている品物のせいか訪れている客に男もいるためかそれとも先の店で変な度ど胸きようがついたからか、居い心ごこ地ちの悪さは下着店に比べてだいぶ和やわらいでいる。それでも発されるオシャレなオーラにまでは馴な染じめず、僕ぼくは自分の体を縮ちぢこめて洋服の森を抜けた。

「先ほどは断られましたが、今度はきちんとお父様にもご判断頂きます」

　そう宣せん言げんし、また試着室前に僕を立たせると、服を探しに行く。それを待つ間、僕はさっきの出来事からしっかりと学習して、顔を晒さらさないように店の壁かべと向き合うようにして立っていた。やがて戻ってきた未み蕾らいの両手いっぱいに服が抱かかえられているのを見て、顔が引きつる。

「まさか、それ、全部？」

「いえ、これは先ほどと同じく候こう補ほです。これから試着して決めます」

「ああ、やっぱりそうなんだ…………」

　僕が想像したとおりのようだった。この小山ほどもある洋服を全部試着するとなると、はたしてどれほどの時間を必要とするのか。その莫ばく大だいな作業時間に気が遠くなる。

「他にも良さそうなものはありましたが、持ちきれなかったのでひとまずはこれだけです」

　ここは試着室への持込みに制限をかけている店ではないようだった。

　まあいい、今日は買い物で一日潰つぶすつもりだったんだ、こうなりゃ未蕾が満足するまでとことん付き合ってやろうじゃん。────なんて、そう思っていた時もありました。

「これはいかがですか？」

「いいんじゃない。春物らしくパッと明るくてさ」

「そうですか。ですが、袖そで丈たけが短くこの色と合わせると少し派は手でに見えませんか？」

「…………」

「こちらはいかがですか？」

「似合うと思うよ。膝ひざ下した丈だしシルエットが落ち着いて」

「そうですか。ですが、この色合いだと少し野や暮ぼったくは見えませんか？」

「…………」

「これなどはいかがですか？」

「どうだろう。未蕾の雰ふん囲い気きとチグハグにならないか」

「そうですか。ですが、デザインはシンプルで重ね着としても重ちよう宝ほうすると思いませんか？」

「…………」

「これ──」

「似合う似合う似合います」

「なんです、その投げやりな態たい度ど。真ま面じ目めに尋たずねているのですから、きちんとお答えください」

「わかったよ」

　言ったところで僕の意見を採用する気なんかないじゃないか、なんてことは言わない。

「では、これとこれは残して、次のを持って来ます」

　そう言って未蕾が試着室にストックしたのは僕が好印象を覚おぼえたものである辺り、良くわからないものである。そうこうしているうちにまた服を振ふり袖そでとばかりに両りよう腕うでにハンガーをぶら下げた未み蕾らいが戻ってきた。試着室に引っ込み、ファッションショーの第だい二に幕まくを準備し始める。

　やれやれ、と品評でのカラフルさに疲つかれた目を閉じて休める。

　ガヤガヤとした喧けん騒そうに聴ちよう覚かくを漂ただよわせていると、鳥の鳴くような甲かん高だかい金属音がその数秒を切きり裂さいていく。入り口のカウベルが来客を告つげたらしい。その残ざん響きようも消えないうちに。

「あっれー、おっかしいな、なんでこんなところでセンパイの気け配はいがするんだろ？」

「ぶっ」

　聞きき覚おぼえのある声に、本日二度目、吹き出した。

　そこでカッと目を見開き声の主ぬしを確かめる、なんて愚ぐ行こうはもう犯おかさない。ゆっくりと目を開け手近な陳ちん列れつ台だいに身を隠かくしてから、こっそりと声のした入り口の方へと目を向ける。

「うーん、ボクの勘かんも鈍にぶっちゃったかな。でも、この気配は間違いなくセンパイだよね？」

　独ひとり言ごとというには大きすぎる声を漏もらしながら、キョロキョロと商品ではなく客の顔を覗のぞき込こみながら、しかししっかりとした足取りでこちらに近づいてくるのは、知り合いだった。

　この店の趣しゆ味みとはまた違う、可愛かわいらしい衣い装しように身を包んだ小動物のような愛くるしい動き。

　それを目もく視し確認して、深いため息をつきたい気分になった。

　今日は厄やく日びに違いない。けして僕ぼくは友達が多いとはいえない、むしろ僕は友達が少ないというのに、なぜ今日に限ってこうも立て続けに、それも普ふ段だんは行きもしないところで知り合いに出で遭あうんだ。神は、昨夜の惨さん劇げきではまだ僕を苦しめ足りないというのか。僕が何をした。

「んー、こっち、かな。あー、少しずつ反応が強くなってきてる！」

　どういう原理か、向こうは僕の存在を感知しているらしい。確固とした足取りで、着実に僕が身を潜ひそめる一角へと近づいてきている。このままでは鉢はち合あわせしてしまうので、棚たなを間に挟はさみ点対称にこっそりと移動する。気分は潜せん入にゆう工こう作さく員いんだ。周囲の目がないのは幸さいわいだけれど。

「あ、今度はこっちに移動した」

　僕の軌き跡せきをなぞる様に、向こうもまた棚に沿そって移動をしてくる。それを振り切ろうとさらに棚を曲がる。それに撒まかれることなく追っても同じように折れる。さらに曲がり折れる、もう一度曲がり折れる。結局、元の角かどに戻ってきてしまったけれど、状況は依い然ぜん変わらない。

「むう、グルグルグルグルと、どういうことなんだろ、これ？」

　首を傾かしげる声。そろそろ諦あきらめてくれるかと思ったけれども、どうやらその気はないみたいだ。しかし足を止めるとすぐに尻尾しつぽを摑つかまれるため、立ち止まることも出来ない。かといって、こんなことをしているうちに、未蕾が顔を出してまた面倒な事じ態たいになるのは目に見えている。

　これを本気で撒こうというなら、外に出るのが一番なのだけれど…………。

「うー、これじゃあ埒らちが明あかないよ。よーし、こうなったらスピード上げよう！」

　げっ、そんなことされたらこの店の中じゃすぐに捕まってしまう。

　そうなる前になんとかしようと先んじて早足になり、周回ルートを変えるため角をさっきとは反対の方向へと曲がろうとした。しかし、ちょうどそこには人が二人並んで立ち通行の邪じや魔まをしているのが見えた。すり抜けられないことはないけれど、速度が落ちるしタイムロスだ。

　仕方がなくその次の角かどで、と思ったけれどもそこにもまた人が立ちはだかる。品数を優ゆう先せんした店てん舗ぽ内容の弊へい害がいが思わぬところで僕ぼくに降ふりかかってきた。いやまあ、店の中をドタバタする僕の方が間違ってるんだけれど、今ばかりは怨うらまずにはいられなかった。

　なんてことも言ってられなくなった。さらに次の角、店の隅すみであり試着室が設置されたこのいたちごっこのスタート地点、一方向にしか曲がれない通路の正まさにそこにも、人がいた。

　…………どうやら、神様はどうしても僕を追おい詰つめたいらしい。くそったれ。などと平へい素そ使わない口くち汚ぎたなさで運命の悪戯いたずらを罵ののしる間にも、背はい後ごから気け配はいは近づいてきている。どうする。

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよと半瞬の決意を挟はさんで、僕はその選せん択たくをした。

　ごめんなさい、そう心の中で詫わびるか詫びないかのうちに、試着室のカーテンに手をかける。そのままわずかにそこを開き、周囲に気がつかれないように素早く体を滑すべり込こませた。

　飛び込んだのは、もちろん見ず知らずの人が使用中の試着室ではなく、見知った顔が使用中の試着室だ。その試着室の使用者である未み蕾らいは、折おり悪あしく着替え途中で下着姿だった。

　いきなりの闖ちん入にゆう者しやにフリーズする未蕾。申し訳なくはあったけれども、僕にとってこれは好こう機きだ。相手が気がつき反応をする前に、護ご身しん術じゆつが発動する隙すきすら与えず間合いを詰める。左手で今にも言葉が飛び出しそうな口を塞ふさぎ右手で未蕾の左手を拘こう束そくしながら背後に回る。

　我われながら惚ほれ惚ぼれするような見事なＣＱＣが炸さく裂れつしたおかげで、未蕾の悲ひ鳴めいは。

（きゃあああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！）

　僕の手の中で爆ばく発はつするだけに収まった。

（落ち着け未蕾、僕だ、お父様だ、違い正まさ樹き現げん菜ざいだ）

　耳元で告つげると、未蕾の顔がこちらを向き僕の顔を改める。そして。

（いやあああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！）

　明確な敵意をこめた声で叫さけび顔を真っ赤にし暴あばれだした。

（うわ、ちょ、待て、今は駄だ目め、今だけはマズい、痛いたっ、足、踏ふむな！）

　未蕾にしてみれば当然の反応にして必然の抵てい抗こうであったけれども、今ばかりはそれを許すわけにはいかない。左手は口に押おし付つけたまま体を縮ちぢこめるようにして締しめ上あげ、全身を使って未蕾の自由を押さえ込む。その様さま、傍はたから見れば完全に思し惟い乃のさん好みのエロゲーである。

（ごめん、後でいくらでも謝あやまるから、少しおとなしくしてっ！）

　自分で撒まいた種ながら、こんな場面が知り合いだろうとなかろうと暴かれればまずお縄なわだ。鼻先をくすぐるシャンプーの匂においにも手の中の柔らかい感触にも今は神経が回らず、もっぱら聴ちよう覚かくの鋭えい敏びん化かと呼吸の制せい御ぎよに全力をあげていた。気け配はいが、こちらに近づいて来て止まる。

「センパイ見ぃーつけた！　…………って、あれ、いない」

　カーテンの向こうで不ふ思し議ぎそうな声がする。

　その声で未蕾も状況を把は握あくしてくれたのか、抵抗する動きが若じやつ干かん弱まる。それを見み計はからって、今一度念を押おすように鼻のすぐ下にある未み蕾らいの頭を二度ほどポンポンと軽く叩たたいた。
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「ヘンだなー、ちゃんとセンパイの気け配はいはこここにあるんだけど」

　声と足音がゆるゆると遠ざかっていくのを確認して、小さく安あん堵どの息をついた。

「ひゃうんっ」

（わ、わ、わ）

　心の緩ゆるみと同期して緩めてしまった指の隙すき間まから未蕾の声が漏もれ出でた。

　慌あわてて手の封ふうを厳げん重じゆうにし、外に妙に思われていないか耳をそばだてる。

（…………ふう、大だい丈じよう夫ぶみたいだ。まったく気をつけてくれよ）

（気をつけてくれよ、ではありません！　こ、これは、どういうことなのですか！）

（いやまあ、さっきと同じパターンで、僕ぼくの知り合いが店にいるんだ）

（またですか…………）

（見つかると面倒だから、逃げ回っているうちに、逃げ場がなくなっちゃってさ）

（そういうことでしたら、まあ…………。それで、今度はどのような方なのです）

（学校の後こう輩はい）

（後輩の方ですか。そう言えば、先輩などと言っていましたか。…………ふうん、このような店を訪れるということは、その方は女性ですか。声も随ずい分ぶんと可愛かわいらしいものでしたし、あの様子では随分とお父様を慕したわれているようですね。お父様も満まん更ざらではないのではないですか）

（確かによく懐なついてくれてはいるけれど、そういう関係じゃないって。勘かん違ちがいするなよ）

（どうだか…………）

（だから何度も言ってるじゃん、僕ぼくはそういう人間じゃないって）

　どこか毒の棘とげを含ふくんだ物言いである。まあ、年とし頃ごろにして潔けつ癖ぺきな未み蕾らいからしてみれば邪じや推すいもしたくなるだろうし、事によっては自分の存在にすら関わってくることだから気にかけるのはわかるけれど。でも、未蕾の疑うたがうような関係にはなりようがないんだよな、主おもに向こうの事情で。

（…………そ、それで、いつまでこうしておられるつもりなのですか）

（え？　あ、悪い、いなくなったみたいだからもう出る…………、出れんのかな、これ？）

　女性向けの服専門店なので試着室から男が出てきたらまず怪あやしまれるだろう。とはいえ、いつまでもここでこうしているわけにもいかないので、細心の注意を払って出るより他にない。

　カーテンを小さく開けて外の様子を窺うかがおうとすると。

「？」

（！）

　間違いようのない、太陽を押おし込こめたガラス球のようなキラキラとしたその瞳ひとみが、わずか数センチの隙間の向こうにあった。ヤバイと直感し、反射的にカーテンを閉める。未蕾の位置からでは僕に何があったのか知れないため、怪け訝げんそうにもぞりと頭を動かした。

　そのわずかな動きからすらも正体を看かん破ぱされてしまうような気がして、反射的により強く抱きしめる。思ったよりも力がこもってしまったからか、ビクリと未蕾が体を震ふるわせた。

　まだいたのか！

　でも、まさか、試着室にまでは踏ふみ入いってこないよな？　とは思うものの、普ふ段だんの行動力を考えると安心出来ない…………っていうかかなりの不安だ。そして、それは的中する。

「その瞳、中にいるのセンパイだよね！　うわー、こんなところで出で逢あうなんて、運命だね！」

　完全にここに僕がいると決め打ちして語りかけてくる。どうやら感動のあまり、僕がなんで女性専門の服ふく飾しよく屋やの試着室にいるのかなんてことは二の次のようだった。

　その細い指先が差し込まれカーテンが摑つかまれる。

　この子、本気で中を覗のぞく気だ！

　ヤバイとマズイのアラートが脳のう内ないに咲さき乱みだれる。その片かた隅すみで冷静さが涙なみだぐましく事じ態たいを打開するすべを探さぐる。その献けん身しん的てきな努力の結果、すぐさまに僕は方ほう策さくを一つ見つけ出した。

（未蕾、ここから顔だけ出して、人違いですって言って！　それで片かた付づくから！）

　自分でもビックリするほどにベストな解決法だった。そうだ、これならズバット惨さん状じようズバット解決じゃないか。もう時間は幾いく許ばくもない。ＡＴフィールドを突つき破やぶる初しよ号ごう機きを髣ほう髴ふつとさせる指先が、試着室の中へと押し入ってくる。一発逆転を狙ねらって、未蕾を突いて促うながした。けれど。

（だ、駄だ目めです、そんなにギュッとされたら、くっついてしまって、ゆ、指が胸むねに、きゃふっ）

　僕が密みつ着ちやくしていることの方に完全に意い識しきが飛んでおり、こちらの声は耳に届いていない。

（って、おい、未み蕾らい！）

（い、いけません、こんなに近くでは、心しん臓ぞうの音がお父様に聞こえてしまいます。お、落ち着きなさい、冷静になるのです、私。深呼吸して精神を整えるのです。いつものように凪なぎの心で）

（いや深呼吸なんかしてる場合じゃないんですけれど！）

　ダメだ、僕ぼくと密室に詰つめ込こまれるという極きよく限げん状況のせいで未蕾がショートした。

　もはや万ばん事じ休きゆうすか。

「センパイ、見ぃーつけた！」

　鼻にかかった甘あまったるい声が、押おし広ひろげられた内と外のヒビから入り込んでくる。

　待ち受ける騒さわぎを想像して、身を硬かたくする。…………しかし、予想は現実とならなかった。

「お客さま、どうかされましたか」

　店員さんのものと思おぼしき声が、救いの横よこ槍やりを入れてくれた。

「え？　あ、その…………」

「そちらの試着室は他のお客さまがご使用になっておりますので、申し訳ありませんが別の試着室を使用して頂けますか。もしよろしければ、わたくしがご案内させて頂きますが」

　自分が行おうとしていることが暴ぼう虐ぎやくであることに気がつき、また店員さんはそれを見かねて声をかけてきたことにも気がついたのか、カーテンの向こうで声を詰つまらせる気け配はいがする。

　やがて、誤ご魔ま化かしの乾かわいた笑い声を搾しぼり出だすと。

「いえ、いい、かな？」

　そう言葉を残して、逃げるように立ち去っていくのが足音でわかった。続いて、小さく入り口のカウベルが鳴る音。…………どうやら、今度こそ本当に店から出て行ったようだ。

（ふ、う。…………助かった、ぜ）

　緊きん張ちようで締しまっていた心しん臓ぞうが緩ゆるみ血流が元に戻り始め、遅ればせながらドッと汗あせが噴ふき出だした。

　窮きゆう地ちを脱した快感と弛し緩かんによる開放感が、押おし寄よせるように全身を流れていく。

「ところで、お客さま。試着室は、そのようにお使い頂くところではないのですが」

　流れは、こちらに向かって明確に突つき立たてられたその言葉で、一いつ瞬しゆんで凍こおりついた。




「…………もうあのお店には行けません」

　この世の終わり、とでも言わんばかりの沈ちん鬱うつな表情で未蕾が呟つぶやいた。

「何でさ。店長さんの誤解は解とけただろ。それどころか、コーディネートを見立ててもらったし、ポイントカードにおまけまでしてもらったじゃないか。また来てくださいとも言ってたし」

　僕の両りよう腕うでに二つずつぶら下がる、戦利品がいっぱいに詰つまった丈じよう夫ぶな紙かみ袋ぶくろを掲かかげてみせる。

　あの状況から、どうしてそんなウルトラＣが決まったのかというと、これは僕の弁べん舌ぜつの技だ。

　あの後、僕らは（店員さんだと思っていた）店長さんに事務所にまで連行された。容よう疑ぎは試着室の中でけしからん行為に及ぼうとしていたというものだ。もちろんそれは濡ぬれ衣ぎぬなのだけれども、それじゃあ本当は何をしていたのかを話しても信じてはもらえまい。

　そう考えた僕ぼくは、咄とつ嗟さに口から出任せで噓うそをついた。

　いわく、未み蕾らいが見み栄えを張ってワンサイズ小さい服を試着したために脱ぬげなくなってしまい、ＳＯＳを出された僕はそれを助けようと中に入って脱がしていたのだ、と。先ほどの反省は活いかされていたようで、なかなかグッドな言い訳である。その証しよう拠こに店長さんは納得した。

　そんな不ふ名めい誉よな役を割り振られて未蕾から抗こう議ぎの声があがるかと思ったけれども、密室の空気でのぼせたのか事務所に着くなり鼻血を出しぐったりとソファに横たわる本人はそれどころではないようだった。その姿も、店長さんの疑ぎ念ねんを払う一助にはなったんだろう。

　それでも、一いつ般ぱん常じよう識しきからしてあまり好ましくない行為であると一応の注意は受けて解放され────るかと思ったけれども、そうは問とん屋やがおろさなかった。今度は説教が始まったのだ。

　詳しよう細さいは省略させてもらうけれど、要するに未蕾がそんな見栄を張るような暴ぼう挙きよに出たのも僕を気にしてのことであり（店長さんは僕と未蕾を当然のように彼氏彼女と見ていた）、それは僕が『瘦やせていること＝良いこと』であるという価か値ち観かんの持ち主であるからだというのだ。

　本当に恋人のことを思うのならば、その悪習のような偏へん見けんは直ただちに改め、ありのままの彼女を受け入れてあげるべきだ、と言うような、大きなお世話なことまで諭さとされてしまった。

　僕が上うわ辺べだけの賛さん意いと了解を示しても、興きようが乗ったか火がついたか話は止まらず、いつの間にか話題は僕への糾きゆう弾だんから離はなれて、そのような偏かたよった価値観を生むに至いたったこの国のファッションの歴史に及び、さらには歴史上における女性の人権にまで飛んでいってしまった。

　その一大演説に、申し訳なさで静せい聴ちようしていた僕もさすがに辟へき易えきしていたところで、未蕾がはたと気がつき、それで話は元に戻り、なんやかんやの末、前述のように落ち着いたのだった。

　そんなこんなで、ようやく店を出た時には、太陽はとっくに真上を過ぎてしまっていた。

「あのような醜しゆう態たいを晒さらしたところに、おめおめと顔を出せるとお思いですかっ」

「まあ、それに関しては僕が全面的に悪かったですけれども。でも、あの場を穏おん便びんに乗り切る方法はあれしか思いつかなかったんだ。だいたい、肝かん心じんな時に未蕾は駄だ目めだったじゃないか」

「あ、あれはっ、その…………。そ、それよりも、そもそもあのような事じ態たいに陥おちいったのはお父様のせいではないですか。最初に、お父様がその後こう輩はいの方から逃げずに適てき切せつに応対されていれば良かったのではないですか。それとも、やはりその方には知られたくなかったのですか」

　やっぱり面倒だから知られたくはないのだけれど、未蕾の問いはまた別の意味を含ふくんでいる。

「まだ疑うたがってんのか？　だから、そういうんじゃないってばさ」

　っていうか、未蕾にしてみれば、その方が僕が現実の女性に脈みやくがあるということなんだから、吉きつ報ぽうなんじゃないだろうか。まあ、それはそれでやっぱり複ふく雑ざつなんだろうけれど。

「少なくとも、未蕾が考えるような男女の関係にはなりようがないんだよ、あの子とは」

「おっしゃられている意味がわかりません」

「あの子は、四し季き瞥べつ遊ゆ二には、彼は、男の子、男、男性、マン、なんだよ」

「つまらない噓うそを言わないでください。そのような噓をつかれてまで誤ご魔ま化かそうとするということは、やはり私には隠かくしたいやましいことがあるということの裏うら返がえしではないですか」

「そう言いたくなる気持ちもわかるし、たぶんあの子のことをよく知らない人も同じことを思うだろうけれど、本当にあの子は男なんだって。何なら本当だって誓ちかってもいいよ」

　目は口ほどに物を言い、真まっ直すぐに未み蕾らいを見る僕ぼくから言葉の真しん偽ぎを測はかったのか。

「い、いえ、で、ですが、あの声の持ち主が、…………だ、男性？」

「実物を見たらもっと疑うたがいたくなると思うけれど────、ほら」

　スマートフォンに保存してある四し季き瞥べつさんとのツーショットを見せると、眉まゆ根ねが狭せばまった。

「男性などと噓ではないですか。これは女性です」

「そう見えるよなあ」

「第一、男性であるというのなら、なぜこのように女性物の服を着られているのですか」

「そういう趣しゆ味みなんだよ。可愛かわいい服を着るのが趣味なんだってさ。自分を可愛くするのが大好きな子なんだ。だから、別に女物ばかりを着てるわけじゃないよ。自分が可愛いと思ったものは男女の別なく着る。ほら、これなんか男物を着てるだろ。これもそうだしこれもだ」

　パッパッパッと何枚か男の姿で映うつっているものを見せる、けれども。

「女性にしか見えません…………」

「やっぱりそう見えるかあ」

　実際、百人に訊ききましても未蕾と同じ答えが返ってくるだろう。僕だって知らなきゃそう思うだろうし、僕の友人なんかは知らなかったがゆえに心にダメージを負おった者もいるくらいだ。

「でも、男の子なんだよ。だから、未蕾が勘かん繰ぐるようなことなんて起きようがない。慕したってくれてるのは、あの子が入学したての頃ころに縁えんあって少し世話を焼いたからじゃないかな」

「はあ…………」

　いまいち釈しやく然ぜんとしない顔で未蕾が答える。

　これで納得してくれたかどうかはわからないけれども、これ以上の証明となると、戸こ籍せきでも持ち出してくるか本人を呼んで目の前で下半身を見せてもらうかくらいしかない。

　うやむやながらも一段落ついたところで、見み計はからったようにぐぅと間の抜けた音が鳴いた。

「わ、私ではありません！」

「いやわかってるけれど。それじゃあ、どこかで昼ひる飯めしでも食うか」

　買い物客を当て込んだ飲食店もまたよりどりみどりとあるので、選ぶには困らない。財さい布ふの中身やその日の気分や食べたい物にピッタリと合がつ致ちする店を探し出すことはそう難しいことではないだろう。ハルさんの情報の中にも、気を利きかせたのかいくつかピックアップされていた。

「何か注文はある？」

「いえ、特にはありません。ですが、時間も時間ですし、あまりしっかりしたものを口にしてしまうと夕食が入らなくなる恐れがありますので、軽いものにして頂けると助かります」

「どっちかって言うともうおやつの時間に近いもんな。わかった、簡かん単たんなものにしよう」

　そうと決まれば、ハルさんの情報を参考にしよう…………、と思ったけれども、ここぐらいは自力でなんとかしようと考えを改めスマートフォンをポケットにしまい、先せん導どうに立つ。

「よし、それならちょうどいいところがある」

　ここまでくるともう大した抵てい抗こうもなくその手を取って、記き憶おくを頼りに目的地へと向かう。

　また街まち角かどの光景を種に話に花を咲さかせながら歩いていると、ふと未み蕾らいがその足を止めた。

　何事かとそっちを見やれば、薬局の店頭に置いてあるアルパカの看かん板ばん人形を仰あおいでいる。

「それも珍めずらしいのか？」

「え、あ、はい、初めてです、こんな大きなものが街中に置いてあるのを見るのは」

「確かに、これは今でもちょっとデカいよな。…………店と同じ背せ丈たけって、どこの文化祭だよ」

　噂うわさによると、チェーンであるこの薬局の親会社に出資する資産家がアルパカが大好きでその意向を汲くんでこの看板人形になったらしい、けれど真しん偽ぎのほどは定さだかではない。

「こ、これ、触ってもいいのですかね？」

「いいんじゃない？　博はく物ぶつ館かんじゃないんだし、壊こわさなけりゃ」

「では、失礼して…………、ふわ、フ、フカフカ、です。お父様、これ、フカフカですっ」

「そんな大きな声で言わなくてもわかるって。こんなにデカイんだし抱きついてみれば？」

「そ、そのようなはしたない真ま似ね、この歳としにもなって！　…………お、怒られません、か？」

「そのくらいで怒られるかよ。万が一怒られたら、僕ぼくも一緒に謝あやまってやるよ」

　未蕾は少しだけ躊ちゆう躇ちよするように辺りを窺うかがってから、一気にその顔を看板人形にうずめた。

　店頭に置かれてるものだし、それは衛えい生せい的てきにどうよと思ったけれど本人は嬉うれしそうに。

「フカフカですフカフカですフカフカですフカフカですフカフカですフカフカですっ」

　そこが未蕾のツボなのか、そう連呼しながらついには頰ほおずりまで始めてしまった。

　僕も着ぐるみの一つでも着れば、少しは好感度が上がるんだろうか。

　幸せそうな声をあげながらアルパカと戯たわむれる未蕾を眺める。スマートフォンをスクロールさせて見ると、地図ちょうどこの薬局の部分に印があり、その印の解説に飛ぶと『店頭の看板に引っ掛かる恐れあり』と注意書きがしてあった。うっかり見み逃のがしていたらしい。

「これ、持って帰っては駄だ目めですかねっ」

「それは駄目だろ」

　この出で逢あいがよっぽど衝しよう撃げき的てきだったのか、未蕾からいつもの常じよう識しきが抜け落ちている。

「ほら行くぞ。ただでさえ二軒けん目で時間かかってんだからここで足止めくってたら日が暮くれる」

「ま、待ってください、もう少し、あと少しだけ、このフカフカを」

「そんなにそれが気に入ったんなら、そこで何か買って来なよ。ほらこのポスター、今はキャンペーン中で、商品をいくらか以上買うとその看板人形のミニチュアがもらえるみたいだぞ」

「ほ、本当ですか。それで、そのミニチュアはフカフカなのですか」

「そこまでは知らんよ。でもこの額なら出して痛いたむ額じゃないし風か邪ぜ薬ぐすりとかなら使うしな」

「そういうことでしたら、そうさせて頂きます」

「それじゃあ、はいお金。社会勉強も兼かねてお使いだ。風邪薬って店員さんに言えばいいから。他にも必要なものがあったらこれで。それでお金が足たりなかったら、戻ってきな」

「わかりました。ではフカフカを買って参まいります」

　敬礼しかねない意気込みで踵きびすを返す。

「いや風邪薬だ。っと、その間にちょっと僕ぼくはトイレ行ってくるよ」

「またですか？　お体の具合が悪いのですか？」

「たぶん緊きん張ちようしてるんだろ、慣なれないところをうろついてるからさ」

「そうですか。それでは、お荷物は私がお預あずかりします」

「いや、これはついでにロッカーに入れてきちゃうよ。さっきの駅横のビルにあったからさ」

「ここから駅まで戻られるのですか…………？」

「あそこならお店を気にしないでトイレ借りられるし、女性客向けだけあってキレイだったし」

「そういうことですか。では、折せつ角かくのお申し出ですからお願いすることにします」

　荷物を受け取り、薬局の中へと勢いきおいよく切り込んでいく未み蕾らいを見送ってから僕も駅に向かって歩き出した。しばらくして戻ってくると、整せい腸ちよう剤ざいと風邪薬の入ったビニール袋ぶくろと二つのアルパカを手にしており、その顔にはわかりやすいほどに嬉うれしそうな表情が張り付いていた。

「決めました、あなたはガルガンチュア、あなたはパンタグリュエルです」

　たぶん初めて見る子供っぽい笑顔で、未蕾は早くも名前を授さずけたアルパカたちに頰ほおずりした。




　そんな寄り道を挟はさんで歩くことしばし。

　腹はらの虫がそろそろ耳みみ障ざわりになってきたところで、次の目的地にたどり着いた。

　そこは、ちょっとした広場だった。三方をビルに取り囲まれたタイル張りの正方形の土地には、ドギツイ色がひしめく風景に一服の清せい涼りよう剤ざいとなる鮮あざやかな常じよう緑りよく樹じゆが等とう間かん隔かくに植えられ、その間には金きん属ぞく縁ぶちの洒落しやれた木もく製せいベンチが設置され、憩いこいの場として広く解放されていた。

　人が集まる場所には当然店も集まるわけで、ワゴンを店てん舗ぽとした屋や台たいが四軒けんほど軒のきを連つらねていた。そのうち二軒はランチタイムが主戦場の弁べん当とう屋やで、残り少ない弁当を半値で店頭に並べ店みせ仕じ舞まいに取り掛かっていた。残る二件はこれからが本番のドーナツ屋とクレープ屋だ。

　僕が未蕾に紹しよう介かいしたのは、そのうちのクレープ屋だった。

「ここ、味もさることながらメニューの数も豊富で評判いいらしいぞ」

「本当ですね、一、二、三、…………わ、全部で百五十一種類もあります」

「トッピング含ふくめると六百種類超こえるんだとさ。これくらいならいいだろ？」

「はい。…………それで、どれを注文してもいいのですか？」

「もちろん。ただし、頼んだものはどんなにキツくても最後まで責任持って食べること」

「わかりました。そうなると、慎しん重ちように選ばなければなりませんね」

　そう言うと、真剣な面おも持もちでメニューボードへと向き直る。

　まあ、この店にはどうしてハズレはないらしいから大だい丈じよう夫ぶだと思うけれど。

　僕ぼくはさっさと重めな『塩しお辛からポテト』に決めて、未み蕾らいに場所を譲ゆずる。

　すっかりメニュー決めに入り込んだ未蕾はそこを乗っ取りずいっと身を乗り出し、楽しげに悩んで見せた。そのままきっかりと十五分後、うんと力強く頷うなずいた未蕾は、なんだかしかるべき儀ぎ式しきで唱となえれば邪じや神しんを召しよう還かん出来てしまいそうな長ったらしい名前のクレープを頼んだ。

　すぐに出来上がった品物を受け取ると、運良く空あいていたベンチに腰こしを下ろす。

「いただきます」

「ごちそうになります」

　同時にはむっと一ひと齧かじり、熱々のジャガイモのほくほくとした優やさしい甘あまみとひんやりとした塩辛のぐにっとした独特のしょっぱさを、極ごく薄うすのクレープでまとめて味わう。

「うん、うまい」

「おいしいです」

　名前とは対照的にとてもまともな内容のクレープに小さく歯形を残し、未蕾も感想を述のべる。

「口にあったなら良かった」

「はい、とてもおいしいです。ここもハルの助言によるものですか？」

「いや、ここは僕の独断。あまりハルさんに頼りきるのも、仮かりにも父親として不ふ甲が斐いないだろ。服に関してはからっきしだけれど、食い物くらいならなんとかなるかなと思ってな」

「そ、そうですか、お父様が自みずから考えてくださったのですか。…………ふふ」

　小さく嬉うれしそうに笑う。どうやら、これもまた良い目に転ころがってくれたみたいだ。

「ところで、お父様がなぜこのような場所を知っておられたのですか。失礼ですが、お父様がこういった所に詳くわしいとは思えないのですが…………。不ぶ躾しつけな質問ですみません」

　未蕾が疑ぎ問もんに思うのも無理はない。さらに一口齧ってから、種明かしにと口を開く。

「いやね、これはデートのコースなんだよ」

「デ、デートッ!?」

　僕の言葉に、説明を肴さかなにクレープを味わおうとしていた未蕾の開いた口がさらに大きく開く。

「そう、デート。それがさ──」

「ちょ、ちょっと待ってください、で、では、今日のこれはデートだったのですか。た、確かに、年とし頃ごろの男女が連れ立って買い物に出かけることをデートと称しようしてもおかしくはないことですし、私も少しはそのようなことを愚おろかしくも夢む想そうしもしましたが、このお父様がそのようなことを考えるはずがないと最初から切り捨ててしまっていました。しかし、お父様は最初からそういうおつもりだったのですか。もしそうならば、私は今日一日を棒ぼうに振ふったということではないですか。こんな無意味に肩かた肘ひじを張らずに、もう少し大だい胆たんに、た、例たとえば、う、腕うでを組むなんてことも出来たということではないですかっ。うう、これは不覚ですっ…………」

「あの、何をそんなに悔くやんでいるのか知らないけれど、そんなに拳こぶし握にぎると──」

　忠告を終える前に、圧あつ力りよくに耐たえかねたクレープがその中身はらわたをぶちまけた。グチャリと湿しめっぽい音がして、未み蕾らいの太ももの部分が盛せい大だいに汚れてしまう。甘あまったるい匂においが微かすかに香かおる。

「言わんこっちゃない…………」

　クレープ屋から紙ナプキンを貰もらい、拭ぬぐおうと体を寄せる。

「へ？　あの、お、お父様？」

「動かないで。僕ぼくがやるから」

「や、やるって、何を…………、デート、ベンチ、も、もしや、…………なのですか」

　握にぎり潰つぶした時にクレープが破れでもしたのか、未蕾の手もクレープの中身ですっかりベトベトに汚れてしまっている。これでは拭ふいたところで二次災さい害がいを招まねくだけだ。

「は、はい、わかりました。…………そ、その、初めてなので、優やさしくお願いします」

　そう言うと、なぜだか未蕾はそっと目を閉じ、僕に委ゆだねるように体の力を軽く抜いた。

「まあ、僕だって初めてだからあんまり自信はないけれど、やってみる」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです、お父様ですから、きっと優しく、できます」

「はあ、そう、かな？」

　染しみ抜ぬきなんてやったことないけれど、まだ三秒ルールみたいなもんだし、拭うにしてもそう力を入れなくても達成できるか。どっしりと太もも部分の生き地じに腰こしを下ろした中身を拭おうと、注文されたとおりに細心の手つきでその部位に触れると、ビクリと未蕾が敏びん感かんに反応した。

「────っ」

　こそばゆさを堪こらえるためか、心なしか唇くちびるを突つき出だし固まる未蕾をこれ以上無用に刺し激げきしないように、より慎しん重ちように汚れを救い上げるようにして無事にミッションをコンプリートした。

「…………よし、これでオッケー」

「…………も、もう済んだの、ですか？」

「うん」

「…………そ、想像していたよりは、か、軽い？　のですね。唇に感触もありませんでした」

「唇？　なに、まさか口にもやれってのか？　子供じゃないんだから…………」

「こ、子供、なのですか？　ど、どちらかといえば、お、大人のような気がするのですが…………。で、では、今はどこにされたのです？　や、やはり最初ですから、頰ほお、だったのですか？」

「いや、どこって太もも？」

「ふっ、太もも…………、だ、大だい胆たんです…………。で、では、あの舐なめるような感触は、っ」

「今度は鼻血かよ…………、忙しいヤツだなあ、もう。ほら」

　余っていた紙ナプキンを渡す。

「あ、ありがとうございます。…………で、ですが、これも半分はお父様のせいです」

「僕ぼくが何だって？」

「い、いえ、なんでもありません。それにしても、準備がいいですね、この紙ナプキン」

「未み蕾らいのを拭ふくために貰もらったヤツの余りだよ」

「私のを拭く…………？　あの、私の何を拭かれたというのですか？」

「何をって、未蕾の服に決まってるだろ。ほら、ここ、少し変色してる」

　湿しめり気けで周囲より色濃こく見える部位を指差す。

　未蕾はというと、初めてそれを目にしたかのようにしげしげと見、しばらく固まり、突とつ然ぜんわなわなと震ふるえだし、顔を赤くし、「──で、では、…………というのは、私の勘かん違ちがいで、お父様はただ単に──」、とブツブツ呟つぶやき、どうしたのかと心配になってくる頃ころに、キッと顔を上げ。

「まっ、紛まぎらわしい言い方をなさらないでください！」

「ま、紛らわしいって、何が？」

　理り不ふ尽じんな怒りをぶつけられた僕の反はん撃げきの怒りを押おさえ込こむほどのエネルギーに、思わず怯ひるむ。

「デ、デートと、デートなどとおっしゃるから！」

「あ、それ？　僕の友人がいつか彼女が出来た時のために考えたデートコースで、僕はその妄もう想そうを耳にタコが出来るくらいに聞かされてたから覚おぼえていたってわけ。わかったか？」

　って、聞こえてないみたいだな。

「…………いいんです、少しでももしやと思った私が馬ば鹿かだったのです。…………お父様のことをよく知っていると自負しながらその実お父様に無む駄だな期待をした私が馬鹿だったのです」

　ズーンという書き文字が見えそうなくらいに落ち込んでいた。今日一の落ち込みだ。

　なんだ、クレープを台だい無なしにしたのが悔くやしいのか？　それとも、服を汚したのが悲しいのか？　あるいは、仮か想そうとはいえデートコースになるようなところに連れてこられたのが嫌いやなのか？

　どちらにしろ、ここまで何とか保ってきた未蕾の機き嫌げんが台無しだ。

「ああもう、んっ」

　突つき出だした僕の手元に、肩かたを落とした未蕾がちらりと目を向ける。

「僕のクレープやるから機嫌直せって。未蕾のヤツみたいにオシャレな味でも旧きゆう神しんの一ひと柱はしらも呼べそうなヤツじゃないけれど、これはこれでなかなかオツなもんだぜ。ほら」

　…………反応が薄うすいな。さすがにこんな酒のツマミ、女子にはアンキャッチーか。

「まあ、とにかく食ってみろって。ほら、あーん」

　それでもうまいのは事実なので、一口くらいは食べるかとさらに突き出し勧すすめてみる。すると、失望で暗く澱よどんだような未蕾の瞳ひとみに、ポツリと小さな灯ともし火びが宿った、ように見えた。

　キョロキョロと周囲を念入りに見回すと、即そく座ざに間合いを詰つめて顔をこちらに向け。

「あ、あーん」

　ちまっとした歯形がクレープに残される。木こっ端ぱも同然のその量のどこにそこまで嚙かむ必要があるのかと思うほどよくモグモグとしてごくりと飲み込むと、意外そうな顔をした。

「おいしいです」

「だろ？」

　どうやら少しは機き嫌げんが持ち直してくれたらしくて良かった、と僕ぼくも一口齧かじる。

「あうっ…………。お、お返しに、私のクレープもいかがですか」

「いかがですかって…………それ、絞しぼられた雑ぞう巾きんみたいになってるけれど」

　いったいどういう力が加えられたのか、最初に握にぎり潰つぶした時よりも捩よじれていた。

「だ、だからですっ、だからお父様に召めし上あがって頂くのですっ」

「嫌いやがらせのニュアンス！」

　しかし未み蕾らいはクレープを引っ込める様子はない。どうしても食えということらしい。まあ、元の形状をしていないだけで中身は至いたって普ふ通つうなんだから、食べられるだろうけれども。

「えっと、それじゃあ、いただきます」

　手を離はなすとバラバラになりそうなので、未蕾に食べさせてもらう形で首を伸のばす。

　見た目とは裏うら腹はらに甘あまったるい香かおりは変わらず、嗅きゆう覚かくから食指に訴うつたえかけた。

　重力にひかれ零こぼれ落おちそうなクリームを舌先で掬すくい上あげようとして、気がついた。

　…………そうか、やっぱり神様はどうしても僕を虐いじめたいらしいな。

　そう確信したから、三度目は噴ふき出ださなかった。

　代わりに、ゆらりと立ち上がる。

「お父様、いかがされたのですか？」

　いきなり立ち上がった僕の様子に、未蕾が心配そうな声をあげた。

　その頭を安心させるように軽くポンポンと叩たたいてから。

「────運命と戦ってくる」

「あ、あの、運命、とは？」

　問う未蕾を背はい後ごに残し、僕は全速力で駆かけ出だした。

　急速に横を流れていく景色の始発点、ちょうど広場に足を踏ふみ入いれかけていた人影に向かって。

　僕の接近に気がついたそいつが、顔を知り合いと認めて挨あい拶さつに片かた手てを挙あげた。

「よう兄弟。お前とこんなところで会うなんて珍めずらしいな。なにナンパでもしてたのか、ってそれは俺おれか。そうだ、ここで会ったのも何かの縁えん、ちょっと俺に付き合ってくれよ。今忙しいか。いやそれでも話くらいは聞いてくれよ。どうするかはそれから決めるんでいいから。話っていうのは他でもない、俺のナンパの手伝いをして欲しいわけよ。いやな、今日は朝も早くから街まちに繰くり出だして手当たり次し第だいに精を出して声をかけてたんだけど、どうにも芳かんばしくないんだわ。それはいつものとおりだとか言うなよ、手て厳きびしいな。でもな、俺は気がついたんだ、今日の敗因はそれだけにあらずとな。問題は俺が一人だってことだよ。ほら、俺やお前じゃあるまいし、ここに出かけるような女性はだいたい友達と連れ立ってってのが多いだろ。そこで俺一人が声をかけたところでお互い友達に遠えん慮りよして泣く泣く誘さそいを断っちまってんのかもしれない。それに、こっちが一人よりも二人の方が、こうグループで遊ぶ感じが出せてもっと気軽に乗ってくれると思わないか。俺おれはそう思うわけよ。さてそこでお前が都つ合ごうよく通りかかってくれたってわけだ。というわけで俺に付き合ってくれ。いやなにお前に特に何をさせようってわけじゃないから心配するな。場はしっかりと俺が回すから、お前はときどき適てき当とうに相あい槌づち打ってくれりゃそれでいいから。もちろんタダでとは言わねえよ。今日かかった費用は俺が全額負担するし、ナンパが上う手まくいったら別途に成せい功こう報ほう酬しゆうも用意するからよ。いいだろ、それくらい。まあ、なんてんだ、俺と来い、俺にはお前が必要だ────って、お前、さっきから俺の話聞いて」

「光になれえええええええええええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　僕ぼくのハンマーラリアットが鋼こう鉄てつを粉ふん砕さいせんばかりの勢いきおいで天てん罰ばつを光こう臨りんさせた。

　その直ちよく撃げきを受けて、友人、良いい香かお連つら善よしは、もんどりうって吹っ飛んだ。

　※この友情は後でスタッフが責任を持って修しゆう復ふくしておきました。




「ふう」

　ようやく帰路に着くことができて、今日一日の疲つかれを吐はき出だすように一息ついた。それはまだ早いと、近所の大型スーパーで買かい揃そろえた日用品や食料品の入った袋ふくろが浅く指に食い込む。

「やはり自分の分はすべて自分で持ちます」

　薬と人形、衣料品が入った袋三つを両手で抱きかかえた未み蕾らいが気き遣づかわしげに尋たずねてくる。

「いいよ、荷物持ちは男の仕事って昔から決まってんだ。それに、そっちだって手て一いつ杯ぱいだろ」

　僕もビニール袋二つに紙袋四つと計六袋を抱かかえて目一杯だけれども、そこは見み栄えと計算だ。

「疲れたか？　悪かったな、一日中僕絡がらみの事でドタバタさせちゃって」

「まったくです。…………ま、まあ、無事に目的を達成出来たのですからよしとしますが」

　そういう声に、少なくとも棘とげは感じられなかった。

　とりあえず、色々とあったけれども今日の作戦は成功だ。

　…………そう、本当に上う手まくいった。

　右みぎ腕うでにぶら下げた紙袋の一つに目を落として、僕はこっそりとほくそ笑えんだ。

　その中には、今日の僕の戦利品──、十本あまりのエロゲーが詰つまっているのだ。

　今日の買い物が、未蕾の好感度を上げるための接待だと向こうには説明はしたけれど、しかしそれはあくまでも表の理由でしかない。裏うらの目的は、これらを手に入れることにあったのだ。

　こんなものをどうやって手に入れたのか、少し考えればわかるだろうけれど、今の僕は勝利の美酒に酔よっているので口が軽いし、未蕾を見事に出し抜いた優ゆう越えつ感かんに浸ひたりたくもある。

　なので、少しばかり説明させてもらおう。

　まず僕は、思し惟い乃のさんとの遭そう遇ぐうの後、トイレのために抜けると未蕾に断りを入れるとその足でそのビルの入り口に設置されていたナンバーロック式ロッカーへと向かい、その中に必要となるであろう代金分の金を入れてロックした（ロッカーの使い方としては良くないものです）。

　そして、思し惟い乃のさんに、ソフトを注文すること、今日の昼過ぎまでにそれらを用意して欲しいこと、揃そろえられたものはさっきのビル内のロッカーに届けて欲しいこと、その際さい代金はロッカーの中に入っていること、それらの要求とロッカー番号と開かい錠じよう番号を記しるしたメールを送った。

　二度目のトイレ中座は注文の品が届いているかの確認と、帰りにブツを回収する時に不自然にならないようにするためロッカーに用事を作ること、さらにソフトの詰まった紙かみ袋ぶくろという木を隠かくすための森の下準備だ。もちろん、ロッカーは二つ使って意い識しきの分散もはかった。

　はたしてロッカーに頼んだものはすべて届いており、それらの箱はトイレで分ぶん解かい圧あつ縮しゆくして紙袋ひとつに収め、前述のように未み蕾らいの買い物と一いつ緒しよにロッカーに放り込んでおいた。

　そして帰りに何なに気げない顔をして他の紙袋の中に紛まぎれ込こませて取り出した、というわけだ。

　計画通り！　…………というわけには行かなかったけれども、しかし思惟乃さんとの一件は上う手まくピンチをチャンスに変えることが出来たと思う。僕ぼくの最初の計画ではソフトに関しては地道に買い集めることになっていたから、その手間が大いに省はぶけたのは幸さいわいだった。

　それでも相応に苦労したことには変わりないけれど、比例して得えられたものも大きかった。

　これで、今日の夜はお楽しみですね、と早くも胸むねが躍おどる。こんなに夜が来るのが待ち遠しいのは、それこそサンタクロースを待ちわびていたクリスマス・イブの夜以来じゃないだろうか。

「お父様はいかがでしたか？　その、嬉うれしそうに見えますが」

「え？　あ、うん、もちろん楽しかったさ」

　危ない、顔に出ていたか。これは最後まで気を抜けないぜ、と兜かぶとの緒おを締しめ直なおした。

　感づかれないように細心の注意を払いつつ、ついに自宅の前にたどり着く。

「ただいま、と」

「お帰りなさいませ」

「って、それは未蕾も同じだろ？」

「そうでした、つい。ええと、ただいま帰りました、です」

「おかえり。…………うわ、なんだろ、ゾクッとする」

「悪お寒かんですか？　風か邪ぜでもひかれましたか？」

「いや、そういうのじゃなくって、なんていうんだろ、くすぐったいっていうか…………」

　つい一年前はそれこそ日常的に使っていた言葉だというのに。相手が未蕾だからだろうか。

「はあ、良くわかりませんが、とりあえず中に入りますよ」

　促うながされて中に入る。リビングで両手の荷物を全部置き、ようやく解放感を得えることが出来た。

【おかえりなさい、マスターに現げん菜ざい様】

　朝、広げたままにしていった端たん末まつが起動し、すぐに現れたハルさんが出で迎むかえてくれた。

「ただいま戻りました、ハル」

「ただいまです。ハルさんも留る守す番ばんご苦労さまでした」

【お二人のためですから別に苦労じゃありません。それよりも、デートは楽しかったですか？】

「だから、デートじゃないですってば。なあ？」

「そ、そうです、今日のは買い物です、お父様は案内と荷物持ちのために連れて行ったのです」

【うふふふ、そうでしたか、それはすみません。それで、首しゆ尾びの方はどうでしたか？】

　ハルさんの問いかけに、荷物を指差してみせた。

「途中アクシデントもありましたけれど、バッチリです」

「そうですね。ハルのデータのおかげで必要なものはすべて買かい揃そろえることが出来ました」

【あらあら、ばれちゃったんですか、アンチョコ。でも、お役に立てたのなら何よりです】

　我わがことのように嬉うれしそうにハルさんはやんわりと笑った。

「あ、そうだ、お土産みやげを買おうと思ってたんですけれど、そのゴタゴタで忘れちゃいまして」

【いえいえ、ワタシはお二人の土産話を聞かせて頂ければそれで十分ですよ】

「そうですか？　じゃあ、あとで夕飯の時にでもたっぷり話しますよ」

【はい、楽しみにしていますね】

「では、夕食を用意する前に、私はこの荷物を片かた付づけてきますね」

　そう言い、荷物をまとめて持ち上げる。

　その中には、僕ぼくが運んできた分も当然のことながら含ふくまれていた。────あっ。

「──ちょっ」

「どうかされましたか？」

　突とつ然ぜん声をあげた僕に、未み蕾らいが不ふ思し議ぎそうに声をかけてくる。

「い、いや」

　慌あわてて平静を装よそおう僕の目は、しかし未蕾の持つ紙かみ袋ぶくろに釘くぎ付づけだった。

　しまった、エロゲーの詰つまった僕の紙袋まで、未蕾に回収されてしまったっ！

　己おのれの迂う闊かつさを呪のろう。気を引ひき締しめ直なおしたというのに、肝かん心じんのところでこれでは間ま抜ぬけだ。

　このままでは、また未蕾に戦利品たちを処しよ分ぶんされてしまう。何とかして取り返さなくては。

　大だい丈じよう夫ぶ、幸さいわいにしてまだ相手は自分が僕の急所を摑つかんだことに気がついてはいない。落ち着いて、怪あやしまれないようにそれとなく問題の紙袋を隔かく離りすることが出来れば余裕で奪だつ還かん出来る。

「それ、重そうだから荷物運ぶの手伝うよ。半分貸して」

「いえ、部屋はすぐそこですから、わざわざお父様のお手を煩わずらわせるまでもありません」

　優やさしさを混ぜ込んだ僕の申し出は、しかしすげなく断られてしまった。

　まあ確かに未蕾の言うとおりなんだけれど、だからといってここで引けない。仕方がない、多少向こうには不ふ審しんがられるかもしれないけれど、ここは強引に出るしかないか。

「そう言わずに運ばせてよ。今日一日エスコートしたんだ、ここまできたら最後までやるさ」

「お気持ちは嬉うれしいのですが、それでしたら私の荷物ではなく食材の方をお願いします」

「それも後ですぐにやるから、今は未蕾の荷物を運ばせてくれないか」

「…………なぜ、そこまで私の荷物を運びたがるのですか？」

「それは、だから言っただろ。そこまでやって、今日の買い物は無事完了なんだって」

　少ししつこすぎたか。未み蕾らいがこちらを見る目には疑うたがわしげな色がある。

　その目のまま、僕ぼくの真意を見み透すかそうとするようにジッとこっちを見て。

「わかりました、そこまでおっしゃられるのでしたら、遠えん慮りよなく手伝いをお願いします」

「そ、そう！　じゃあ早さつ速そく僕の分をくれ。何だったら全部でもいいぞ」

「さすがにそこまで頼るのは気が引けます。とりあえず、こちらを運んでください」

「うん、任せて」

　…………って、そっちじゃないんだよっ。

　まだ怪け訝げんそうな顔をしたままの未蕾に渡された負担分に、僕の紙かみ袋ぶくろは含ふくまれてはいなかった。あの紙袋は依い然ぜんとして未蕾の手の中にあり、これではこっそりと引ひき離はなすことは出来ない。

「これ、僕の負担分の方が軽くないか？　数だってそっちが多いし」

「そうですか？　数はともかく重さの方は大して変わらないと思いますが」

「いや、これ絶対に僕の方が軽いよ、うん。そういうの、男として傷きずつくんだぜ。任せてって言ったのに、こういうことされると頼りにならないと思われているような気がしてさ」

「い、いえ、私にはそういうつもりはないのですが…………。では、これもお願いします」

　追加で渡された紙袋も僕のものではなかった。

「まだ軽い。もっと僕に持たせてくれよ」

「は、はあ、ではもう一つ」

「もっと持てるって。それとも、未蕾は僕をそこまで軟なん弱じやくだと思ってるのか？」

「たかが衣料品の一つや二つで屈くつ強きようさの証明になるとも思いませんが、それでお父様の気がすむとおっしゃるのでしたら、この荷物を全部お任せしてしまってもよろしいですか？」

「もちろん、望むところさ！」

　僕の力強い返事に、未蕾は疑ぎ問もんを残しながらも預あずけてくれることにしたらしい。

　一つ二つと荷物が僕に順次手渡されていく。しかし、わざとではないのだろうけれどなかなかお目当ての紙袋を渡してはくれず、ついには最後の一個にまで残ってしまった。

「それで最後だな。はい」

　本当ならもう無理矢理にでも奪うばってしまいたかったが、そこは自制してさりげなく求める。

　それに応じた未蕾によって、ようやく僕の紙袋が手元に戻ろうとした、その時。

　不意に、紙袋を手渡そうとしていた未蕾の動きが止まった。

「どうしたんだ？」

　何かヘマでもやらかして感づかれたかとヒヤリとする。

　それでもポーカーフェイスを取とり繕つくろう僕に、未蕾は難しそうな顔をして。

「おかしいです。数が合いません」

「か、数？　何の数がだ？」

「荷物の数が、です。いいですか、荷物の数は、最初の店で一つ、次の店で四つ、薬局で一つ、の合計六つだったはずです。それが今は、ひい、ふう、みい、…………七つあります」

【本当ですね、一つ多いです】

「数え間違いじゃないのか？　ほら、帰りにスーパーで買ってきたのを入れちゃったとかさ？」

「いえ、その二つはスーパーのビニール袋ぶくろですから誤あやまってカウントすることはありませんし、現にそこに二つとも置いてあります。間違いありません、紙袋の荷物が一つ増えているのです」

　そこまで克こく明めいに記き憶おくされているとなると、下へ手たに誤ご魔ま化かそうとすればやぶ蛇へびになるだろう。

　しかし、未み蕾らいが増えた荷物がどれかを特定しようとすればすぐに判明してしまう。なにせ中身を改めれば一発で異物はわかるし、おまけにその異物は今未蕾の手の中にあるのだ。

　ここは、未蕾が検けん閲えつを始める前に多少強引にでも紙袋を取り戻すべきか。

「…………この紙袋は、見た覚おぼえがありませんね」

　紙袋を観かん察さつしていた未蕾が、自分の手の中にある紙袋を見やり断定する。

　もう迷っている時間はない。

　時間にして一秒未満、瞬まばたきにすら満みたない単位で僕ぼくは決断を下し。

「あっ！　外をアルパカとラマとビクーニャとグアナコが歩いてるっ！」

　勢いきおい良よく窓まどの外を指差し、未蕾の注意を外に引きつける。

　そしてその隙すきに未蕾の手元から僕の紙袋を取り戻し────、グッと引っ張り返された。

「…………お父様、何をなさっているのですか？」

　ちっ、やっぱり引っ掛からなかったか！　って言ってる場合じゃない。

　僕ぼくの一いちか八ばちかの行動は不発に終わり、そしてそれは未み蕾らいの僕に対する不信を決定づけた。

「この紙かみ袋ぶくろ、改めさせて頂きますね」

「あっ、ちょっ、待って！」

　制止など当然聞く耳を持つはずもなくあっさりとその中身が白はく日じつの下もとに晒さらされた。

　『は～れむ？×は～れむ！　みんなで仲良くエッチしよっ』。

　そう印字されたＤＶＤ─ＲＯＭに、未蕾の顔が引きつったようにしかめられた。そこから発せられるであろう惨さん事じを予見した僕は、無む駄だだと理解しつつもバリケードを築きずこうと試みる。

「え、えっと、これは通りすがりの──」

「どうやら、まったく反省をなさっておられないようですね、お父様は」

「い、いや、反省はしたんだぞ。だからこうして知恵を絞しぼってこっそりとだな…………」

「そうですか。お父様にはスパルタ教育で厳きびしく言い聞かせた方がいいようですね」

「ス、スパルタって、何を──」

　その声こわ音ねに潜ひそむ禍まが々まがしさに戦せん慄りつする僕をよそに、未蕾が僕の手首を摑つかんだ。

「別に危害を加えようなどとは思っておりませんので、そう身み構がまえられなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。ただ、お父様に私の考えをご理解頂けるまで延々と説明して差し上げるだけですから」

[image: ]

「そ、それって洗せん脳のうって──」

「さあ、行きますよ。そうです、先にトイレを済ませておかれた方がいいですよ。それと、眠ねむ気け覚ざましにコーヒーでも用意しておきますか。このご様子では、お父様はなかなかに神経が太くあられるようですので、長なが丁ちよう場ばが予想されますからね。幸さいわい、時間はまだありますし」

「まだあるって、その、明日僕ぼくは学校が──」

　抗こう議ぎの声は封ふう殺さつされ、有う無むを言わさぬ握あく力りよくが僕を無理矢理に従わせる。

「ハルさん、助けて！」

【すみません、マスターの邪じや魔まは出来ないんです】

「そ、そんなっ！」

　絶望を凝ぎよう縮しゆくした僕の悲ひ鳴めいは、虚むなしくリビングに散っていった。













　　　第三話　温かめの『拙い方程式』







「…………む、う」

　尖とがった音に耳を刺し激げきされ、反射的に布ふ団とんから飛び出した手がその音源を探す。バンバンと二度ほど空振りベッドの頭を叩たたいた後、ようやく捉とらえたゴツゴツとした感触を手て探さぐりで弄いじると、音はすぐに止まった。取り戻した静せい寂じやくを助力に再び誘いざなう睡すい魔まになんとか堪たえつつ、体を起こす。

「…………っく、ふあ」

　目め覚ざまし時計が平日の起床時刻を指し示していることを確認して、習しゆう慣かんとなっている手順で体をほぐしてから、ベッドを抜け出た。まだ朝の空気は肌はだ寒さむく、廊ろう下かに出るとぶるりと震ふるえた。

　…………体が重いな。

　さすがに筋きん肉にく痛つうこそないものの、気だるさが全身に纏まとわりついている。心当たりといえば、やっぱり昨日一日だろう。遅い就しゆう寝しんに早起きさせられほぼ半日街まち中なかを歩き回り、帰宅後には説教に夕ゆう飯はんと、結局体を休められたのは日付が変わってだいぶ経たってからだったのだ。

　そんな酷こく使しをされては僕ぼくの軟なん弱じやくな体なんて、悲ひ鳴めいをあげて当然だろう。それでいえば、こうしていつもどおりに起きようとしたことと起きられたことを褒ほめてもいいくらいである。

　階段をいつもより丁てい寧ねいに下りつつ、数度あくびを嚙かみ殺ころしながら、リビングへと入る。

【まあまあ、おはようございます、現げん菜ざい様】

「おはようございます、ハルさん」

【昨日はだいぶ遅くまでマスターに絞しぼられてましたけど、大だい丈じよう夫ぶですか？】

「まあ、徹てつ夜や自体は日にち常じよう茶さ飯はん事じなんでなんとか。今日は体育がないのが幸さいわいですね」

　昨日一昨日おとといと変わらぬ素敵な笑顔で出で迎むかえてくれたハルさんの姿に気だるさも吹き飛ぶ。

「おはようございます、お父様」

　庭から中に戻ってきた未み蕾らいが挨あい拶さつをしてきた。

　その背はい後ごでは洗せん濯たく物ものが物もの干ほし竿ざおに行ぎよう儀ぎ良く整列していた。

「おはよう。洗濯物干してくれてたのか？」

「はい。今日もいい天気ですから、よく乾かわくと思いますよ」

「それはいいね。ところで、その服は昨日買ったヤツ？」

「そうです。…………いかがですか？」

「いいんじゃないか、未蕾に似合ってる」

「あ、ありがとうございます」

　照れているのか、わずかに俯うつむき裾すその隅すみをいじり。

「そうでした、お父様は学校でしたね。お待ちください、すぐに朝食を用意いたします」

　パタパタとせわしく動き出そうとする未み蕾らいを手で止めた。

「いや、この時間だとのんびり朝食を食べていく余裕はないからいいよ」

「ですが、朝食を摂とらなければ今日一日を乗り切るエネルギーが得えられません」

「何かパンはあったよね。朝はそれでいいや」

　それでもまだ何か言いたげな未蕾を置いて、二階に戻りシワだらけの制服に身を包むと鞄かばんを片かた手てに洗面所に直行。見てくれを整えて玄げん関かんに下りれば、未蕾がロールパンとオレンジジュースを手に待っててくれていた。それを口に押おし込こみ流し込み、ごちそうさま。

「明日からはもっと早く起きて頂きますからね」

「はいはい、その話は帰ってから聞くよ。えっと、鍵かぎは預あずけておくから戸と締じまりはちゃんとすること。もし誰だれか訪たずねてきても無視して。何かあったら僕ぼくの携けい帯たい電でん話わに電話して。番号はウチの電話に登とう録ろくされてるから。電話がかかってきても僕からじゃなきゃ取らなくていいよ。誰からかは電話機のディスプレイに表示されるから。生活費は昨日教えたところに封ふう筒とうで入ってるから、緊きん急きゆうで入用になった時は使って。朝あさ飯めしは冷れい蔵ぞう庫こにあるもので適てき当とうにお願い。昼飯も同じで。一応、今日は早く帰る積つもりだけれど、遅くなるようだったら電話するから。他には──」

「お父様、いくら時代が違うとはいえ、自分のことは自分で出来ます。それに、留る守す番ばんなら子供の頃ころから慣なれています。まあ、ご心配して頂けるのはありがたいのですが…………」

「それもそうか。いや、つい。それじゃあ、もう行くから」

「あ、あの！」

「何？　まだ何かあった？」

「い、いえ、その、い、行ってらっしゃいませ」

「あ、うん、行ってきます。っと、ハルさんにもよろしく言っておいて」

　昨日と同じむず痒がゆさに背せ筋すじを舐なめられながら、家を出た。




　最も寄より駅えきの紙こ縒よ巳み学がく園えん前駅の駅えき舎しやを通り過ぎ駅前商しよう店てん街がいを抜けると、もうそこは通学路だ。

　ここまでくると道行く人々のほとんどが、僕の通う私立紙縒巳学園の制服姿である。

　この制服、男子の制服は普ふ通つうというかぞんざいとも言える味あじ気けも素そつ気けもないオーソドックスなデザインだけれども、女子の制服はやたらと凝こっている上に作り込まれているアバンギャルドな一品で、非常に目立つ。女じよ尊そん男だん卑ぴというか漫まん画がやアニメにおけるそれと同じ格差である。

　ＣＯＳＰＡで買ったといっても通るくらいに華はな々ばなしい制服姿が並んで登校する様さまは、どこのお祭り会場だと思うほどだ。けれど、この制服は意外に人気があるらしい。…………一部に。

　そんな制服の流れに乗り、長い長い坂道の上の学校へと向かう。予よ鈴れいギリギリかと思われたけれど、焦あせったおかげか意外と余裕を持って間に合った。野や暮ぼ用ようを済ませてから、教室に入る。

　自分の席に着き習しゆう慣かんでスマートフォンをチェックすると着信があった旨むねが報告されていた。

「ウチから？」

　ということは未み蕾らいからの電話だろうか。早くも何かあったのかと、また未蕾に笑われるかもしれないけれども心配になりながら、廊ろう下かに移動し電話帳から自宅にかけ直す。

　数秒のコール音の後。

『…………は、はい。…………ど、どちら様、ですか』

　恐る恐るといった様子で、未蕾が受話器をとった。

「いや、どちら様って、ディスプレイに出てるだろ、僕ぼくだよ、現げん菜ざいだよ」

『あ、お父様でしたか』

「よく確認しないで電話取ったのか？」

『その、つい反射的に手が動いてしまって…………』

　早くも朝に僕が言いつけたことは守れていなかった。まあ、ウチの固定電話にかかってくるような電話なんて土地か墓はかか宗教か保険の勧かん誘ゆうだろうから、大だい事じにはならないと思うけれど。

「それで、何かあったのか？　僕に電話してきたみたいだけれど」

『それは、その、お父様が無事に学校に間に合われたかと思いまして』

「なんだ、そんなことか。もっと大変な問題が発生したのかと思ったじゃん」

『そんなこととはなんですか、慌あわてて出られたから、わざわざ電話したのというのに…………』

【ほらほら、だから言ったじゃないですか、そんなに心配する必要はないですよって】

「なに、心配？」

『し、心配はしていません、ただ遅ち刻こくをなされては問題だと思っただけです』

「大だい丈じよう夫ぶだって、さすがにまだ日数に余裕はあるから」

『余裕があれば良いというものでもありません。やむを得えない事情があるならばともかく、本来ならば遅刻も欠席も早退もしていいものではないのですよ。それに、そもそも起床時間自体に問題があります。今け朝さのように慌あわただしくては満足に朝食を摂とることも出来ないではないですか』

「だからそれについては帰ってから。で、用件はそれだけか？　ならもう切るけれど」

『え、あ、待ってください、今日の昼食をお父様はどうなさるか訊きいてなかったのですが』

「心配しなくていいよ、食堂も購こう買ばいもあるし、適てき当とうに食うから…………って、やべっ、切るぞ」

　廊ろう下かの端はしに知った人影を認め、未蕾の了解を得る前に通話を終了させた。

　察知と対応が迅じん速そくだったおかげで特に不ふ審しんを覚おぼえた様子もなく、僕に気がついた友人、こと良いい香かお連つら善よしは昨日と同じく（昨日のことを忘れたように）気さくに手を上げて声をかけてきた。

「おはよっす、兄弟。廊下に一人で何やってんだ？」

「おはよう、連善。いや、ちょっと電話をね」

「ふーん。あ、そうそう、そうだよ、聞いてくれよ。今日の俺おれ、超ちようツいてんだよ」

「へえ、朝からよっぽどいいことがあったみたいだな。何があったんだ？」

　話しながら教室に入ると、僕の時よりたくさんの挨あい拶さつが連善に飛ぶ。

　連つら善よしは、外見は格かつ好こう良く中身は気さくな良いヤツなので、その付き合いに垣かき根ねはなく交友関係は広い。こいつと並んで歩いていると学年男女を問わず気軽に声をかけられている姿をよく見る。お前は少女マンガに出てくる全校憧あこがれの的まとのイケメンか、といった感じである。

　もっとも、全校に顔を覚おぼえられた主しゆたる要因はまったく別のことにあるんだけれど。

　そんな、僕ぼくの対たい極きよくに位置する人間とどうして兄弟などと呼ばれるほどに仲良くなったのかといえば、長くなるので割かつ愛あいだ。ただ、最後は河か原わらで殴なぐり合ったことだけは言っておこう。

　まあ、それでも付き合いが続いているのは結局のところ馬が合うから、だろう。

「いや、それがさあ」

　四方八方から飛んでくる挨あい拶さつをそつも嫌いや味みも取りこぼしもなく捌さばきながら、机つくえに鞄かばんを放り投げ早々僕の席へと寄ってくる。前の空あいている席を奪うばうと後ろ前に腰こし掛かけ続きを話す。

「見ちゃったわけよ」

「見ちゃった、って…………、まさかＭＭ号？」

「んなもの見つけたらさっさと乗り込んでるっつーの！」

「それもそうか…………、それじゃあ、何を見たんだ？」

「バカだな、俺おれが見ちゃったって言ったら一つしかないだろ？」

「いや、それで絞しぼりきれるほどお前の見ちゃった話は聞いてない」

「そうか？　とにかく、見ちゃったわけだよ、…………パンツをだよ」

　内ない緒しよ話ばなしをするように顔を近づけ頰ほおに手をあて、さも重要そうに教えてくれた。これは周囲の目を気にしているわけじゃなく、秘ひ密みつを共有するという気持ちから出た行為だろう。

「おっと、そうは言っても誓ちかってわざと見たわけじゃないぜ。偶たま々たまだ。偶々突とつ風ぷうが吹いて、偶々前を行く女の子のスカートがパッとめくれ上がって、偶々それが俺の目に入っちまっただけだ」

「確かに、そんな偶々はマンガみたいだけれど、そんな超ちようツいてるなんていうほどのことか？」

「そう焦あせんなよ。問題は俺が見たパンツの模様だよ模様なんだよ」

「お前、偶々見たとか言ってるくせにしっかりと見てんじゃねえか」

「俺はね、女性限定の瞬しゆん間かん記き憶おく能のう力りよく者しやなの」

「リアルに禁きん書しよになりそうだな、その記憶は…………。で、その模様がどうしたって？」

「いやそれがさあ、なんとびっくり水色のストライプだぜ！」

「へえ、そりゃ確かに少し珍めずらしいかもな」

　よくよくフィクションでは見かけるストライプこと通つう称しよう縞しまパンだけれども、現実になるとそんな子供っぽいものを履はいているのはせいぜい中学生くらいまでだ、とは四し季き瞥べつさんの話。

　きっと男子におけるブリーフからトランクスへの移行問題と同じようなことがあるんだろう。そう言われれば女子校生モノのＡＶくらいでしか見ないけどあれはコスプレの一いつ環かんだったんだなと連善も納得していた。それを信じるなら、連善がわざわざ報告してきたのも頷うなずける。

「だろ！　これはアレだな、今日俺に彼女が出来る、いや、結けつ婚こんまで行っちまうな、おい！」

「いや、逆にそれで今日のツキを全部持っていかれたかもしれないぜ？」

「だとしても、我わが生しよう涯がいに一いつ片ぺんの悔くいなし！」

　無む駄だに漢おとこらしいなあ、と感心していると。

「じゃあ今すぐに死んじゃってもいいよね！」

　横合いから可愛かわいらしい声が僕ぼくと連つら善よしの会話に割り込み、次の瞬しゆん間かん。

「ひでぶっ」

　これまたイケメンな悲ひ鳴めいと共ともに、連善の体がガクリと椅い子すの背せもたれに崩くずれた。

　どこからともなく飛んできた膝ひざ蹴げりが連善のこめかみに命中したのが、僕には見えた。

「まったく、朝からなんて話を聞かせるんだよ、センパイの耳が汚れちゃうじゃんか」

　英えい霊れいに召めし上あげられた暁あかつきにはアサシンのクラスが確約されそうな見事な一いち撃げき必ひつ殺さつを披ひ露ろうした美少女…………ではなく美少年、四し季き瞥べつさんが、僕と連善の間に割り込むように立っていた。

　乱れた裾すそを直すように、パンパンとスカートの裾を払う。

　女子の制服が目当てで入学したと公言している可愛いもの大好き四季瞥さんは、当然のように女子の制服を着用している。ウチの校こう則そくでは制服の着用に男女の区別はない。これは冬場の女子の寒さ対たい策さくを考えてのことなのだけれど、まさかその逆があるとは思わなかっただろう。

　しかし、四季瞥さんはこの学校でも屈くつ指しの可愛さで着こなしている。

　たぶん、この学校で四季瞥さんのことを男の子と認にん識しきしている人間はほとんどいないと思う。隠かくしているわけじゃないから、さすがにクラスメイトなんかはわかっているだろうけれど、前に連れションした時には、先客の男子たちがギョッとした表情をしていたのを覚おぼえている。

　ちなみに、一応連善もそのことは知っている。それどころか連善と四季瞥さんの間にこのような関係が生まれた原因は、それにまつわるひと悶もん着ちやくのせいだ。あの頃ころは若かったなあ。

「センパイ、おはよう！」

「あ、うん、おはよう」

　つい数秒前に人一人をノックダウンしたとは思えないほどの爽さわやかな笑顔で挨あい拶さつをされた。まあ、これはいつものことなので僕も大して怯おびえることもなく、平然と挨拶を返した。

「おはよう…………じゃねえよ！」

「ヤダ、もう復活した。ボクはセンパイと話しに来たんであって、良いい香かお先せん輩ぱいには用事も興きよう味みも価値もないんだから、どっかその辺でいい感じにどうにかなっといてよ。気が利きかないなあ」

「俺おれを適当に扱あつかうな！　邪じや険けんにするならもっとちゃんと邪険にしろ！」

「連善、あれ以上本気で邪険にされたらお前それこそ本当に死んじゃうんじゃないか？」

「…………、それもそうだな。よし、もっとお手柔らかにだけど真ま面じ目めに邪険にしろ」

　邪険にされること自体はいいのか、と思うけれども、もう一ヶ月近くこんな感じの扱いを受けているのでそこは連善も諦あきらめたんだろう。まあ、やりとりこそ少し乱らん暴ぼうな応おう酬しゆうだけれども、二人とも心底互いを嫌きらっているわけでもないはずだから、僕が口を出すことでもない。

　連つら善よしの要求に四し季き瞥べつさんは呆あきれた表情をした。

「なんだよその注文。…………もう、仕方がないなあ、わかったよ、撃げき墜つい王おう」

「その名前で俺おれを呼ぶな！」

「まあまあ、撃墜王（笑）」

「現げん菜ざいまで！」

　撃墜王は連善の渾あだ名なの中で最もつとも有名なものだ。響ひびきと字じ面づらからすると格かつ好こうよさげに聞こえるけれども、その実じつ態たいはまったくの正反対で本人にとっては不ふ名めい誉よな称しよう号ごうでしかない。

　なぜなら、この場合の撃墜とは、撃墜『した』ではなく撃墜『された』であり、しかもそれが色いろ恋こい絡がらみのことだからである。要するに、連善は女の子に告白してふられ続けているのだ。

　身も心もイケメンなのだから、彼女の一人くらい簡かん単たんに出来るだろうと思うかもしれないけれど、そのアドバンテージを無効にするような行為を連善は入学初日にやってのけたのだ。本人の名誉のために詳しよう細さいは省はぶくけれど、概がい要ようは、全校の女子学生に向かって告白を宣せん言げんである。

　これが対個人であったなら、それこそ本当に一人や二人は確実に落ちたんだろう。

　しかし、かような宣言をしてしまったがために、後日、本気の真ま面じ目めに告白をしたところで相手には冗じよう談だんだと解かい釈しやくされてしまい、おまけに下へ手たにイケメンなものだからおかしな高たか嶺ねの花扱あつかいまでされて、悉ことごとくをゴメンナサイされて、負ふの名声を頂くことになった、というわけだ。

　可哀かわい想そうだと思う点としては、告白こそ全ぜん方ほう位い攻こう撃げきのようなものだったけれど、本人は至いたって真剣だったことだ。馬ば鹿かだと思う点としては、懲こりずに今年も同じ事をやったということだ。

　結果、在校生にはもはや風ふう物ぶつ詩し扱いされ新入生には敬遠をされ、被撃墜数スコアはまた伸のびた。

「くそ、見てろよ、今年の夏までには絶対に彼女を作って山に海にアバンチュールしてやる！」

「アバンチュールって古っ。はいはい、精せい々ぜい頑がん張ばってね」

「というわけで現菜、今日の放課後は付き合ってもらうぞ！」

「え？　何で僕ぼくが？」

「お前、昨日の約束を忘れたんじゃねえだろうな！」

「昨日？　あれ、センパイ昨日は良いい香かお先せん輩ぱいと一いつ緒しよにいたの？」

「いたっていうか、外うろついてたら偶ぐう然ぜん会ったんだ」

「へえ、じゃあやっぱり昨日のは受信ミスだったのかな…………。髪かみ型がた、変えよっかな？」

　どうやら昨日一日僕と連善が一緒にいたと勘かん違ちがいしてくれた四季瞥さんは、昨日の試着室のカーテン越しの遭そう遇ぐうは自分の気のせいだと思ってくれたらしい。僕はそこは黙だまっておく。

「とにかく、約束だ、今日の放課後は俺のナンパに付き合って────あべしっ」

「良香先輩のいかがわしい趣しゆ味みにセンパイを巻き込むな。センパイも、そんな約束なんてゴミ箱に放り込んで、放課後時間があるならボクに付き合ってよ。行きたいところあるんだ」

「あー、ごめん、今日はちょっと用事が」

「そっか、それはザンネン」

「ごめんね。僕ぼくでよかったら懲こりずにまた今度誘さそってよ」

「はい、絶対！　センパイも次は予定を空あけておいてね！」

「うん。連つら善よしも、悪いけれど」

「ま、そういうことならナンパのお供ともは次の機き会かいでいいか。お前なんていなくても、今日のハッピハッピハッピーな俺おれにかかればハーレムの一つや二つ、簡かん単たんに出来るだろうけどな」

「だからセンパイにそういう話をするなって言ってるだろ！」

　スカートもものともせず、四し季き瞥べつさんが踵かかと落おとしを見み舞まった。背せもたれと足の挟きよう撃げきに遭あい、連善の首が嫌いやな音を立てた。連善の口からはついに悲ひ鳴めいさえもあがらなかった。四季瞥さんは押お忍すと技の終わりを締しめていた。ゴング代わりにのんびりとしたチャイムが鳴った。

「あっと、そういえば一時間目は移動教室だったんだ。それじゃセンパイ、また！」

「またね」

　朝から数々の華か麗れいな足技を見せた四季瞥さんは、その威い力りよくを計はからせるようなしなやかな速さであっという間に教室から出て行った。疾しつ風ぷう怒ど濤とうとは正まさにあの子のことだろう。さてと。

「おい、起きろ、ＨＲだぞ」

　ピヨってぐったりしている連善を叩たたき起おこす。あれだけ強きよう烈れつな一撃を三発も喰くらっていたというのにどこにも傷きずも痣あざの一つもないのは、四季瞥さんと連善のどっちのスキルだろう。

　搾しぼり出だすようなうめき声と共ともに気がついた連善は第一声に。

「…………なんで、水色のストライプ」

　しらんよ。




　僕の学習態たい度どは、その成せい績せきが示すとおりにそこそこ真ま面じ目めでほどほど適てき当とうである。

　ちゃんと起きて先生の話は聞き黒板の内容は写うつす。それでも駄だ目めな時は駄目で、居い眠ねむりすることもあれば気を抜いてボオッとする時もあるし別の授じゆ業ぎようの内ない職しよくをしていることもある。

　心がけで言えば優ゆう等とう生せいで、結果で言えばなんとか及きゆう第だい点てん、そんなところだ。

　返す返すもこの成績でどうやって世紀の大発明が出来るのか不ふ思し議ぎだけれども、置いといて。

　そんな感じで午前中を乗り切り机つくえに突つっ伏ぷしたい気分のところに、連善が近づいてきた。

「今日の昼ひる飯めしはどうするよ。食堂、購こう買ばい、ちょっと足伸のばして外に食いにでも行くか？」

「いや、悪いけれど今日はやることがあるんだ」

「そっか。んじゃ俺は買いパンでもするわ」

　そう予定を立てる連善を置いて教室を出、ちょっとした解放感で騒さわがしい廊ろう下かを小走り気ぎ味みに目的地へと向かう。教きよう室しつ棟とうの渡り廊下を抜け、主おもに文化部の部室が入った部室棟へ。

　教室棟に比べて活気はないものの、気き兼がねなく食事や談だん笑しようが出来る場を求めた者や寸すん暇かを惜おしんで練習や創作に励はげむ者がいたりして、まったく人ひと気けがないというわけではない。

　さて、そんなところにどうして僕が来たのかというと。連善の誘さそいを断ったことからもわかるようにここで一人優ゆう雅がにランチをしに来たわけではない。それじゃあ部活動かというと、そういうわけでもない。一応、部活には属ぞくしてはいるけれど、活動するようなものじゃないし。

　部ぶ室しつ棟とうの隅すみの隅、日当たりも悪く薄うす暗ぐらい地階の一角に、僕ぼくの目的地はあった。

『仮か想そう現げん実じつ文ぶん化か比ひ較かく研けん究きゆう部ぶ』。

　そう油性マジックで書かれたルーズリーフをテープで貼はった扉とびら。

　あまりにもなおざりな表ひよう札さつを掲かかげたその部屋へと足を踏ふみ入いれる。元は倉庫として使われていた室内には採光用の窓まどすらなく、密みつ室しつ独特の篭こもった匂においが微かすかにした。手て探さぐりで壁かべ際ぎわのスイッチを入れると、数度の明滅の後、天井の蛍けい光こう灯とうが白色で部屋の中を照らし出した。

　予備を拝はい借しやくしてきた学校の机つくえと椅い子すのセットが二つ右手の壁際に向かい合うように置かれ、その反対側となる左手の壁際にはこれまた余りを頂いてきたロッカーが一面に置かれている。

　部室というにはあまりにも殺さつ風ぷう景けいなその部屋だけれども、それもそのはずの当たり前で、『仮想現実文化比較研究部』などというしゃらくさい名前の部活に活動実じつ態たいなどなく、僕が適てき当とうにでっち上げて設立にこぎつけた、ペーパーカンパニーならぬペーパークラブなのである。

　もちろん、いくらウチの学校が部活動に関してもある程てい度ど自由が利きくといっても、さすがに無活動の部活を設立させてくれるはずもないので、その辺は色々と汗あせをかかせてもらった。

　名前貸しをしてくれる幽ゆう霊れい部員を集めるのはもちろんのこと、そんな明らかに本来の部活動の意義と相あい反はんする部の顧こ問もんとなってくれるような都つ合ごうのいい先生を何とか見つけ出した。

　さらには、学校側にその研究の価値を錯さつ覚かくさせるため、『仮想現実のコミュニケーション方法の進歩から見る人間関係の構こう築ちくの変化』『観かん察さつ者しや介かい入にゆう型がた物語における幸福と真実の優ゆう劣れつ』『普ふ遍へん的てき潜せん在ざい意い識しきの表ひよう象しようとしての仮想現実』、といったそれっぽい論文を捏ねつ造ぞうしてみたりもした。

　そんなこんなの末、めでたく『仮想現実文化比較研究部』は認可が下りたのだった。

「どこまで進んだかな…………」

　机の上に置かれたノートパソコンのタッチパッドに触れる。スクリーンセーバーが解かい除じよされたディスプレイには、作業の進しん捗ちよく状況を示すゲージが並び、いくつかは完了を告つげていた。

「よし、順調順調…………」

　役割を終えたゲージを閉じ、ノートパソコンに接続された多た連れん装そうドライブからソフトのディスクを抜く。それをファイルに戻して別のページから新しいディスクを取り出し挿そう入にゆうする。すぐに立ち上がったインストーラーを操そう作さし作業を開始させる。そんなことを数回繰くり返かえした。

「頼むぜ、今はお前だけが頼りなんだからな…………」

　ドライブとは反対側からノートパソコンに接続されたポータブルハードディスクを激げき励れいと共ともに撫なでる。その僕の信頼に応こたえるかのように、側面のランプが頼もしく点滅した。

　さて、昼ひる飯めしも食べずに僕が何をやっているのかと言えば、おそらく大おお方かたの予想通りエロゲーのインストールである。朝から取り掛かり休み時間ごとに抜け出しディスクを入れ替え、家から持ってきたポータブルハードディスクに、せっせとデータを入れているのだった。

　エロゲーは未み蕾らいによってすべて廃はい絶ぜつされたんじゃないのかと疑ぎ問もんに思うかもしれないけれども、あれはあくまでも家にあった『使用用』のものである。予備となる『保存用』はまだ存在しているのだ。そしてそれがどこにあるのかといえば、そう、この部屋に、だ。

　背はい後ごにずらりとい並ならぶロッカーには、僕ぼくの部屋のコレクションがほぼコピーされている。さすがにそのままを丸々とはいかず、ディスクはファイルに、箱は解体して平べったくなっているけれども、データの状態だけで言えば過か不ぶ足そくなく揃そろっていることは間違いない。

　僕がわざわざ手て間ま隙ひまと面倒をかけてまで部活を立ち上げたのも、そもそもはこの保ほ管かん場所を求めてのことだった。こんなこともあろうかと、ノアの箱はこ舟ぶねを用意しておいたのだ。

　まあ、まさか本当にこの部屋の『保存用』が必要になるとは思わなかったから無事保管を終えてからは秘ひ密みつ基き地ち的な扱あつかいをしていたんだけれども、備そなえあれば憂うれいなし、ということか。

　ここを活用すればあの廃はい墟きよも、ある程てい度どは復ふつ旧きゆう出来るだろう。

「…………学校なら未蕾も手出しは出来ないだろうし、完かん璧ぺきだな」

　と自うぬ惚ぼれそうになる自分を引ひき締しめる。

　学校では万ばん全ぜんだろうけれど、家に帰ればそうはいかない。どこからボロが出るかもわからないし嗅かぎつけられるとも限らない。そうなればここも壊かい滅めつだろう。それは避さけなければ。

　そう気を引き締め椅い子すに腰こしを下ろした、ところでスマートフォンが震ふるえた。

「連つら善よし？　…………はい、もしもし」
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『げええええええええんんんんんんんんんざああああああああいいいいいいいいい！』

「ひっ」

　通話口から飛び出してきた暴ぼう音おんに、思わずスマートフォンを遠ざける。

「ちょ、なんだよ、いきなり！」

『俺おれは今までお前のことを親友だと思っていた。もし何かがあった時、俺の背せ中なかを任せられるのはお前しかいないと思っていた。俺がタイガーならお前がバニー、俺がファムならお前がイーリー、俺が伊だ達て政まさ宗むねならお前が真さな田だ幸ゆき村むらだと、そのくらいに、お前を信頼しお前を信用していたし、自うぬ惚ぼれかもしれないけど、お前も同じだと思っていた。それを、お前は、裏うら切ぎった！』

「…………は？　と、突とつ然ぜん何言ってんだよ、裏切ったって、わけわかんないんだけれど？」

『やめてくれ、しらばっくれるなよ、これ以上俺にお前を見み損そこなわせないでくれよ！』

「僕ぼくの中でも連つら善よしの株が大だい暴ぼう落らく中だ」

　いったい別れてから何があったんだ。当事者であるはずの僕を完全に置いてきぼりにする熱量で妙な盛もり上あがりを見せる連善は、僕の冷静な言葉には耳も貸さずにさらに声を荒あらげる。

『アレは、噓うそだって、冗じよう談だんだって、勘かん違ちがいだって言ってくれよ、なあ！』

「いやお前今白状しろみたいなこと言わなかったか？　っていうか、アレって何さ」

『彼女だよ！』

「は？　彼女？　誰だれのこと言ってるんだ？」

『彼女だろ彼女なんだろ彼女に違いないだろ彼女しかないだろ彼女に決まってんだろ！　くそっ、今まで生なま身みの女性に興きよう味みはありません、って言ってたのはすかしてただけだったんだな、このムッツリスケベが！　今日の放課後、俺の誘さそいを断ったのもこのためか！　そうだよな、あんな可愛かわいい彼女がいたら俺なんかとつるんでるより百倍も千倍も万倍も楽しいもんな！　畜ちく生しようっ、お幸せになこの野や郎ろう！　俺にこんな思いをさせておいて別れたりしたら承しよう知ちしないぞ！　べ、別にお前なんかいなくたって寂さびしくねえよ、俺もすぐに彼女を作ってやるんだからな！』

　もはや混乱のあまり言ってることが支し離り滅めつ裂れつだ。

「お、おい、わけがわからない──」

　一方的に言いたいことをまくし立てると、連善は電話を切ってしまった。

　こちらからかけても繫つながらなかった。

「──な、何なんだよ、いったい」

　まあ、どうせ次の時間には顔を合わせるんだから、その時に話を聞けばいいか。

　それよりも今は作業の方だ。

　また一つインストールが終わったディスクを交こう換かんし、次のをセットする。

　ドライブのフタが閉まるのと同時に、入り口の扉とびらが重い金属の音で鳴った。

　…………ノック──、来客か？　しかし誰が。僕以外は名義貸しの幽ゆう霊れい部員だし、顧こ問もんだって昼ひる寝ねをする時にしか来ないしあの人はノックをするような礼れい儀ぎは持ち合わせていない。もちろん、新入部員を募ぼ集しゆうなどしていないし、そもそも存在自体知られていないだろう。

　ノックをしたということは、ここが使用されていることを知っていて、かつここに──場所か部活か僕ぼくかは知らないけれども──用事がある、ということなんだろうけれども…………。

　ノートパソコンのディスプレイに頭を下げさせ見えないようにしてから、入り口へと向かう。

「はい、どちら様ですか？」

　誰何すいかしながら扉とびらを開けると、そこにいたのは。

「わ、私です」

　未み蕾らいだった。反射的に手が扉を閉めた。

　ガチャンという耳みみ障ざわりな音が混乱のスイッチを入れた。

　え？　何で？　噓うそだろ？　これはいったいどういうことだ？　どうして未蕾が学校にいるんだ？　夢ゆめか？　幻げん覚かくか？　敵の罠わなか？　神の悪戯いたずらか？　悪あく魔まの所しよ業ぎようか？　大宇宙の意思か？

「ど、どうして私の顔を見て扉を閉められたのですか！」

　抗こう議ぎの声と扉を続つづけ様ざまに叩たたく音が、現実逃とう避ひに走りかけた僕を引きずり戻した。

「ご、ごめん、そういうわけじゃないんだ」

　慌あわてて扉を開けて顔を出す。

　するとそこには、やはり見み紛まごうことなき未蕾が、少し気分を損そこねたように立っていた。

「ではどういうわけであったのですか？」

「お、驚おどろいて手が滑すべったんだよ！　いきなり未蕾がいるもんだからさ！」

「そうですか、それはすみませんでした。事前にご連絡を差し上げるべきかとも考えたのですが、お父様の勉学の邪じや魔まをしてはいけないと思い、ご連絡は控ひかえさせて頂いたのです」

「そ、そう、お気き遣づかいどうも。あれ、でもそれなら朝の電話の時に言えばよかったんじゃ？」

「…………そ、それは、そう、その後に突とつ然ぜん思いついたからです」

「突然思いついたって、…………そうだ、何か用があって来た、んだよな？」

「は、はい、当たり前です。用がなければわざわざお父様を訪たずねたりなどしません」

「微び妙みように棘とげ入れないでくれるかな…………。それで、用って何？」

「そ、それはですね、────その前に、中に入れてはくださらないのですか？」

「な、中に？」

「そうです。いくら人ひと気けがないとはいえ廊ろう下かで立ち話では落ち着きませんし、それにこの、ここに貼はられている『仮か想そう現げん実じつ文ぶん化か比ひ較かく研けん究きゆう部ぶ』というのも気になります。部というからには部活動なのですよね。お父様が部活動に所しよ属ぞくなされていたとは初めて知りました。ここは、いったいどのような活動をなされているのですか？　名前からはちょっと想像がつかないですね」

「あー、うん、なんていうかな、一言では説明しきれないんだけれど…………」

「なるほど、百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかずというわけですか。では失礼させて頂きますね」

「だ、駄だ目めだ！」

　脇わきをすり抜け中に入ろうとする未み蕾らいを手で制した。

　予期せず止められた未蕾は、訝いぶかしげな顔でこちらを見てくる。

「なぜ駄だ目めなのです？」

「えっと、だな…………」

　中でエロゲーをインストールしているからです。と馬ば鹿か正しよう直じきに答えるわけにもいかない。かといって、ここで下へ手たに渋しぶると何かあるのではと勘かん繰ぐられてしまうことにもなるし…………。

「何か、私を中に入れたくない理由でもあるのですか？」

「い、いや、そんなことないぞ。ただ、そうだ、少し散らかってて見苦しいんだ」

「でしたら、ついでですから私がお掃そう除じをさせて頂きますが」

「そ、それは悪いよ。ほら時間もないし、未蕾だって用事があって来たんだろ？」

「確かにそうですが、その用事は出来れば廊ろう下かで済ませたくはないのですが…………」

「だったら、どこか別の場所行こう！　と、とにかく、ここは駄目だから！」

　そう強く拒きよ絶ぜつすると、わずかに未蕾の目が細められた。…………何だか嫌いやな予感。

「ハル」

「ハ、ハルさんっ!?」

　未蕾の低い呼びかけに答える声が、未蕾の懐ふところの辺りから聞こえる。

【はいはい、お呼びですか？】

「仕事です」

「って、連れて来たのか？」

　訊きく僕ぼくを無視して、未蕾がその声に向かって指示を出す。

「この近辺一帯、半径十メートルほどに走そう査さをかけてください。対象は一昨日おとといと同じで」

【わかりました。ではちょっと失礼して…………、はっ！】

　気合の入った声が響ひびくも、これといって目に見えるような変化はなかった。

　いったい何をしたんだ？

「どうですか」

【あらあら、たくさん反応がありますね。数で言えば、現げん菜ざい様のお部屋と同じくらいです】

「お、同じ──」

　ハルさんの報告に、未蕾が絶句する。

「な、なあ、いったい何をしたんだ？」

　待てよ、僕の部屋と同じ数で、未蕾がこんな反応を見せることって、────まさか！

　ピンと来た僕が、その直感を行動に活いかすよりも早く、向こうが動いた。

「中に入らせて頂きます」

　扉とびらと僕の隙すき間まに押おしのけるようにして体を滑すべり込こませると、未蕾がドアノブに手をかける。

「や、だから、散らかって──」

　慌あわててその手首を押おさえて止めようとした、が。

「──うえっ」

　ぐるりと視界がひっくり返り、床に背せ中なかから落とされる。

　一昨日おとといの玄げん関かんと同じく投げ飛ばされた僕ぼくを一いち瞥べつし、未み蕾らいは門番のいなくなった扉とびらを開く。

「ま、待って、処しよ分ぶんだけは──」

「大だい丈じよう夫ぶです、すぐに済みますので」

　僕の嘆たん願がんは金属の響ひびきで閉ざされた。




「まったく、信じられません！　ここをどこだと思っているのですか！　ここは学校、神聖な学まなび舎やですよ！　真ま面じ目めに勉学に勤いそしむべき場です！　だというのに、あんな破は廉れん恥ちなものを！　こんなに！　お父様はご自分が恥はずかしくないのですか！　私は恥ずかしいです！」

「…………僕は悲しいです」

　未蕾に命令されたハルさんによってデータをクラッシュさせられたハードディスクとＲＯＭディスクを前に（なにやら得え体たいの知れない電波だか磁じ気きだかを発したらしい）、僕はそう搾しぼり出だすのが精せい一いつ杯ぱいだった。二度目とはいえ、心に傷きずがつかないわけでも傷いたまないわけでもない。

　それでもあの日、彼女たちの犠ぎ牲せいと引ひき換かえに得えた強さは僕の心の芯しんを支えてくれた。

　渦うず巻まく思いをため息に吐はき出だし、まだ怒りを納め切れていない未蕾に尋たずねる。

「…………それで、何をしに来たんだ？」

「え？」

「用事があったんだろ。まさかこれが目的だったとかいうわけじゃないよな」

　混ぜたわけでもないけれども皮肉交まじりの言葉に、ハッと未蕾が我われに返る。

「あ、はい、そう、これ！」

　バッとその手に持っているものを突つき出だされた。

「これ？」

「お、お弁べん当とう、です」

「お弁当…………？」

「は、はい、お父様は先ほどのお電話では昼食をご用意されていないご様子でしたので、ご迷めい惑わくかとは思いましたが、ご用意させて頂きました。どうぞ、よろしければご賞しよう味みください」

「ってことは、なに、僕にお弁当を届けに来てくれた、のか？」

　ぶんと大きく首を縦たてに振る。

「そんな、わざわざいいのに。昼ひる飯めしなんてどうにでも出来るんだから」

「そうはいきません。食事や食生活は健けん全ぜんな体を作るために欠かすことの出来ない重要な要素です。それに、今け朝さは忙しくて満足に食事を摂とっては頂けなかったのですから、なおさらしっかりと摂って頂かなければ。…………それとも、やはりご迷惑、でしたか？」

　おずおずというか怯おびえとさえ見えるような顔で訊きかれては、素直に答えづらい。

「まあ…………、嬉うれしいよ」

「べ、別にたいしたことはしていません。ただご飯はんを丸めただけです」

「あ、中身、おにぎりなのか？」

「はい。どうぞ」

　突つきつけられた包みを受け取る。へえ、ウチにこんな巾きん着ちやく袋ぶくろあったんだな、と妙なところに感心しつつ蝶ちよう結むすびされた口くち紐ひもを解とくとタッパーが出てきた。腹はらの虫に急せかされ蓋ふたを開ける。

　タッパーの中には、おにぎりが二つにほうれん草のおひたしと玉子焼きが詰つめ込こまれていた。

「おにぎりの具は、お父様から見て右が鮭さけフレーク、左が肉そぼろとなっています」

「肉そぼろなんて結けつ構こう手が込んでるじゃん」

「そうでもありません。ハンバーグ用の挽ひき肉にくをしょう油とみりんと砂さ糖とうで煮に詰つめただけです。おひたしと玉子焼きは薄うすめの味付けにしてありますので、そぼろは少し濃こい目にしました」

「ふうん、色々と考えてくれてんだな。それじゃあ、いただきます」

　一つ口にすれば空くう腹ふくが堰せきを切って流れ出し、右に鮭おにぎり左に玉子焼き相あい方かた換かえて肉そぼろさらにチェンジでおひたし、と三角食べの指し導どうの必要もなく、とっかえひっかえ舌した鼓つづみを打ち弁べん当とうの中身を一息に総そうざらいして平らげた。名残なごり惜おしく、行ぎよう儀ぎ悪くも指まで舐なめてしまった。

「いかがでしたか」

「まずかったらここまであっという間に食べないって。ごちそうさま」

「お粗そ末まつ様さまでした」

　これで締しめにお茶の一いつ杯ぱいもあれば言うこと無なしだけれど、さすがにそこまでは周しゆう到とうではなかった。代わりに未み蕾らいは僕ぼくの元からタッパーを取り上げて巾着袋の中に片かた付づけていた。

「そういえば、よく僕の学校の場所がわかったな」

「ハルがナビゲートしてくれました。困ったのはその後です。最初はお父様のクラスを覗のぞいてみたのですがおられず、クラスメイトの方にお尋たずねしてもどこに行かれたのかわからないとのことでしたので。でも、お父様の端たん末まつの電波を拾うことが出来たので無事わかりました」

「あ、そうなんだ。…………ってことは、未蕾、学校の中を歩いたの？」

「はい。廊ろう下かは走るなとありましたので歩きました」

「いや、そういうことじゃなくて…………、その、一つ訊ききたいんだけれど、未蕾が僕の所在を尋ねたクラスメイトって、どんなヤツだった？　やたらと格かつ好こういいヤツじゃなかった？」

「そうですね…………、あ、確かに一いつ般ぱん的てきな観かん点てんで言えばそうだったかもしれません」

　これであの電話の謎なぞはすべて解とけた。

　連つら善よしは弁当を届けに来た未蕾のことを僕の彼女と勘かん違ちがいしたのだ。

　よりにもよって、一番面倒なヤツに捕まってしまった。…………そういえば。

「未蕾さ、その格好で学校をうろついてたんだよな？」

「はい、そうですが…………、どこかおかしいですか？」

　言って確かめるために自分の体に目を落とす。

「おかしくはないんだけれど…………、ここじゃおかしいんだよ」

　未み蕾らいがこの学校の制服を持っているはずもなく、当然ながらその服ふく装そうは私服だった。

　そんな姿の女子がいれば学校という閉へい鎖さ空間の中では否いや応おうなく目立つ。おまけに、昨日の買い物で実証されたように、未蕾は美少女なのだ。さらに厄やつ介かいなのは、連つら善よしに目をつけられたということだ。あいつの交友関係を介かいすれば、あっという間に噂うわさが広がることになる。つまり。

　違い正まさ樹き現げん菜ざいの彼女が学校に来ている、という噂が。

「冗じよう談だんじゃないぞ…………」

「あの、何か問題でもありましたか？」

　僕ぼくの尋じん常じようならざる様子を察してか、未蕾が不安げにこちらを見てくる。

「いや、うん、まあ…………」

　まずは現状の把は握あくが必要だ。

　あの様子の連善に再度コンタクトを取るのはあまり気が進まないけれど、しかし探さぐりを入れられるのがアイツしかいないので仕方がない。連善の番号を呼び出したところで。

　連善の方からコールがかかってきた。

　これはチャンスかそれともピンチか。恐おそる恐る、電話に出る。

「…………」

　相手の出方を窺うかがうためにすぐには声を出さずに耳を済ませれば。

『いいか、対象は絶対にまだこの敷しき地ち内ないにいる！　見つけ次し第だい捕まえて、生きたまま俺おれの前にあの裏うら切ぎり者ものを引きずり出せ！　なお、対象は美少女と共ともに逃とう亡ぼうしていると思われる！　そちらはもし見つけたら丁てい重ちようにもてなせ！　紳しん士しの心を持って接しろ！　いいな！』『了解！』『よし！　では行け！　彼女持ちには死を！』『可愛かわいい彼女持ちには苦く痛つうと共に死を！』

　受話器の向こうから漏もれ聞きこえる野太く殺さつ気き立だった鬨ときの声で大体のところは察せられた。

「連善…………、あいつは何をやってんだよ！」

　これは厄介どころの話ではない。真ま面じ目めに僕を狩かり出だそうというのは、たぶんクラスメイトの約半数、男連中だろう。しかし大おお騒さわぎして僕の捜そう索さくをすれば、それに興きよう味みを持った他の学生が面白半分に密みつ告こく者しやや捜そう索さく者しやになる可能性は高い。極きよく端たんな話、全校学生が敵になるのだ。

　そうなれば、ここがいかに僻へき地ちとはいえいずれ捜索の手が伸のびてくる。頼みの綱つなは昼休みの残り時間が少ないことだけれど、それだって安心は出来ない。っていうか、この時間を凌しのいだところで僕は教室に戻れない。戻ろうとした途と端たん、無実の罪つみで吊つるし上あげを食らうだろう。

『アルファチーム、教きよう室しつ棟とう屋上に到着しました！』『ブラボーチーム、教室棟の一階に到着しました！』『捜索を開始しろ！　ネズミ一匹見み逃のがすな！』『司し令れい！　フォックスチームがそれらしい二人組を見たとの目もく撃げき情報を入手しました！』『子し細さいを聞き出せ！　渋しぶるようならばいくらか握にぎらせろ！』『アマチュア無む線せん部ぶとの交こう渉しように成功！　携けい帯たい電でん話わの所在を割り出せそうです！』『よし、機き材ざいが届いたら直ただちに準備に取り掛かれ！　準備が終了し次し第だいサーチをかけろ！』

　げっ！　そんなことされたら一発でばれる！

　慌あわてて切ろうとした僕ぼくの耳に、連つら善よしが悠ゆう然ぜんと告つげる。

『聞こえたか、現げん菜ざい。逃げ回っていても捕まるのは時間の問題だぞ。今なら、裏うら切ぎったとはいえ友人だ、俺おれたちに対する背はい信しん行為をまだ大目に見てやろう。だから、観かん念ねんして出てこい』

　どうやら降こう伏ふく勧かん告こくとしてわざとこの様子を僕に聞かせていたらしい。

「…………いやお前、さっきと言ってること違くないか？　あの電話の感じからすると、どちらかって言うとなんだかんだ言いながらも祝しゆく福ふくしてるトーンに僕には聞こえたんだけれど」

『…………あれは、私し人じんとしての俺の本心だ。だが、今の俺は公こう人じん、《ＮＧＦＬ》──《彼女いない同どう盟めい》の司し令れいだ。立場上、お前の裏切りをなかったことにすることは出来ない』

　なんだその同盟。

「いや待て、お前は誤解をしてる。あの子は彼女なんかじゃなくて──」

『ふん、弁べん解かいならいくらでも聞いてやるさ。お前が捕まった後でな。…………どうやら、せっかくの忠告にも従う気はないようだ。いいだろう、俺とお前は袂たもとをわか────へげえっ』

『ちょっとセンパイ！』

「し、四し季き瞥べつさん？」

　どうやら連善は電話を奪うばい取とられたらしい。

『ウワサ、本当なの？』

「もうそこまで広まってんのかよ…………」

　さすが連善の情じよう報ほう網もうと言うべきか、それとも四季瞥さんの感度を褒ほめるべきか。

　どちらにせよ、僕の手配書はすでに拡かく散さんし始めていると考えるべきだろう。

『カノジョなんてボク聞いてないんだけど！』

「そりゃ僕も一言も言ってないからね」

『それじゃあ、センパイはボクを騙だましてたの？』

「いや、騙すも何も皆が勝手に勘かん違ちがいしているだけっていうか」

『言い訳はいいよ！』

「言い訳じゃなくて誤解を解ときたいだけなんだけれど」

　四季瞥さんもＮＧＦＬ員なのか？　連善と同じく話を聞いてくれない。

『あー、もう、こんな電話越しじゃよくわかんないよ！　今からそっち行く！』

「そっちって、僕がどこにいるかわかるの？」

『もちろん！　部ぶ室しつ棟とうの方だよね！　細かいところまではわからないけど！』

　昨日といい、本当何でわかるんだ。…………って感心してる場合じゃない。

『確かく度どＡの情報だ！　対象は部室棟にいるぞ！　直ただちに全チームを向かわせろ！』

「ヤバッ！　ごめん、あとで説明する！」

『あっ、センパ──』

　四し季き瞥べつさんはまだ何か言いたげだったけれども、電話を切った。

「あの、お父様？」

「逃げよう。…………いや、帰ろう」

　もはやこの学校に逃げ場はない。そして安息の場所もない。

「か、帰る？　何をおっしゃっているのですか、まだ授じゆ業ぎようがあるはずです」

「そうだけれど、無理！　今の状況で教室に戻ったら授業の前に殺される！」

「殺される？　何を言っているのですか、ここは学校ですよ。そんなことあるわけがないです」

「それはあの教室の様子を知らないから言えるんだ！　僕ぼくは帰る！　帰るったら帰るぞ！」

「駄だ目めです、そんなふざけた理由で早退など許しません！」

【もしもし、横からですけどちょっといいですか？】

　焦あせる僕と引きとめようとする未み蕾らいの間に、のんびりとハルさんが入り込んでくる。

「なんですか、今大事な話をしているのです。用件なら端たん的てきに」

【あのですね、この建物の近辺に続々と人が集まってきてます。渡わたり廊ろう下か、裏うら口ぐち、一階のチェスボクシング部前、の三箇か所しよですね。ちなみに全員武ぶ装そうをしている模様です。モップ、竹刀しない、さすまた、投と網あみ、アメリカンクラッカー、妖よう刀とう鬼ぎ流る我が座ざ宗むね、あとはシェパードが五匹】

「くそ、展開が速いっ！　あいつのカリスマはＢ＋、一国の指し導どう者しやレベルか！　未蕾もこれでわかっただろ、このままのこのこと出て行ったら僕がタダじゃ済まないってことが！」

　僕の力説に、しかし相変わらず未蕾の危き機き感かんは芳かんばしくない様子だ。平和ボケめ！

「とにかく行くぞ！」

「あっ、ま、まだ話は──」

　迷めい彩さい代わりに制服の上着を未蕾に被かぶせてから、強引に引っ張り部室の外に飛び出した。

　頭の中に校こう舎しやの図面を広げ逃とう走そう路ろを検けん索さくし、まずは地階から脱出をと階段を上った。

「いたぞー！」

「部ぶ室しつ棟とう一階東階段にて対象を発見！」

「捕まえろ！　ヤツを司し令れいの前に引きずり出し地じ獄ごくの責せめ苦くを！」

「彼女持ちには死を！　可愛かわいい彼女持ちには苦く痛つうと共ともに死を！」

　手に手に物ぶつ騒そうな形状の代しろ物ものを持った連中が、渡り廊下で口々に騒さわぎ立たてる。

「ちっ、見つかったか！　ハルさん、一番手て薄うすな場所はどこですか！」

【はいはい、裏口ですね。そこはまだ人員が回されてないので隙すきを突つけばいけます】

「ありがとうございます！　ほら未蕾、ボサッとしてんな！」

　さすがにこれは強きよう烈れつな光景だったか、怯ひるんだ様子の未蕾に活を入れ手を強く握にぎり直なおす。

「手つなぎを目もく視し確認！　恋人つなぎではない模様です！」

「対象は裏うら口ぐち方面へ逃とう亡ぼう！　あそこは、まだ配備が完了していません！」

「全隊突とつ入にゆうしろ、ヤツを逃がすな！　ええい、剣けん虎こ兵へいはまだか！」

　背せ中なかに敵の指示を聞きながら裏口の両りよう扉とびらを一気に開あけ放はなち、外へと飛び出した。




「はあっ、はあっ、はあっ、…………こ、ここまでくれば大だい丈じよう夫ぶだろう」

　荒あらい息と共ともに丸っきり悪役なセリフを吐はきながら、僕ぼくは地面にへたり込んだ。

　頰ほおを汗あせの雫しずくが流れ、アスファルトの上に点を打つ。

「この程てい度どでそこまで息があがるとは、運動不足なのではないですか？」

　そう言う未み蕾らいは汗の一つもかいておらず、深呼吸の一つで息も整ってしまったようだった。この場合、どちらが正論だったかと言えば…………、残念ながら未蕾の方だろう。

　なにせ、顔を上げればまだ校こう舎しやが見える位置に僕はいた。

　学校のある高台を下りきったところから始まる、駅前の通りだ。

　我わが家やと学校を結んだ途上にありどちらにとっても最も寄より駅えきである紙こ縒よ巳み学がく園えん前駅、そこを中心に東西に貫つらぬく大通りはここら一帯のメインストリートである。昔ながらの商しよう店てん街がいを母体とした活気ある通りで、近辺の大おお型がた店てん舗ぽと競きよう争そうしつつ共存もしている、今時稀まれなところだ。

　その一角にだらしなくも座り込み著いちじるしく景けい観かんを害しながら、体力の回復に努つとめる。

「やはり戻るべきではないですか？」

「だから無理だよ。未蕾だって見ただろ、連中のあの様子。少なくとも一ひと晩ばん置かないと、顔を合わせた途と端たん僕が血の海に沈しずむことになるぜ。まったく、誤解だって言ってるのに…………」

「それですが、そもそもお父様はなぜあのように血けつ相そうを変えた方々に追われているのですか？」

「なんでも僕に彼女が出来たことが裏うら切ぎり行為に当たるから相応の報ほう復ふくをするつもりらしい」

「か、彼女!?　だ、誰だれですか、そんなの私も認めませんっ、歴史改変的にですが！」

　だからどうして僕の周まわりには人の話を聞かない人間ばかりなんだ。

「言っただろ誤解だって。っていうか、その原因は未蕾なんだからな」

「私…………？　私がどうして原因なのですか？」

「そりゃね、弁べん当とう持った私服の女の子が訪たずねてくればそう結び付けてもおかしくはないだろ」

「あの、つまり、そのお父様の彼女というのは…………」

「未蕾のことだよ」

　そう答えた瞬しゆん間かん、ボンという感じで未蕾の顔が真っ赤になった。

　どうやらあらぬ疑うたがいをかけられてご立りつ腹ぷくの様子だ。

「そ、そんな、私がお父様の彼女などという誤解、万ばん死しに値あたいします！」

「い、いや、もうちょっと大目に見てあげてもいいんじゃないかな…………。まあ、さっきは興こう奮ふんして僕の話なんか聞いちゃくれなかったけれど、連つら善よしはこっちの趣しゆ味みも知ってるから、明日になれば頭も冷えてるだろうしそんなこと起こるはずがないってわかってくれるだろ」

　そして連つら善よしさえ説得出来れば、その拡かく散さん力りよくで騒さわぎの発ほつ端たんとなったウワサも収しゆう束そく出来るはずだ。

「っていうことだから、今日はこのまま帰ります」

「まあ、…………そういうことでしたら」

　まだ渋しぶ々しぶという様子ではあるが、一応の納得はしてくれた。さすがにあの裏うら切ぎり者ものの血に飢うえた亡もう者じやたちの姿を直接目にしては、僕ぼくの命の危き機きを感じずにはいられなかったのだろう。

「よし、それじゃあ帰るか」

　ぐー。

「…………ぐー？」

　間の抜けた腹はらの虫の鳴き声が聞こえた。

「わ、私ではありません！」

「今のは完全に未み蕾らいのだろ。なんだよ、自分は昼ひる飯めし食べてなかったのか？」

「は、はい、実はお弁べん当とうを作ることに集中して、すっかり忘れていました」

　空くう腹ふくの音を聞かれたことを恥はじるように顔を伏ふせ、腹に手をあてて隠かくす。

「ならどっか寄って何か食べてくか」

「そんなお手数をおかけするわけには…………」

「遠えん慮りよしなくていいって。正直、僕も休めるなら休みたいし。何か注文はある？」

「い、いえ、特にはございませんが…………」

「そうなると、やっぱりファーストフードがいいかな」

　普ふ通つうの飲食店もあるけれども、そういうところは地ち域いき密みつ着ちやく型がたの古こ参さんが多いので、制服姿や紙こ縒よ巳み生せいっぽいのがうろついていると色々と言われたり下へ手たすれば学校に連絡されたりするのだ。その点、ファーストフードならそういう恐れはないだろう。…………値段も手て頃ごろだし。

「って、財さい布ふ、鞄かばんの中だった…………」

「あの、やはり結けつ構こうですよ」

「大だい丈じよう夫ぶ、ファーストフードなら電子マネーが使える」

　こうなるともう他に選せん択たく肢しはないので、商しよう店てん街がいの一角に店を構かまえるハンバーガー系のファーストフード店に渋しぶ々しぶといった様子の未蕾を引っ張って入る。昼時だけれどここのメイン客層は学生であるため、店内は空すいている。他のお客さんも親子連れやサラリーマンばかりだ。

　勝手に迷う未蕾に注文を委ゆだねられ、一番ベーシックなセットを頼んで終わりにしたら。

「お、お父様も何か注文してください」

「え、何で？　僕、お腹いっぱいなんだけれど」

「これでは、私だけが一人食事し、食い意地がはっているように思われるではないですか」

「いや、店員さんはそこまでは考えないと思うぞ」

「とにかく、お父様も私と同じものかそれ以上にボリュームがあるものを頼んでくださいっ」

「なんだよその見み栄え…………。すみません、こっちのセットも追加で」

　このやりとりは丸聞こえなので、年とし嵩かさの店員さんは苦笑しながらチーズがプラスされたセットをオーダーに加えた。「お父様」という単語は、たぶん良いように解かい釈しやくしてくれたのだろう。数分で揃そろった注文を受け取り、店内二階のあまり目立たないところに陣じん取どる。

「さ、どうぞ、召めし上あがれ」

　トレイを未み蕾らいの方に押おして勧すすめたけれど、手をつける様子がない。

「どうしたんだよ、お腹なか空すいてるんだろ。まさか、食べ方がわからないのか？」

「そのくらいわかります。…………ただ、このまま私一人が食べてしまったら二セットも購こう入にゆうした意味がないではないですか。他の方が見たら両方とも私が食べると誤解されてしまいます」

「だから、お客さんもそんな他人のこと気にしないってば。ちょっと自じ意い識しき過か剰じようじゃない？」

「仮かりにそうだとしても、どうしても気にしてしまう体面があるのですっ」

　武士は食わねど高たか楊よう枝じ、女子は冬場でも膝ひざ上うえミニ、ってのと同じようなものだろうか。

「お父様にしても、そのような女性はあまり好ましくはないのではないですか」

「僕ぼく？　そんなことないぜ。食べ方が汚いとか行ぎよう儀ぎが悪いとか言うんならともかく、たくさん食べる人は別に嫌きらいじゃないよ。っていうか、変に小食ぶられるより健けん康こう的てきでよっぽどいい」

「そ、そうなのですか？」

「そうです。四し季き瞥べつさんなんか凄すごいぜ、牛ぎゆう飲いん馬ば食しよくってのは正まさにあのことだな。それでいて食べ方が全然見苦しく見えないどころか僕なんかより流りゆう麗れいってんだから。まあ、そうは言っても未み蕾らいがどうしても気になるっていうんなら、お相しよう伴ばんさせてもらうよ…………、って、あれ」
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　手を伸のばした先にブツがない。さっきまで僕ぼくと未蕾の中央より心持ち未蕾寄りに押おし出だされていたトレイは、いつの間にやら未蕾の方にピッチリと引き寄せられていた。

「未蕾、ハンバーガー、僕の分くれない？」

「嫌いやです」

「嫌って、突とつ然ぜんどうしたんだよ、僕も一いつ緒しよに食べるんだろ？」

「それは…………、噓うそです！」

「う、噓だって!?　…………いや何でそんな噓を」

「お父様を騙だますためです！　私の目もく論ろ見みどおりまんまと騙されましたね！」

「確かに騙されたことになるんだろうけれど…………、ごめん、噓をつく意味がわからない」

「この噓の意味など、お父様が知る必要はございません。お父様はそこで、私がこの二つのハンバーガーセットを気持ちよく消費する様さまを、指を加えて見ておられればいいのです」

「満まん腹ぷくだからそんな羨うらやましくはないけれどさ…………、まあ、食べるっていうんなら、どうぞ」

　なんだろう、空腹で頭が回らなくなってきたのかな、言ってることが滅め茶ちや苦く茶ちやだぞ。

「いただきます」

　神しん妙みような面おも持もちでハンバーガーの一つを手に取り包ほう装そう紙しを剝むく。そうして、なぜか僕の顔色を窺うかがうようにチラチラとしきりに視線を送りつつ、ようやく一口目にかぶりついた。

　しばらくして。

「あ、あの…………」

「ギブアップか？」

「は、はい…………」

「随ずい分ぶんと威い勢せいのいいこと言ってたみたいだけれど？」

　ハンバーガーを一つ半とポテトを一人前ほど食べたところで、未蕾は音ねをあげていた。

「す、すみません…………」

「まあいいよ。でも次からは自分の食べられる量くらい考えてから注文しような、子供じゃないんだからさ。それで、この残りは…………、持って帰るのもなんだし、ここで食べちゃうか」

「で、ですが、ハンバーガーは私が口をつけてしまっていますし…………」

「別に僕は気にしないよ。それに、残したらもったいないし作ってくれた人に悪いだろ」

「そ、それはそうですが…………」

　渋しぶる未蕾は放って、冷さめかけてきた残りのハンバーガーとポテトを交互に詰つめ込こみ。

「──むぐっ」

「お、お父様？」

　つ、詰まった、喉のどに、パサパサの、バンズがっ。

「み、水っ」

　慌あわててトレイの上の飲み物を引ひっ摑つかみ、中身を喉のどに流し込む。ズズズと音がして、ストローの中を上ってきたまだ冷たい液体が、詰つまったバンズを一気に押おし流ながしていった。

「っ、げほっ、げほっ、…………ふう、助かった」

「よく嚙かまれないから喉に詰まらせるのです。まったく、気をつけてください、…………っ」

「わかったよ、…………って、あの、未み蕾らい、どうしたんだ？」

　呆あきれたように苦く言げんを呈ていした未蕾が、渋しぶい顔を赤らめて食べ物ではなく言葉を詰まらせた。

「そ、それ、わ、私の、ですっ」

「ん…………、あ、本当だ、ごめん、つい手に取ったものを飲んじゃった」

「の、飲んじゃった、ではありませんっ、ま、また、お父様はっ」

「また？　いつのことを言ってるのか知らないけれど、今回は見み逃のがしてくれよ。緊きん急きゆう事じ態たいだったんだから。ほら、こっちをやるよ。こっちは全然、口もつけてないから、これでいいだろ？」

「そう、そういうことではありませんっ。ハンバーガーの場合は致いたし方かたないことでしたが、ス、ストローとなると問題ですっ。お父様はやはりデリカシーが大いに欠けています！」

　マジで死にそうな状況下でそこまで頭を回せなんて無理だっての。カルネアデスだとしたら酷ひどい話だ。そのくらいも大目に見られないほど、僕ぼくは嫌きらわれているというんだろうか。ズズズ。

「い、言った傍そばから！」

「はいはい、わかりました、じゃあ新しいのもう一つ買ってくるよ」

「あ、いえ、そ、そこまでは」

　いやはや年とし頃ごろの娘むすめというものはやっぱり難しいものらしい。

　空からになったカップをストローとフタと氷に分別してから、それぞれのゴミ箱に放り込む。そのまま未蕾のために新しい飲み物を買おうと一階への階段を降りる途中、ふと足が止まった。

　階段に設もうけられた採光用の大きな窓まどから臨のぞむ外の様子が、僕の目を釘くぎ付づけにした。

　あれは…………。

　わずか数メートルの眼がん下かには、昼下がりの商しよう店てん街がいの光景が切り取られ収まっている。そんな、どこでも見られるような何の変へん哲てつもない景色が広がるその中で、それは異い彩さいを放はなっていた。

　スーツにシャツにネクタイにシューズ、衣い装しようのすべてを黒一色で固めた女性の姿。

　まるで夜の闇やみを切り抜いたかのように全身を漆しつ黒こくで纏まとめた女の人が、店と道路を挟はさんで対面に敷しかれた歩道の縁ふちに、背せ筋すじを伸のばし後ろで手を組むという軍ぐん人じん然ぜんとした姿し勢せいで立っていた。

　コーディネートでいえば上等上質なフォーマルに属ぞくするその出いで立たちも、昼下がりの商店街という日常カジユアルの中でははっきりと浮いており、そのコントラストは白黒のように対称的だ。

　しかし、僕が思わず見入ってしまったのはその風ふう体ていの奇き異いさによるものではない。確かに最初に目を引いたのはそこだったけれども、その存在から目が離はなせなくなったのは違う理由だ。

　こっちを見ている…………？

　周囲の視線などどこ吹く風で直立不動に陣じん取どるその女の人は、こちらを見上げていた。

　雰ふん囲い気きに違たがわず引ひき締しまったその顔は真まっ直すぐに僕ぼくの方へと向けられており、無ぶ聊りようを慰なぐさめるための視線の遊ゆ山さんとは違う、強固な意思が感じられた。目が弓矢なら、確実に射い抜ぬかれている。

　しかし、僕はその女の人に見み覚おぼえもなければ見つめられる心当たりもない。

　というか、そもそも僕の方を見ているというだけであって、僕を見ているとは限らない。限らないというか、普ふ通つうに考えればそっちの可能性の方が高い。例たとえば、僕の背はい後ごの壁かべに貼はってある新商品のポスターが気になっているとか。そう思い、階段を数歩、斜ななめに降りてみる。

　これで見通せるようになったはずなのに、捕ほ捉そくが外はずれた様子はなかった。

　もちろん僕は武術の達人というわけではないので、視線の有う無むを感知することなんて出来ないのだけれど、なんとなくその射抜くような目はまだ僕を照しよう準じゆんに収めているような気がした。

　まあ、その対象が仮かりに僕であったとしても、まさか本人に直接文句を言いに行くわけにもいくまい。気き味みが悪いといえば気味が悪いけれど、気にせず本来の目的を果たしてしまおう。

　一いつ杯ぱい目めと同じく二杯目もアイスティーを購こう入にゆうして未み蕾らいの元へと戻る。その途中、怖い物見たさで女の人がいた場所を、今度は出入口の自動ドアのガラス越しにそうっと窺うかがってみるも。

　…………あれ、いない。

　つい一分ほど前まであったはずのその姿は、影も形もなくなっていた。期待とは違うけれども、いるのではないかと思っていただけに、少しだけ拍ひよう子し抜ぬけの気分だ。いや、いたらいたで、それも本当に僕をターゲットとしているのだったら、小さく悲ひ鳴めいくらいあげただろうけれど。

　結局、趣しゆ味みの悪い暇ひま潰つぶしの餌え食じきになったってだけなのか？　それはそれであまり気分が良い話とは言えないけれども、いつまでも気にするほどのことでもない。どうせ明日には忘れる。

「お待たせ。中身はさっきと同じヤツだから」

　カップをテーブルに置き、席に着くや否いなや。未蕾が怪け訝げんそうな様子で口を開いた。

「どうかされたのですか？」

「え、何で？　僕、どこか変か？」

「いえ、狐きつねに抓つままれたような顔をされているので、何事かあったのかと思いまして…………」

　未蕾の言う顔がどんなものかわからなかったけれど、思い当たる節ふしといえば一つしかない。

「いや、階段のところで変な人を見かけてさ」

「変な方とは、いったいどのような方です？」

「それが、その人は店の向かいの歩道にいたんだけれどさ、そこから窓まど越ごしに、階段を降りる僕を目で追いかけてくるんだよ。戻ってくる時にはもういなくなってたんだけれどな」

「お父様の気のせいではないのですか？」

「そうだとは思うけれど、あの出いで立たちとたたずまいだけで十分に変な人だよ」

「見ず知らずの方を外見や雰囲気だけで変な方呼ばわりするのは失礼です」

　娘むすめに礼れい儀ぎというもっともな観かん点てんから窘たしなめられてしまった。

「それとも、その方は法律や条例に抵触するほどに奇き異いだったのですか？」

「それは変な人じゃなくて犯はん罪ざい者しやだから。さすがにそこまでじゃないし、変とは言ったけれど別にそれ自体はおかしなことじゃないんだけれどさ。でも、全身黒ずくめで仁に王おう立だちだぞ？」

「全身黒ずくめで仁王立ち…………、ですか？」

「そう。スーツ姿の女の人なんだけれど、上から下まで全部黒でバチッときめてさ。しかも仁王立ちって言ってもただ立ってるわけじゃなくって、軍隊みたいに背せ筋すじ伸のばして手を後ろに組んでるんだよ。おまけにだぞ、それを商しよう店てん街がいの歩道でやってるっていうんだから、変だろ？」

「……………………」

　ここまで説明すれば少しくらいは共感を得えられるかと思ったのだけれど、未み蕾らいの反応は薄うすかった。いや、薄いというか、僕ぼくの話が右から左に抜けているかのように何事か考え込んでいる。

「どうしたんだ、急に黙だまりこくって」

「あの、上下とも黒のスーツで軍人のような立ち姿、で間違いはないのですね？」

「そうだよ。あれはなかなか忘れられない光景だった。…………何、知ってる人なのか？」

「い、いえ。そもそも私は未来から来たのですから、この時代の方と面めん識しきがあるはずがないではないですか。事前に未来のお父様に関係する方々のことは多少は調べて参まいりましたが、それはあくまでも記き録ろくとしてでありますし、その中にもお父様のおっしゃるような方はおりません」

「それはそうだったな。いや、なんか意味ありげな素そ振ぶりを見せるからさ」

「すみません、ただ単にお父様が見たという方を詳しよう細さいに想像してみようとしただけです」

「あ、そういうこと。それで、どうだった想像してみて」

「そ、そうですね、確かにお父様のおっしゃられるとおり少しばかり変な方ですね。そのような珍ちん妙みような方に凝ぎよう視しされたとあれば、お父様があのようなお顔をなさっていたのも納得です」

「だろ？」

　いや本当に、あれは何だったんだろう。まあ、真ま面じ目めに考えるほどのことではないけれど。とりあえず会話のタネになってくれたから、そこは不ぶ気き味みさと差し引きでゼロだろうか。

　その話にも一段落ついたところで、未蕾が椅い子すから腰こしを上げた。

「お父様も食べ終えられたようですから、そろそろ行きませんか？」

「僕はいいけれど、未蕾はそれ、まだ口もつけてないんじゃないか？」

「あ、はい。ですからこれは持ち帰ろうと思います」

「なんで？　ここで飲んでいけばいいじゃん。たいした量でもないし、時間だってあるんだし」

「そうは参りません。半分は私のためであるとはいえ、お父様は学校を早退されたのですから、せめてその遅れを自主学習で補おぎなって頂かなければ。退学などされては困りますから」

「たかだが早退の一回くらい大だい丈じよう夫ぶだよ。それに、午後はそういう頭使う系の授じゆ業ぎようじゃないし」

「そうですか。それでは、その分他の方との差を縮ちぢめることが出来るチャンスですね」

　間違っちゃいないけれど、僕ぼくが成せい績せき的てきに後方集団に位置していることは確定なんだな。

「なんだよ、そんなに勉強させなくたっていいだろ。退学の心配だってまだないよ」

「だからといって勉学を疎おろそかにする理由にはなりません。お父様には向上心はないのですか」

「そういうわけじゃないけれど…………。っていうか、未み蕾らいにとっては僕ぼくが馬ば鹿かな方がいいんじゃないのか。ほら、あまり賢かしこくなりすぎると例のアレを作れる可能性が出てくるわけだし」

「一いつ般ぱん教きよう養ようと専せん門もん知ち識しきはまた別です。それに、そういったものは興きよう味みさえあれば自発的に学習することも習しゆう得とくすることも十分に可能ですから、学業を怠おこたらせることで影えい響きようを及ぼせません」

　ごもっともである。僕だって、学校の技術の授じゆ業ぎようでゲームの作り方を覚おぼえたわけじゃないし。

「第一、無知な父親など娘むすめとして恥はずかしいです」

「無知って、そこまで酷ひどくはないぞ」

「いいえ、そんなことはありません。私の知るお父様は、もっと博はく識しきで格かつ好こうよ────、と、とにかく、お父様はお父様としては不十分です。どこに出しても恥ずかしくないお父様になって頂くためには、一分一秒たりとも無む駄だにしてはいけません。さあ、行きますよ」

　言うと、僕の答えを待つ素そ振ぶりも見せずにさっさとカップ片手に階段を降りて行ってしまった。慌あわてて追うその背せ中なかは、出入口ですぐに捉とらえることが出来た。というのも、未蕾が外と中を区切るガラス製の自動ドアの前で、何やら外の様子に首を伸のばし目を凝こらしていたからだ。

「何やってるんだ？　そんなところで立ち止まってたら、他の人の邪じや魔まになるぞ」

「す、すみません、すぐにどきます」

　そう僕に謝あやまると、そそくさと体を出入口の脇わきに移動させる。障しよう害がい物ぶつがどいた視界に、僕も目を走らせてみたけれど、とりたてて傾けい注ちゆうすべきような特とく異いなものは見当たらなかった。

「何かあったのか？」

「いえ、そういうわけでは…………」

「あ、ひょっとして、僕が言ってた女の人を探してる？　それだったら、残念だけれど多分無駄だよ。言っただろ、僕が二階に戻ってくる時にはもう消えてたってさ。どこにもいないだろ？」

「…………確かにそのようですね」

　そうは言いつつも未蕾はまだ未練があるのか、なお周囲を見回しながら外に出る。

　そんなに血ち眼まなこになるなんて、よっぽど未蕾の興味のツボに入ったのだろうか。

　とはいえ、それを気にするあまり注意力散さん漫まんになられても危なっかしくて困る。

「ほら、帰るぞ。僕は勉強しなきゃいけないんだろ」

「そうでした」

　せっつくと、未蕾は我われに返りようやく歩を進めた。




　翌朝。

「それじゃあ行ってきます」

　昨日のことがあるので、正直あまり行きたくはないけれどそういうわけにはいくまい。

「お父様、鞄かばんも持たずにどこに行かれるというのですか」

「あ」

　言われて気がついた。

　制服に身を包み準じゆん備び万ばん端たんと思った僕ぼくの手は空から手てだった。

「あれ、鞄は…………、そっか、学校に置おきっ放ぱなしか」

　財さい布ふと同じく教室だ。登校直前になってそれも人から指し摘てきされるまで忘れているあたり、僕のいい加減さがよく出ている。まあ、テスト前でもない限り空だからいいんだけれどさ。

「…………そういえば、学校はあのままなんだよな」

　あの後も連つら善よしや四し季き瞥べつさんからひっきりなしにメールや電話があって、そのたびに何度も説明していたから最後の方はボルテージも下がってきていたけれど、それでももう一度あのテンションに付き合うことやクラスメイトも説得することも考えると、正直憂ゆう鬱うつになる。

「…………今日も休みたいな」

「何をおっしゃるのですか。はいどうぞ、今日の分のお弁べん当とうです」

　呆あきれながら、昨日と同じ包みを渡してくれた。

「なに、今日も作ってくれたんだ」

「そ、その方が節せつ約やくになりますし、栄えい養ようの面から見ても良いはずです」

「ありがとう」

　バンダナに包まれた弁当（昨日のタッパーではなく、これまたどこから見つけてきたのか僕が中学まで使っていた弁当箱のようだ）を受け取る。

「それじゃあ今度こそ、行ってきます」

「行ってらっしゃいませ」

　丁てい寧ねいな挨あい拶さつに見送られながらまだ慣なれない感覚と共ともに家を出、またそこで立ち止まった。

「……………………」

　いる。

　いるのだ。あの女の人──昨日僕がファーストフード店から見かけた女性、が。

　隣りん家かとの敷しき地ちを区切るブロック塀べい、その中途に屹きつ立りつする電信柱。無骨な灰色の柱の前に、隠かくれることもなければ臆おくすることもなく、堂どう々どうと、あの女の人が後ろに手を組み立っていた。視線は鋭するどく違たがわず、僕を射い抜ぬいている。その様子から、紛まぎれもなく標ひよう的てきは僕だと悟さとった。

　女の人のまとう異様な雰ふん囲い気きに気き後おくれして、半歩、踵かかとが下がる。

　僕がそんな緩かん慢まんな応対をしている間に、女の人は待たい機きの姿し勢せいを解かい除じよし、行進のような規き則そく正しい足運びでこちらに向かってズンズンと間合いを詰つめてきた。どうしようと考える間もなく、あっという間に僕と女性の彼ひ我が距きよ離りはゼロ距離、眼がん前ぜん斜ななめ上うえからの視線がより圧力を持つ。

　息を止め、行動は愚おろか思考すらも停止してしまった僕に、女の人はゆっくり口を開いた。

「違い正まさ樹き現げん菜ざい殿どの、でありますね」

　その声もまた、ノリの利きいたパリッとした声だった。

　見ず知らずの人間に素直に応対するほど僕ぼくも平和ボケのつもりはなかったけれど、質問ではなく確認である言葉と不ぶ躾しつけながら礼れい節せつを弁わきまえているがゆえに有う無むを言わさぬ迫はく力りよくに押おされて。

「は、はい、そう、ですけれど…………」

　僕がそう答えると、女の人は足を横に開き揃そろえ手を後ろに組み立ち止まった。

「話がありますので、少しお時間を頂きたいのであります」

「へ？　は、話？　ぼ、僕に、ですか？」

「そうであります」

　まさか断るわけはないだろう、そう言いたげな淡たん々たんとした口く調ちようだった。

　カルガモの子供じゃないんだから、いくらなんでもそうホイホイとついていくわけがない。僕を狙ねらい撃うち、それも自宅を突つき止とめて下へ手たすれば見張っていたことも考えられるとなればなおさらだ。…………一方で、だからこそ、ここで素そつ気け無なく追い払うことも出来ないのだった。

　単純に身元割れという恐きよう怖ふもあるし理由を知りたいというのもある。とりあえず、ここは往来のど真ん中だし、そう突とつ然ぜんに危険なことにはならないとは思うから、もう少し話を聞くか。

「あの、その前に、…………どちら様、です？」

　僕の問いに、ピタリ、と女の人の動きが一いつ瞬しゆん停止し。

「失礼しました、自分はこういうものであります」

　そう言うと、こちらに向かって何かを突き出した。目にも止まらぬ速さは、動きが完了してようやくその正体を確かめることが出来るほどだった。クイックドロウの弾たまとなったのは、長方形の紙。その表面には何やら文字が記しるされているようで、顔を近づけてそれに目を通す。

「《エージェント・木き野の右う京きよう》、…………さん？」

　名めい刺しの上の見み覚おぼえのない名前は、口にしてみても聞き覚えはなかった。

「そうであります」

　エージェントって、滅め茶ちや苦く茶ちや胡う散さん臭くさい肩かた書がきだな。

　いや、そういう職しよく種しゆが存在することは知っているけれど、それにしたって今この場で出会うにはいささか怪あやしんでしまうくらいに浮うき世よ離ばなれしたラベルだった。それに、僕に馴な染じみのあるエージェントは、腕うで組ぐみして走ったり指パッチンで人間を真っ二つにするような人種である。

　もちろんあれはフィクションだけれど。

「それで、そのエージェントの方が、僕なんかにどのようなお話が？」

　名刺は受け取らず、用件を促うながす。

「お話というのは他でもない、違い正まさ樹き未み蕾らい殿どの、ご息女のことなのであります」

　他人からはけして出てくるはずのないその言葉に、今度こそ完全に僕の動きが止まる。

「な、なんで…………」

　どうしてその名前をこの人が知っているんだ!?

　僕ぼくの内心の驚きよう愕がくを見み透すかしたように、木き野のさんは一つ頷うなずいた。

　そして、ついて来いと言うのか半身を翻ひるがえし道を空あける。

　…………どうやら、これは話を聞かないわけにはいかないらしい。













　　　第四話　反抗期の終わり







「…………ただいま」

「お帰りなさいませ」

　僕ぼくの帰宅を察知したのか予よ測そくしていたのか、扉とびらを開けた先には未み蕾らいが待っていた。この光景は初日のそれとまったく同じだったけれども、もう驚おどろくことはなかった。そそと近寄り自然な動作で鞄かばんを受け取ると、未蕾はその重さを確かめるように軽くそれを上下に揺ゆらしてみせた。

「お弁べん当とうの方は食べて頂けたようですね」

「あ、うん、全部食べたよ」

「そうですか。…………その、いかがでした？」

「おいしかったよ、とても」

　噓うそである。本当は、考え事をしながら食べていたためろくに味わってはいなかった。そんな僕のその場凌しのぎの答えを、納得がいかなかったのか見破ったのか、未蕾は真ま面じ目めな顔で。

「…………学校で、何かございましたか？」

「え？　な、何でそんなこと訊きくのさ」

「いえ、どうもお父様の顔色が優すぐれないようですので…………。昨日の件についてですか？」

「昨日の件…………、あ、ああ、それならなんとか無事に解決したよ」

　そこはさすがの連つら善よしと言うべきか、あのクラスを軍の一部隊として機き能のうさせた扇せん動どう能力を逆用する形で以もつてクラスメイトを鎮ちん圧あつした。結局、皆には僕の遠い親しん戚せきだと説明しておいた。

　それでひとまず事なきを得えたけれど、今度は紹しよう介かいしてくれと五う月る蝿さくなってしまった。

　まあ、それはおいといて。

「それでは、なぜそのように浮かない顔をしておられるのです？」

「参まいったな、僕、そんなに酷ひどい顔してる？」

「はい。私でなくとも気がつくくらいにはっきりとしておられます」

　…………ふう。

　そういうことなら、下へ手たな考え休むに似たり、直ちよつ球きゆう勝しよう負ぶで話をしてしまった方が早いか。

「未蕾」

「はい、何ですか？」

「話があるんだ」

「お話…………、ですか？」

　いつになく真剣なトーンの僕に、何かあると悟さとったのか未蕾も顔を引ひき締しめて答える。

「うん。…………とりあえず、まずは中に上がろうか。ここでする話でも済む話でもないし」

「わかりました、ではリビングの方で伺うかがいます」

　そう言い、僕ぼくを先に通す。

　リビングに到着するまでの廊ろう下かでの数秒、背はい後ごに感じる未み蕾らいの気け配はいを気にしながら、話の要点と話すべき手順を確認する。今日一日、学校で散々内ない職しよくしたおかげで、ローテーブルの前に腰こしを下ろす頃ころには、筋すじ書がきの目め処どと話す踏ふん切ぎりは一応ながらもついていた。

「それで、お話というのは？」

　僕に茶を出して、未蕾もその対面に座る。

　生なま温ぬるい湯ゆ吞のみの中身で唇くちびると喉のどを湿しめらせて、口を開く。

「僕は今日、ある人に会ってたんだ」

「ある人、…………とは、どなたです？」

　その質問を受けて、僕はズボンのポケットから取り出したそれをローテーブルの前に置いた。

　長方形の紙片──名めい刺し、を。

　物品で提示された未蕾は、眉まゆを潜ひそめてそれに焦しよう点てんを合わせる。その目が記しるされた名前を捉とらえ頭がそれを認めるまでには数秒かかった。そんなことがわかったのは、それが顔に出たからだ。節ふし穴あなの僕の目でみてもそれとわかるほどにあからさまに、未蕾は表情を一変させた。

　目は見開かれその視線は名刺の一点に留とどまり小さく開いた口は辛かろうじてその声を抑おさえていた。

「この人、知ってる、…………よな」

　愕がく然ぜんといった様子で固まる未蕾に声をかける。

　その問いかけに、弾はじかれたように未蕾が顔を上げる。こちらを見る目は先ほどまでの真まっ直すぐさは見る影も無なく右に左に泳ぎ、口は言葉を吐はき出だすべきか飲み込むべきかを迷いパクパクと空転している。一応、質問の形はとっていたものの、これでは答えは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　そして、その確定は他のもう一つに関してもほぼ決定づけるものだった。

　やっぱりそうなのだろうか。あの人の言うとおりなのだろうか。

　逸はやる気持ちを押おさえつけつつ、慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「この人──木き野のさんから、話は聞いたよ」

　言うと、ピクリと未蕾の肩かたが動き、うろたえていた空気がスッと焦点を取り戻す。すると今度は、左右に踊おどる視線は完全に意思を持って僕から外はずされ、口の端はしは下に曲げられ結ばれる。

　たぶん、未蕾はこれですべてを悟さとったのだろう。

　だとしたら、なおさら真正面から行くしかない。

「…………本当、なのか？」

　問いに答えはなく、顔は背そむけられたままだ。未蕾にだって、それが無言の肯こう定ていになることはわかっているはずだというのに、ウンともスンとも言わずに未蕾はそこに座っていた。

「ごめん、いきなりそんなことを訊きかれても、何がどう本当なのか未蕾には答えられないよな。わかった、それじゃあまず、僕ぼくが木き野のさんから聞いた話を話すから、それから答えてくれ」

　これにもまた、無言。

　しかし、ここで会話を頓とん挫ざさせるわけにもいかない。

　一いつ拍ぱく間を取り場を整えてから、僕は話を続ける。





◆◆◆






「ここが手て頃ごろであります」

　路上で立ち話をするわけにもいかないので場所を変えようという木野さんの提案に賛さん同どうし、適てき当とうな場所を探して歩くこと十分ほど。並んで足を止めたのは、とある喫きつ茶さ店てんの前だった。

　閑かん静せいな住じゆう宅たく街がいの中に埋まい没ぼつするようにひっそりと開かれている鄙ひなびた喫茶店《カイーナ》。木野さんはもちろんのこと僕も初めて訪おとずれるその店内は、外見の穏おだやかさ同様に落ち着いた雰ふん囲い気きだった。モーニングをやっているのかはわからなかったけれど、客の姿は見当たらない。

　唯ゆい一いつの人間は、カウンターの中で置物のように静かにたたずむマスターらしき人だけだ。

　こんな時間に学生と（見た目）ＯＬというなかなか変わった取り合わせのコンビが訪れても眉まゆ一つ動かさずに、きびきびとしたそれでいて鬱うつ陶とうしくない動きでメニューとおしぼりを持ってくる。ここなら、多少おかしな話をしても聞きき咎とがめられることはないだろう。

「えっと、僕は百パーセントオレンジジュースにしとこうかな」

　メニューに目を通し決め、木野さんに渡そうとしたところ、手で断られた。

「自分は結けつ構こうであります。この時代の通つう貨かは持っていませんのであります」

　そう言えば、そんなことを未み蕾らいが言っていたっけ。経済に無用な混乱を起こさないために、その時代の通貨や有ゆう価か証しよう券けんや貴金属などの類たぐいは、一切持ち込むのが禁止されているんだとか。

「それなら、奢おごりましょうか？　僕だけっていうのも悪い気がしますし、コーヒーくらいなら」

「そうでありますか。…………そういうことであれば、お言葉に甘あまえさせてもらうであります」

　改めて受け取ったメニューを見て、さっさと決めた木野さんがメニューを閉じたところでタイミングを見み計はからっていたのかマスターが注文をとりに来た。メニューを返へん却きやくし、頼む。

「百パーセントオレンジジュースで」

「自分は、デラックスパフェオールスターズニューステージを所しよ望もうするであります」

　デ、デラッ!?　聞くだに恐ろしい名前に僕が面めん食くらっている間に、マスターは静しず々しずとカウンター内に下がって行ってしまった。いや、デラックスパフェオールスターズニューステージって、確かウン千円するヤツだろ！　僕はコーヒーくらいならって言ったんだけれど！

「実は自分甘あま党とうでありまして、あの名前を一目見た時から気になっていたのであります」

「あ、そ、そう、ですか…………」

　僕は自分の財さい布ふの中身が気になります。奢るといった手前、注文を撤てつ回かいしてくださいとも言えないし、せめてパフェのお値段が常じよう識しきの域いきで留とどまっていることを祈いのるのみである。

「顔色が優すぐれないようでありますが、どうしたのでありますか」

「い、いえ、何でもないです。…………それよりも、未み蕾らいの話の前に木き野のさんが未蕾とどういった関係なのかを聞きたいんですけれど、それと、そのエージェントっていうのも…………」

「了解しましたであります。では、まず自分の役やく職しよくであるエージェントについて説明するであります。ここで言うエージェントとは、簡かん単たんに言えば個人付きの何でも屋のことであります」

「何でも屋、ですか？」

「そうであります。日につ程てい管かん理りに窓まど口ぐち業ぎよう務むに面会調整に文書作成などの事務的なことから、掃そう除じや炊すい事じや洗せん濯たくのような日常的な雑ざつ事じ、さらには護ご衛えいや警けい護ごも請うけ負おっているのであります」

　少し誇ほこらしげに、胸むねを張って答える。

　確かに、護衛や警護に関しては納得の雰ふん囲い気きである。

「もし自分の言ったことが疑うたがわしいというのでありましたら、先ほど違い正まさ樹き殿どのに渡した名めい刺しの裏うらにある三次元バーコードを未蕾殿の端たん末まつに読み込ませてくださいであります。そこに埋うめ込こまれているデータは、自分の身分を最もつとも確実に保証してくれるものでありますので」

　言われてもらった名刺をひっくり返してみると、裏面には玉たま虫むし色いろに輝かがやくシール。

「木野さんの立場についてはわかりました。それで、そのエージェントさんは未蕾に関してどんな話を持ってきたんですか？　わざわざ訪たずねてくるほど重要なことなんですか？」

「それについては、薄うす々うす気づいているのではありませんか」

「…………まあ、気づいたというか、推すい測そくは出来ますけれど」

　そこで一いつ端たんクールダウンを挟はさむように、マスターが注文の品を運んでくる。

　僕ぼくの前には普ふ通つうのグラス、そして木野さんの前にはバケツ大のガラス製の器うつわ。

　そこには、こんもりと生クリームやアイスクリームやスポンジ生き地じや果くだ物ものやチョコレートソースやウェハースやチョコプレッツェルが綺き麗れいに盛もられて、さながら甘かん味みの阿あ鼻び叫きよう喚かんといった様よう相そうを呈ていしている。見ているだけで胃の中身が迫せりあがってくるような糖とう分ぶんの坩堝るつぼだった。

　しかし、それが木野さんにはワンダーランドに見えるようで、目がキラキラと輝いている。

「これはその名に恥はじぬ豪ごう華かさでありますな」

「値段に相応な豪華さでもありますね…………」

　ついマスターが伏ふせて置いていった伝でん票ぴように目が行ってしまう。

「それで、早さつ速そくですけれど話を聞かせてもらえますか？」

「……………………」

　僕の促うながしに、しかし木野さんは応じなかった。聞こえているのかいないのか、その目はジッとパフェに固定されており、まるで憧あこがれの人を見るかのようにウットリとした表情をしている。

　目がない、というのはどうやら本当のことらしいな。

「…………どうぞ、温かくならないうちに食べてください」

「いただきますであります」

　一応は律りち儀ぎに僕ぼくの許可を得えてから、木き野のさんははやスプーン片手にパフェの征せい服ふくにとりかかった。しかし並みの胃い袋ぶくろでは持て余しそうなボリュームを前にしては、いくら甘かん味み好きとはいえ遅ち々ちとしてパフェは減らない。それでも木野さんは実に楽しそうにスプーンを振るっていた。

　…………この人、目的を忘れてないよな。

「ほう、このスポンジは抹まつ茶ちやでありますね。ほろりとした苦にが味みが甘あまさに慣なれた舌をリセットするのでありますな。こっちのパリパリはウェハースの食感でありますか。ん、底にはシャーベットでありますね。なるほど、上のプリンは混ざらないようにするための蓋ふたでありましたか」

「あ、あの！」

「はい、なんでありますか？」

「舌した鼓つづみを打っているところを悪いんですけれど、その、話っていうのは…………？」

「そうでありましたな」

　パフェを貪むさぼっていた時の興こう奮ふんなどおくびにも出さず、しれっと紙ナプキンで口元を拭ぬぐう。

「鼻の頭にクリームついてますよ」

「…………」

　同じく紙ナプキンで拭ふきとってから、木野さんはようやくスプーンを置いた。コップの水を半分ほど飲む。僕もつられて、オレンジジュースを少しすすった。…………酸すっぱい。

「では、改めて話を進めさせて頂くであります。自分が違い正まさ樹き殿どののもとに来た目的というのは他でもありません。違正樹未み蕾らい殿を迎むかえに、いえ未来に連れ戻しにきたのであります」

　僕の推すい測そくは、一ミリも的まとを外はずすことなく正解した。

　まあ、わざわざ未来から僕のところに来た時点で大体想像はつくというものだ。しかも家を訪たずねてくるのではなく、狙ねらったように僕が家を出たところで接触してきたのだから、未蕾には知られたくない動きなのではないかという可能性もすぐに思いつく。そうなると答えは簡かん単たんだ。

「それは、どういった理由で、ですか？」

「その前に、違正樹殿は未蕾殿がこの時代に来た理由をどのように聞いているのでありますか」

「あ、はい、僕が聞かされたのは──」

　ザッと、木野さんに未蕾の話を説明する。

　それを一通り聞いた木野さんは一つ頷うなずいて。

「──違正樹殿のせいで未来の人類が滅ほろびる、でありますか」

「…………噓うそ、なんですか？」

「そうでありますね。まったくの事じ実じつ無む根こんであります」

「そう、ですか…………」

　今まで判断不能として放置していた話に、ついに決着がついてしまった。

　ここまで放置していたのは、未蕾の他に未来を証言できる者がいなかったことと、噓だったとしたらその理由がわからないこと、それに真しん偽ぎがどうあれ結果は変わらないから、である。

　しかし、これで話は変わってしまった。

「そうですよね、いくらなんでもアダルトゲームが人類を衰すい退たいさせますなんて馬ば鹿かげた話だし、そもそもアダルトゲームが世界中に普ふ及きゆうすること自体、常じよう識しき的てきに考えてありえない話ですし」

「いえ、そこに関しては事実であります」

「…………そ、そうなんですか？」

「はい、現げん菜ざい殿どのとその仲間たちが作り上げた《ＥＲＯ─ＧＥ》は、未み蕾らい殿が言うとおり、世界中の人々が使用しているであります。その功こう績せきは全世界の人々が認めるところでありますし、世界を変えた世紀の発明の中にも名を連つらねているであります。他にも、ノーベル賞の候こう補ほに選ばれたこともあるでありますし、この間は自じ叙じよ伝でんのオファーもあったであります」

　…………なんだか、僕ぼくが想像するよりも未来の僕はとんでもない位置にいるみたいだ。

「ま、まあ、それはともかくとして、ということは未蕾の言うような危き惧ぐはないと？」

「まったくであります。人口が微び減げんしていることは事実でありますが、それは一いち概がいに《ＥＲＯ─ＧＥ》の普及だけに原因を求めることは出来ないのであります。ああいうものは、もっと複ふく合ごう的てきで総合的な原因があるのであります。仮かりに《ＥＲＯ─ＧＥ》にあったとしてもそれは数あま多たある原因の内の一つであり、それによって現菜殿が咎とがめられるようなことはないのであります」

「わかりました。でも、それじゃあ何で未蕾は僕のところに来たんですか？　木き野のさんが連れ戻しに来た、ということは、あまり好このましくない、何か問題がある、からなんですよね？」

「本来であれば、この件は本人の口から聞くのがいいと思うのでありますが、そこを話さなければ話が先に進まないでありますか。仕方がないでありますね。端たん的てきに言えば、家出です」

「…………家出？」

「そうであります」

「えっと、何でまた？」

「自分は現菜殿にそう聞いただけでありますので、詳くわしい経けい緯いまではわからないであります」

　まあ、家出なんてプライベートな話だし、さすがにそこまでは説明しないか。

　しかし、家出…………、ねえ。未蕾を問とい質たださなければ事の真偽はわからないけれど、もし本当に家出なのだとしたら、なんとも遠大な家出だ。とんだ大だい長ちよう編へんのプロローグである。

「それで、木野さんは未蕾を連れ戻すことを未来の僕に頼まれた、そういうことですか？」

「そのとおりであります」

「それは、何と言うか、ごくろうさまです。他人様の家庭の事情にまで駆かり出だされて」

「いえ、雇やとい主ぬしが支し障しようなく仕事が出来るように補ほ佐さをするのが自分たちエージェントの務つとめでありますので。それに、過去の時間に来るなどという貴き重ちような体験はこういうことでもないと出来ないのであります。おかげで、こうしておいしいものにもありつけたわけでありますし」

　女性だから詳くわしくは訊きかないし訊き辛づらいけれども、木野さんならこの時代はそれほど珍めずらしいものではないのではないだろうか。まあ、時間遡そ行こう自体が稀け有うな経験ではあるけれども。

「でも、そういうことなら未来の僕ぼくが来ることは出来なかったんですか？　連れ戻すっていっても拉ら致ちするわけにもいかないんですから、説得するにはその方がいい気がしますけれど」

「誠意と信頼という意味ではそれが最さい善ぜんでありますが、現げん菜ざい殿どのがいないと進まない計画や事じ業ぎようや商しよう談だんや契けい約やくや研究がごまんとあるでありますので、そう自由には動けないのであります」

　もはや未来の僕は想像を絶する存在となってきた。…………それ、本当に僕ですか？

「それに、今回の場合はそれが逆効果になる可能性もあるであります。原因が現菜殿自身である可能性は十分にあるでありますから、その場合、火に油を注そそぐことになるであります」

「それは、そうですね…………。その、木き野のさんは心当たりとかはないですか、原因に」

　木野さんはあくまでも未来の僕の仕事上の補ほ佐さなのだから、無なくて当然なのはわかっている。それでも、今現在唯ゆい一いつの情報源は木野さんなので駄だ目め元もとを承しよう知ちで訊いてみることにした。

「そうでありますね、自分が最後に未み蕾らい殿と顔を合わせたのは家出をする二日前の、未蕾殿の誕たん生じよう日びの席のことでありますが、その時はこれといって妙な点は見られなかったであります」

「誕生日って、明らかに何かありそうなイベントじゃないですか」

「そう言われても、本当に特とく筆ひつするようなことはなかったであります。内容は、例年どおりでありましたし、それであれば今いま更さらになって家出をする原因になるとは思えないのであります」

「だとすると、関係ないんですかね…………」

　他の原因で家出を思い立って、その決行日が偶たま々たま誕生日に近かっただけ、なのか。

「っていうか木野さん、未来の僕とプライベートでも付き合いが？」

　いくら雇やとい主ぬしの娘むすめとはいえ、誕生日にまで列席していてビジネスライクとは思えないけれど。

「いえ、そういうわけではないのであります。未蕾殿が幼少の頃ころは、現菜殿や奥おく方がた殿に代わり自分が面倒を見ていたでありますから、その関係で誕生日にも参加しているであります」

「エージェントって、ベビーシッターもやるんですか？」

「さっきも言ったとおり、それが務つとめでありますので」

　結局、原因は皆かい目もく見当つかず、か。

　まあ、そこは必要なら本人から直接聞き出せばいいか。

「とりあえず、話はわかりました。…………その話が本当なら、連れ戻すのもやむなしですね」

　僕がそう理解を示すと、木野さんは虚きよを突つかれたようにわずかに目を見開いた。

「いいのでありますか？」

「いや、いいも何も、それしかないでしょう。家出の理由は何なのかわからないから断言は出来ないですけれど、このまま僕のところにいてもその原因が解決するとは思えないですし。時間遡行なんてリスクのある家出をするくらいだから、未蕾にとってよっぽどの事情があるのかもしれないですけれど、だとしたらなおさらです。そんな重大事なら、ここに逃げたって時間が解決してくれるとは思えない。むしろ、ずるずると解決のきっかけを失なくして、戻るきっかけすら失ってしまうことも十分に考えられます。本人が不本意だろうと不満だろうと、無理矢理にでも連れ戻して解決に当たらせるのが、本人にとって一番ためになると思いませんか？」

「そうでありますね。ご理解が早くて助かるであります」

「まあ、経験者は語る、です。それで、僕ぼくは何をすれば？　未み蕾らいを説得すればいいんですか？」

「その必要はないであります。そろそろ未蕾殿どのの頭も冷えてきただろう頃ころでありますし、冷静に考えれば、いつまでも違い正まさ樹き殿のところで厄やつ介かいになるわけにもいかないことはわかることでありますから、自分が直接に会って話をすれば素直に従ってくれると思うであります」

「だったら、なんでまず僕のところに？」

「目的を大たい過かなく達成するための前準備であります。仮かりにいきなり自分が訪たずねて行って今のようなことを話したところで、はたして違正樹殿は今のように快かい諾だくしたでありますか。もし未蕾殿に帰りたくないと縋すがられた場合、情に流されることなく断ることが出来たでありますか」

「それは…………、正直難しかったでしょうね」

　たった四日間とはいえ同じ釜かまの飯めしを食った仲だ。少なからず情も湧わくだろうし、それが移ってしまうことも十分に考えられる。そうなった場合、論理的に判断出来るかといえば、怪あやしい。

　木き野のさんにとってはそれが面倒だと考えたのだろう。あるいは何より僕の性質を熟じゆく知ちしている未来の僕の案なのかもしれない。いずれにしろ、それは正しい手順であるといえた。

「で、いつ未蕾を引き取りに来るんですか？　まさか、これからすぐに、じゃないですよね？」

「そういきたいところでありますが、違正樹殿にも色々と心の準備が必要だと思うでありますから、今しばらくは待つであります。二日後の夜にまた、今度は自宅の方へ訪ねるであります」

　まあ、さよならの準備としては長すぎず短すぎず、妥だ当とうな時間だろう。

「わかりました、それじゃあ明後日あさつての夜にお待ちしてます」

「こちらこそお願いするであります」

「あの、それで、このことは未蕾に話しても？」

「構かまわないであります。むしろ話してもらった方が、こちらとしては無用な抵てい抗こうを回かい避ひ出来る可能性が高くなるので助かるであります。それに、その方が未蕾殿にとっても心構えが出来ると思うのでありますので、もし違正樹殿がよければお願いしたいであります」

「それなら、僕の方から少し話しておきますね」

　これだけのことを黙だまって三日間も未蕾と過ごせる自信はなかったし、この話の真しん偽ぎのほども確かめなくてはならない。それに木野さんの話が本当なら、家出の原因も出来れば知りたい。

「木野さんの話はこれでおしまい、ですか？」

「そうであります。朝の貴き重ちような時間を割さいてもらい、どうもすみませんであります」

「いえ、この話の方がよっぽど大事ですから気にしないでください。それはそうと、二日後って言いましたけれど、木野さんはこの時代に滞たい在ざい場所のあてはあるんですか？」

「自分は一度元の時間に戻るのでその必要はないのであります」

「え、でも、時間遡そ行こうってものすごく費用がかかるって聞いたんですけれど」

「そうでありますが、事が事でありますから現げん菜ざい殿どのも金に糸目はつけないであります」

　家いえ出で娘むすめを連れ戻そうというのなら、そうなのかもしれない。つい、一回があの金額だからそれが二往復で────、と計算してしまった僕ぼくは、まだ親レベル一にも達していないみたいだ。

「他に何か質問はあるでありますか」

「いや、ない…………、ですね」

「そうでありますか」

「それじゃあ、僕はこれで失礼します。学校もありますし」

　それで話は終わり、ということで店を出ようと腰こしを上げた。

　オレンジジュースはまだ残っていたけれど、なんだか飲みたい気分じゃなくなってしまった。

「お金は払っておきますから、パフェは心行くまで満まん喫きつしてください」

「ありがとうであります。…………そのオレンジジュースも、頂いてもいいでありますか」

「え？　ああ、いいですよ」

　僕の了解に早さつ速そく木き野のさんは飲み残しのグラスを手元に引き寄せる。

　その姿を尻しり目めに喫きつ茶さ店てんを後にした僕の足は、益ます々ます気乗りしない足取りで学校へと向かった。





◆◆◆






【はいはい、確かにこの名めい刺しの持ち主は木野右う京きよう様で間違いないですね】

　名刺の裏うらに施ほどこされた三次元バーコードとやらをスキャンしたハルさんはそう断言した。何でも、ここに記き載さいされているプロフィールは公的な身分証明の役割も担になっているから、セキュリティ的に偽ぎ造ぞうや改かい竄ざんはかなり難しく、保証としての信頼度は最高ランクのものだということだ。

「木野さんと、面めん識しきはあるんだよね。子供の頃ころ、面倒を見たことがあるって言ってたし」

「…………はい、あります。お父様はもちろん、私もだいぶお世話になっています」

　ハルさんが見せたプロフィールに添てん付ぷされている顔写真も、僕が見た顔だ。未み蕾らいも認めたのだから、他人の物を偽いつわって渡したという可能性もこれで消えた。木野さんの身分が確定する。となると、必然木野さんの話の信しん憑ぴよう性せいは高まってくる。

　いや、そんなまだるっこしいことは考えずに、直接本人に質ただせばいい。

　僕が事の経けい緯いを話している間、身じろぎもせずに俯うつむいていた未蕾に落ち着いて尋たずねる。

「木野さんの話は本当なのか？」

　案あんの定じよう、問いは沈ちん黙もくを以もつて応こたえられ、時計の針と外の喧けん騒そうが場を静かに乱みだす。

　しばしの息が詰つまるような時間の後。

「…………はい」

　感情を押おし殺ころしたように低い声で、未み蕾らいが認めた。

「やっぱり、か」

　わかりきっていた答えに、思いのほか大きな落らく胆たんがため息混じりに吐はき出だされる。

　たかが数日の付き合いだというのに、ここまで裏うら切ぎられたような気分になっていることは、正直自分でも意外だった。その気分の裏返しとして、開いた口は刺とげ々とげしく言葉を吐いた。

「つまり、僕ぼくは未蕾に騙だまされていたってわけね」

「そういうことになります…………」

　一方、未蕾は引け目を感じているのか答える声は比例して弱々しい。

「なに、それじゃあひょっとして、僕のコレクションは未来云うん々ぬんとは全然関係なくて、未蕾が自分の話を信じさせるための演出で捨てられたってことかよ。…………おいおい、勘かん弁べんしてくれよ、未蕾の話が本当だと思ったからまあ保留にしてたけれどさ、これだとまったくのとばっちりじゃないか。あれでどれだけ僕が傷きずついたと思ってるんだよ。冗じよう談だんじゃないぜ」

　必要のない犠ぎ牲せいを払わされたと思えばさらに腹はら立だたしくもあり、つい口く調ちようが荒あらくなる。

　その勢いきおいに圧おされてか、ますます未蕾は声も態たい度ども小さくなる。

「い、いえ、あれは無関係というわけでもなくて…………」

「未蕾の家出と僕のアダルトゲームに、どんな関係があるっていうんだよ？」

「あ、あの、それは、ですから…………」

　未蕾の顔が歪ゆがんでいく。…………少しキツく言い過ぎたかもしれない。

　確かに、未蕾は僕にその目的を偽いつわっていたわけだけれども、それが悪意から来たものではないことは、本来の目的を鑑かんがみれば明白だ。なら、エロゲーの件に関しても本当にやむを得えぬ理由があるのかもしれない。とりあえず、今回の件に関して未蕾の話を聞いてみるべきだろう。

　瞬しゆん間かん的てきに跳はね上あがった感情をなだめて、落ち着かせる。

　そうだ、この子はけして悪い子ではないのだ。そこは、信じてもいいだろう。

「あー、ごめん、いきなりやいのやいの言って。とりあえず、どういうことか未蕾の口からも説明を聞かせてくれるか。僕が聞いたのは、あくまでも木き野のさんや未来の僕から見た話だから、事実とは違うところもあるかもしれないし、そっちだって言い分があるだろうからさ」

　未蕾がこちらの顔色を窺うかがうように視線を上げる。

　しばらく躊躇ためらいの色を見せたあと、その色を乗せた声をおずおずと口にした。

「…………先ほど、木野さんの話は事実だと答えましたがこれは正確ではありません」

「正確じゃない？　木野さんも噓うそをついてるってことか？」

「いえ、そういうわけではなく、木野さんの認にん識しきが誤あやまっているということです」

「どの部分が？」

「私の目的に関してです。私の目的は、最初にお父様に説明したとおりです。ここは訂てい正せいの必要はありません。しかし、それを達成するために行動を起こすにあたり、お父様にそのことを知られるわけにはいきませんから、必然私はお父様に無断で長期に渡り家を空あける形になるわけです。そして、その結果だけを汲くみ取とり目的を推すい察さつしたため、そのような話になったのです」

「つまり、未み蕾らいが黙だまって家を長期空あけたのを向こうが家出だと勘かん違ちがいしただけ、ってこと？」

「そうです」

「あのねえ、そんなことをしたら、家出だ誘ゆう拐かいだ事件だ事故だって騒さわぎになることくらい想像つくでしょ。自分の娘むすめが連絡もなくいなくなったら、心配しない親なんていないんだからさ」

「…………はい」

　何か含ふくむところがありげに、しかし殊しゆ勝しように頭を下げた。

「それで？　目的が訂てい正せいの必要はないってことは、そこに関しては木き野のさんが間違ってるってことなのか？　未来の僕ぼくが作った物が人類の衰すい亡ぼうを云うん々ぬんっていう話は、本当のことなのか？」

「…………それも、噓うそです。まったくの出で鱈たら目めです」

「そう…………」

　結局、そこも木野さんの言うとおりか、とは思いつつも心の隅すみではホッと安心する。例たとえ現実味が無なくても、自分が原因で人類が衰亡するなんて言われては気持ちが良いものではない。

「それじゃあ、何が理由でこんなことをしようと思ったんだ？　わざわざ手て間ま隙ひまも金もかけて、その上リスクまで犯おかしてるんだから、それに匹ひつ敵てきするくらい大事な理由があったんだよな？」

「それは、その、……………………は、恥はずかしかったから、です」

　言葉どおりに、わずかにそっと目を伏ふせ。

「はい？　恥ずかしい？」

　思わず目が点になる。僕の聞き間違いじゃないよな？

　そんな僕の内心が障さわったのか、わずかにムキになったように口く調ちようが強まる。

「そうです、恥ずかしいからです。恥ずかしいに決まっています、自分の父親がアダルトゲームの開発者だなんて、とてもじゃないですが世間様に誇ほこれるようなことではありません」

「でも、そうは言っても世界的にも認められてるんだろ？」

「他の方がどう思っていようと関係ありません。私が恥ずかしいことが問題なのです」

「けれど、僕はそれによって生計を立ててるんだろ？　だったら未蕾だってそのおかげでここまで育ってきたんじゃないのか？　それを恥ずかしいっていうのはちょっと酷ひどくないか？」

「ここまで育てて頂いたことにはもちろん感かん謝しやしていますが、感情と理り屈くつはまた別の話です。それに、屁へ理屈を承しよう知ちで言わせて頂ければ、未来のお父様は共とも働ばたらきですので、大おお雑ざつ把ぱな分け方にはなりますが私の養よう育いく費ひの半分はお父様の働きによるものではないと言えます」

「だからってそんな、もろとも歴史から消そうだなんて、いくらなんでも…………」

「私のしようとしたことが、極きわめて個人的かつ自分勝手な理由によるけして許されない行為であることは重じゆう々じゆう理解していますし、それにより影えい響きようを被こうむる方々には申し訳ないと平へい身しん低てい頭とうして謝しや罪ざいすることしか出来ません。ですが、それでも私は、それが嫌いやだったのです」

　こちらに喧けん嘩かを売っているのかという勢いきおいで僕ぼくを直視する目は、最初から最後まで一いつ瞬しゆんたりとも目の前の僕から外はずれることはなかった。…………どうやら、本当にそれが理由らしい。

　アダルトゲーム開発者の娘むすめ、というラベルが嫌いやだったから。それが動どう機き。

　そんなことで…………とまではさすがに口にはしなかったけれども、思ったことは事実だ。

　そして、それは顔にも出ていたらしく。

「呆あきれられていますね。無理もありませんか、さすがにこのような理由では」

「い、いや、…………その気持ちはわからないでもないけれど」

「お気を遣つかってくださるのは嬉うれしいですが、無理はなさらなくて結けつ構こうです」

　これは、話はそう簡かん単たんに進まないかもしれない。

　僕にとっては『たかが』だけれど、未み蕾らいにとっては何を置いても成なし遂とげるに値あたいすることなのだ。それは、さっきも言ったように、ここに来るまでに払った代だい償しようからも明らかだ。

　自分の人生すらも懸かけてまで、未蕾は僕を『更こう生せい』させるという目的を果たそうとしたのだから、その動力源となる動機がどれほどの重要な物であるかは、想像に難かたくない。

　それを曲げさせてまで未来に連れ帰させるとなると、単なる説得で収まるだろうか。

　そんな僕の心配は、未蕾が自みずから掲かかげた白しら旗はたで早々に杞き憂ゆうに終わった。

「ですが、発覚しかつ迎むかえまで来てしまった以上は目的の達成は諦あきらめるしかないですね。わかりました、無む駄だな抵てい抗こうはせずに木き野のさんのおっしゃるとおりおとなしく帰ることにいたします」

「…………へ？　いい、のか？」

「おかしなことをおっしゃいますね。お父様は私の帰き還かんに賛さん意いを示されたのではないですか」

「い、いや、それはそうだけれど…………、未蕾は僕を絶対に更生させたいんじゃないのか？」

「それはそうです。そのために色々と準備をしたのですから、納得は出来ません。しかし、ここまで事が大きくなり、お父様を始め木野さんやその他の方々にまでご迷めい惑わくをおかけしてしまったのですから、これ以上駄々をこねてはいよいよ迷惑どころの話ではなくなります。元より駄目で元々のつもりで臨のぞんでもいましたから、ここいらが引ひき際ぎわと言えば引き際ですね」

　あっさりと、先ほどまでの情念とは裏うら腹はらに、肩かたを竦すくめんばかりのあっけなさで言う。

　その、潔いさぎよいというにはあまりにもさっぱりとした降こう参さん宣せん言げんに、僕は釈しやく然ぜんとしない気分だった。

　ここまで躊ちゆう躇ちよなく計画を放ほう棄き出来るものなんだろうか。もっとこう、悪あがきをするとかおおっぴらに悔くやしがるとか、そういう相応のリアクションがあってしかるべきじゃないのか。

　ましてや、他人から見て動機と行動の不ふ均きん衡こうを埋うめ合あわせるほどの熱意があるんだから、その反動として同量の反発が見られるのが当然じゃないのか。…………穿うがちすぎ、なのだろうか。

　所しよ詮せん、未蕾にとってはその程てい度どのことだったということなんだろうか。

「そういうわけですから、木野さんについて未来へと戻ろうと思います。ええと、期限は二日後、でしたか。明後日あさつてには、ここを辞じさせて頂くことになりますが、よろしいですか。と、これはわざわざ訊きくまでもありませんでした。お父様は私が戻ることに賛さん成せいでしたね。むしろ、内心ではお喜びになっていますか。つくづく、道半なかばで断念しなければならないのが残念です」

　皮肉と慨がい嘆たんと、何かもう一つを混ぜ込んだような言葉を吐はかれた。

「まあ、今後はほどほどにするよ。どこまで守れるかはわからないけれどさ」

　苦笑して返す。

　少なくとも、僕ぼくが反対するような余地は見み出いだせない。その動どう機きに関しては、未み蕾らいの気持ちを汲くめば申し訳ないとは思うけれども、だからといって木き野のさんを退しりぞけるわけにはいかない。それに、未蕾自身がこうして自分で納得してしまった以上、口を出す必要すらももうないだろう。

　さっさと自みずからの出しゆつ処しよ進しん退たいを決めた未蕾は、割り当てられた自分の部屋の方向を見て。

「すみません、わがままを言い色々と買かい揃そろえて頂いたのに」

「まあ、それは仕方がない。気にしないでいいよ」

「来た時と同様、持ち帰ることも出来ないので、ここにすべて置いていくことになりますが」

「それも気にしないで。誰だれかにあげるなり捨てるなりこっちで適てき当とうに処しよ分ぶんしておくから」

「あ、でも、あの子たちだけはどうか置いてあげてください」

「あの子たち…………、ああ、あの人形ね。いいよ、そのくらいなら」

「ありがとうございます」

　軽く頭を下げるその仕し草ぐさには、躊躇ためらいのようなものは見て取れなかった。

　それはやっぱり僕の目が節ふし穴あなだからなのか、それともやっぱり僕が穿うがちすぎだからなのか。

　いずれにしろ、ことここに至いたって僕が異い議ぎを唱となえても話がややこしくなるだけだ。

　一いつ拍ぱくの沈ちん黙もくを契けい機きに、未蕾が立ち上がった。

「この話はひとまずこのくらいにして、そろそろ夕食にしませんか？」

「ん、そうだな、そうしようか」

「はい。温めるだけですので、すぐにお持ちいたしますね」

　パタパタとキッチンへと入っていく未蕾の顔が、すれ違ちがい様ざまに見える。

　その顔は、どうしてか僕の心に妙に引っ掛かった。




「…………さて」

　翌朝。最後まで管かん理りに手は抜かないという未蕾に叩たたき起おこされ、いつもより早く学校に着いた僕は、まだクラスメイトの半数も揃そろっていない教室の自分の席に腰こしを下ろすとスマートフォンを取り出した。常つね日ひ頃ごろからお世話になっている思し惟い乃のさん傘さん下かのエロゲー通販サイトを開く。

　明日には獄ごく卒そつもかくやの未蕾はいなくなり、僕は晴れて自由を取り戻すことが出来るのだ。それなら、その次のステップとして、滅ほろびた王国を復ふつ興こうするための民たみを選ぼうというわけだ。

「とりあえず定番と新作からだな…………」

　目ぼしいものを次々とカートに放り込んでいく、と。

「おはよっす、兄弟。どうした、朝っぱらからそんなシケた面つらして」

「おはよう、連つら善よし。シケた面って、いきなり随ずい分ぶんなご挨あい拶さつだな」

　連善は自分の席に鞄かばんを放り投げると僕ぼくの前のまだ地ち権けん者しやの来ていない席に座った。

「だって事実だもんよ。どうした、発売延えん期きでも喰くらったか？」

「別にそんなことないけれど？　それにそれは日にち常じよう茶さ飯はん事じのことだからな。そのくらいで凹へこんでたらエロゲーは出来ないっての。っていうか、むしろ逆だぜ。今僕は猛もう烈れつに興こう奮ふんしてる」

「俺おれにはとてもそうは見えねーけど。…………ひょっとしてアレか？　一昨日おとといのこと、まだ怒ってるのか？　いやー、あれはマジで悪かった！　ついカッとなってやっちまってさ！」

「カッとなったでクラスメイトに軍レベルの指し揮きをとるんじゃない」

「だから謝あやまってるだろ！　わかった、それでも許せねえって言うんなら、俺も男だ。俺のコレクションの中から、アニメコスプレＡＶモノを幾いくつか賠ばい償しよう金きんとして捧ささげようじゃねえか！」

「連善、殺すぞ」

　思わず口をついて出た素直な言葉に、珍めずらしく連善がビクリと震ふるえて息を詰つまらせた。

「前に言ったよな。僕はそのジャンルが大だい嫌きらいだって。とりあえず女じよ優ゆうさんにそのキャラの格かつ好こうをさせてモノマネさせときゃいいんだろ的な作り手の考えがパッケージを見ただけでもわかる、ユーザーのことを考えてもいなければ原作に対するリスペクトもない駄だ作さくがまかり通るあのジャンルが。確か、目の前で素す手ででＤＶＤを割ってまでお前に理解を求めたはずだよな？」

　丁てい寧ねいな僕の言葉に、まるで首くび筋すじにナイフを当てられ脅おどされているかのような大おお袈げ裟さに怯おびえた反応で連善がコクコクと何度も頷うなずく。よかった、どうやらわかってくれたようだ。

「とにかく、別に一昨日の事はもう気にしてないし、それ以外でも特に何もないよ」

「そうか？」

「そうだよ。僕はいつもどおり元気だっての」

「確かに、あのキれ様ようは元気がありすぎたが…………」

　むしろきちんとチューニングされてる分、いつもより調子はいいはずだ。そんな、周囲から口に出して心配されるほど異常をきたしているとは思えないし、その理由だってない。

「おはようございまーす」

　上級生の教室だというのに、まるで自分のクラスであるかのように気き負おわず気取らず入ってきたのは四し季き瞥べつさんだった。そこはもうこの訪問にもウチのクラスメイトたちは慣なれたもので、四季瞥さんを気にする人間はおらず、それどころか親しげに挨あい拶さつを交かわしたりしている。

「おはよう、センパイ。それとついでに良いい香かお先せん輩ぱい」

「おはよう、四季瞥さん」

「おう、おはようっす」

　こっちもまた慣れたもので、ついで扱あつかいされたことに文句を言う気け配はいはない。

　そんな連つら善よしには目もくれず、四し季き瞥べつさんはジッと僕ぼくの方を見て。

「センパイ、何か今日、元気ないね」

「…………、今日の僕、傍はたから見てそんなにおかしいの？」

「うん。誰だれが見ても一いち目もく瞭りよう然ぜんってくらい。どうかしたの？」

「それ、連善にも言われたし言ったけれどさ、本当に平常運転なんだってば」

「そんなバレバレのウソ言ったってすぐわかっちゃうんだからね。だって、ほら」

　パシャッと、ファストドロウのようにいつの間にかその手に収まっていた四季瞥さんの携けい帯たい電でん話わがシャッター音を鳴らす。そのレンズは不意をつかれた僕へと向けられていた。

「寂さびしそうな顔してるもん。ほら？」

「そういやそんな顔だな、うん」

　二人して認定するのだけれども、撮とった画像を見せられても正直僕にはわからなかった。

　とはいえ、まあそんな顔をするような心当たりがないわけではない。言わずもがな、明日に迫せまった未み蕾らいとの別れである。たかが数日とはいえ、同じ釜かまの飯めしを食った仲だ。犬いぬ猫ねこでさえ預あずかっただけでも情が湧わくものなのだから、名残なごり惜おしんでも女め々めしくはあっても無理はないだろう。

　しかしそんな、言われるほどに消しよう耗もうしている自覚はまったくないんだけれど…………。

「あのさ、ボクでよかったら話聞くけど？」

「あ、愚ぐ痴ちくらいなら俺おれも付き合ってやるぜ」

「お気き遣づかいありがとう。でも、本当に何もないんだってば」

　顔が問題ならと笑ってみせたけれど、二人の心配を晴らすほどの効果はなかったようだ。なお探さぐるような視線をこちらに向けて、それを打ち切るように四季瞥さんは頭を横に振った。

「センパイがそう言うなら、もうこれ以上この話はナシ！」

「だな。ま、でも話したくなったらいつでも言えよ」

　後頭部をかきながらサラリと言ってくれるのは連善。

　二人とも、本当に僕にはもったいないほどいいヤツらだ。

「よし、良いい香かお先せん輩ぱい、景けい気きづけに最近あった抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうの面白い話をしてよ！」

「話のフリでハードル上げんな。だがいいだろう。その挑ちよう戦せん、このトークの魔ま術じゆつ師しが受けてたとう。…………これは、俺がユーザーリクエスト型のＡＶを視みた時の話────ほげえ！」

「そういう話をセンパイの前でするなって何度言えばわかるんだよ！」

　意い図としてのものなのか、いつもより派は手でめな技が連善に決まった。

「あまり他の人に迷めい惑わくかけないようにね」

　それにしても、そんなに顔に出てるのかね。

　気になって、技をかける際に四季瞥さんが机つくえの上に置いていった携帯電話に目を落とす。

　画面いっぱいに映うつった僕の顔は、改めてよく見れば四季瞥さんや連善が言うとおり寂しそうにも見える。しかしその起き伏ふくは、普ふ段だん鏡かがみの前でしか自分の顔と対面しない僕にはいまいちわかりづらい。二人に注ちゆう釈しやくをつけてもらわなければ、そんな解釈は出来なかったはずだ。

　でも、僕ぼくのことをよく知ってる二人が声を揃そろえて言うのだからそうなんだろう。

　何にしても、これは後で消しといてもらわないとな…………。

　なんだか少しだけ忌いま々いましい気分で、最後に画面の中の僕を一いち瞥べつして。

「…………これって」

　その瞬しゆん間かん、記き憶おくの中の歯車が嚙かみ合あう音が幻げん聴ちようされた。

　……………そうだ、この顔だ。

　昨日未み蕾らいが見せた顔と、この画面の中の僕の顔は、同じじゃないか。

　素材である顔はともかくとして、その程てい度どと方向性は同じもののように、思えた。

　それを認にん識しきした途と端たん、ふと妙な具合にバラバラだったパーツが連結し想像の枝を伸のばした。

　僕が直感したとおり、今の僕と昨日の未蕾の顔が同じものを表ひよう出しゆつしているとしたら。そして、今日の僕の顔が表出したものが四し季き瞥べつさんと連つら善よしが指し摘てきしたとおり寂さびしさであるとしたら。

　つまり、未蕾もこの別れを寂しがっているということになる。

　一応、わずかな時間とはいえ面倒を見た身としては、向こうもそう思ってくれるのは嬉うれしくはある。しかしそれをそう単純に解かい釈しやくするのは、あまりにも浅い見方である気がするのだ。

　未蕾は僕のところにただ単に遊びに来たわけではない。確かつ固こたる目的を持って、僕の下もとを訪おとずれたのだ。だとしたら、その表情にも特別な意味があると、そう考えるべきではないか。しかも、その表情の意味するところは残念でも無念でも諦てい念ねんでもなく、寂しさときている。

　その不ふ一いつ致ちには、何か大きな問題が隠かくれているのではないか。

　…………いや、落ち着け、僕。表情がそっくりだからといって、その中身まで同じなんて法はあるまい。これは僕のまったくの見立て違いの勘かん違ちがいという可能性の方が高いだろうに。

　そう冷静な部分は理解しているものの、一度発生した想像はなかなか拭ぬぐい去さることが出来なかった。これが直感であるという手ごたえは、手て放ばなすことが出来ない生なま々なましさを持っている。

　思考はとめどなく展開され、妄もう想そうに近い一人歩きの奔ほん放ぽうさで根こん拠きよ無なき推すい論ろんを続けていく。

　それを押おし留とどめたのは、だからといって僕がどう関係出来る、という正まさに現実的な現実の存在であった。そう、仮かりにすべてが僕の想像どおりだったとして。僕に何が出来るというのだ。

　しかし今となっては、それでスッキリと片かた付づけてしまうことも出来なくなってしまった。

　いずれにしろ、こうなっては自分で何がしかの決着を見つけ出さなくてはなるまい。

　僕が考え込んでいる間にまた余計なことをいったのか、いっそうド派は手でな技を決められている連善の悲ひ鳴めいをよそに、残り少ない時間でどうするべきかをさらに考え込む僕だった。




「ハルさん、ちょっといいですか？」

　その日の夜。

　未蕾が風ふ呂ろへと向かったのを見み計はからって、ハルさんに声をかけた。

【はいはい、なんでしょう？】

　ローテーブルの上で並んでテレビを見ていたハルさんは、僕ぼくの声にすぐに反応する。

「お願いしたいことがあるんですけれど…………」

【現げん菜ざい様のお願いとあれば、何でもどんとこいです！】

　ドンと自分の胸むねを叩たたき心強い答えを返してくれる。

【あ、でもエッチなのは駄だ目めですよ。マスターに制限かけられちゃってますから】

「それは残念ですけれど、今のお願いはそれじゃないです」

【そうなんですか？】

「えっと、未み蕾らいのことをもっと知りたいんです。昔の記き録ろくとかありませんか？　それも履り歴れき書しよみたいなものよりも、もっと未蕾の生活に密みつ着ちやくした、映像とか動画とか、そういうものは」

【それはもちろんありますよ。それもたくさん】

「よかった。それ、ちょっと見せてもらえませんかね？」

【ワタシは構かまわないですけど、でもいいんですか？　中には、現菜様の未来に関わるものも少なからず含ふくまれてますよ。現菜様は、そういうのは極きよく力りよく避さけたいと言ってましたけど】

「構いません。それどころじゃないかもしれませんから」

【そうですか。ではでは、早さつ速そく準備しましょう】

「お願いします。それと、出来れば未蕾が風ふ呂ろから出てくる前に見たいです」

【うふふふ、了解です】

　パチンと一つ指を鳴らすと、それが呪じゆ文もんであるかのように、ハルさんの傍かたわらに文字どおりアルバムが現れた。その分ぶ厚あついアルバムは、しかし一いつ冊さつで終わりではなく、後から後から、まるで雨後のたけのこのように上のアルバムを持ち上げて次々と生はえてグングンと伸のびていく。

　そして、あっという間にそこにアルバムで出来たバベルの塔とうを打ち建ててしまった。

　たぶん視覚的な分わかり易やすさを強調しての表現なんだろうけれど、縮しゆく小しよう版ばんながら迫はく力りよくはある。

【本来なら一枚一枚解説付きでじっくりと鑑かん賞しようしてもらいたいところですけど、時間も大してありませんから、チャチャッとスライドショーで行きましょうかね。それでいいですか？】

「僕は何でも構わないですよ」

【それじゃあ、ショータイムの始まりです】

　僕の言葉を受けて、またハルさんが指を、今度はパチンパチンと二回鳴らす。

　すると、アルバムの山の天てつ辺ぺんにある一いつ冊さつがフワリと浮き上がり僕の目の前で開いた。

　スライドショーは、赤ちゃんの未蕾の写真から始まった。ゆっくりと子し細さいを観かん察さつ出来る数秒をおいてから、次の写真へと切り替わる。そして、その二枚目も間を置いて次へと跳とぶ。さらに、現れた三枚目も留とどまることはなく二呼吸をする合間に出番を終えてしまう。

　傍はたから見れば、写真が次から次へと入れ代わり立ち代り、実にめまぐるしく見えるかもしれないけれど、僕にとってはその短い時間だけで十分に写真の内容を把は握あくすることが出来た。おそらく、ハルさんが個々の写真の情報量に応じて閲えつ覧らん時間を調整してくれているんだろう。

　切り取られた時間の積つみ重かさねは、未み蕾らいを瞬またたく間まに成長させていく。

　ついさっきまで目も開いてなければ髪かみもろくに生はえていなかった赤ちゃんは、すくすくと成長し、起き上がり、ハイハイし、摑つかまり立だちし、よちよちと歩き出すまでになっていた。

　そして、あっという間に幼よう稚ち園えんに入ってしまった。指先まで届いてしまいそうな余あまり気ぎ味みの袖そでと下を向けば目め隠かくしになりそうな大きめの帽ぼう子しに身を包つつんだ未蕾が、『入園式』と達たつ筆ぴつで書かれ造ぞう花かで飾かざられた看かん板ばんの前に、緊きん張ちようのためか笑顔ですらないだいぶ堅かたい表情で立っていた。

　それを契けい機きに、未蕾を取り巻く世界は広がり、それと同時に写真に写うつる表情も今までよりも多た彩さいになった。喜き怒ど哀あい楽らくはよりはっきりと、また喜怒哀楽に分類し辛づらい感情も、見受けられた。

　合間に、幼稚園の行事──遠足や運動会やお遊ゆう戯ぎ会かいやクリスマス会など──を挟はさみつつ進む。

　数分後、卒園式を迎むかえる頃ころにはその顔立ちは精せい悍かんなものになっていた。会場案内の看板と早くも咲さき誇ほこる桜さくらを背景に収まった未蕾の姿に、不覚にも少し目め頭がしらを熱くしてしまった。

　その余よ韻いんもまだ冷さめやらぬうちに、また次の世界へと一歩を踏ふみ出だした未蕾の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくは、どんどんと新しい一面を切り取っていく。思し春しゆん期きに突とつ入にゆうした未蕾の成長は、これまでよりも心身共ともによりエモーショナルでダイナミックな、その反動としてナーバスなものに見えた。

　様々な経験を経へつつ、アルバムの中の未蕾は現在の未蕾へと近づいてくる。

　その様子を僕ぼくは、黙だまって眺めていた。

　そうして、過去が現実に追いついたのは、気がつけば三十分後のことだった。

　空からになった最後のページを示して、アルバムがバタンと閉じる。

「ふう…………」

【さてさて、どうでしたか？】

　役目を終えたアルバムの山が、ズブズブと底なし沼に飲まれるように背せを低くしていく。

「そうですね…………、このまま結けつ婚こん式しきで流してもいいくらいの出来ですね」

【うふふふ、お褒ほめに預あずかり光栄です】

　茶ちや目めっ気けたっぷりに、ハルさんが優ゆう雅がなお辞じ儀ぎをする。

【何かヒントになりましたか？】

「そうですね、かなりヒントになりました。でも…………」

　どうにも、今一歩決定打にはならない気がした。

　いや、もうここまで来たら結論を決め打ちで一いちか八ばちか勝負に出るしかないか。

【そうそう、動画の方はどうしますか？】

「あ、動画の方もあるんですか？　なら、そっちも是ぜ非ひ見せて欲しいです」

　僕の頼みに、ハルさんはさっさと視し聴ちようの準備をしてくれる。

　バックに、アルバムではなくフィルムの山を出現させたところで、準備は完了したらしい。

【さてさて、どのビデオがいいですか？　何か希望や注文はありますか？】

「誕たん生じよう日び会かい、未み蕾らいの誕生日会の様子を撮とったもの、それも一番新しいものはありますか？」

　調べるとしたら、何を措おいてもまずそこしかないだろう。

　というか、そこくらいしか見み出いだせる突とつ破ぱ口こうはない。

【もちろんです。それならここに】

　指振りに合わせて列の中から一つの動画が前に出る。

　指が鳴り、フィルムの中から画面が飛び出す。

　数秒の漆しつ黒こくの後、画面の中央にぼんやりとオレンジ色の光が灯ともった。

　光源は、ロウソクの火だった。その土台は、真っ白いクリームで覆おおわれ真っ赤なイチゴで飾かざり立たてられたショートケーキのホールだ。中央には砂さ糖とう細ざい工くのプレートが据すえられている。

　そんなオーソドックスなケーキを前に、どこかはにかんだ様子の未蕾が映っていた。

　ピントが未蕾に合うと、それを確認したのか、どこからか誕生日を祝いわう聞きき慣なれた歌のイントロが聞こえてきた。軽かろやかな旋せん律りつに合わせて歌いだしたのは、木き野のさんの声だった。

　ワンコーラスを歌い上げたところで、未蕾がロウソクに息を吹きかける。遠えん慮りよがちな息に、数本の小さなかがり火はしばらく耐たえたものの直じきに吹き消され、周囲は暗くら闇やみに包まれる。

　それもわずかな時間のことで、すぐに画面は明るくなった。部屋の電でん灯とうを点つけたのだろう。それまでの薄うす暗ぐらさを払ふつ拭しよくするような明るさで、眩まぶしい光がすべてを浮うき彫ぼりにしていた。

　ここは…………、ウチか？

　未蕾越しであることと家具や内ない装そうが変わっているためはっきりとは言えないけれど、間取りや雰ふん囲い気きは今現在僕ぼくが住んでいるこの家と同じように思えた。そう言えば、未蕾は最初からさして戸と惑まどう様子もなく台所で立ち働いていたから、未来でもここに住んでいたのかもしれない。

　さて、様子もはっきりと窺うかがえるようになったし、ここからが手がかり探しの本番だ。

　いっそう意い識しきを画面の中に集中させる。

　薄うっすらと蠟ろう煙えんが立ち上る中、拍はく手しゆの音が一つ、乾かわいて響ひびいた。

　…………一つ？

『おめでとうございますであります』

　祝しゆく福ふくの声も、また一つであった。

『ありがとうございます、木野さん』

　この動画の撮さつ影えい者しやはどうやら木野さんらしい。画面の中の未蕾が、こっちに向かって軽く頭を下げた。この気き負おいのない感じだと、二人にはそれなりに関係が出来ているのかもしれない。

　…………いや、そんなことよりも問題は。

『あの、あまりアップで撮とらないでください、ただでさえ恥はずかしいのですから』

『そうは言われても、未蕾殿どのの誕生日を祝うこととその様子を報告することは現げん菜ざい殿と奥おく方がた殿からの最さい優ゆう先せん事じ項こうであります。でありますから、もう少しこちらに目線を頂きたいであります』

　そう、そこには未蕾の姿しかない。

　僕ぼくの姿も、僕の相あい方かたさんの姿も、それどころか木き野のさん以外、誰だれもいないのだ。

『ここまで準備して頂いた上に祝いわって頂いた私が言うのもなんですが、私ももう子供ではないのですから、わざわざこのように祝ってもらわずとも結けつ構こうなのですが…………』

『つれないことを言わないで欲しいであります。いくつになっても親にとって子供の成長が喜ばしくないはずがないであります。二人とも未み蕾らい殿どのの成長を祝いたいのであります。でなければ、毎年、他の仕事を免めん除じよしてまで自分を未蕾殿の誕たん生じよう日びを祝わせには行かせないであります』

『いえ、もちろんお父様お母様のお心こころ遣づかいにも、木野さんにも感かん謝しやしています』

『でありましたら、せめてその元気な声をここに収めさせて欲しいであります。ささやかではありますが、いつものように、腕うでによりをかけて未蕾殿の好物を用意しましたであります。好きなだけ召めし上あがってくださいであります。もちろんおかわりも待たい機きしているであります』

　その言葉どおり、未蕾の前には、皿が所ところ狭せましと並べられている。

『ハンバーグ、カレー、オムライス、確かにどれも好きですが、多すぎですと毎年言ってます』

『ですが、毎年残さずに食べているであります』

『せっかく作って頂いたのですしそれにおいしいですし…………、しかし、その後が怖いのです。これだけの質量を取り戻すのに、どれほどの努力が必要かと考えると憂ゆう鬱うつになります』

『自分にはよくわからないであります』

『木野さんはお仕事の関係上、毎日鍛きたえられているのですから、わからないと思います』

　口ではそうは言いつつも、料理の一つに口をつける。

『おいしいです』

『良かったであります。最近は作る機会もなかったでありますから、少し心配でありました』

『大だい丈じよう夫ぶです、去年と変わらない味です』

『そうでありますか。そうでした、現げん菜ざい殿と奥おく方がた殿からプレゼントを預あずかっているであります』

　画面外でガサガサと音がし、ニュッと大きな紙かみ包づつみが一面占せん領りようする。

　二ふた抱かかえほどもあるプレゼントの向こうに隠かくれてしまった未蕾が、少し張った声をあげた。

『開けてみてもいいですか？』

『当然であります。むしろ二人のためにも、是ぜ非ひそうして欲しいであります』

『では、遠えん慮りよなく開けさせて頂きますね』

　微かすかな紙かみ擦ずれの音と共ともに、包ほう装そうが一枚また一枚と剝はがされていく。

　それに従って徐々に姿を現していくそれは、大きなクマのぬいぐるみだった。フサフサと豊かな毛並みを蓄たくわえたリアルよりはファンタジー寄りの顔立ちをした、可愛かわいらしいぬいぐるみ。

『…………もう、私をいくつだと思っているのですか、子供ではないのですから』

　ぬいぐるみの裏うらから声が聞こえてくる。

　しかし、内容こそ不平不満の体ていを為なしてはいたけれど、その声は嬉うれしさが駄だ々だ漏もれだった。

『裏に隠れていないで、こちらに顔を見せて一言頂けないでありますか』

『あ、はい、わかりました』

　もはや未み蕾らいの場所を占せん領りようしてしまったぬいぐるみの陰かげから、未蕾が顔を出す。

『その、…………ありがとうございます』

『それと、言こと伝づても預あずかっているであります』

『内容はわかっています。どうせ「今年も仕事で帰れなくてすまない」ですね』

『そのとおりであります』

『でしたら、私の答えも同じです。お父様もお母様もお仕事なのですから仕方がありません。私の方は大だい丈じよう夫ぶですから、どうぞご心配なくお二人はご自分の為なすべきことを為してください』

　そしてカメラに向かって見せた笑顔は──

　…………。

「お先にお風ふ呂ろ頂きました」

「っ！」

　ヤバい、ビデオに夢む中ちゆうになっていて、未蕾への警けい戒かいが疎おろそかになっていた。

　リビングに戻ってきた未蕾へと何なに気げない顔で振り向きつつ、体でハルさんを隠かくす。

　別に後ろ暗いことをしているわけじゃないんだから、そこまで必死になって隠す必要はないのではないか、と思うかもしれない。しかし、僕ぼくが今やろうとしていることは、未蕾が隠そうとしていること、それも噓うそを重ねてまで隠そうとしていたことを暴あばこうという行為である。
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　これが、僕ぼくの気のせいだというのならいいけれども、万が一、僕の直感が当たっていた場合、僕が真相を探さぐろうとしていることに未み蕾らいが感づき、警けい戒かいされてしまう恐れがある。それに、僕の勝手な理由を付け加えさせてもらえば、疑うたがっていることを知られたくないというのもあった。

「ゆ、湯加減はどうだった？」

「いいお湯でした」

「そ、そう、それはよかった」

　話で時間を稼かせぎつつ、後ろ手でハルさんに終了を合図する。はたしてハルさんは僕の意い図とをわかってくれるか。いや、ハルさんなら出来る。あの気が利きくことこの上ないハルさんなら。

　それでも焦あせりの汗あせまでは誤ご魔ま化かせなかったか、未蕾の眉み間けんがキュッと狭せばまる。

「お父様…………、何か隠かくしておられませんか？」

「か、隠す？　僕が？　未蕾に？　何をさ？」

　メンタルトレーニングをしたことのない僕は、内心の動どう揺ようがモロに声に出てしまう。さすがにこれは怪あやしすぎたのか、未蕾が無言のままに近づき、止める間もなく僕の背はい後ごを覗のぞき込こんだ。

　ハルさん、頼みます！

【あらあら、どうしたんですかマスター？】

「ハル…………、ですか」

【はい、そうです、ハルですよ】

　どうやら、ハルさんが上う手まいことやってくれたらしい。

　ホッと胸むねを撫なで下おろしつつ、これ以上ボロが出ないように取とり繕つくろう。

「どうした？　妙なものでもあったのか？　僕はハルさんとおしゃべりしてただけだぞ？」

　落ち着きを取り戻した声で、駄だ目めを押おすように言う。

　その様子に、軽い疑ぎ念ねんは消えたのか未蕾は表情を元に戻して。

「失礼しました。お風ふ呂ろ、空あきましたからどうぞ冷さめないうちにお入りください」

「ああ、うん」

　とりあえず、情報収集は時間的にも機き会かい的にもこれが限界だろう。

　結局、あのビデオだけではこれといった確証を得えることは出来なかった。しかし、その反対に僕の想像を払ふつ拭しよく出来るような要素も得ることは出来なかった。もちろんまったくの無駄というわけではなかったけれども、残念ながら僕の想像に決着をつけるまでには至いたらなかった。

　やっぱり、僕の気のせいだったんだろうか。…………ひとまず、風呂に入ろうか。

　温かい湯船に浸つかって血を巡めぐらせれば、少しは頭の回りもよくなるだろう。




「…………のぼせた」

　頭の回りが良くなるどころか目が回ってしまった。

　これはヤバイと思って覚おぼ束つかない足取りで風呂から上がったら、未蕾に心配までさせてしまう始末だ。最後の日にまで迷めい惑わくをかけて、いやはや情けないというか締しまらないというか。

　そのまま養よう生じようのためにと部屋に帰されてベッドに倒れこみ、ようやく気分が回復した現在は十二時近く。そして、そんなコンディションの中で考え事に決着がつけられるはずもなく。

　…………本当、何をやってるんだ僕ぼくは。

　軽く凹へこみながら起き上がる。

　まあ、考えるだけ無む駄だなのかもしれない。未み蕾らいの言い分が正しいのだとしたら、未蕾が明日未来へと帰れば問題は解決だし、僕の想像が正しいのだとしても、僕に出来ることなんてない。

　結局、僕が一人で空から回まわって取り越し苦労をしていただけなのか。

　徒と労ろう感かんと脱力感にドッと襲おそわれ、なんだか虚むなしくなってきた。

「…………喉のど渇かわいたな」

　心情に引きずられたか急きゆう激げきに渇きを覚おぼえた。

　水分を補ほ給きゆうするために部屋を出ようとしたところで、何かを踏ふんづけた。

「うおっ！」

　完調ではない体は簡かん単たんにバランスを崩くずし床に尻しりもちをついてしまった。

「痛いってえ…………」

　足の下には、僕に踏まれた跡がクッキリと残った通学鞄かばんが転ころがっていた。幸さいわい、空からに近いので中身にこれといった被ひ害がいはなく、踏んづけた方の足にもダメージはない。その足形をしたクレーターの脇わきには、すんでのところで難なんを逃のがれたお守りがぶら下がっていた。

　危ない危ない、これは僕がこの先未蕾にあげるものなんだから、ここで壊こわしたら不ま味ずい。

　破は損そんがないことを確認してから鞄ごと拾い上げようとして、はたとそのことに気がついた。それは閃ひらめきの速度で記き憶おくと思考を繫つなぎ、決着を放ほう棄きしかけた僕に一つの示し唆さをもたらした。

　そうだ、未蕾の持っていたお守りの中には──、その示唆が一つの結果を実みのらせる前に。

　コンコンと、部屋のドアがノックされ、思考は中断を余よ儀ぎなくされた。

「はい？」

『わ。私です。大きな音がしましたが、何かございましたか？』

　ドアの向こうから、気き遣づかわしげな未蕾の声が聞こえた。

「あ、いや、ちょっとふらついて転ころんじゃって」

『こ、転んだって、お怪け我がはございませんか？』

「鞄で滑すべって尻もちついただけだから。尻が痛いたいだけ」

『そうでしたか。ですが、お気をつけください』

「わかったよ。それで？　何か用があって訪たずねて来たんじゃないの？」

『いえ、ご気分の方はどうかと思いまして』

「悪いな、心配させて。でも大だい丈じよう夫ぶだよ。だからもう寝ねな。明日もあることだしさ」

『…………』

　僕ぼくの促うながしに了解の答えはなく、またドアの向こうの気け配はいが動く気配もなかった。

「なに、まだ何かあるのか？」

　どうしたのかとドアを開けて見れば、慌あわてて未み蕾らいが半身をドアに隠かくした。

　残された半身は、枕まくらを抱かかえていた。

「それは…………？」

「い、いえ、あのこれは…………、隣となりで床とこにつかせて頂こうと思いまして」

「床？　一いつ緒しよに寝ねるってことか？」

「ほ、ほら、もう大だい丈じよう夫ぶとはおっしゃられてはいますが、万が一ということもありますし、であれば、まだ私がこの時代にいる以上、お父様の体調を管かん理りする責せき務むがあるわけですから、最後まで面倒を見なければなりません。そ、それとも、お父様はご迷めい惑わく、ですか…………？」

「いや、気き遣づかってくれるのはありがたいけれど、そこまでするほどのことじゃ」

「失礼します！」

　僕の言葉を自分の声で断たち切きって、強引にズカズカと入ってくる。

「お、おい」

　僕の戸と惑まどいを帯おびた制止は聞き入れられず、未蕾は横おう暴ぼうな足取りで部屋を横断すると、僕のベッドにどっかりと腰こしを下ろした。枕もそれにお供ともして未蕾の膝ひざの上に場所を得えた。

「本気かよ…………、わかった、それじゃあ下から布ふ団とんを持ってくる」

「い、いえ、結けつ構こうです！」

「結構ですって、…………ま、まさか僕に床で寝ろっていうのか？」

「なぜ心配している身の私がそのようなことを強しいると思われるのですか！」

「だって、自分はベッドで寝るから僕にベッドから出て行けってことだろ？」

「布団を断ったのは、体調を崩くずされたお父様に無理をさせるわけにはいかないからです！」

「じゃあ未蕾が自分で持ってくるのか？　でも、布団って結構重いんだぞ？」

「そ、それもわかっています、ですから、ここで寝ます！」

　パンパンと僕のベッドを叩たたく。

「ほら、僕は床で寝るしか選せん択たく肢しがないじゃんかよ。まあ、ベッドじゃなきゃ眠ねむれないなんて上品な体でもないし、毛布の一枚でもあれば僕はいいさ。それともベッドを半分こするか？」

　もちろん冗じよう談だんだ。この歳としで異性と同どう衾きんとか、こっちは良くても向こうは嫌いやだろう。

　そう思ったのだけれど、意外にも未蕾は小さく頷うなずいて肯こう定ていした。

「さ、最初から私はそのつもりです」

「そのつもりって、その…………、嫌じゃないのか？」

「そこは致いたし方かたありませんので我が慢まんします」

「そこまでさせるくらいならやっぱり僕が布団持って来た方がいいような…………」

「とにかく、お父様も私もここで寝るのです！」

　梃て子こでも動く様子がなさそうな未み蕾らいを説得するのは諦あきらめた。どうせ最後なんだし、したいようにさせてやるか。そうとなれば、いくらなんでもこのまま未蕾を寝ねかせるのは気が引ける。

「わかったよ。でも、その前に軽くベッドメイキングくらいさせてくれ」

　未蕾をベッドからどかして、シーツとベッドマットをシワ一つ無ないように敷しき整ととのえる。朝から一ひと塊かたまりの団だん子ご状じようのまま放置されていた掛かけ布ぶ団とんと毛布を広げ直して半分に折った。

「よし、これでＯＫっと。枕まくらはどうする？　どっちに寝るんだ？」

「じ、自分でやります！」

　そう言うと早さつ速そくにセッティングを始めた。しかし、どうもしっくりくる位置が摑つかめないらしく、一センチ近づけては頭を振って離はなし一センチ遠ざけては眉まゆ根ねを潜ひそめて試し行こう錯さく誤ごをする。

　終しまいには、そのスケールがミクロン単位になってきたところで、ようやく納得の頷うなずき。

　もちろん、傍はたから見ている僕ぼくには、どこがどうベストポジションなのかはわからなかった。

「えっと、…………それじゃあ、まだ早いけれど、もう寝る？」

「は、はい、よろしくお願いします」

　何をだ。

　壁かべ際ぎわに僕、入り口に近い側に未蕾、という配置で布団に入ることになった。

「それでは消しますね」

「うん」

　僕の返事に間を置いて、電気が消える。

　明かりと共ともに音も奪うばい去さられた室内で、入り口のスイッチから離はなれた未蕾がベッドに戻ってくる気け配はいが、微かすかな衣きぬ擦ずれの音だけで感じられた。その音が至し近きんまで近づくと、今度はベッドマットが小さく軋きしむ音をさせて沈しずみ、掛け布団と毛布の隙すき間まからわずかに空気が入り込んだ。

　そして、隣となりの枕に未蕾がゆっくりと頭を下ろし横になった。

　わずかに早い呼吸の音が自分のすぐ隣と、そして自分からも聞こえる。二人分の熱量を内包しているためか、布団の中はいつもより温かい気がした。丁ちよう度ど良い、人ひと肌はだのぬるま湯の温度。

　誰だれかと一つの布団に入るなんて、いつ以来だったかな…………。

　その既き視し感かんから来る違和感にむず痒がゆさを覚おぼえ、軽く身じろぎをした。

「ひゃうっ。へ、変なところ触らないでください！」

「変なところって、今の腕うでの辺りだよな？」

「…………い、言わせないでください」

「ちょ、どこ？　どこだったんだ？」

　一転、急に静かになってしまったのが余計に不安を煽あおる。しかし、声の一語を発することも指の一本を動かすことも躊躇ためらわれる絶妙な空気の均きん衡こうは、容よう易いにそれを壊こわすことを許してはくれなかった。耳のすぐ傍そばで、未蕾の髪かみと枕が和音を鳴らすのが、大きく耳に響ひびく。

　聴ちよう覚かくと嗅きゆう覚かくで隣にその存在を感じながら、冷さめていく頭の中でぐるぐると考えが渦うずを巻く。

　先ほど中断させられた思考の連結作業が、ここに来て急ピッチで再開されていく。

　直感を縦たて糸いとに想像を横糸にして織おり上あげられていくその決着は、あまりにも不合理で非論理的な模様をそこに描えがき出だしていく。でも、それは僕ぼくにとってとても腑ふに落おちる決着だった。

「…………寂さびしかったんだな」

　質問とも独白ともつかない僕の呟つぶやきに、僕の手を握にぎる力がわずかに強くなった。

　それは不意に核かく心しんを突つかれたことによるものか。

　しばらく静かな時が流れて、そしておもむろに未み蕾らいが口を開いた。

「…………お父様は私の心でも読めるのですか？」

　それは、遠回しな正解の宣せん言げんだった。

「まあ、父親としてそのくらいは出来て当然だろ？」

「そうですね、父親なのですからそのくらいはして頂かないと」

　僕のしょうもない見み栄えっ張ぱりをお見通しと笑うように軽く、しかし同時に憧あこがれるように。

　その原因が、未来の僕にあるであろうことは今となっては考えるまでもないことだった。

　寂しかったから。

　それが、今回の未蕾の行動の底にあったすべてだ。

　《ＥＲＯ─ＧＥ》を消そうとしたことも、僕を更こう生せいさせようとしたことも、家出同然でこの時代に来たことも、お守りにあんな願いをこめたことも、すべて、寂しかったから。

　それは、常じよう識しき的てきに考えれば、後先も考えず成せい否ひも顧かえりみないあまりにも子供じみた駄だ々だだ。

　だけれど、僕にはそれを怒ることも叱しかることも笑うことも嘆なげくことも、出来なかった。

「…………自分でも理解しています。私が言っていることがどれだけわがままであるのか」

　事ここに至いたってまで、なおこんなことを言ういじらしさが、たまらなく愛いとおしい。

　その感情に導みちびかれるままに、手て探さぐりで見つけだした未蕾の、冷たいその手を握にぎり締しめた。

「っ──」

　戸と惑まどいで硬こう直ちよくした手は、しかしすぐに強く握り返してくる。嗚お咽えつはすぐに決けつ壊かいし泣き声に変わる。感情のすべてをそこに乗せて流すと、今度は愚ぐ痴ちと悪口と文句と罵ば倒とうと糾きゆう弾だんと不平と不満と泣なき言ごとがぐちゃぐちゃに入り混じった涙なみだ声ごえを、喉のどが枯かれんばかりに声の限りと吐はき出だした。

「ず、ずっと、いっ、いつも、さみ、寂さみしかったん、ですっ」

「うん」

「あ、朝っ、起きてもっ、誰だれもっ、いなくてっ」

「うん」

「朝食もっ、すぐにっ、食べ終わってしまってっ、味あじ気けなくてっ」

「うん」

「鍵かぎをっ、閉める音はっ、冷たくてっ、大だい嫌きらいでっ」

「うん」

「友人がっ、家族のっ、話をしていてもっ、頷うなずくことしかできなくてっ」

「うん」

「誰だれもっ、いない家にっ、帰るのが、たまらなく気が重くてっ」

「うん」

「玄げん関かんのっ、鍵かぎを開ける時に少しっ、期待してっ、でもすぐに落らく胆たんしてっ」

「うん」

「電話にっ、メッセージが残ってるとっ、少しだけっ、ホッとしてしまってっ」

「うん」

「夕食はっ、食器のっ、ぶつかる音しか、しなくてっ」

「うん」

「眠ねむるためにっ、電気を消していくと、真っ暗なっ、家が寒さむ々ざむしくてっ」

「うん」

「きっとっ、明日は帰ってくるっ、と思うのがっ、虚むなしくってっ」

「うん」

「自分がっ、贅ぜい沢たくを言っているのがっ、わかってて、でもそれでは抑おさえられなくてっ」

「うん」

　泣きじゃくる子供のように、途と切ぎれ途切れになる言葉を、心の限り丁てい寧ねいに拾い上げる。

　きっと、これは氷ひよう山ざんの一いつ角かくなのだ。

　未み蕾らいの中には、こういったものが人生の分、堆たい積せきしているのだ。

　今まで必死に自分に言い聞かせ作り笑顔で押おさえ込こんできたそれらが、限界がきて堰せきを切って溢あふれ出だした。木き野のさんは思い当たる節ふしがないと言ったけれどそれも当然だ。これは何かがきっかけになったわけではなく、その重みに耐たえ切きれなくなったがゆえの自じ壊かいだったのだから。

　あるいは、あの誕たん生じよう日びも何かしらの影えい響きようを与えていたのかもしれないけれど、それにしたってきっと最後に軽く背せを押す程てい度どの役割しかなくて、遅かれ早かれ未蕾は暴ぼう発はつしたに違いない。

　未蕾が罹かかった寂さびしさという名の病やまいは、いつどこでどのように発はつ症しようするか、わからない。

「ひっ、一人はっ、嫌いやですっ」

　その叫さけびのすべては、未来の僕ぼくに対する痛つう烈れつな怨うらみ節ぶしであった。

　直接僕に向けられているわけではなかったけれども、今の僕にはそのすべてが堪こたえる。しかし、それ以上に堪えたのは、僕の中身が未蕾の言葉に同調し感情に共きよう鳴めいしてしまうことだった。

　過去の自分の経験を通して、未蕾の気持ちが少なからず理解出来てしまう。

　我わが家やも両親が共とも働ばたらきで自宅には僕一人ということが結けつ構こうあった。妹さんが生まれてからはまた多少環かん境きようも変わったこともありその傷きず口ぐちもすぐに塞ふさがってしまったわけだけれども、それでも幼おさな心ごころに寂しさを覚おぼえていたことは、かさぶたとしておぼろげながらにも記き憶おくに残っている。

　それは僕ぼくにとっては子供の頃ころの思い出の一つとして扱あつかえるものだけれど、未み蕾らいはそうはいかなかった。どれほどの期間を未蕾が孤こ独どくを強しいられていたのだろうか。それはわからないけれども、少なくとも未蕾の根こん幹かんに根を張るほどに、未蕾にとっては長い期間だったのだろう。

「そうだな、一人は、嫌いやだよな」

　共感と実感で、握にぎった手を強く結ぶ。

　言葉となった感情は、また形を失い、音の洪こう水ずいへと溶とけていく。

　それも次し第だいに小さくなり、ついには聞こえなくなった。

　代わりに聞こえてきたのは、鼻をすする水音と。

「────は、あ」

　どこか憑つき物ものの落ちたような、吐と息いきだった。

「もう、…………いい、のか？」

「はい。おかげさまで、すっきりしました」

「そう、それならいいけれど」

「これで、未来に戻っても大だい丈じよう夫ぶです」

　その言葉に、心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにされた気分になった。

　事じ態たいは、何一つとして改かい善ぜんされていない。

　今戻ったところで、未蕾が同じ境きよう遇ぐうに置かれることは想像に難かたくない。

「大丈夫、…………なのか？」

「ご心配ありがとうございます。ですが、大丈夫です。お父様のおかげでだいぶスッキリしましたから。それに、この間も言いましたが、私のせいで他の方々にさらなるご迷めい惑わくをかけるわけにはいきませんし、いつまでも子供のような真ま似ねをしていては、親子揃そろっていい笑い者です」

「子供のくせに親のことを気き遣づかうなよ。子供は自分のことだけ考えてればいいんだよ」

「私をいくつだと思われているのですか。私はもう十分に大人ですよ。良りよう識しきある判断と分別のある行動を求められ、相そう応おうの自由と責任を与えられる歳としです。幼おさな子ごのように振ふる舞まうというわけにはいきません。…………、これ以上、駄だ々だをこねてお父様に嫌きらわれたくはありませんし」

「そんなことないって。親が子供のことを嫌いになるわけないだろ」

「…………しかし、今回のことで愛あい想そをつかされたのかもしれません」

「それもないって。っていうか、むしろ未蕾が僕のことを嫌いなんだと思ってたけれど？」

　ここまでの僕に対する仕打ちの数々から、そう考えていたんだけれど。

「…………少なくとも、《ＥＲＯ─ＧＥ》に携たずさわっておられるお父様はやはり嫌いです」

　これは、坊ぼう主ず憎にくけりゃ袈け裟さまで憎い、みたいなこと、なのか？

「まあ、未蕾がどう思っていても、未来の僕は未蕾のことを大切に思ってるってことは僕が断言してもいい。たった五日間のにわか父親の身で言わせてもらえれば、僕は未蕾は好きだし」

「──っ」

「い、痛いたっ、ちょ、手、僕ぼくの手、握にぎり潰つぶす気か！」

　いきなり万まん力りきのような強さでもって締しめ上あげられた。…………不快の表れ、じゃないよな？

　束そく縛ばくからの解放のためか、妙に未み蕾らいの手を熱く感じながら。

「と、とにかく、そういうことだから、未蕾の考えてるような心配はしなくていいよ」

「お父様がそうおっしゃられるのでしたら、きっとそうですね。────ふぁ」

　鬱うつ積せきしていたものを発散したことで気が緩ゆるんだのか、未蕾があくびを漏もらした。

「眠ねむくなったか？」

「あ、────ま、まだ眠くはありません！　むしろ目が冴さえてしまってちっとも眠くないくらいです！　それに、このまま早々に眠ってしまうには、最後の夜は惜おしいです…………」

「よかった、僕ももったいないなと思ってたんだ。それじゃあ、もう少し話さないか」

「はい！　…………あ、あの、その前にティッシュを頂けますか」

「鼻でもかむのか？　ほら」

「あ、ありがとうございます。それともう一つ…………」

「うん？　まだ何か？」

「こ、今夜のことは、どうかお父様の胸むねの内にだけ収めておいて頂けると…………」

「わかったよ、僕と未蕾だけの秘ひ密みつにしておく」

　そうして、僕と未蕾は一ひと晩ばん中じゆう──とまではいかなかったけれども、未蕾が眠りに落ちるまで話をした。内容は主おもにこの五日間のことで、一週間にも満みたないそのわずかな時間のことを、まるで貴き重ちような時間のように細かく思い出しながら、何度も繰くり返かえし語り笑い、過ごした。




「…………」

　隣となりでついに寝ね落おちした未蕾の寝息を聞きながら、僕はなお眠れずにいた。

　すぐ横にある未蕾の寝顔を、薄うすい夜よ闇やみの中に透すかし見みる。

　…………、そうだよな。

　短く、自分で自身に頷うなずきゆっくりと目を閉じる。

　『おとうさまがもっとおうちにいてくれますように』。

　そのささやかな願いは、眠りに落ちるまで瞼まぶたの裏うらでいつまでも彷徨さまよっていた。





◆◆◆






　約束の時間はあっという間に来た。

　昨日に続き平常どおりに今日を過ごし、そして夜。

　夕食も食べ終わり、手持ち無ぶ沙さ汰たになったところにどうしても入り込んでくる湿しめっぽい空気を払ふつ拭しよくするため、取とり留とめもない会話をハルさんを主体に交かわしながら、来客を待っていた。

　そこに、ピンポーンと、この生活の終了を告つげるチャイムが鳴った。

　けして軽くはない足取りで玄げん関かんへと向かい、扉とびらを開ける。

「こんばんはであります」

「どうも、こんばんは」

　上うわ滑すべりのような挨あい拶さつを交わし、一昨日おととい一昨々日さきおとといと同じく規き律りつ正しく構かまえている木き野のさんをリビングへと案内する。廊ろう下かとリビングを隔へだてるドアを開けるその一いつ瞬しゆん、僕ぼくは少しだけ躊ちゆう躇ちよしてしまった。しかし、それも秒以下に刻きざまれた時間の停てい滞たいで、すぐに木野さんを中へと通した。

「どうも、お久しぶりであります、未み蕾らい殿どの。元気そうで安心しましたであります」

「…………木野さんも。すみません、わざわざ足をお運び頂いて」

「違い正まさ樹き殿も、ありがとうございましたであります」

「いえ、そんなお礼なんて…………」

　これから僕がやることを考えれば、感かん謝しやの先払いは心苦しい。

「それでは、現げん菜ざい殿も待っていることでありますし、行くでありますか」

「はい」

　木野さんの言葉に短く答え、ハルさんを片かた付づける。この時間を名残なごり惜おしむようにその動作がゆっくりに見えたのは、僕の内心が見せる自分勝手な幻げん想そうか。ともあれ、すぐにそれも終わり。

　ハルさんを懐ふところにしまうと、髪かみと服の裾すそを整えてから、こちらを向いた。

「それでは私は帰りますね」

「うん」

「どうぞお父様もお体にはお気をつけください」

「わかってるよ」

「早はや寝ね早はや起おきをして規き則そく正しい生活を心がけてください。食事は好すき嫌きらいせず三度、面倒でも出来るだけバランスを考えて自分で作ってください。掃そう除じは一度にまとめてではなく気がついた時にこまめにするのがコツです。洗せん濯たくは電気料金や水道代節せつ約やくのためまとめてになるのは仕方がありませんがもう少し衣い装しようの数を増やしていつも同じものを着ていると笑われないようにしてください。身だしなみも寝ね癖ぐせなどみっともないものはやめてください。電気の消し忘れや蛇じや口ぐちが締しめ切きられていないことがしばしば見受けられましたから注意をしてください」

「そんなに口やかましく言われなくてもわかってるよ。未蕾は僕の母さんか」

「娘むすめです。うるさいのがいなくなったからといって、ご趣しゆ味みにあまり精せいを出されないように」

「可愛かわいい娘の頼みだ、善ぜん処しよしよう」

「それと…………」

　餞せん別べつは尽つきたのか、続けようとして口ごもる。

　その口の端はしが一いつ瞬しゆんだけ、瞬まばたき一つで吹き飛んでしまうようなわずかな時間だけ、歪ゆがみ。

「楽しかったです」

「僕ぼくもだよ」

　未み蕾らいにとってはきっと万ばん感かんをこめた言葉で、僕にとっては正直な感想でしかない。

　別れの言葉としてはこれ以上ない言葉を交かわし、それでようやくすべてが終わった。

　くるりと反転し僕に背せを向け、木き野のさんの傍かたわらに立つ。僕らのやりとりに素そっ気けなさを覚おぼえたのはむしろ木野さんの方だったようで、未蕾に促うながされていると気がつくには間があった。

「それでは、未蕾殿どのは自分が無事届けるでありますのでご安心ください」

　そう僕に言って、粛しゆく々しゆくと玄げん関かんに向かって先を歩き出す。

　その後ろについて、もう振り返りもせずに未蕾も足を動かし始める。

　もう二度と見ることはないだろうその背中を、僕は黙だまって見送った────りはしなかった。

　二人を追いかけて跳とぶように一足、眼がん前ぜんに未蕾の姿を捉とらえ、その後ろ姿に抱きついた。

「──きゃあっ！」

　想定外もいいところの僕の挙きよに、未蕾が悲ひ鳴めいをあげ固まる。

　それに気がついた木野さんが振り返り、さすがに少々の驚おどろきを顔に乗せて。

「何をしているでありますか？」

「そんなの、見ればわかるでしょう？」

「見れば…………、まさか、未蕾殿を一人の女性として愛してしまったでありますか」

「あっ、愛っ!?　そ、そうなのですか、お父様!?」

「違う！」

　そう受け取られても文句の言えない行動だけれども。でも、手だと振り払われてしまう恐れもあったし、こうした方が威い力りよくとしては数段上だろうという小こ賢ざかしい計算の結果でもあった。

「では、どういうつもりでありますか」

「…………このまま未蕾を未来の僕の元へ帰すわけにはいかないと、そう言っているんです」

　僕の決然としたその返答に、木野さんは愚おろか未蕾までも呆あつ気けにとられる。

　しかし、使命感の分か木野さんの方が理解は早く、整然と抗こう議ぎの声をあげる。

「何を言っているでありますか。一昨日おとといは了解してくれたはずであります」

「すみません、あの時とはちょっと事情が変わってしまいまして」

「しまったもので、ではないであります。急にどうしたのでありますか」

「いやね、気がついたっていうか気がつかされたっていうか、未来の僕の言うとおりに未蕾を未来に帰してしまったら、未蕾が幸せになれないってことに思おもい至いたっちゃったんですよ。自分の娘むすめが不幸になるのが目に見えてて何もしない親はいないでしょう。そういうことです」

　幸不幸という大上段の概がい念ねんからの指し摘てきに、木野さんがあからさまに顔をしかめた。

「言っている意味がわからないであります。どうして未蕾殿が不幸になるのでありますか」

「それを未来の僕がわかっていないからこそ、このまま渡すわけにはいかないと言ってるんです。まあ、これは仲ちゆう介かい人にんでしかない木野さんに言っても仕方がないことですけれど。でも、間に木き野のさんのような、言っちゃ悪いですけれど他人を挟はさんでいる時点で、未来の僕ぼくがこの問題の本質も根本も理解していないことは明らかです。それが理解出来ないで解決はありえません」

「解決、でありますか？　それならば最初に話した時に違い正まさ樹き殿どのは言っていたであります。この手の問題は結局本人同士の話し合いでしか解決しない、そう言って賛さん同どうしたであります」

「確かに、その考えは今でも変わっていません。あの時と多少事情は変わりましたけれど、未み蕾らいと未来の僕が話し合うことによってしか今回の問題は解決出来ないでしょう。でも、このまま未来の僕が話し合いに臨のぞんだところで、それは決して真の意味での解決には結びつきません。そんな上うわ辺べだけの解決で善よしとしてしまったら、また同じようなことを未蕾が起こすかもしれない。あるいは、もっと別の形で更さらなる厄やつ介かいを生むかもしれない。…………もちろん、未蕾は賢かしこい子ですから、今回のことで反省してしまって二度とこんな暴ぼう挙きよに出ない可能性の方が高いでしょう。でも、それだといよいよ未蕾はどうしようもなくなってしまう。逃げ道もなくガス抜きも出来なくなってしまったら、それこそ未蕾が壊こわれてしまう。未蕾が不幸になってしまう。そんなこと、僕も、未来の僕も、望んじゃないでしょう。だから未蕾は渡せません」

　僕に未蕾を押おさえられているためか、木野さんは黙だまって僕の話に耳を傾けてくれていた。

　腕うでの中の未蕾の表情は窺うかがえなかったけれども、いつの間にか僕の服の裾すそが摑つかまれていた。

　それは制止か応おう援えんか、どちらにせよもう僕は舌を止める気はなかった。

「それでは、違正樹殿の言う問題の本質と根本とは何なのでありますか」

「すみません、それは僕の口から言うべきじゃないですね」

「お話にならないであります。肝かん心じんの部分がそれで、どう納得しろと言うのでありますか」

「別に木野さんに納得してもらおうとは思っていません。僕が相手にしているのは未来の僕です。それに、未来の僕が本当に未蕾のことを考えているんだったら、わざわざこちらから教えなくても答えはわかるはずです。…………僕にだって、この短い期間で理解出来たんですから」

　悔くやしいけれども、そこは一いち日じつの長ちようというか、未蕾と過ごしてきた年月が物を言う。きちんと話し合えばすぐに理解出来るだろう。だからこそその背はい理りとして、それだけのことが出来ながら今まで問題に気がつかずここまで事じ態たいをこじらせたことは、悔しさの数倍の怒りを覚おぼえる。

「そういうことであれば、なおさら未蕾殿を未来に帰すべきであります。違正樹殿の言わんとすることが自分にはわからないでありますが、現状で解決が出来ないというのであるなら、何かしらのアクションを起こして事態の変化を促うながし改かい善ぜんを図はかるべきであります。そしてこの場合、現げん菜ざい殿と未蕾殿が話し合いの場を持つというのが、最さい善ぜんの手であると思うであります」

「だから、そのことについては僕も異い論ろんはありません。でも、未来には連れて行かせません」

「話が見えないであります。それでは話し合いなど出来ないであります」

「何でそうなるんです。未蕾が行けないんだったら未来の僕が来ればいいでしょう。簡かん単たんです」

「それは無理だと説明したであります」

「地位だの義務だの責任だの、そんなこと僕ぼくは知ったことじゃありません。それに、本当に未み蕾らいのことが大切なら、自分で連れ戻しに来るべきでしょう。色々とそれらしい理由をつけてはいますけれど、その程てい度どで自分自身が納得して動けなくなるんだとしたら、結局未蕾をその位にしか大切と思ってないってことですよ。だったらなおさら、僕は未蕾を未来に帰すわけにはいきませんね。それなら、僕の方が未蕾を大切に思ってると、胸むねを張って言えますから」

　言葉の高こう揚ようが精神にも伝でん播ぱする。

　さらにそれは行動にも感かん染せんし、両りよう腕うでにこめる力が強くなる。

「未蕾は僕が幸せにする。だから未来の僕は引っ込んでろ」

　木き野のさんの向こうに幻まぼろしとして立つ、未来の自分を睨にらみつける。

　僕ではもはや話にならないと判断したのか、木野さんは交こう渉しよう相手を変へん更こうした。

「未蕾殿どのはそれでいいのでありますか。未蕾殿が戻ればすべては丸く収まるのであります」

「未蕾を唆そそのかすのはやめてください。未蕾は不ぶ器き用ようで良い子だから、そんな風に言われたら自分を殺してでも皆に迷めい惑わくがかからない方を選んでしまうんですよ。未蕾は今まで十分に我が慢まんしてきました。だから、今くらいは、自分の思う方を、したいことを、選ばせてあげてください」

　もし、未蕾がもう少しでも柔じゆう軟なんに我がを通せる人間だったら、僕は未来の僕に喧けん嘩かを売ってまで引きとめようとは思わなかっただろう。いや、そもそもこんな騒そう動どうすら起きなかったはずだ。

　けれど、現実の未蕾はそうではなく、核かく心しんなところ肝かん要ようなところで我を押おし潰つぶす人間だから、きっとこのまま未来に帰したら、謝しや罪ざいと反省をするだけで、どうして自分がこんなことをしたのかなんて一言も弁べん解かいも主張もせずに、以前と変わらない日常に戻ってしまうだろう。

　そうなることが目に見えていて、みすみす見み逃のがせるわけがない。

　だとしたら、それを回かい避ひするために僕が取れる手段はただ一つ、何のしがらみもないこの場に未来の僕を引きずり出し、そこで徹てつ底てい的てきに容よう赦しやなく、互いの気持ちをぶつけさせるしかない。

　そのために僕は、未蕾の本ほん音ねの代だい弁べん者しや気取りで意地を張り通そうとしているのだ。

　もっとも、そんなのは僕の独ひとりよがりで、余計なお世話と言われたらそれまでだけれど。

　だったら、それでも構かまわない。結局のところ選ぶのは、本人なのだから。

「違い正まさ樹き殿こそ唆さないで欲しいであります。違正樹殿が親であると言うのであれば、むしろ未蕾殿を説得するべきであります。子供のわがままを窘たしなめるのは親の重要な責せき務むであります」

「自分の望むことを言う、それのどこがわがままだって言うんですか？　それにね、子供はわがままを言うのが、親はわがままを聞くのが、仕事なんですよ。馬ば鹿か親おやと言われようが親馬鹿と言われようがね、自分の子供の笑顔のためなら、すべてを受け入れたいんですよ、親は」

　開き直っての僕の反論に、木野さんもついには言葉を飲み込む。

　もはやこれ以上の議ぎ論ろんは僕にも未蕾にも意味がないと悟さとったのか、あるいは常じよう識しき的てきな判断力が未蕾にあることに一いち縷るの望のぞみをかけてか、口を閉じ視線だけで未蕾にすべてを託たくした。

「未み蕾らいは、どうしたい？」

　ようやく、両りよう腕うでを解とき体を離はなして、その背せに尋たずねる。

　答えはなく、ただ服の裾すそを摑つかんだ指が、その内心の揺ゆれを表すように強く弱く握にぎられた。

　そして。

「私は、お父様にきちんと私の話を聞いて頂きたい、です」

　大きくはない声で、しかししっかりとした口く調ちようで発せられた未蕾自身のその意志は、それだけでもう、僕ぼくのここまでのささやかな奮ふん闘とうに対して十分な見返りとなるものであった。

「それなら、すぐに帰り現げん菜ざい殿どのと話し合いの場を持つであります」

　すかさず滑すべり込こませた木き野のさんの言葉を、未蕾ははっきりと首を横に振った。

「私の方からお父様の下もとには参まいりません」

「違い正まさ樹き殿の言葉に従うというのでありますか。何な故ぜであります」

　その問いに、未蕾は一度、自分を奮ふるい立たたせるように肩かたに力を入れて。

「おっ、怒っているからです！」

「怒っている、でありますか？」

「そうです！　私はお父様に怒っているのです！　怒ど髪はつ天てんを衝ついているのです！　腸はらわたが煮にえくり返かえっているのです！　ですから、こちらからわざわざ出向いてまでお話しすることなどありません！　どうしてもとおっしゃるのでしたら、お父様がこちらにご足そく労ろうください！」

　生なまの感情を剝むき出だしで、昨夜に匹ひつ敵てきする熱量を木野さんにぶつける。

「とお伝えください！」

　最後には顔を横に背そむけて、それ以上の交こう渉しようを拒きよ絶ぜつする。その子供っぽい怒りの表し方に、僕は苦笑を浮かべつつ顔を伏ふせ、木野さんもさすがに呆あつ気けに取られてフリーズしてしまった。

「…………そういうことみたいですから、すみません、改めて出直してきて頂けますか？」

　そこに勝利を覚おぼえるのは卑ひ屈くつなことかもしれないけれど、誇ほこらずにはいられなかった。

　僕の丁てい重ちようなお引取りのお願いに、木野さんは難しそうな顔をして。

「そう言われても困るであります。子供のお使いではないので、嫌いやですと言われてわかりましたと帰るわけにはいかないであります。任まかされた仕事はやり遂とげなければならないであります」

「何も僕は絶対に帰さないって言ってるわけじゃないですし、未蕾も絶対に帰らないって言ってるわけじゃないんですよ。要は、要求どおり未来の僕が来ればいいだけなんですから」

「そうはいかないであります。こちらもプロとして請うけ負おっているでありますので」

　解ほぐすように、五指を波打たせる。

「力ずくでも連れて帰らせて頂くであります」

「ち、力ずくでも、ってそんな乱らん暴ぼうな！　未来の僕が許したんですか!?」

「当然そんな許可は貰もらってないであります。ですが力ずくといっても未蕾殿に一切傷きずはつけないなら問題はないであります。邪じや魔まするものに対してはその保証の限りではないでありますが」

　すでに心の中のギアが切り替えられているのか、言葉の端はし々ばしにさっきまでは見られなかった鋭するどさが滲にじんでいる。エージェントはボディガードも請うけ負おう、みたいなことを言っていたけれど、その言げんに違たがわぬ気け配はいが全身から感じられた。なんていうか、恐い。ぶるりと背せ筋すじが震ふるえた。

「出来ればおとなしくしていて欲しいであります。知った顔をあまり傷きずつけたくはないので」

　警けい告こくに、一切の誇こ張ちようや脅きよう迫はくは含ふくまれていなかった。

　邪じや魔ますれば排はい除じよする、という意思が端たん的てきに示されているだけだった。

　一歩、こちらの反応を確かめるように木き野のさんがゆっくりと踏ふみ出だす。

　およそ荒あら事ごととはほとんど無む縁えんな世界に生きてきた僕ぼくは、それだけで総そう毛け立だつ。

　物言わぬ気配は重厚な圧あつ力りよくとなって、僕に無む駄だな抵てい抗こうを先んじて制してくる。

　しかし、だからといって怖おじ気けづくわけにはいかない。大おお袈げ裟さに言えば、この攻防に未み蕾らいの未来がかかっているのだ。それに、ここで尻尾しつぽを巻いて逃げてはさすがに格かつ好こうが悪すぎるだろう。

「…………」

　木野さんに気け圧おされまいと、口を結び睨にらみつけ出来る限りの虚きよ勢せいを張り、未蕾の前に出る。

「お、お父様…………」

　当然、心配そうな声をあげる未蕾に振り返り強こわ張ばる頰ほおを無理矢理笑えんで見せる。

「大だい丈じよう夫ぶだって、いくら何でも捕とって食われるわけでも殺されるわけでもないんだから。それよりも未蕾こそ気をつけてよ。いくら僕が邪魔したって、未蕾が捕まったら意味ないんだから」

「ですが──」

「よそ見していると危ないでありますよ」

　淡たん々たんとした木野さんの言葉に、ハッと振り返った、瞬しゆん間かん──

「…………へ？」

　──とすんと、背せ中なかを押おすように軽く硬かたい感触。

　本来なら視界の端はしにいるはずの木野さんの姿はなく、代わりにリビングの天井が見えた。

　…………この感覚は、覚おぼえている。未蕾と最初に会った時に玄げん関かんで投げ飛ばされたのと同じ感覚だ。しかし、手て荒あらだった未蕾と比べて、木野さんのそれは投げ飛ばされたことさえも気がつかせないほどの一瞬の早はや業わざにして匠たくみの技わざだった。未蕾のそれと比べて、段違いの実力。

「だ、大丈夫ですかっ!?」

　しゃがみ寄った未蕾に抱かかえ起おこされる。

「う、うん、ダメージはまったくないんだけれど、あれは」

「いわゆる合あい気きであります。未蕾殿どのとは同門でありますが、その力量はご覧らんのとおりであります。未蕾殿のそれは護ご身しん術じゆつレベルとしての習しゆう得とくでありますが、自分のそれはもっと本格的な、徒と手しゆ空くう拳けんの戦せん闘とうにおける優ゆう位いを確立するための技術、武術に属ぞくするものであります」

　説明しながら、少したわんだスーツの襟えり元もとを悠ゆう然ぜんと張り直す。

「どうであります。未蕾殿を渡して頂けるでありますか？」

「い、いや、これぐらいで、いえ、どんなことをされても降こう参さんなんてしませんよ」

「そうでありますか。では、駄だ目めだと思ったらすぐにギブアップをしてくださいであります」

「──っ」

　瞬しゆん間かん、またグルリと回転させられ、今度は腹はらから落とされる。

　今度の衝しよう撃げきはさっきよりも強く、さらに。

「っぎ！」

　右みぎ腕うでを取られ後ろに捻ひねられながら背せ中なかに全身で圧のし掛かかられる。万まん力りきで締しめ上あげられているかのような鈍にぶく重い衝撃が肘ひじに走り、悲ひ鳴めいともつかない音が反射的に口からこぼれ出た。

　痛いっ、て、ぇっ！

「下へ手たに動かない方がいいであります。余計な抵てい抗こうをすれば骨が折れるであります」

「お父様っ！」

　背はい後ごで聞こえる乾かわいた木き野のさんの言葉に、未み蕾らいが慌あわてた声をあげる。

　これも合あい気き道どうの技術なのか他の武術の技術なのか、木野さんはただ背中に乗っているだけであるだろうに、僕ぼくは体を動かすことは出来なかった。体をひっくり返すことは愚おろか、足の一本すらも言うことを聞かない。後ろに捻り上げられた腕は、もがこうとすればするほど痛いたんだ。

「同じ答えるなら早い方がいいと思うであります」

「ひぎっ！」

　う、げ、…………、つ、強く、なってる。

　徐々に、亀かめの移動ほどの緩かん慢まんさで、腕に加わる圧あつ力りよくが強くなっていく。けして人体が稼か動どうしない方向へと曲げられている肘が、真ま綿わたで首を絞しめるようにジワジワと痛みを増していく。

　それから逃のがれるように奥歯をギッと嚙かみ締しめる。

　知らず、ドッと汗あせが顔中から噴ふき出だしていた。

「や、止めてください、木野さん！　このような乱らん暴ぼう、許されるはずがありません！」

「それは違い正まさ樹き殿どのに言ってくださいであります。自分は予あらかじめ警けい告こくをしたでありますし、違正樹殿はそれを聞いたはずであります。なら、これは両者合意の上での衝しよう突とつのはずであります」

「例たとえどのような理由であっても、暴力はっ…………」

「忘れないで欲しいであります。事を穏おん便びんに収めようとした自分の提案を蹴けったのは、誰だれでありますか。自分がこのような手段に訴うつたえなければならなかった原因は誰にあったでありますか」

「そっ、それは…………」

　肘の痛みでアラートが鳴る頭の片かた隅すみで、未蕾のうろたえる声を聞く。

　さすがは何でもござれのエージェントというべきか。

　未蕾の人間性を正確に把は握あくし的確に弱点を突ついてきやがる。

　僕を痛めつけ人ひと質じちに取ることで未蕾に自みずから意志を翻ほん意いさせようとするなんて、まったく有効な手段じゃないか。おまけに、僕には物理的に苦く痛つうを与えることで木野さんの行動を阻そ止ししようという覇は気きを挫くじきにきている。城と堀ほり、二正面作戦で同時攻略なんて、えげつない。

「違い正まさ樹き殿どのをこれ以上苦しめたくないでありますなら、どうするべきかはわかっているでありますね。なんでも違正樹殿は未み蕾らい殿の意志を尊そん重ちようするらしいでありますから、未蕾殿が一言言ってくれれば、すべては丸く収まるであります。さあ、未蕾殿はどうするでありますか？」

「わ、私は…………」

「…………僕ぼくのことを、気にする必要なんて、ないぞ」

　ズキズキとうずく熱で途と切ぎれ途切れになる言葉を、なんとか舌を動かして繫つなぐ。

「このくらい、なんてことない、ぞ…………」

「何をしているでありますか、そんなに動くと──」

　木き野のさんの言葉を無視して、思い切り体を捻ひねる。

　限界まで伸のばされた体たい組そ織しきが悲ひ鳴めいをあげ、ついには音ねをあげる。同時に、聞こえない切断の音が筋きん骨こつ伝いに感触として知覚された。さっきまで感じられていた木野さんの拘こう束そくの感触が、いや拘束されている腕うで全体の触覚がフッと失うせ、代わりに肘ひじとさらにいくつか熱源が増える。

「自分で、肩かたを外はずしたでありますかっ………」

「────っ、お父様！」

　さすがに息を飲む木野さんの言葉に、未蕾が顔を青ざめさせる。

　セーフティがかかったか、頭の中に暖あたたかい靄もやがかかり痛いたみと、それ以上に思考を鈍にぶらせる。

「──ほ、ら、大だい丈じよう夫ぶだろ、このくらい」

　気を抜けば吐はきそうになる気持ち悪さを堪こらえて無理矢理に笑って見せる。

　今までの僕の人生で、我が慢まん強づよいという評価をもらったことは一度もないけれど、これから先の分の根性を前借りすれば耐たえ切きれないこともない。だから、必死に唇くちびるを不敵に曲げる。

「でっ、ですがっ」

「…………僕はもう、未蕾に寂さびしい思いを、して欲しくないんだよ。そのためなら、体でも、意地でも、何でも、張るさ。っていうか、ここで張らないで、どこで張る、んだよ」

　最後まで言い終えられたのは、正まさしく振ふり絞しぼった気力の賜たま物ものだった。

　僕の言葉に合わせて、瞬しゆん間かん的てきに最大の力が、全身にかけられたのだ。

　そして、それは全身の白熱という形で体に現れた。

　まさか、これ…………。

「肩と、他にも関かん節せつを数すう箇か所しよ外はずしたであります。どうも違正樹殿は我慢強いようなので」

　痛みと熱が、単なる棒ぼうと化した腕の神経を一瞬にして走り、さらなる苦く痛つうを脳のうにぶち込む。

　その有あり様さまたるや凄すさまじく、木野さんが拘束を解とき背せ中なかから退どいたのに、立ち上がれない。

　こ、これ、本当に単に関節を外しただけ、なのかよ！　体の骨、十箇所ぐらい砕くだかれてるんじゃないのか!?　度を越したダメージに体温調ちよう整せいは狂くるい、汗あせは引き今度は悪お寒かんがしてくる。

　うねる吐き気はとっくにリミットを越えている。

　くそ、あの自じ傷しよう行こう為いは木き野のさんには逆効果だった、か？

「お父様っ！」

「心配はいらないであります。後で嵌はめれば元に戻るであります」

　これで僕ぼくを無力化したつもりか、邪じや魔ま立だてするもののいなくなった未み蕾らいへと近づいていく。

「さあ、帰るでありますよ。駄だ々だをこねるのはこれで終わりであります」

「…………行かせないって、言ってるだろ」

「確かに言ってるでありますね。言ってるだけでありますが」

　口先だけしか動かせない僕を冷静に見み定さだめるように、言う。

「違い正まさ樹き殿どのはよくやったでありますよ。たかだか数日間で培つちかった程てい度どの仮かり初そめの親子関係を根こん拠きよとする意地と見み栄えだけで、頑がん張ばったであります。その点だけは、さすがに腐くさっても、いえ青くても現げん菜ざい殿といったところでありますか。ただ、それは長所でもあり短所でもあります。その意地の懸かけ所どころと見栄の張り所を見み誤あやまると目も当てられない結果になるであります。今のように」

　木野さんの評価など知ったことじゃない。

　長々と弁べん舌ぜつを振るっている間に、動かない体を動かそうと試みる。

「くだらない意地とつまらない見栄であります。そんなものに振り回されるから、こういうことになるのでありますよ、違正樹殿も未蕾殿も、…………それに、これに関しては現菜殿も、ですか。これはさすがに言いすぎでありますね。聞かなかったことにして欲しいであります」

　未蕾の横に木野さんが並ぶ。

　今度こそ、本当に力ずくで未蕾を連れて行くつもりだ。

　動かない体を無理矢理に力をこめ、二人をなんとか視界に収めた。

　二人は、向かい合っていた。

　あの冷さめた目で凄すごみを利きかせる木野さんを前に、未蕾は負けじと睨にらみ返かえす。

「くだらなくありませんっ。つまらなくありません！　お父様は、私のために、戦ってくれているのですっ！　それを、くだらない、つまらない、なんて、そんなこと、言わせません！」

「では、どうするつもりでありますか？」

　端はしに威い嚇かくが滲にじむその言葉に、未蕾は怯ひるむことなく決然と。

「私も意地に懸けて見栄を張って、絶対に帰りません！」

「やれやれであります。そういうところばかり父親に似なくともいいのでありますのに」

「私がお父様の中で一番好きな格かつ好こういいところですから似るのも仕方がありません」

「では、結果も同じでありますな。意地と見栄だけではどうにもならないであります」

　木野さんが未蕾に手を伸のばす。

　その魔ま手しゆが触れれば、すべては終わる。

　ここまでの努力が、意地が見栄が、水すい泡ほうに帰きす。

　そして、未蕾はまたあの寂さびしさの中に一人戻るのだ。

「…………ふ、っざ、けんな」

　動け、ここでみっともなくへたばってる場合じゃねえだろ！

　動かないっつうんなら、動かせよ！

　全身に力をこめる。

　棒ぼう切きれが繫つなぎ合あわされただけの拙つたない機き構こうを無理矢理に、力ずくで動かす。右みぎ肩かた、右肘ひじ、左ひだり膝ひざ、左足首、木き野のさんに外はずされたと思おぼしき部位が、過か負ふ荷かに耐たえ切きれず悲ひ鳴めいがフルオーケストラで鳴る。このままいけば右腕うでと左足が千ち切ぎれるのではないか、そんな心配、知ったことか。

「無理をすると本当に大おお怪け我がをするでありますよ」

「…………未み蕾らいから離はなれろ」

「自分は心配して言ってるのでありますが」

「…………未蕾から離れろって、言ってるんだ」

「それは出来ない相談であります。未蕾殿どのを連れて帰るのが自分の仕事でありますので」

「…………こんな、無理矢理に、本人の意志を踏ふみにじってでも、か」

「その点を配はい慮りよしろとは現げん菜ざい殿には言われていないでありますから」

　右拳こぶしを握にぎる。左足を踏ふみ出だす。軋きしむ半身に全体重を乗せる。

「…………だったら、僕ぼくを連れて行け」

「どういう意味でありますか」
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　興こう奮ふんと私し憤ふんと、白熱した思考がぶちりと切れる。

「そんな最低の父親、僕ぼくがぶっ飛ばしてやるって言ってんだよっ！」

　絶ぜつ叫きようと共ともに殴なぐりかかる。

　ありったけの力をこめた、その一いち撃げきは。

　拍ひよう子し抜ぬけするほどヘロヘロとした速度と威い力りよくで。

「なるほどであります」

　そんなものが当たるはずもなくあっさりと避よけられた。

「──へ？」

　何も考えずに全力で放はなった拳こぶしは空くうを切り、その反動として大きくバランスを崩くずす。ここまで木き野のさんに痛いためつけられた上に自分で酷こく使しした体がそれに耐たえられるはずが無なく、僕は為なすすべなくゆっくりながらも前方に傾けたベクトルをそのまま、前へと倒れていく。

　一いつ瞬しゆん、呆あつ気けに取られた未み蕾らいと目が合った。

　…………最後まで格かつ好こうつけられなくて、ごめん。

　なんとなく謝あやまりつつ、受うけ身みは無理でも覚かく悟ごだけはしようと体を強こわ張ばらせる。

「仕方がないでありますな」

　その僕を、木野さんがやんわりと抱き止めた。と思ったのも束つかの間ま。

「少し我が慢まんするでありますよ」

　ガッと、その手が僕の肩かたと足を摑つかみ。

　え？

　痛いだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ！

　全身を痛つう覚かくの奔ほん流りゆうが駆かけ巡めぐる。

　これまでの痛みすべてを凝ぎよう縮しゆくして満まん遍べんなく体中に塗ぬりたくったようなその苦痛に、悶もん絶ぜつする。

「これで良しであります」

「ふー、ふー、ふー、ふー、ふー、ふー、ふー、ふー、ふー、ふー、ふー、ふー、ふー、ふー」

「あ、あの…………？」

　事情をまったく吞のみ込こめてない未蕾が、ケロリとした顔の木野さんと荒あらい息の僕と、どちらに尋たずねるべきか迷いながら、声をあげる。それは僕も同じなので、僕もまた、まだ痛みの後こう遺い症しようでクラクラする視線を木野さんへと投げかけた。それに倣ならってすぐに未蕾も木野さんを見る。

　二人の問いを受け止めた木野さんは、事も無げに言った。

「外はずしていた関かん節せつを嵌はめ直なおしたであります」

「…………あ？　ほ、本当、だ、腕うでが、足が、動く…………」

　さっきまでの木で偶くを引きずっていたかのような感覚は雲うん散さん霧む消しようし、全身を苛さいなんでいた痛みも熱も、最初からなかったかのようにどこかへ行ってしまっていた。いや、それどころか、体の調子がすっきりと良くなった気がする。気のせいか、関節を外される前よりも、体が軽い！

「整せい体たいも心こころ得えているでありますので、ついでに骨こつ盤ばん等々、体の方を正しておいたであります」

「あ、それは、その、ありがとうございます」

　…………じゃない！

「ど、どういうおつもりなのですか、このようなことをして」

「もしかして、未み蕾らいがここに残ることを認めてくれた…………、んですか？」

「違うであります」

　だろうな。さすがに、こんな感情任まかせの一方的な押おし付つけで情を絆ほだされて、僕ぼくたちの味方をしてくれるような甘あまさでは、海うみ千せん山やま千せんを相手取るエージェントという仕事は務つとまらないだろう。

「それじゃあ、なんで？」

「これ以上暴あばれられると大事に至いたる可能性が高いでありますから。それに、違い正まさ樹き殿どののこの覚かく悟ごを見る限りでは、もはや苦く痛つうのみでは説得することは不可能であると悟さとったのであります。同様に、未蕾殿を力ずくで現げん菜ざい殿の元へと連れて帰ることも困難だと理解したのであります」

「…………説得？　いや、まあ、これ以上痛いたい思いをしなくていいならなによりですけれど」

「それに、そう考えた時、違正樹殿の提案は一考する価値があると考えたであります」

「あの、提案…………？　ってなんですか」

「自分で言ったことを覚おぼえてないでありますか。違正樹殿は、『だったら自分を連れて行け。そんな最低な父親、僕がぶっ飛ばしてやるって言ってんだよっ！』と言ったであります」

「い、いや、それは、提案っていうか、その、…………啖たん呵かってヤツ、で」

　真ま顔がおで振り返らないで欲しい。なんだか恥はずかしいことを言ったみたいじゃないか。

「その、木き野のさんはそれを検けん討とうする意味があるとお考えなのですか？」

「そうであります。もちろん、本当にぶっ飛ばされたりしては少し困るでありますが、現状考えうる手段としては、賢けん明めいかつ現実的な着地点、妥だ協きよう点てんであると、そう思うであります」

「妥協点…………」

　そう言われると、そう…………、か？　未蕾の代理として未来の僕に未蕾の意志を伝えに行くのだ。それなら、木野さんを手ぶらで帰すわけじゃないから木野さんの面めん目ぼくも、単なる伝言よりも立つだろうし、こっちも未蕾の相手をこちらに出向かせるという一線を守れる。

　あと、ついでに隙すきあらば僕が未来の僕を本当にぶん殴なぐれる。

「未蕾は、どう思う？」

「…………お父様が構かまわないのでしたら、私もそれが最さい善ぜんの手段だと思います」

「なら、是ぜ非ひもない、か。木野さんは、それで未来の僕が納得すると思いますか？」

「それはわからないでありますが意見の調ちよう整せいをするのもエージェントの勤つとめでありますので、それを理解している現菜殿なら、自分の判断に狭きよう小しような枠わくで理解を示すとは思わないであります」

　ということは、後は僕の決断一つですべて青信号ということか。

　そして、僕の心というなら、昨日の夜からとっくに決まっている。

「よし、それでいきましょう」

「わかったであります。では、そのように手配するであります」

　そう言うと、早速に木き野のさんはリビングを出て行こうとする。

「あ、あの、僕ぼくは、何かすることはないんですか？」

「特にないであります。元の時間に戻る、違い正まさ樹き殿どのからすれば未来へ跳とぶ準備は必要ないでありますし、その実行に関しても自分が向こうとの窓まど口ぐちになるでありますから、違正樹殿はそのまま来てくれればいいであります。注意事じ項こうとしては、時間移動には許きよ容よう量りようがあるでありますから、出来るだけ身軽に、そうでありますね、その格かつ好こうのまま来て頂きたいであります」

「そんなものでいいんですか？　それなら、わかりました」

「では、準備が出来たらまた呼ぶであります」

　そうして木野さんがキビキビと出て行った後に残されたのは、僕と未み蕾らいだった。

　ひとまず、事じ態たいの収しゆう拾しゆうの目め処どがつきそうなことに安あん堵どの一息をついた。

「というわけで、慌あわただしいけれどちょっと出かけてくる」

「お体は、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「問題ないよ。さっき言ったとおり、前よりも元気になってる」

「そうですか、安心しました…………」

　胸むねを撫なで下おろす未蕾の表情がわかりやすく緩ゆるんだと思うと、視線を下に落とし。

「あの、す──」

「すみません、なんて言うなよ。ありがとうございます、もだ」

「その、ですが」

「僕は父親としてやるべきことをやっただけだ。…………正直、本当は未蕾にとっては大きなお世話だったんじゃないかって思ってるんだ。今いま更さらだけれども、僕が余計な口出しなんかしなくても、未蕾と未来の僕がちゃんと話し合えば、案外すんなりと解決出来たんじゃないかって」

　僕の言葉に、未蕾が顔を上げる。

「い、いえ、そんなことはありません。私が木野さんを突つっぱねることが出来たのは、お父様の言葉があったからです。私の気持ちをお父様が理解して後あと押おししてくださったからこそ、あんなことを言うことが出来たのです。もし私だけでしたら、お父様のおっしゃるように、誰だれにも迷めい惑わくをかけない選せん択たくをしていたと思います。ですから、お父様の言葉は大切なものでした」

「そう言ってくれると、僕も体を張った甲か斐いがあるってもんだな」

　あそこまで啖たん呵かを切っておいてなんだけれども、僕だって完全無欠の超ちよう人じんではないし何もかもお見通しの神様でもないし人生経験の豊富な賢けん老ろうでもない。自分の判断にだって当然迷う。

　ただ、未蕾に肯こう定ていされれば、それだけでもう十分な気がした。

「そうだ、無事に帰ってきたらさ、誕たん生じよう日び会かい、やろう」

　僕の提案に、未蕾がキョトンとした顔をする。

「やろうって、誰だれの誕たん生じよう日びをお祝いわいするのですか？　お父様はまだですよね？」

「決まってるだろ、未み蕾らいのだよ。この間、誕生日だったんだろ？」

「え？　あ、はい、確かに私の誕生日はこの間でしたが、この時じ間かん軸じくだとだいぶ先ですよ？」

「あ、そうなの？　そっか、出発点と着地点の日付が必ず同じってわけでもないもんな。まあ、そんな些さ細さいなことはいいや、とにかく未蕾は誕生日を迎むかえたんだろ？　なら祝ってもいいよな」

「確かにそうですが、あの、なぜ急に？」

「僕ぼくが祝いたいからに決まってるだろ。よし決まり。盛せい大だいに、とはいかないけれど、出来るだけ立りつ派ぱな誕生日会にしてやるからな。…………っと、木き野のさんの準備が出来たみたいだな」

　廊ろう下かから、木野さんの声が聞こえ近づいてくる。

「それじゃあ、行ってくる」

「よろしくお願いします」

「朗ろう報ほうを持って帰ってくるから、誕生日のプレゼントは何がいいか考えながら待ってな」

「はい、どうぞお気をつけて」

「うん」

　リビングで見送りを断って、玄げん関かんへ向かう。

　入り口では準じゆん備び万ばん端たんに整え終わった木野さんが例の姿し勢せいで立っていた。

　僕を確認すると頷うなずいてみせたので、僕も首を縦たてに振って答える。

　さてと、それでは延えん長ちよう戦せん、頑がん張ばってきますか。




　ところで、木ぼく刀とうは持ち込んじゃ駄だ目めだろうか？













　　　エピローグ　あなたの新生（活）の物語







　週明けの教室は朝から浮き足立った雰ふん囲い気きに満みちていた。

　ウチのクラスが騒さわがしいのはいつものことだし、そもそもこの世代が三人寄れば姦かしましいのはどこの誰だれでも同じだろう。しかし今け朝さのこの喧けん騒そうについては、ある一つの明確にして共通の理由が存在していた。それは、そこかしこで咲さく会話の花をチラとでも耳に挟はさめばすぐにわかる。

「聞いたか兄弟！」

「聞いたセンパイ？」

　僕ぼくが席に着くなり挨あい拶さつもそこそこにそう切り出してきた四し季き瞥べつさんと連つら善よしにあっさり返す。

「転校生でしょ」

　ピタリ正せい鵠こくを射いた解答に、二人揃そろって一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をして。

「情報早ぇな。やっぱり他のところでも話題になってるか。案外、珍めずらしいもんなそういうの」

「加えて新学年になったばかりのこの時期にだもん。怪あやしいね。超ちよう能のう力りよく者しやじゃないかな」

　転校生というだけでそこまで疑うたがうのは、他にどこぞのメランコリックな人くらいだろう。

「しかしだ、そんな現げん菜ざいでもこの情報は知らないだろう。その転校生はなんとウチのクラスに来るらしいぜ。おまけにかなりの美少女らしい。これは蛇へび長なが君情報だからほぼ確定的だな」

「それ初耳だよ！　うわー、美少女かー、ねね、どんなタイプの美少女なの？」

「それは見てのお楽しみだとさ。けど人間図鑑カテゴライズの蛇長君がそういうくらいだから、どんなタイプだとしてもかなりのレベルだと思うぜ。蛇長君がそんな評価をした人間なんて、ウチの学校だと五人だけだからな。有名どころだと、海かい炉ろ先せん輩ぱいと蓬ほう螺らさんと玄くろ乃のちゃんの三さん美び神しんか。くぅ、そんなレベルがウチのクラスに来るってんだから、これは神様がくれたアタックチャンス！」

　ちなみに、その三人にもしっかりとバツマークをつけられている撃げき墜つい王おう。

「ってことはひょっとしたら美人四し天てん王のうになるかもしれないのか。そんな強キャラがセンパイのクラスに…………。ま、でもセンパイは関係ないよね、そういうの気にしないタイプだし」

「いや、普ふ通つうに気になってるけれど」

　僕がそう答えると、四季瞥さんも連善もあんぐりと口を開けて驚いて見せた。

「ウ、ウソ！　何で！　だってセンパイ、今までそんな女の子に興きよう味みとかなかったじゃん！」

「そ、そうだぞ現菜、頭でも打ったか？　いつもの越えられない次元の壁かべはどうしたんだ！」

「きっとＴ連善ウィルスが感かん染せんしたんだよ！　やっぱり汚お物ぶつは早めに消毒しとくべきだったか！」

「しょ、消毒って、待て、除じよ菌きんスプレーを直接人に吹きつけるのはさすがにアウトだから！」

「大だい丈じよう夫ぶ、確かマンガでもやってたし！」

「それはフィクションだ！　現げん菜ざい、お前も見てないで止めろよ！」

「四し季き瞥べつさん、除じよ菌きんと消毒はまた違うんだよ？」

「そういう話じゃねえ！」

「センパイがそう言うなら、今回は見み逃のがしてあげるよ。せいぜいセンパイに感かん謝しやするんだね」

「え、これ、俺おれ感謝しなくちゃいけないの？」

　とりあえずしてもバチはあたらないと思う。

「ところでセンパイ、怪け我がはもう治ったの？」

「あ、うん、おかげさまで。まあ、そもそも、怪我って言うほど大したものじゃなかったしね」

「ダメだよセンパイ、頑がん丈じような良いい香かお先せん輩ぱいと違ってセンパイは繊せん細さいなんだから気をつけなきゃ。でも、あんな怪我、どこでしたの？　センパイのことだからケンカとかじゃないとは思うけど」

「あー、それ、俺もずっと気になってた。四季瞥じゃねえけど、お前そういうタイプじゃないじゃん。何かあんのかなーと思って今まで訊きかなかったけど、四季瞥が訊くなら俺も訊くわ」

「もしかして心配してくれてた？」

「当たり前だろ」

「当たり前だよ」

　声を揃そろえて言われた。

「お前な、その前の日にあんな顔しといて次の日にあれで、心配しないわけねーだろ」

「そうだよ。まあ、怪我はしてたけど顔は晴れやかだったから何も言わなかったけどさ！」

「それは、ごめん。訊かれなかったし、わざわざ僕ぼくから聞かせるような話でもなかったからさ。えっと、あの怪我の理由ね…………、うーん、何ていうかな、負けられない戦いがあったんだ」

　僕の説明に、当然のことながら二人とも頭の上に疑ぎ問もん符ふを乗っける。

　とはいえ、これまた真実を説明出来るような話でもないし。

　二人が心配してくれた怪我とは、要するに未来の僕との戦いの爪つめ痕あとである。

　まあ、それに関しては身内の恥はじなので墓はかまで持って行くとしよう。

「まったく意味わかんねーけど、大だい丈じよう夫ぶなんだな？」

「うん、二人が心配するようなことはまったく」

「ならいーわ」

「ボクは気になるけど、ちょっと謎なぞがある方が格かつ好こういいかもね！」

　と、頃ころ合あいを見み計はからったようにチャイムが鳴った。

「おっと、ホームルームが始まっちゃう。それじゃセンパイ、また！　良香先輩も！」

「うん、じゃあね」

「おう」

　四季瞥さんが早足で教室を出て行ったのを見届けて、連善はだるそうに机つくえの上に突つっ伏ぷした。

「話は戻るけど、今日のお前はどうしたんだよ。現実の女子が気になるって、お前はそんなことを言うようなヤツじゃなかっただろ。怪け我がは治ったけど、熱でもあるんじゃねえのか？」

「まあ、その理由は、その転校生を見ればすぐにわかるよ」

「見れば、ねぇ。よくわかんねぇけど、お前がそういうならそれまで待つけどよ」

　チャイムが鳴ってもなお教室は騒そう々ぞうしさで溢あふれていた。それどころか、ますます騒々しくなっていた。噂うわさの転校生が入ってくるのを待つクラスの期待は刻こく一いつ刻こくと膨ふくれあがっていた。

　…………それにしても遅くはないだろうか。連つら善よしの話からするとちゃんと職しよく員いん室しつまでたどり着ついてはいるみたいだけれど。…………何か書類に手抜かりでもあったか。貰もらったデータをそっくりそのまま使ったんだけれど、未来の力を以もつてしても公こう文ぶん書しよ偽ぎ造ぞうは難しかったか。

　やっぱり、別々に登校なんてことにしないで、一いつ緒しよに行けばよかったかな…………。

　クラスメイトとは別の意味でソワソワとしていると、ドアが開き教室の空気が止まった。

　見み慣なれた担たん任にんが入って来たのを確認して、蜘く蛛もの子を散らすように各おの々おの自分の席に帰っていく。一人で入ってきた担任はクラスの様子から情報の漏ろう洩えいを悟さとったらしく、呆あきれのため息をついてから、早々に学生たちの興きよう味みを満足させるべく、ドアの向こうに声をかけ招まねき入いれる。

　応じて入ってきた転校生のその顔を見て、僕ぼくは自分の選せん択たくが間違っていないと自信を持った。

　緊きん張ちようした面おも持もちには、不安と期待が半々に顔を覗のぞかせているものの、あの表情は窺うかがえない。

　とりあえず、その点だけでも未来の僕との約束を守れたことを誇ほこらしく思うことにした。
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　あとがき




本書を書くにあたり、この物語の根こん幹かんとなるある重要な理論について、作者は既き存ぞんの理論ではどうしても発生してしまう矛む盾じゆんの数々を一切排はいした、斬ざん新しんかつ画かつ期き的てきな新理論を構こう築ちくすることに成功したのですが、このあとがきではそれを書くには狭せますぎるので普ふ通つうにあとがきます。




　初めまして相あい生おい生い音おん（三機き目）です。

　といったところで、次に書くこともないのですが。本書の内容は読んでくださった方には言うまでもないことですし、そうでない方もチラシやカバーのあらすじを読んでいただければ大体どんなジャンルなのかは理解していただけると思いますし。でも念のため、あとがき派はの人のために、本書がどんなものかを一言で述のべると、『趣しゆ味み』です。読み終わったところで残るものは後こう悔かいと徒と労ろうという恐ろしい代しろ物ものなので、その点だけはご注意とご理解とご容よう赦しやを。しかし、そんな本書が出版できるのも、本屋に山と積つまれる当レーベルの名作・良作（もちろんイラストや装そう丁ていなど文書以外は他の本にも負けないものですが）が売れているおかげ、もし万が一神の気まぐれか悪あく魔まの悪戯いたずらで本書を手に取ってしまい、そのうえここを読んでいただいている方がおられましたら、まずはそっちの方の購こう入にゆうを。そして一度冷静になることをオススメします。

　……まああとがきだからといって販はん促そくするのももういいかなと。




　というわけで、本書を出版するにあたり関わってくださった方々にお礼を。

　作者が何なに気げない思いつきから提出してしまった端はし書がきに、骨ほね組ぐみから肉付けまで、長年に渡り粘ねばり強づよく付き合ってくださった担当の三み木きさん、荻おぎ野のさん、お二人でなければ本書は（主おもに進しん捗ちよくに対する鈍どん重じゆうさの点で）完成までこぎつけることはできませんでした。

　一目見て底に穴あなの開いた泥どろ舟ぶねとわかる、かちかち山のタヌキも乗らないような拙せつ作さくに同乗してくださったｈｉｋａさん。一部以外全部おまかせ、という無茶ぶりどころか丸投げに近いこちらの注文に百点どころか百二十点の回答をいただき、下げた頭が二度と上げられません。

　この二年半自分はひょっとして地底で眠ねむっていたのかと思ってしまうほど、誤ご字じ脱だつ字じや言葉の間違い、誤用を指摘してくださる校こう閲えつさん。おかげでようやく日本語が少しわかりました。

　毎作毎作、訪たずねるたびに住所が変わるＡＭＷでお茶をだしてくださる方々にもお礼を。

　やたらと背はい面めんパッドの保ほ護ごシールが剝はがれてダメになる携けい帯たいゲーム機きには喝かつを。

　その他、作者も知らないところでご助力くださった方々、ありがとうございます。

　そして何より、本書を最後まで読んでくださったあなたに最大最上級の感かん謝しやを。




　それではまた、根気と残機がありましたら、この話かその話かあの話かどの話かで。


相生生音
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相あい生おい生い音おん

※本書はフィクションです。実在する、人名・地名・国名・団体・組織・企業・学校・事件・作品・用語・思想・信条・主義・主張・分析・感想・評価・性癖・科学・技術・理論・想像・風土・年齢・法律・過去・現在・未来・後書・作者には一切関係ありません。
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イラスト／hikaひか

１９９３年12月31日生まれ埼玉県在住の新人イラストレーター。この度は初商業＆初挿絵で大変でしたが、如何だったでしょうか？　喜んで頂けていれば幸いです。学生の頃から絵ばかりを描いてきて、絵の上達を生きがいにしているような奴です。普段はお仕事しながら、イラスト描いてます。いつでもお仕事募集しておりますのでよろしくお願いします！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「相生生音先生」係

「hika先生」係











本書は書き下ろしです。
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愛あいするムスメからの教きよう育いく的てき指し導どう








相あい生おい生い音おん
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